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第一章 調査概要 

（１）調査目的 

広島県内企業で就労する技能実習生や、広島県内教育機関に通う留学生等の今後の就労意向や就労す

る場合の条件、課題、現在の生活実態等を調査し、今後の取り組みにおける検討の基礎資料を作成する

ことを目的とする。 
 

（２）調査対象 

【郵送調査】 

①広島県内の企業で就労する技能実習生 2,402 人 

②広島県内の日本語教育機関等及び大学等に在籍する留学生 2,064 人 

（日本語教育機関等：979 人 大学等：1,085 人） 

③公益財団法人ひろしま国際センターへの来所者（相談窓口及びその他一般外国人） 86 人 
 

（３）調査方法 

・郵送によるアンケート調査 

・グループインタビュー調査 
 

（４）回収状況等 

【郵送アンケート調査】 

 対象者数（人） 回収数（人） 回収率（％） 

①技能実習生 2,402 1,311 54.6％ 

②留学生 
日本語教育機関等 979 610 62.3％ 

大学生等 1,085 261 24.1％ 

③一般外国人 86 50 58.1％ 

※集計対象者の定義については、「（8）備考」に記載 

【グループインタビュー調査】 

①広島県内の企業で就労する技能実習生 9 名 

②広島県内の日本語教育機関及び大学に在籍する留学生 21 名 

（日本語教育機関 15 名 大学：6 名） 

 

（５）調査期間 

【郵送調査】 

令和元年 9 月 4 日～令和元年 10 月 24 日 

【グループインタビュー調査】 

令和元年 12 月 3 日～令和元年 12 月 13 日 

 

（６）実施機関 

株式会社日本統計センター  
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（７）調査結果の見方 

調査結果の数値は、回答率(％)で表示している。回答率(％)の母数は、その質問項目に該当する回答者

の総数であり、その数はＮで示している（各質問における無回答者を除外した回答者の総数を示している）。 

回答率(％)については、小数点第 2 位以下を四捨五入し、小数点第 1 位までを表示している。このた

め、その合計数値は必ずしも 100％とはならない場合がある。 

出身国、在留期間、日本語習熟度などの内訳を表示している場合、属性について未回答である者が存

在するため、内訳の合計は全体の合計と必ずしも一致しないことがある。 
 

（８）備考 

■技能実習生の定義 

在留資格が「技能実習」であり、居住地域及び就業地域を広島県内としている 1,311 人を「技能実習

生」として集計対象とした。 

出身国 ベトナム 中国 フィリピン インドネシア その他 不明 合計 

集計対象 498 人 498 人 150 人 101 人 55 人 9 人 1,311 人 

 

■日本語学校生等の定義 

在留資格が「留学」かつ現在の留学先が県内の「専修学校専門課程（専門学校）」及び「日本語教育

機関（日本語学校）」と回答した 610 人を「日本語学校生等」として集計対象とした。 

国籍 ベトナム 中国 ネパール その他 不明 合計 

集計対象 425 人 83 人 50 人 50 人 2 人 610 人 

 

■大学生等の定義 

在留資格が「留学」かつ現在の留学先が県内の「大学院（博士コース、修士コース）」、「専門職大学

院課程」、「大学の学部正規課程」、「短期大学」、「準備教育課程」、「その他（研究生等）」と回答した 261

人を「大学生等」として集計対象とした。 

国籍 ベトナム 中国 その他 不明 合計 

集計対象 58 人 151 人 52 人 0 人 261 人 

 

■一般外国人の定義 

在留資格が「留学」以外と回答した対象者 50 名を「一般外国人」として集計対象とした。 

国籍 ベトナム 中国 その他 不明 合計 

集計対象 13 人 16 人 19 人 2 人 50 人 

 

■就業地域及び居住地域の集約について 

就業地域及び居住地域を以下の 4 地域に集約し、集計を行った。 

 

 

  

北部地域 ： 三次市、庄原市、安芸高田市、安芸太田町、北広島町 

東部地域 ： 三原市、尾道市、福山市、府中市、世羅町、神石高原町 

中部地域 ： 呉市、竹原市、東広島市、江田島市、大崎上島町 

西部地域 ： 広島市、大竹市、廿日市市、府中町、海田町、熊野町、坂町 
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■日本語の習熟度による集計について 

本調査では、外国人が自覚している日本語習熟度による就労・生活環境の課題などの傾向をみるため、

日本語能力に関する設問の回答結果をもとに、日本語の習熟度を「習熟度【高】」、「習熟度【中】」、「習

熟度【低】」の 3 段階に分類し、集計を行った。よって、本調査の習熟度の分類は、試験等の結果に基

づく客観的な指標ではない。 

 

なお、日本語の習熟度分類における定義は、以下のとおりである。 

 

手順①：日本語能力に関する設問の結果を集約 

技能実習生における調査票の Q19、留学生・一般外国人における調査票の Q22 の各設問において、「会

話」、「読み」、「書き」の回答結果を下表の区分により「できる」、「できない」に類別した。 

 

 「できる」 「できない」 

①日本語で会話する 「3.できる」と回答 「1.ほとんどできない」、「2.少しでき

る」と回答 

②ひらがな・カタカ

ナを読む 

「3.できる」と回答 「1.ほとんどできない」、「2.少しでき

る」と回答 

③漢字を読む 「3.できる」と回答 「1.ほとんどできない」、「2.少しでき

る」と回答 

④ひらがな・カタカ

ナで書く 

「3.できる」と回答 「1.ほとんどできない」、「2.少しでき

る」と回答 

⑤漢字を使って日本

語を書く 

「3.できる」と回答 「1.ほとんどできない」、「2.少しでき

る」と回答 

 

手順②：類別した区分「できる」、「できない」に該当する回答の個数に応じて、日本語の習熟度に分類 

手順①で集約したカテゴリの個数に応じて、以下のように日本語の習熟度を分類した。 

 

日本語の習熟度 類別した区分に該当する回答の個数 

①習熟度【高】 「できる」が 4 個以上 

②習熟度【中】 「できる」が 2 個または 3 個 

③習熟度【低】 「できる」が 1 個以下 

 

 

◆対象者別日本語習熟度の分類結果 

 ①習熟度【高】 ②習熟度【中】 ③習熟度【低】 

技能実習生 8.8％（ 98 人／1,120 人） 59.1％（662 人／1,120 人） 32.1％（360 人／1,120 人） 

日本語学校生等 28.5％（153 人／ 537 人） 58.8％（316 人／ 537 人） 12.7％（ 68 人／ 537 人） 

大学生等 70.6％（175 人／ 248 人） 20.2％（ 50 人／ 248 人） 9.3％（ 23 人／ 248 人） 

※（ ）内は、それぞれの実数値 
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第二章 調査結果の概要と分析 

1. 就労環境・就労に対する意識 

(１) 職場での課題について 

○ 技能実習生、日本語学校生等、大学生等の６～７割が職場※1において何らかの課題を抱えている。 

○ 主な課題は、「方言がわからない」（各 25％前後）をはじめ、職場でのコミュニケーションに関す

る課題が多い。 

○ 在留期間が短く、日本語の習熟度※2が低いほど、職場の困りごとが多い傾向がある。ヒアリング

調査においても、来日当初は「専門用語がわからない」、「指示が聞き取れない」など困ることが

あり、同僚等のサポートにより解決したという声が聞かれた。 

 

【職場で困っていること（在留期間別、複数回答）】 

 
 ※在留期間の不明となっている回答者がいるため、属性ごとの小計と内訳は一致しない。 

 

 

 

 

                                                   
※1 技能実習生については実習先、日本語学校生等及び大学生等についてはアルバイト先。 
※2 調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分。現実の日本語能力と必ずしも一致していない。 

(上段：実数、下段：％)
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1,271 45 52 165 130 95 54 94 315 220 25 78 472 64
100.0 3.5 4.1 13.0 10.2 7.5 4.2 7.4 24.8 17.3 2.0 6.1 37.1 5.0

315 19 8 92 46 41 14 40 103 66 3 8 78 10
100.0 6.0 2.5 29.2 14.6 13.0 4.4 12.7 32.7 21.0 1.0 2.5 24.8 3.2

282 6 11 33 32 28 17 24 63 46 0 17 109 19

100.0 2.1 3.9 11.7 11.3 9.9 6.0 8.5 22.3 16.3 0.0 6.0 38.7 6.7
436 14 19 28 33 17 12 15 100 84 15 32 169 24

100.0 3.2 4.4 6.4 7.6 3.9 2.8 3.4 22.9 19.3 3.4 7.3 38.8 5.5
178 3 12 9 16 6 8 12 39 20 6 15 85 7

100.0 1.7 6.7 5.1 9.0 3.4 4.5 6.7 21.9 11.2 3.4 8.4 47.8 3.9

40 2 2 0 1 2 2 1 5 3 1 4 23 3
100.0 5.0 5.0 0.0 2.5 5.0 5.0 2.5 12.5 7.5 2.5 10.0 57.5 7.5

546 24 42 84 93 52 41 114 129 58 12 39 147 23

100.0 4.4 7.7 15.4 17.0 9.5 7.5 20.9 23.6 10.6 2.2 7.1 26.9 4.2
207 8 18 43 53 27 15 55 51 34 3 13 43 5

100.0 3.9 8.7 20.8 25.6 13.0 7.2 26.6 24.6 16.4 1.4 6.3 20.8 2.4
177 6 16 29 25 15 17 36 38 16 5 13 50 5

100.0 3.4 9.0 16.4 14.1 8.5 9.6 20.3 21.5 9.0 2.8 7.3 28.2 2.8

96 5 6 9 8 7 5 17 29 4 2 9 31 8
100.0 5.2 6.3 9.4 8.3 7.3 5.2 17.7 30.2 4.2 2.1 9.4 32.3 8.3

32 0 2 2 1 1 2 4 9 1 1 3 9 4
100.0 0.0 6.3 6.3 3.1 3.1 6.3 12.5 28.1 3.1 3.1 9.4 28.1 12.5

31 5 0 0 5 1 1 2 1 3 1 1 13 1

100.0 16.1 0.0 0.0 16.1 3.2 3.2 6.5 3.2 9.7 3.2 3.2 41.9 3.2

179 3 15 9 14 6 2 36 45 9 5 14 73 8

100.0 1.7 8.4 5.0 7.8 3.4 1.1 20.1 25.1 5.0 2.8 7.8 40.8 4.5
17 0 3 4 6 2 1 6 6 1 0 3 3 0

100.0 0.0 17.6 23.5 35.3 11.8 5.9 35.3 35.3 5.9 0.0 17.6 17.6 0.0

13 1 0 3 2 2 0 5 5 2 1 0 3 0
100.0 7.7 0.0 23.1 15.4 15.4 0.0 38.5 38.5 15.4 7.7 0.0 23.1 0.0

39 0 2 0 2 0 1 7 14 1 3 1 16 3

100.0 0.0 5.1 0.0 5.1 0.0 2.6 17.9 35.9 2.6 7.7 2.6 41.0 7.7
61 2 6 2 4 1 0 11 14 5 1 7 23 3

100.0 3.3 9.8 3.3 6.6 1.6 0.0 18.0 23.0 8.2 1.6 11.5 37.7 4.9
49 0 4 0 0 1 0 7 6 0 0 3 28 2

100.0 0.0 8.2 0.0 0.0 2.0 0.0 14.3 12.2 0.0 0.0 6.1 57.1 4.1

日本語学校生等

大学生等

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

技能実習生
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【職場で困っていること（日本語習熟度別、複数回答）】 

 

 

○ 職場の困りごとの相談相手は、 

  - 技能実習生 会社の日本人 46.2％（598 人／1,295 人）、同じ国出身の同僚 45.1％（584 人／1,295 人） 

  - 日本語学校生等 学校等の友人 51.9％（286 人／551 人）、会社の日本人 50.5％（278 人／551 人） 

  - 大学生等 学校等の友人 59.4％（107 人／180 人）、会社の日本人 47.8％（86 人／180 人） 

○ 同じ国出身の同僚や頼りになる日本人従業員の存在が就労環境に大きく影響すると考えられる。 

 

(２) 今後の日本における就労意向について 

 就労意向の有無 

○ ほとんどの外国人材が引き続き日本に

滞在して就労を希望している。 

  《就労希望「あり」の回答の割合》 

 - 技能実習生   81.4％（1,040人／1,277人） 

 - 日本語学校生等 95.6％（562 人／588 人） 

 - 大学生等 82.4％（202 人／245 人） 

 活用したい在留資格 

○ 技能実習生は、半数以上が特定技能を視

野に入れている。 

○ 日本語学校生等、大学生等は、７～８割

程度が専門的・技術的分野の在留資格

（技術・人文知識・国際業務）での就労

を希望している。 

 

 

(上段：実数、下段：％)
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1,271 45 52 165 130 95 54 94 315 220 25 78 472 64
100.0 3.5 4.1 13.0 10.2 7.5 4.2 7.4 24.8 17.3 2.0 6.1 37.1 5.0
349 18 17 46 42 23 18 32 92 87 10 26 106 15
100.0 5.2 4.9 13.2 12.0 6.6 5.2 9.2 26.4 24.9 2.9 7.4 30.4 4.3
646 20 24 78 58 53 29 46 162 96 12 30 252 40
100.0 3.1 3.7 12.1 9.0 8.2 4.5 7.1 25.1 14.9 1.9 4.6 39.0 6.2
95 2 2 7 5 4 0 3 22 8 1 7 52 3
100.0 2.1 2.1 7.4 5.3 4.2 0.0 3.2 23.2 8.4 1.1 7.4 54.7 3.2

546 24 42 84 93 52 41 114 129 58 12 39 147 23
100.0 4.4 7.7 15.4 17.0 9.5 7.5 20.9 23.6 10.6 2.2 7.1 26.9 4.2
53 4 3 12 21 6 5 7 8 5 0 2 12 3
100.0 7.5 5.7 22.6 39.6 11.3 9.4 13.2 15.1 9.4 0.0 3.8 22.6 5.7
305 13 23 44 49 35 29 63 79 37 4 19 78 13
100.0 4.3 7.5 14.4 16.1 11.5 9.5 20.7 25.9 12.1 1.3 6.2 25.6 4.3
129 1 11 18 16 3 4 35 33 10 5 14 43 5
100.0 0.8 8.5 14.0 12.4 2.3 3.1 27.1 25.6 7.8 3.9 10.9 33.3 3.9

179 3 15 9 14 6 2 36 45 9 5 14 73 8
100.0 1.7 8.4 5.0 7.8 3.4 1.1 20.1 25.1 5.0 2.8 7.8 40.8 4.5
7 0 1 0 0 1 0 1 3 0 0 0 2 0
100.0 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 42.9 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0
29 0 2 2 7 4 1 6 9 3 0 1 7 2
100.0 0.0 6.9 6.9 24.1 13.8 3.4 20.7 31.0 10.3 0.0 3.4 24.1 6.9
132 2 11 6 4 0 0 27 32 5 4 11 61 6
100.0 1.5 8.3 4.5 3.0 0.0 0.0 20.5 24.2 3.8 3.0 8.3 46.2 4.5

技能実習生

日本語習熟度【高】

日本語習熟度【中】

日本語習熟度【低】

日本語習熟度【低】

日本語習熟度【中】

日本語習熟度【高】

日本語学校生等

日本語習熟度【高】

日本語習熟度【中】

日本語習熟度【低】

大学生等

【活用したい在留資格】
(上段：実数、下段：％)

回
答
者
数

専
門
的
・
技
術
的
分
野

（
技

術

、
人
文
・
知
識
・
国
際
業

務

）

特
定
技
能

そ
の
他
の
在
留
資
格

在
留
資
格
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い

1,214 291 677 107 271
100.0 24.0 55.8 8.8 22.3
456 104 262 50 89
100.0 22.8 57.5 11.0 19.5
458 156 189 29 149
100.0 34.1 41.3 6.3 32.5
144 16 119 8 7
100.0 11.1 82.6 5.6 4.9
98 2 78 19 8

100.0 2.0 79.6 19.4 8.2
50 12 25 0 14

100.0 24.0 50.0 0.0 28.0

541 394 154 39 25
100.0 72.8 28.5 7.2 4.6
394 305 105 20 10
100.0 77.4 26.6 5.1 2.5
66 48 15 10 7

100.0 72.7 22.7 15.2 10.6
40 18 19 5 5

100.0 45.0 47.5 12.5 12.5
39 21 15 4 3

100.0 53.8 38.5 10.3 7.7

179 150 28 11 10
100.0 83.8 15.6 6.1 5.6
49 44 7 0 0

100.0 89.8 14.3 0.0 0.0
102 91 15 9 3
100.0 89.2 14.7 8.8 2.9
28 15 6 2 7

100.0 53.6 21.4 7.1 25.0

技能実習生

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

その他

日本語学校生等

ベトナム

中国

ネパール

その他

大学生等

ベトナム

中国

その他

※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 
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 日本で就労する場合の業種や企業等の選択基準 

a. 業種の希望について 

○ 技能実習生は「製造業」を中心に希望が多く、日本語学校生等は「外食業」や「製造業」

が多い。一方、大学生等では「その他サービス業」や「その他」が多く、自由記述欄の記

載を見ると、通訳・翻訳、教育、IT 関係などのサービス業の希望が多い。活用したい在留

資格と同様に、来日目的やキャリアに対する意識等の違いがみられる結果となっている。 

○ 選択理由は、いずれも「自分の技術や経験が使えるから」が半数以上で最多である。 

○ 技能実習生は、全体では約７割が現在の実習先と同じ分野を選択している。 

【外国人材が就労を希望する業種（３つまで複数回答）】 

 

【業種の選択理由（３つまで複数回答）】 

 

 

【外国人材が就労を希望する業種（技能実習生，３つまで複数回答）】 

（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

自
分
の
技
術
や

経
験
が
使
え
る

か
ら

帰
国
後
に
や
り

た
い
仕
事
と
関

係
が
あ
る
か
ら

給
料
や
働
い
た

と
き
の
条
件
が

い
い
か
ら

い
ま
の
会
社
で

仕
事
を
続
け
た

い
か
ら

そ
の
分
野
の
日

本
の
企
業
で

、

働
く
経
験
を
積

み
た
い
か
ら

そ
の
他

1,259 692 566 421 454 61
100.0 55.0 45.0 33.4 36.1 4.8
551 327 323 165 181 18
100.0 59.3 58.6 29.9 32.8 3.3
196 104 72 54 90 9
100.0 53.1 36.7 27.6 45.9 4.6

日本語学校生等

大学生等

技能実習生

サ
ン
プ
ル
数

農
業

漁
業

建
設
業

製
造
業

（
繊
維
・

衣
服

）

製
造
業

（
食
品

）

製
造
業

（
機
械
・

金
属

）

製
造
業

（
電
気
・

電
子
関
連

）

製
造
業

（
造
船

）

製
造
業

（
自
動
車

関
係

）

製
造
業

（
そ
の

他

）

小
売
業

宿
泊
業

外
食
業

介
護

ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン

グ そ
の
他
の
サ
ー

ビ

ス
業

そ
の
他

現
在
と
同
業
種
へ
の

就
労
志
望
者
比
率

1,276 91 25 74 263 346 220 208 222 313 70 104 39 215 81 13 48 60 898
100.0 7.1 2.0 5.8 20.6 27.1 17.2 16.3 17.4 24.5 5.5 8.2 3.1 16.8 6.3 1.0 3.8 4.7 70.4
45 33 0 1 3 12 2 5 0 5 2 4 2 10 3 2 0 4 33

100.0 73.3 0.0 2.2 6.7 26.7 4.4 11.1 0.0 11.1 4.4 8.9 4.4 22.2 6.7 4.4 0.0 8.9 73.3
14 2 4 0 7 1 1 2 1 0 0 1 0 1 0 2 1 0 4

100.0 14.3 28.6 0.0 50.0 7.1 7.1 14.3 7.1 0.0 0.0 7.1 0.0 7.1 0.0 14.3 7.1 0.0 28.6
87 8 2 52 2 20 11 31 3 23 6 3 3 6 1 0 3 1 52

100.0 9.2 2.3 59.8 2.3 23.0 12.6 35.6 3.4 26.4 6.9 3.4 3.4 6.9 1.1 0.0 3.4 1.1 59.8
230 7 4 3 199 46 5 10 2 8 9 17 1 41 18 2 4 3 199
100.0 3.0 1.7 1.3 86.5 20.0 2.2 4.3 0.9 3.5 3.9 7.4 0.4 17.8 7.8 0.9 1.7 1.3 86.5
173 12 5 2 15 142 7 37 5 21 5 21 7 53 13 4 10 9 142
100.0 6.9 2.9 1.2 8.7 82.1 4.0 21.4 2.9 12.1 2.9 12.1 4.0 30.6 7.5 2.3 5.8 5.2 82.1
172 4 2 6 7 24 133 28 26 43 14 11 7 18 5 2 4 4 133
100.0 2.3 1.2 3.5 4.1 14.0 77.3 16.3 15.1 25.0 8.1 6.4 4.1 10.5 2.9 1.2 2.3 2.3 77.3
186 11 6 9 3 11 34 24 172 45 11 3 6 3 0 1 4 0 172
100.0 5.9 3.2 4.8 1.6 5.9 18.3 12.9 92.5 24.2 5.9 1.6 3.2 1.6 0.0 0.5 2.2 0.0 92.5
213 8 1 0 12 51 15 36 0 145 7 37 9 52 15 0 11 10 145
100.0 3.8 0.5 0.0 5.6 23.9 7.0 16.9 0.0 68.1 3.3 17.4 4.2 24.4 7.0 0.0 5.2 4.7 68.1
1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
18 4 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 1 18 0 0 0 18

100.0 22.2 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 5.6 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0
127 1 1 0 11 34 11 32 12 18 16 7 2 28 8 0 9 29
100.0 0.8 0.8 0.0 8.7 26.8 8.7 25.2 9.4 14.2 12.6 5.5 1.6 22.0 6.3 0.0 7.1 22.8

今後就労する場合の希望業種

小売業

介護

その他

上段：実数、下段：％

全　　体

実
習
先
の
業
種

農業

漁業

建設業

製造業（繊維・衣服）

製造業（食品）

製造業（機械・金属）

製造業（造船）

製造業（自動車関係）
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b. 企業の選択基準について 

○ いずれの外国人材も「技術を学んだり、自分の技術が使えること」が半数を超えて最重要

視している。 

○ 「給料がいいこと」は重要な条件であるものの、「会社の人が親切にしてくれること」や

「自分の働きたい場所、住みたい場所にあること」と近い比率で並んでいる。 

○ 就労地・居住地重視の選択者は、半数以上が県内を希望している。ヒアリング調査におい

て、県内での就労・居住を希望する理由として、広島に対する愛着や住み慣れた土地への

安心感、物価の安さなどの声があった。 

 【働く会社を選択するときに重視する条件（３つまで複数回答）】 

 

【「自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること」選択者の就労・居住希望場所(出身国別)】 

 

 

 

(上段：実数、下段：％)

回

答

者

数

技

術

を

学
ん

だ

り

、

自

分

の

技
術

が

使

え

る

こ

と

帰

国

後

に
し

た

い

仕

事

と

同

じ
で

あ

る

こ

と 自

分

の

国
に

そ

の

会

社

が

進

出
し

て

い

る

こ

と

残

業

が

少
な

い

こ

と

給

料

が

い
い

こ

と

会

社

が

生
活

面

を

支

援

し

て

く
れ

る

こ

と

会

社

の

人
が

親

切

に

し

て

く

れ
る

こ

と

同

じ

国

の
人

が

働

い

て

い

る

こ
と

自

分

が

働
き

た

い

場

所

、
ま

た
は

、
住

み

た

い

場

所
に

あ

る

こ

と そ

の

他

1,268 651 310 118 39 471 365 500 226 517 53

100.0 51.3 24.4 9.3 3.1 37.1 28.8 39.4 17.8 40.8 4.2

556 314 181 88 10 188 204 170 39 253 15
100.0 56.5 32.6 15.8 1.8 33.8 36.7 30.6 7.0 45.5 2.7

199 116 42 51 17 88 54 80 12 86 3

100.0 58.3 21.1 25.6 8.5 44.2 27.1 40.2 6.0 43.2 1.5

技能実習生

日本語学校生等

大学生等

（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

広
島
県
内

東
京

大
阪

そ
の
他

509 290 160 52 7
100.0 57.0 31.4 10.2 1.4
185 120 46 18 1
100.0 64.9 24.9 9.7 0.5
226 96 98 28 4
100.0 42.5 43.4 12.4 1.8

52 36 12 2 2
100.0 69.2 23.1 3.8 3.8
26 23 2 1 0
100.0 88.5 7.7 3.8 0.0
19 14 2 3 0
100.0 73.7 10.5 15.8 0.0

247 170 22 36 19
100.0 68.8 8.9 14.6 7.7
181 127 15 28 11
100.0 70.2 8.3 15.5 6.1
30 20 6 2 2
100.0 66.7 20.0 6.7 6.7
18 11 1 2 4
100.0 61.1 5.6 11.1 22.2
17 11 0 4 2
100.0 64.7 0.0 23.5 11.8

85 48 17 13 7
100.0 56.5 20.0 15.3 8.2
18 13 1 4 0
100.0 72.2 5.6 22.2 0.0
56 29 12 9 6
100.0 51.8 21.4 16.1 10.7
11 6 4 0 1
100.0 54.5 36.4 0.0 9.1

インドネシア

その他

技能実習生

ベトナム

中国

フィリピン

大学生等

ベトナム

中国

その他

日本語学校生等

ベトナム

中国

ネパール

その他
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2. 生活環境・地域交流 

(１) 生活上の課題 

○ 技能実習生及び大学生等の約７割、日本語学校生等の約８割が生活上で何らかの課題を抱えてい

る。 

○ 主な課題は、「方言がわからない」（概ね２～３割程度）など、コミュニケーション関係の課題が

上位を占めている。 

○ 職場での課題と同様、在留期間が短く、日本語の習熟度が低いほど生活上の困りごとが多い傾向

がある。 

 一方、「病院でことばが通じない」や「災害の時にどうしたらいいかわからない」などについては、

在留期間が長くなっても、困っている状態が継続している傾向がある。 

○ 生活上の困りごとの相談相手は、 

 - 技能実習生：同じ国出身の同僚 45.4％（590 人／1,299 人）、監理団体の人 44.5％（578 人／1,299 人） 

 - 日本語学校生等：日本語教室等の先生 59.3％（354 人／597 人）、自分国の家族等 34.8％（208 人／597 人） 

 - 大学生等：自分の国の家族等 45.0％（117 人／260 人）、会社や学校の同じ国の人 37.7％（98 人／260 人） 

○ 技能実習生及び日本語学校生等の相談相手は、日本国内の所属先（企業、学校等）の身近な人が

最も多い。大学生等については、相談相手は自分の国の家族等が最も多いが、会社や学校の同じ

国の人なども３割以上で続いており、身近な人にも相談していることがうかがえる。また、ヒア

リング調査では、SNS を活用して同じ国の人のコミュニティの中で解決しているという声もあっ

た。 

【普段の生活で困っていることや不安なこと（在留期間別／複数回答、一部抜粋）】 

 

 

（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

聞
き
取
れ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

話
せ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

読
め
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

書
け
な
い

方
言

（
広
島
特
有
の
こ
と

ば

）
が
わ
か
ら
な
い

地
域
の
人
と
日
本
語
で
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取

れ
な
い

日
本
の
文
化
や
習
慣
が
理

解
で
き
な
い

生
活
の
ル
ー

ル
が
わ
か
ら

な
い

病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ
な

い 電

気

、
ガ

ス

、
電

話

や

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

な

ど

、
生

活

に

必

要

な

手

続

き

の

方

法

が

わ

か

ら

な

い

災

害

（
大

雨

、
地

震

、
台

風

な

ど

）
の

と

き

に

、
ど

う

し

た

ら

い

い

か

わ

か

ら

な

い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他

1,262 152 148 82 76 294 217 88 16 228 99 121 419 43
100.0 12.0 11.7 6.5 6.0 23.3 17.2 7.0 1.3 18.1 7.8 9.6 33.2 3.4
315 64 54 37 26 103 60 21 7 48 22 39 84 7
100.0 20.3 17.1 11.7 8.3 32.7 19.0 6.7 2.2 15.2 7.0 12.4 26.7 2.2
283 26 26 20 16 61 53 27 3 50 24 23 95 9
100.0 9.2 9.2 7.1 5.7 21.6 18.7 9.5 1.1 17.7 8.5 8.1 33.6 3.2
429 42 48 21 17 81 72 24 3 88 33 39 148 19
100.0 9.8 11.2 4.9 4.0 18.9 16.8 5.6 0.7 20.5 7.7 9.1 34.5 4.4
178 16 17 4 12 37 26 13 3 38 15 14 70 5
100.0 9.0 9.6 2.2 6.7 20.8 14.6 7.3 1.7 21.3 8.4 7.9 39.3 2.8
39 2 1 0 3 7 5 2 0 4 5 3 16 2
100.0 5.1 2.6 0.0 7.7 17.9 12.8 5.1 0.0 10.3 12.8 7.7 41.0 5.1

592 122 116 45 38 162 105 55 17 115 83 79 96 16
100.0 20.6 19.6 7.6 6.4 27.4 17.7 9.3 2.9 19.4 14.0 13.3 16.2 2.7
217 70 65 24 18 67 59 22 7 41 31 32 20 6
100.0 32.3 30.0 11.1 8.3 30.9 27.2 10.1 3.2 18.9 14.3 14.7 9.2 2.8
196 33 30 15 10 52 27 19 6 37 32 27 36 4
100.0 16.8 15.3 7.7 5.1 26.5 13.8 9.7 3.1 18.9 16.3 13.8 18.4 2.0
107 13 10 4 7 28 9 6 2 23 11 10 22 5
100.0 12.1 9.3 3.7 6.5 26.2 8.4 5.6 1.9 21.5 10.3 9.3 20.6 4.7
35 2 1 1 0 8 3 4 1 7 5 6 9 1
100.0 5.7 2.9 2.9 0.0 22.9 8.6 11.4 2.9 20.0 14.3 17.1 25.7 2.9
34 3 9 1 3 6 6 3 1 5 4 3 8 0
100.0 8.8 26.5 2.9 8.8 17.6 17.6 8.8 2.9 14.7 11.8 8.8 23.5 0.0

258 36 30 20 16 54 29 18 19 39 31 40 69 19
100.0 14.0 11.6 7.8 6.2 20.9 11.2 7.0 7.4 15.1 12.0 15.5 26.7 7.4
56 21 18 15 10 18 13 5 10 10 11 14 6 4
100.0 37.5 32.1 26.8 17.9 32.1 23.2 8.9 17.9 17.9 19.6 25.0 10.7 7.1
29 5 7 4 2 8 5 1 4 4 1 6 5 4
100.0 17.2 24.1 13.8 6.9 27.6 17.2 3.4 13.8 13.8 3.4 20.7 17.2 13.8
52 3 3 1 2 9 4 4 3 9 9 6 17 5
100.0 5.8 5.8 1.9 3.8 17.3 7.7 7.7 5.8 17.3 17.3 11.5 32.7 9.6
70 4 1 0 0 14 6 6 0 10 7 8 18 4
100.0 5.7 1.4 0.0 0.0 20.0 8.6 8.6 0.0 14.3 10.0 11.4 25.7 5.7
51 3 1 0 2 5 1 2 2 6 3 6 23 2
100.0 5.9 2.0 0.0 3.9 9.8 2.0 3.9 3.9 11.8 5.9 11.8 45.1 3.9

大学生等

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

日本語学校生等

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

技能実習生

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

※在留期間の不明となっている回答者がいるため，属性ごとの小計と内訳は一致しない。 
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【普段の生活で困っていることや不安なこと（日本語習熟度別／複数回答、一部抜粋）】 

 

 

 

(２) 公的窓口の認知度について 

○ 技能実習生及び日本語学校生等、大学生等

ともに７割前後が役所など公的な相談窓

口があることを知らないと回答している。 

- 技能実習生 70.8％（894 人／1,263 人） 

- 日本語学校生等 68.5％（394 人／575 人） 

- 大学生等  72.7％（184 人／253 人） 

 

(３) 情報の入手や伝達について 

〇 技能実習生及び日本語学校生等、大学生等ともに７割前後がスマートフォンを所有しており、PC

等その他の手段を含め、ほぼ全ての外国人材がインターネットにアクセスできる環境にある。 

 《スマートフォン所有》  

 - 技能実習生    78.7％（1,015 人／1,289 人） 

 - 日本語学校生等  76.2％（454 人／596 人） 

 - 大学生等     66.2％（172 人／260 人） 

 《インターネット利用可能》 

 - 技能実習生 99.1％（1,277 人／1,289 人） 

 - 日本語学校生等 98.0％（584 人／596 人） 

 - 大学生等 98.8％（257 人／260 人） 

 

（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
聞
き
取

れ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
話
せ
な

い 生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
読
め
な

い 生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
書
け
な

い 方
言
が
わ
か
ら
な
い

地
域
の
人
と
日
本
語
で
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

日
本
の
文
化
や
習
慣
が
理
解
で
き

な
い

生
活
の
ル
ー

ル
が
わ
か
ら
な
い

病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ
な
い

電
気

、
ガ
ス

、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な
ど

、
生
活
に
必
要
な
手

続
き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

災
害

（
大
雨

、
地
震

、
台
風
な

ど

）
の
と
き
に

、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他

1,262 152 148 82 76 294 217 88 16 228 99 121 419 43
100.0 12.0 11.7 6.5 6.0 23.3 17.2 7.0 1.3 18.1 7.8 9.6 33.2 3.4
346 39 39 28 28 74 68 29 3 61 29 40 103 7
100.0 11.3 11.3 8.1 8.1 21.4 19.7 8.4 0.9 17.6 8.4 11.6 29.8 2.0
645 76 81 45 39 162 104 41 9 121 49 63 218 28
100.0 11.8 12.6 7.0 6.0 25.1 16.1 6.4 1.4 18.8 7.6 9.8 33.8 4.3
95 7 8 2 2 22 8 6 1 17 9 5 46 2

100.0 7.4 8.4 2.1 2.1 23.2 8.4 6.3 1.1 17.9 9.5 5.3 48.4 2.1

592 122 116 45 38 162 105 55 17 115 83 79 96 16
100.0 20.6 19.6 7.6 6.4 27.4 17.7 9.3 2.9 19.4 14.0 13.3 16.2 2.7
64 25 22 8 7 15 14 6 1 8 12 5 8 0
100.0 39.1 34.4 12.5 10.9 23.4 21.9 9.4 1.6 12.5 18.8 7.8 12.5 0.0
313 66 70 26 22 94 59 33 5 71 51 47 40 6
100.0 21.1 22.4 8.3 7.0 30.0 18.8 10.5 1.6 22.7 16.3 15.0 12.8 1.9
149 19 15 6 3 38 20 8 7 28 18 18 40 9
100.0 12.8 10.1 4.0 2.0 25.5 13.4 5.4 4.7 18.8 12.1 12.1 26.8 6.0

258 36 30 20 16 54 29 18 19 39 31 40 69 19

100.0 14.0 11.6 7.8 6.2 20.9 11.2 7.0 7.4 15.1 12.0 15.5 26.7 7.4
23 9 8 9 4 6 7 2 3 4 4 2 1 3
100.0 39.1 34.8 39.1 17.4 26.1 30.4 8.7 13.0 17.4 17.4 8.7 4.3 13.0
48 14 14 8 7 12 10 4 5 14 7 8 9 2
100.0 29.2 29.2 16.7 14.6 25.0 20.8 8.3 10.4 29.2 14.6 16.7 18.8 4.2

174 9 7 2 2 32 11 9 10 20 18 27 58 14

100.0 5.2 4.0 1.1 1.1 18.4 6.3 5.2 5.7 11.5 10.3 15.5 33.3 8.0
日本語習熟度【高】

日本語習熟度【低】

日本語習熟度【中】

日本語習熟度【高】

　　　大学生等

日本語習熟度【低】

日本語習熟度【中】

　　　技能実習生

日本語習熟度【低】

日本語習熟度【中】

日本語習熟度【高】

　　　日本語学校生等

【公的相談窓口の認知度及び相談経験の有無】
（上段：実数、下段：％）

回

答

者

数

相

談

し

た
こ

と

も

あ

る

相

談

し

た
こ

と

は

な

い

知

ら

な

い

1,263 36 333 894

100.0 2.9 26.4 70.8
575 33 148 394

100.0 5.7 25.7 68.5

253 16 53 184

100.0 6.3 20.9 72.7

知っている

技能実習生

日本語学生等

大学生等

※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 

※習熟度の分類ができない回答者がいるため，属性ごとの小計と内訳は一致しない。 
 

【スマートフォンやインターネットにつながる機器の保有】
(上段：実数、下段：％)

回
答
者

数

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン
を
持

っ
て
い

る

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

以

外

の

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

に

つ

な

が

る

機

器

（
Ｐ

Ｃ

な

ど

）
を

も

っ
て

い

る

も

っ
て

い

な

い

が

、
学

校

や

会

社

な

ど

で

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

に

つ

な

が

る

機

器

を

使

わ

せ

て

も

ら

え

る

も

っ
て

い
な
い

1,289 1,015 195 67 12

100.0 78.7 15.1 5.2 0.9
596 454 118 12 12
100.0 76.2 19.8 2.0 2.0

260 172 79 6 3
100.0 66.2 30.4 2.3 1.2

日本語学校生等

大学生等

技能実習生
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(４) 求める生活関連情報 

○ 技能実習生及び日本語学校生等、大学生等ともに「災害など緊急の時の情報」、「医療（病院、薬

局など）の情報」のニーズが高い。 

【生活についてほしい情報（複数回答）】 

 

 

 (５) 将来家族と日本で生活する際に不安に感じること 

○ 技能実習生及び日本語学校生等、大学生等ともに、「家族が日本語がわからない」、「住む家を見つ

けること」が上位を占めた。 

 

 

(６) 広島県に対する評価について 

○「広島県内に住んで良かったと思うこと」については、技能実習生及び日本語学校生等、大学生等

ともに、所属する「会社や学校の日本人が親切」、「東京などに比べて物価が安い」が上位を占め

た。 

（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

医
療

（
病
院

、

薬
局
な
ど

）
の

情
報

自
分
の
国
の
言

葉
で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お

知
ら
せ

日
本
語
教
室
の

情
報

災
害
な
ど
緊
急

の
時
の
情
報

公
共
施
設
や
交

通
機
関
な
ど
の

案
内

ゴ
ミ
出
し
な
ど

の
地
域
の
ル
ー

ル 特
に
な
い

そ
の
他

1,246 393 350 105 196 504 201 224 244 23
100.0 31.5 28.1 8.4 15.7 40.4 16.1 18.0 19.6 1.8
317 128 103 28 54 157 68 65 39 5
100.0 40.4 32.5 8.8 17.0 49.5 21.5 20.5 12.3 1.6
277 89 74 15 44 111 36 57 52 6
100.0 32.1 26.7 5.4 15.9 40.1 13.0 20.6 18.8 2.2
421 120 117 36 53 151 55 59 102 8
100.0 28.5 27.8 8.6 12.6 35.9 13.1 14.0 24.2 1.9
174 48 44 18 34 66 34 36 36 4
100.0 27.6 25.3 10.3 19.5 37.9 19.5 20.7 20.7 2.3
38 4 7 7 6 14 6 4 10 0
100.0 10.5 18.4 18.4 15.8 36.8 15.8 10.5 26.3 0.0
572 259 182 127 177 259 142 112 53 4
100.0 45.3 31.8 22.2 30.9 45.3 24.8 19.6 9.3 0.7
217 95 74 46 82 101 55 44 15 2
100.0 43.8 34.1 21.2 37.8 46.5 25.3 20.3 6.9 0.9
184 87 60 43 49 83 50 41 20 1
100.0 47.3 32.6 23.4 26.6 45.1 27.2 22.3 10.9 0.5
100 48 30 21 23 42 18 19 12 1
100.0 48.0 30.0 21.0 23.0 42.0 18.0 19.0 12.0 1.0
35 13 12 8 13 17 11 5 4 0
100.0 37.1 34.3 22.9 37.1 48.6 31.4 14.3 11.4 0.0
33 15 4 9 9 13 8 3 2 0
100.0 45.5 12.1 27.3 27.3 39.4 24.2 9.1 6.1 0.0

255 117 58 64 65 95 77 53 47 11
100.0 45.9 22.7 25.1 25.5 37.3 30.2 20.8 18.4 4.3
55 28 18 16 15 29 25 21 6 1
100.0 50.9 32.7 29.1 27.3 52.7 45.5 38.2 10.9 1.8
28 14 7 10 6 12 8 7 2 3
100.0 50.0 25.0 35.7 21.4 42.9 28.6 25.0 7.1 10.7
52 29 9 10 12 16 13 10 7 4
100.0 55.8 17.3 19.2 23.1 30.8 25.0 19.2 13.5 7.7
69 28 15 18 17 19 18 7 14 3
100.0 40.6 21.7 26.1 24.6 27.5 26.1 10.1 20.3 4.3
51 18 9 10 15 19 13 8 18 0
100.0 35.3 17.6 19.6 29.4 37.3 25.5 15.7 35.3 0.0

大学生等

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

日本語学校生等

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

技能実習生

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

【広島県内で家族と生活するうえで不安なこと（複数回答）】
（上段：実数、下段：％）

回
答

者

数

住
む

家

を

見

つ

け

る
こ

と

家
族

が

病

気

や

け

が
に

な

っ
た

と

き

出
産

や

子

育

て

子
供

の

教

育

（
学

校

）

家
族

が

日

本

語

が

わ
か

ら

な

い

配
偶

者

（
妻

や

夫

）
の

日

本

語

の

勉
強

地
域

の

ル
ー

ル

（
ご

み

の

出

し

方

、
音

や

に

お

い

な
ど

）

家
族

と

近

所

の

人

と
の

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

家
族

が

日

本

の

交

通
ル
ー

ル

が

わ

か

ら
な

い

家
族

が

バ

ス

や

電

車
の

乗

り

方

が

わ

か
ら

な

い

災
害

の

と

き

、
ど

う
す

れ

ば

い

い

か

わ
か

ら

な

い

不
安

な

こ

と

は

な

い そ
の

他

1,264 459 274 184 298 758 205 185 265 245 214 133 173 35
100.0 36.3 21.7 14.6 23.6 60.0 16.2 14.6 21.0 19.4 16.9 10.5 13.7 2.8

574 190 118 138 99 258 64 62 122 87 108 64 90 13

100.0 33.1 20.6 24.0 17.2 44.9 11.1 10.8 21.3 15.2 18.8 11.1 15.7 2.3

249 74 65 39 51 143 31 41 81 39 46 42 32 6

100.0 29.7 26.1 15.7 20.5 57.4 12.4 16.5 32.5 15.7 18.5 16.9 12.9 2.4

日本語学校生等

大学生等

技能実習生

※在留期間の不明となっている回答者がいるため，属性ごとの小計と内訳は一致しない。 
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○ 技能実習生及び日本語学校生等、大学生等とも、県内での就労・居住を希望する者は、広島県内

に住んで良かったと思うこととして「会社や学校の日本人が親切」を選択する傾向が高く、人間

関係を良好に保つことが、就業地・居住地の選択に大きな影響を与えることが考えられる。 

 

【広島県内に住んで良かったと思ったこと（出身国別，複数回答）】
（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

会
社
や
学
校
の

日
本
人
が
親
切

近
所
の
日
本
人

が
親
切

自
然
や
文
化
が

豊
か

店
が
多
く

、
生

活
が
便
利

東
京
な
ど
に
比

べ
て
物
価
が
安

い 同
じ
国
か
ら
来

て
い
る
人
が
多

い 良
か

っ
た
と

思

っ
た
こ
と
は

な
い

そ
の
他

1,280 678 302 417 311 479 343 64 24
100.0 53.0 23.6 32.6 24.3 37.4 26.8 5.0 1.9
489 279 100 140 164 213 131 15 11
100.0 57.1 20.4 28.6 33.5 43.6 26.8 3.1 2.2
485 259 143 148 99 181 131 49 6
100.0 53.4 29.5 30.5 20.4 37.3 27.0 10.1 1.2
142 72 22 73 26 25 36 0 2
100.0 50.7 15.5 51.4 18.3 17.6 25.4 0.0 1.4
101 26 20 45 16 52 35 0 0
100.0 25.7 19.8 44.6 15.8 51.5 34.7 0.0 0.0
55 38 16 9 6 6 6 0 5
100.0 69.1 29.1 16.4 10.9 10.9 10.9 0.0 9.1

592 277 129 200 206 345 147 20 13
100.0 46.8 21.8 33.8 34.8 58.3 24.8 3.4 2.2
415 182 78 142 162 259 124 7 7
100.0 43.9 18.8 34.2 39.0 62.4 29.9 1.7 1.7
81 41 27 19 23 44 19 5 3
100.0 50.6 33.3 23.5 28.4 54.3 23.5 6.2 3.7
49 29 12 20 10 20 3 4 3
100.0 59.2 24.5 40.8 20.4 40.8 6.1 8.2 6.1
46 24 11 19 10 21 1 4 0
100.0 52.2 23.9 41.3 21.7 45.7 2.2 8.7 0.0

258 130 80 108 79 147 53 11 11
100.0 50.4 31.0 41.9 30.6 57.0 20.5 4.3 4.3
56 28 13 23 19 30 11 3 2
100.0 50.0 23.2 41.1 33.9 53.6 19.6 5.4 3.6
150 69 52 61 44 92 36 5 7
100.0 46.0 34.7 40.7 29.3 61.3 24.0 3.3 4.7
52 33 15 24 16 25 6 3 2
100.0 63.5 28.8 46.2 30.8 48.1 11.5 5.8 3.8

インドネシア

その他

技能実習生

ベトナム

中国

フィリピン

日本語学校生等

ベトナム

中国

ネパール

その他

大学生等

ベトナム

中国

その他

【広島県内に住んで良かったと思ったこと（働く企業を選ぶときに就労地・居住地を重視する外国人材のみ，複数回答）】
（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

会
社
や
学
校

の
日
本
人
が

親
切

近
所
の
日
本

人
が
親
切

自
然
や
文
化

が
豊
か

店
が
多
く

、

生
活
が
便
利

東
京
な
ど
に

比
べ
て
物
価

が
安
い

同
じ
国
か
ら

来
て
い
る
人

が
多
い

良
か

っ
た
と

思

っ
た
こ
と

は
な
い

そ
の
他

511 232 128 168 126 209 152 28 10
100.0 45.4 25.0 32.9 24.7 40.9 29.7 5.5 2.0

284 161 80 100 78 118 90 4 4
100.0 56.7 28.2 35.2 27.5 41.5 31.7 1.4 1.4

160 45 30 47 38 64 47 17 4
100.0 28.1 18.8 29.4 23.8 40.0 29.4 10.6 2.5

52 20 14 18 8 21 14 6 1
100.0 38.5 26.9 34.6 15.4 40.4 26.9 11.5 1.9

7 2 2 1 0 2 1 0 1
100.0 28.6 28.6 14.3 0.0 28.6 14.3 0.0 14.3

246 122 46 86 87 161 67 3 4
100.0 49.6 18.7 35.0 35.4 65.4 27.2 1.2 1.6

165 87 33 63 64 97 45 3 3
100.0 52.7 20.0 38.2 38.8 58.8 27.3 1.8 1.8

22 9 4 5 5 19 2 0 1
100.0 40.9 18.2 22.7 22.7 86.4 9.1 0.0 4.5

36 12 2 9 12 32 14 0 0
100.0 33.3 5.6 25.0 33.3 88.9 38.9 0.0 0.0

18 11 6 6 4 10 4 0 0
100.0 61.1 33.3 33.3 22.2 55.6 22.2 0.0 0.0

86 44 33 37 31 55 22 5 4
100.0 51.2 38.4 43.0 36.0 64.0 25.6 5.8 4.7

48 24 18 26 17 28 12 3 3
100.0 50.0 37.5 54.2 35.4 58.3 25.0 6.3 6.3

17 13 9 7 4 11 5 0 0
100.0 76.5 52.9 41.2 23.5 64.7 29.4 0.0 0.0

13 5 3 2 5 9 1 2 0
100.0 38.5 23.1 15.4 38.5 69.2 7.7 15.4 0.0

7 1 3 1 5 6 4 0 1
100.0 14.3 42.9 14.3 71.4 85.7 57.1 0.0 14.3

技能実習生

働

き

た

い

場

所

ま

た

は

住

み

た

い

場

所

広島県内

東京

大阪

その他

大学生等

働

き

た

い

場

所

ま

た

は

住

み

た

い

場

所

広島県内

東京

大阪

その他

日本語学校生等

働

き

た

い

場

所

ま

た

は

住

み

た

い

場

所

広島県内

東京

大阪

その他

※就労または居住希望地が不明な回答者がいるため，属性ごとの小計と内訳は一致しないことがある。 
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(７) 地域との交流について 

 日本人との交流について 

○ 技能実習生及び日本語学校生等、大学生等ともに９割以上が近所の日本人と親睦を深めたい

と考えている。 

 - 技能実習生   90.0％（1,139 人／1,266 人） 

  - 日本語学校生等 92.4％（545 人／590 人） 

  - 大学生等    91.1％（234 人／257 人） 

○ しかしながら、技能実習生の85.3％（1,094 人／1,282 人）、

日本語学校生等の 76.1％（448 人／589 人）、大学生等の

64.7％（165 人／255 人）が、近所の日本人との会話の頻

度が「あいさつ程度」または「会話がない」と回答

しており、現状では交流が少ない。 

 ヒアリング調査から、あいさつ以上の交流が進まな

い一因として、日本語での理解力や会話力の不足が

背景との声があった。 

【近所の日本人と話をする機会】 

 

 

 

 

 

 

○ 交流の手段としては、技能実習生及び日本語学校生等、大学生等ともに半数以上が「近所の

行事（祭りなど）に参加」を希望し、最多である。 

 ヒアリング調査から、チラシなどでは、地域行事などのイベント情報が行き届かないのでは

ないかとの声があった。 

 

【希望する地域の日本人との交流方法】
(上段：実数、下段：％)

回答者数 近所の行事（祭りな
ど）に参加したい

自分の国の文化を
紹介したい

一緒にボランティア
活動をしたい

一緒に食事など気軽
に交流したい

その他

1,033 519 368 247 288 53
100.0 50.2 35.6 23.9 27.9 5.1

393 238 184 97 72 22
100.0 60.6 46.8 24.7 18.3 5.6

372 164 122 100 115 28
100.0 44.1 32.8 26.9 30.9 7.5

130 49 32 31 42 3
100.0 37.7 24.6 23.8 32.3 2.3

96 36 18 14 54 0
100.0 37.5 18.8 14.6 56.3 0.0

36 26 12 4 5 0
100.0 72.2 33.3 11.1 13.9 0.0

519 280 227 150 196 11
100.0 53.9 43.7 28.9 37.8 2.1

372 192 178 100 146 6
100.0 51.6 47.8 26.9 39.2 1.6

67 45 18 26 29 4
100.0 67.2 26.9 38.8 43.3 6.0

43 25 13 13 6 1
100.0 58.1 30.2 30.2 14.0 2.3

36 17 17 11 14 0
100.0 47.2 47.2 30.6 38.9 0.0

226 137 93 84 119 5
100.0 60.6 41.2 37.2 52.7 2.2

42 21 19 17 17 0
100.0 50.0 45.2 40.5 40.5 0.0

137 83 49 51 65 4
100.0 60.6 35.8 37.2 47.4 2.9

47 33 25 16 37 1
100.0 70.2 53.2 34.0 78.7 2.1

大学生等

ベトナム

中国

その他

日本語学校生等

ベトナム

中国

ネパール

その他

上段：実数、下段：％

技能実習生

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

その他

（上段：実数、下段：％）

回
答
者
数

思

っ
て
い
る

思

っ
て
い
な
い

1,266 1,139 127
100.0 90.0 10.0
483 426 57
100.0 88.2 11.8
479 436 43
100.0 91.0 9.0
144 136 8
100.0 94.4 5.6
99 97 2
100.0 98.0 2.0
53 37 16
100.0 69.8 30.2

590 545 45
100.0 92.4 7.6
415 386 29
100.0 93.0 7.0
80 73 7
100.0 91.3 8.8
48 46 2
100.0 95.8 4.2
46 39 7
100.0 84.8 15.2

257 234 23
100.0 91.1 8.9
56 45 11
100.0 80.4 19.6
150 140 10
100.0 93.3 6.7
51 49 2
100.0 96.1 3.9

インドネシア

その他

技能実習生

ベトナム

中国

フィリピン

大学生等

ベトナム

中国

その他

日本語学校生等

ベトナム

中国

ネパール

その他

【「住んでいる場所の日本人と仲良く      

 なりたいと思うか。」への回答結果】 

※出身国が不明となっている回答者がいるため，属性ごとの小計と内訳は一致しないことがある。 
 



第一章 調査概要 

13 

 

 同じ国の人が集まるコミュニティについて 

○ 同じ国の人が集まるコミュニティの認知度・活用状況をみると、技能実習生は、日本語学校生

等及び大学生等と比べて認知度・活用状況とも低い。 

 また、国別に見ると、ベトナム出身者は、技能実習生及び日本語学校生等、大学生等ともに「コ

ミュニティに行ったことがある」と回答した者の割合が、他の国出身者よりも高い結果となっ

た。 

 

○ ヒアリング結果において、 

- 生活に必要な情報は、同じ国の人との SNS グループなどのネットワークを活用し、入手

することが多い 

-  大学内に同じ国の人の大きなコミュニティがなく、入学当初は戸惑った。 

 という声があったことからも、日本での生活に慣れていない外国人や日本語の習熟度が低い外

国人にとっては、同じ国の人の存在やサポートは心強いと考えられる。 

 今後の日本語学習の意向について 

○ 技能実習生及び日本語学校生等、大学生等ともに、ほとんどが学習したい※3と回答している。 

- 技能実習生 88.1％（1,144 人／1,298 人） 

- 日本語学校生等 98.5％（591 人／600 人） 

- 大学生等 95.8％（249 人／260 人） 

                                                   
※3 会社が機会を設けたり、日本語教室が近隣にある等の条件付き回答も含む。 

【自国の人が集まるコミュニティの有無】
（上段：実数、下段：％）

参考

回
答
者
数

近
所
に
あ
り

、
い

っ
た
こ
と

が
あ
る

近
く
に
は
な
い
が

、
い

っ
た

こ
と
が
あ
る

あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る

が

、
遠
く
で
い
く
こ
と
が
で

き
な
い

あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る

が

、
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら

な
い

あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る

が

、
い

っ
た
こ
と
が
な
い

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
は
な
い

わ
か
ら
な
い

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
に
い

っ
た
こ

と
が
あ
る

Ⓐ Ⓑ Ⓐ＋Ⓑ

1,279 285 53 192 68 43 187 451 338
100.0 22.3 4.1 15.0 5.3 3.4 14.6 35.3 26.4
491 170 33 107 18 24 56 83 203
100.0 34.6 6.7 21.8 3.7 4.9 11.4 16.9 41.3
485 45 3 33 22 11 95 276 48
100.0 9.3 0.6 6.8 4.5 2.3 19.6 56.9 9.9
142 30 6 17 22 3 10 54 36
100.0 21.1 4.2 12.0 15.5 2.1 7.0 38.0 25.4
100 30 5 23 3 4 19 16 35
100.0 30.0 5.0 23.0 3.0 4.0 19.0 16.0 35.0
53 6 6 10 2 0 7 22 12
100.0 11.3 11.3 18.9 3.8 0.0 13.2 41.5 22.6

591 218 40 65 36 24 75 133 258
100.0 36.9 6.8 11.0 6.1 4.1 12.7 22.5 43.7
416 182 18 62 26 22 45 61 200
100.0 43.8 4.3 14.9 6.3 5.3 10.8 14.7 48.1
81 14 7 1 3 1 17 38 21
100.0 17.3 8.6 1.2 3.7 1.2 21.0 46.9 25.9
48 12 4 1 3 0 8 20 16
100.0 25.0 8.3 2.1 6.3 0.0 16.7 41.7 33.3
45 10 11 0 4 1 5 14 21
100.0 22.2 24.4 0.0 8.9 2.2 11.1 31.1 46.7

256 102 19 22 14 7 29 63 121
100.0 39.8 7.4 8.6 5.5 2.7 11.3 24.6 47.3
56 31 2 10 4 3 2 4 33
100.0 55.4 3.6 17.9 7.1 5.4 3.6 7.1 58.9
148 51 13 5 9 1 22 47 64
100.0 34.5 8.8 3.4 6.1 0.7 14.9 31.8 43.2
52 20 4 7 1 3 5 12 24
100.0 38.5 7.7 13.5 1.9 5.8 9.6 23.1 46.2

インドネシア

その他

技能実習生

ベトナム

中国

フィリピン

大学生等

ベトナム

中国

その他

日本語学校生等

ベトナム

中国

ネパール

その他

※出身国が不明となっている回答者がいるため，属性ごとの小計と内訳は一致しないことがある。 
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○ 「職場の課題」、「生活上の課題」や「日本人との交流」にあるように日本語能力が課題である

ことから、日本語学習環境の整備が、職場や生活上の課題の解決、地域交流の促進に繋がるこ

とが期待できる。 

 

 (８) 一般外国人に対する調査との比較 

○ 同時に実施した一般外国人に対する調査と比べた場合、技能実習生及び日本語学校生等、大学生

等に対する生活環境や交流に関する結果については、「生活に必要な日本語が書けない」の選択

者が多いことを除いて、大きな差異は認めらなかった。 

生活上の課題の傾向は、約６割が何らかの課題を抱えているが、課題の内訳は多岐にわたってい

ることは共通しており、主に日本語やコミュニケーション関係（「方言がわからない」22.4％、

「病院でことばが通じない」22.4％、「生活に必要な日本語が話せない」22.4％）となっている。 

【普段の生活で困っていることや不安なこと（一般外国人／複数回答、一部抜粋）】 

 

 

 

3. 今後の外国人材受入対策における課題 

 本調査の結果を受け、次の取組を進めていくことが必要と考えられる。 

 

(１) 外国人が地域住民との繋がりを持ちながら、生活に必要な情報を共有できる仕組みづくり 

外国人の９割以上が近所の日本人と親睦を深めたいと思っているが、現状では交流が少ない状況で

あり、地域住民と外国人との繋がりを促進する必要がある。 

また、生活上の様々な困りごとの解決や情報入手は、同じ出身国の人など外国人同士のネットワー

クを通じて行われることが多く、こうしたネットワークの繋がりの強化や活発化を支援することが有

効である。 

こうした取組により、外国人が孤立することなく、地域住民との共生も図られることが期待できる。 

 

(２) 地域における日本語学習機会の拡充 

職場や普段の生活で日本語能力が課題となっており、また、将来家族が来日した際に、日本語がわ

からないことを不安視する意見が多いこと、さらに、外国人の日本語学習の意欲もとても高いことか

ら、地域における日本語教室の拡充を図っていくことが必要である。 

 

（上段：実数、下段：％）

回
答

者
数

生
活

に
必

要
な
日

本
語
が

聞
き

取
れ

な
い

生
活

に
必

要
な
日

本
語
が

話
せ

な
い

生
活

に
必

要
な
日

本
語
が

読
め

な
い

生
活

に
必

要
な
日

本
語
が

書
け

な
い

方
言

（
広

島
特
有

の
こ
と

ば

）

が
わ

か
ら

な
い

地
域

の
人

と
日
本

語
で
コ

ミ

ュ

ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が

取
れ
な

い

日
本

の
文

化
や
習

慣
が
理

解
で

き
な

い

生
活

の
ル
ー

ル
が

わ
か
ら

な
い

病
院

で
こ

と
ば
が

通
じ
な

い

電

気

、
ガ

ス

、
電

話

や

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

な

ど

、
生

活

に

必

要

な

手

続

き

の

方

法

が

わ

か

ら

な

い

災

害

（
大

雨

、
地

震

、
台

風

な

ど

）
の

と

き

に

、
ど

う

し

た

ら

い

い

か

わ

か

ら

な

い

困

っ
て
い

る
こ
と

は
な
い

そ
の

他

49 6 11 7 10 11 6 1 2 11 5 2 18 2
100.0 12.2 22.4 14.3 20.4 22.4 12.2 2.0 4.1 22.4 10.2 4.1 36.7 4.1
1,262 152 148 82 76 294 217 88 16 228 99 121 419 43

100.0 12.0 11.7 6.5 6.0 23.3 17.2 7.0 1.3 18.1 7.8 9.6 33.2 3.4
592 122 116 45 38 162 105 55 17 115 83 79 96 16
100.0 20.6 19.6 7.6 6.4 27.4 17.7 9.3 2.9 19.4 14.0 13.3 16.2 2.7

258 36 30 20 16 54 29 18 19 39 31 40 69 19
100.0 14.0 11.6 7.8 6.2 20.9 11.2 7.0 7.4 15.1 12.0 15.5 26.7 7.4

大学生等

日本語学校生等

一般外国人

技能実習生
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(３) 行政情報や生活関連情報の提供の充実 

災害や医療など緊急時の情報のニーズが高いことから、外国人が安心して暮らせるよう、これらの

情報提供が必要である。また、地域との交流において、近所の行事に参加したいという回答が多く、

地域行事・イベント情報を届けることが参加のきっかけづくりとなることが期待できる。 

情報提供の手段としては、スマートフォンの所有率が高く、ほぼ全ての外国人がインターネットに

アクセスできる環境にあることから、SNS 等による情報発信が有効と考えられる。
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第三章 アンケート調査結果 

1. 調査結果（技能実習生） 

 回答者属性 

①性別                 ②年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出身国                        ④結婚の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤職場の地域                 ⑥居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ

ン

プ

ル

数

２

０

歳

未

満

２

０

歳
～

２

４

歳

２

５

歳
～

２

９

歳

３

０

歳
～

３

４

歳

３

５

歳
～

３

９

歳

４

０

歳

以

上

1,301 29 430 358 284 133 67

100.0 2.2 33.1 27.5 21.8 10.2 5.1

実数

構成比

サ

ン
プ
ル
数

男 女 そ

の
他
・
答
え
た

く
な
い

1,304 570 729 5

100.0 43.7 55.9 0.4

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

ベ

ト

ナ

ム

中

国

フ

ィ
リ

ピ

ン

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

そ

の

他

1,302 498 498 150 101 55

100.0 38.2 38.2 11.5 7.8 4.2

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

結

婚

し

て

い

る

結

婚

し

て

い

な

い

1,293 566 727

100.0 43.8 56.2

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

西

部

中

部

東

部

北

部

1,146 248 143 669 86

100.0 21.6 12.5 58.4 7.5

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

西

部

中

部

東

部

北

部

1,141 248 142 664 87

100.0 21.7 12.4 58.2 7.6

実数

構成比
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⑦日本での在住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧受け入れ先の業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

 

 

 

  

製造業計 76.8％ 

3.5 

1.1 

7.1 

19.1 

13.4 13.4 
14.5 

16.4 

0.1 
1.4 

10.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

農
業

漁
業

建
設
業

製
造
業
（
繊
維
・衣
服
）

製
造
業
（
食
品
）

製
造
業
（
機
械
・金
属
）

製
造
業
（
造
船
）

製
造
業
（自
動
車
関
係
）

小
売
業

介
護

そ
の
他

（％）

N=1299

サンプル数 農業 漁業 建設業
製造業（繊
維・衣服）

製造業（食
品）

製造業（機
械・金属）

製造業（造
船）

製造業（自動
車関係）

小売業 介護 その他

1299 45 14 92 248 174 174 188 213 1 18 132

サ

ン

プ

ル

数

１

年

未

満

１

年

２

年

３

年

４

年

以

上

1,289 329 293 444 182 41

100.0 25.5 22.7 34.4 14.1 3.2

実数

構成比

サ
ン
プ
ル
数

農
業

漁
業

建
設
業

製
造
業

（
繊
維
・

衣
服

）

製
造
業

（
食
品

）

製
造
業

（
機
械
・

金
属

）

製
造
業

（
造
船

）

製
造
業

（
自
動
車

関
係

）

小
売
業

介
護

そ
の
他

1,299 45 14 92 248 174 174 188 213 1 18 132
100.0 3.5 1.1 7.1 19.1 13.4 13.4 14.5 16.4 0.1 1.4 10.2
495 3 2 80 73 100 49 55 63 1 0 69
100.0 0.6 0.4 16.2 14.7 20.2 9.9 11.1 12.7 0.2 0.0 13.9
492 36 11 11 159 56 47 15 118 0 0 39
100.0 7.3 2.2 2.2 32.3 11.4 9.6 3.0 24.0 0.0 0.0 7.9
150 6 1 0 0 11 34 60 24 0 0 14
100.0 4.0 0.7 0.0 0.0 7.3 22.7 40.0 16.0 0.0 0.0 9.3
101 0 0 0 0 2 29 53 6 0 11 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 28.7 52.5 5.9 0.0 10.9 0.0
53 0 0 1 13 4 14 2 2 0 7 10

100.0 0.0 0.0 1.9 24.5 7.5 26.4 3.8 3.8 0.0 13.2 18.9
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア



第三章 アンケート調査結果（技能実習生） 

18 

 

 

 現在の職場における就労環境について 

 就業先として、日本を選択した理由 

 

 

 

「技術を身につけるため」が 42.4％で最も高く、次いで「日本が好きだから」が 40.8％、「ほかの国

よりお金が稼げるから」が 30.5％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、フィリピンとベトナ

ム出身者では「技術を身につけるため」

がそれぞれ 58.0％、49.1％と最も高くな

っている。中国出身者では「日本が好き

だから」が 53.3％、インドネシアとその

他の国の出身者では「ほかの国よりお金

を稼げるから」がそれぞれ 51.5％、48.1％

と高くなっており、来日目的の傾向に違

いがみられた。 

 

 

  

42.4 

40.8 

30.5 

27.9 

27.7 

5.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

技術を身につけるため

日本が好きだから

ほかの国よりお金を稼げるから

自分の国に帰ったあと、日本と関係のある仕事をしたいから

日本語の勉強ができるから

その他

（％）

N=1303

設問：あなたは、なぜ働く場所として日本を選びましたか？（複数回答可） 

サンプル数 1303

技術を身につける

ため
552

日本が好きだから 531
ほかの国よりお金
を稼げるから

397

自分の国に帰った
あと、日本と関係の
ある仕事をしたい
から

363

日本語の勉強がで
きるから

361

その他 71

サ
ン
プ
ル
数

技
術
を
身
に
つ
け
る
た

め 日
本
語
の
勉
強
が
で
き

る
か
ら

日
本
が
好
き
だ
か
ら

ほ
か
の
国
よ
り
お
金
を

稼
げ
る
か
ら

自
分
の
国
に
帰

っ
た
あ

と

、
日
本
と
関
係
の
あ

る
仕
事
を
し
た
い
か
ら

そ
の
他

1,303 552 361 531 397 363 71
100.0 42.4 27.7 40.8 30.5 27.9 5.4
497 244 155 184 125 197 23
100.0 49.1 31.2 37.0 25.2 39.6 4.6
495 162 150 264 140 105 35
100.0 32.7 30.3 53.3 28.3 21.2 7.1
150 87 15 35 53 25 6
100.0 58.0 10.0 23.3 35.3 16.7 4.0
101 36 29 30 52 24 2
100.0 35.6 28.7 29.7 51.5 23.8 2.0
52 17 11 17 25 10 5

100.0 32.7 21.2 32.7 48.1 19.2 9.6
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 現在の会社で就業することになった理由 

 

 

 

「自分の国のあっせん機関の紹介」が 75.9％で最も高く、次いで「友人や知人が働いていたから」が

13.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナムと中国出身者では「自

分の国のあっせん機関の紹介」がそれぞれ 86.5％、

76.0％と高い。また、インドネシアとフィリピン出

身者では、「自分の国のあっせん機関の紹介」が最も

高いが、「友人や知人が働いていたから」も 20％以

上となっている。 

  

75.9 

13.2 

4.7 

6.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分の国のあっせん機関の紹介

友人や知人が働いていたから

いまの会社の人から誘われたから

その他

（％）

N=1286

設問：どうして、いまの会社で働くことになりましたか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 1286

自分の国のあっせ

ん機関の紹介
976

友人や知人が働い

ていたから
170

いまの会社の人か
ら誘われたから

61

その他 79

サ
ン
プ
ル
数

い
ま
の
会
社
の
人

か
ら
誘
わ
れ
た
か

ら 友
人
や
知
人
が
働

い
て
い
た
か
ら

自
分
の
国
の
あ

っ

せ
ん
機
関
の
紹
介

そ
の
他

1,286 61 170 976 79
100.0 4.7 13.2 75.9 6.1
489 14 46 423 6
100.0 2.9 9.4 86.5 1.2
491 16 59 373 43
100.0 3.3 12.0 76.0 8.8
144 18 29 72 25
100.0 12.5 20.1 50.0 17.4
101 2 25 70 4
100.0 2.0 24.8 69.3 4.0
53 11 8 33 1

100.0 20.8 15.1 62.3 1.9
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 現在の仕事の良い点 

 

 

 

「会社の人が親切」が 50.5％で最も高く、次いで「同じ国の人が多く働いている」が 37.2％、「給料

などの働く条件」が 31.6％と、人間関係や同国籍者の存在など、職場環境における項目の評価が高い傾

向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナムと中国、その他の国の出身者では「会社の人が親切」がそれぞれ 50％

以上と最多となっている。一方、フィリピン出身者では「給料や働く条件」、インドネシア出身者では

「同じ国の人が多く働いている」が最多となっている。 

なお、中国出身者では「同じ国の人が多く働いている」、インドネシア出身者では「給料や働く条件」

も 40％以上と、次いで高くなっている。 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
の
内
容

給
料
や
働
く
条
件

会
社
の
人
が
親
切

同
じ
国
の
人
が
多

く
働
い
て
い
る

会
社
や
地
域
で

、

楽
し
い
行
事
が
あ

る そ
の
他

1,284 317 406 648 478 154 31
100.0 24.7 31.6 50.5 37.2 12.0 2.4
481 122 120 255 171 31 12
100.0 25.4 24.9 53.0 35.6 6.4 2.5
493 129 154 268 210 85 13
100.0 26.2 31.2 54.4 42.6 17.2 2.6
149 47 64 59 37 10 4
100.0 31.5 43.0 39.6 24.8 6.7 2.7
100 8 45 35 47 18 1
100.0 8.0 45.0 35.0 47.0 18.0 1.0
53 10 21 28 8 9 1

100.0 18.9 39.6 52.8 15.1 17.0 1.9
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

設問：いまの仕事の良い点は何ですか？（複数回答可） 

50.5 

37.2 

31.6 

24.7 

12.0 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

会社の人が親切

同じ国の人が多く働いている

給料や働く条件

仕事の内容

会社や地域で、楽しい行事がある

その他

（％）

N=1284

サンプル数 1284

会社の人が親切 648

同じ国の人が多く
働いている

478

給料や働く条件 406

仕事の内容 317
会社や地域で、楽
しい行事がある

154

その他 31
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 現在の仕事の嫌な点 

 

 

「会社や地域で、楽しい行事がない」が 27.7％、次いで「給料などの働く条件」が 26.5％と高くなっ

ている。なお、「その他」の自由記載されたものとしては、「特にない」が半数以上を占めた一方で、「日

本語が難しい」や「残業が少ない」などが多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、インドネシア出身者では「会社や地域で、楽しい行事がない」が 48.3％で最も高

く、他国出身者と比較しても高い結果となった。ベトナム、中国、その他の国の出身者では「給料など

の働く条件」がそれぞれ 30％前後と最も高い。また、フィリピン出身者では、「会社の人との人間関係」

が 33.3％と最もて高い結果となった。 

  

設問：いまの仕事の嫌な点は何ですか？（複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

給
料
な
ど
の
働
く

条
件

会
社
の
人
と
の
人

間
関
係

同
じ
国
の
人
が
い

な
い

会
社
や
地
域
で

、

楽
し
い
行
事
が
な

い そ
の
他

1,121 134 297 131 32 311 314
100.0 12.0 26.5 11.7 2.9 27.7 28.0
438 57 126 34 28 106 124
100.0 13.0 28.8 7.8 6.4 24.2 28.3
419 47 138 42 1 125 115
100.0 11.2 32.9 10.0 0.2 29.8 27.4
120 7 16 40 2 33 31
100.0 5.8 13.3 33.3 1.7 27.5 25.8
89 9 3 4 0 43 31

100.0 10.1 3.4 4.5 0.0 48.3 34.8
48 12 13 11 1 2 11

100.0 25.0 27.1 22.9 2.1 4.2 22.9
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

27.7 

26.5 

12.0 

11.7 

2.9 

28.0 

0.0 20.0 40.0

会社や地域で、楽しい行事がない

給料などの働く条件

仕事が難しい

会社の人との人間関係

同じ国の人がいない

その他

（％）

N=1121

サンプル数 1121

会社や地域で、楽

しい行事がない
311

給料などの働く条

件
297

仕事が難しい 134

会社の人との人間

関係
131

同じ国の人がいな
い

32

その他 314
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 現在の職場での一か月の給与額 

 

 

 

 

「10 万円～15 万円」が 77.0％で最も高く、次いで「16 万円～20 万円」が 13.8％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受入先業種別】 

受入先業種別にみると、「小売業」以外

の業種において、「10 万円～15 万円」の

割合が最も高く、それぞれ約 60％～90％

となっている。 

また、農業、製造業（自動車関係）につ

いては、「16 万円～20 万円」に対する回

答がそれぞれ 30％程度であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問：いまの仕事の１か月の給料はいくらですか？実際にもらうお金の平均を教えてください。 

（1 つだけ選択） 

8.0 

77.0 

13.8 

1.0 

0.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

１０万円未満

１０万円～１５万円

１６万円～２０万円

２１万円～２５万円

２６万円以上

（％）

N=1300

サンプル数 1300

１０万円未満 104

１０万円～１５万円 1001

１６万円～２０万円 180

２１万円～２５万円 13
２６万円以上 2

サ
ン
プ
ル
数

１
０
万
円
未
満

１
０
万
円
～

１
５

万
円

１
６
万
円
～

２
０

万
円

２
１
万
円
～

２
５

万
円

２
６
万
円
以
上

1,300 104 1,001 180 13 2

100.0 8.0 77.0 13.8 1.0 0.2

44 3 29 12 0 0

100.0 6.8 65.9 27.3 0.0 0.0

14 1 13 0 0 0

100.0 7.1 92.9 0.0 0.0 0.0

90 20 65 4 1 0

100.0 22.2 72.2 4.4 1.1 0.0

245 9 223 13 0 0

100.0 3.7 91.0 5.3 0.0 0.0

173 33 122 17 0 1

100.0 19.1 70.5 9.8 0.0 0.6

174 10 132 29 2 1

100.0 5.7 75.9 16.7 1.1 0.6

186 5 157 16 8 0

100.0 2.7 84.4 8.6 4.3 0.0

212 12 130 70 0 0

100.0 5.7 61.3 33.0 0.0 0.0

1 1 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18 0 14 4 0 0

100.0 0.0 77.8 22.2 0.0 0.0

132 10 107 13 2 0

100.0 7.6 81.1 9.8 1.5 0.0

建設業

製造業（繊維・衣
服）

製造業（食品）

製造業（機械・金
属）

上段：実数、下段：％

全　　体

現
在
の
受
け
入
れ
先
の
業
種

農業

漁業

製造業（造船）

製造業（自動車
関係）

小売業

介護

その他
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 現在の職場で困っていること 

 

 

 

「困っていることはない」が 37.1％で最も高い一方で、何らかの困りごとがあると回答した者が

62.9％いた。その内容としては、「方言がわからない」が 24.8％、「会社の人と日本語でコミュニケーシ

ョンがとれない」が 17.3％と高くなっている。 

日本語が「聞き取れない」、「話せない」は 10％台前半、日本語が「読めない」、「書けない」は 10％

未満にとどまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、中国とインドネシア出身者では「困っていることはない」が 

それぞれ 40％以上で、他国出身者と比較して高い。「方言がわからない」は、ベト 

ナムと中国、インドネシア出身者ではそれぞれ 20％～30％程度となっているが、フィリピンとその他

の国の出身者では 10％台前半にとどまった。 

また、中国とフィリピン出身者では「会社の人と日本語でコミュニケーションがとれない」がそれぞ

れ 20％以上で、他国出身者と比較して高い傾向となった。 

 

 

 

 

  

24.8 

17.3 

13.0 

10.2 

7.5 

7.4 

6.1 

4.2 

4.1 

3.5 

2.0 

5.0 

37.1 

0.0 20.0 40.0

方言がわからない

会社の人と日本語でコミュニケーションが取れない

仕事で必要な日本語が聞き取れない

仕事で必要な日本語が話せない

仕事で必要な日本語が読めない

仕事で必要な専門的な言葉がわからない

日本の雇用ルール（法律など）を知らない

仕事で必要な日本語が書けない

仕事が多い

仕事が難しい

会社のルールが理解できない

その他

困っていることはない

（％）

N=1271

設問：最近（6 か月以内）、仕事をして、困っていることは何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 1271

方言がわからない 315

会社の人と日本語

でコミュニケーショ
ンが取れない

220

仕事で必要な日本
語が聞き取れない

165

仕事で必要な日本
語が話せない

130

仕事で必要な日本
語が読めない

95

仕事で必要な専門
的な言葉がわから
ない

94

日本の雇用ルール
（法律など）を知ら
ない

78

仕事で必要な日本
語が書けない

54

仕事が多い 52
仕事が難しい 45
会社のルールが理
解できない

25

その他 64
困っていることはな
い

472

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

仕
事
が
多
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
聞
き
取
れ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
話
せ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
読
め
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
書
け
な
い

仕
事
で
必
要
な
専
門

的
な
言
葉
が
わ
か
ら

な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

会
社
の
人
と
日
本
語

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

会
社
の
ル
ー

ル
が
理

解
で
き
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な
ど

）
を
知

ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

そ
の
他

1,271 45 52 165 130 95 54 94 315 220 25 78 472 64
100.0 3.5 4.1 13.0 10.2 7.5 4.2 7.4 24.8 17.3 2.0 6.1 37.1 5.0
481 11 12 77 72 50 28 45 115 59 7 22 163 29
100.0 2.3 2.5 16.0 15.0 10.4 5.8 9.4 23.9 12.3 1.5 4.6 33.9 6.0
490 13 22 53 34 19 18 16 137 127 14 51 199 18
100.0 2.7 4.5 10.8 6.9 3.9 3.7 3.3 28.0 25.9 2.9 10.4 40.6 3.7
137 6 12 15 16 14 4 17 17 31 3 4 44 9
100.0 4.4 8.8 10.9 11.7 10.2 2.9 12.4 12.4 22.6 2.2 2.9 32.1 6.6
101 2 6 7 0 8 0 7 36 0 0 0 46 4
100.0 2.0 5.9 6.9 0.0 7.9 0.0 6.9 35.6 0.0 0.0 0.0 45.5 4.0
54 13 0 10 8 3 4 9 8 1 1 1 18 2

100.0 24.1 0.0 18.5 14.8 5.6 7.4 16.7 14.8 1.9 1.9 1.9 33.3 3.7
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア



第三章 アンケート調査結果（技能実習生） 

24 

 

 

【在留期間別】 

在留期間別にみると、「困っていることはない」については、在留期間が長くなるほど割合が高くな

る傾向がみられた。 

一方、在留期間が 1 年未満の短い者と 1 年以上で長い者の日本語関連の項目についてみると、仕事で

必要な日本語が「聞き取れない」、「話せない」、「読めない」、「仕事で必要な専門的な言葉がわからない」

については、在留期間が短い者の割合が高い傾向となった。 

また、「方言がわからない」についても、在留期間が 1 年未満の短い者の方が、長い者よりも高くな

る傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本語習熟度別】 

習熟度別にみると、習熟度が高くなるにつれ「困っていることはない」とする者の割合が高く、習熟

度が上がるにつれ困りごとが少なる傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

仕
事
が
多
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
聞
き
取
れ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
話
せ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
読
め
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
書
け
な
い

仕
事
で
必
要
な
専
門

的
な
言
葉
が
わ
か
ら

な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

会
社
の
人
と
日
本
語

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

会
社
の
ル
ー

ル
が
理

解
で
き
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な
ど

）
を
知

ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

そ
の
他

1,271 45 52 165 130 95 54 94 315 220 25 78 472 64
100.0 3.5 4.1 13.0 10.2 7.5 4.2 7.4 24.8 17.3 2.0 6.1 37.1 5.0
349 18 17 46 42 23 18 32 92 87 10 26 106 15

100.0 5.2 4.9 13.2 12.0 6.6 5.2 9.2 26.4 24.9 2.9 7.4 30.4 4.3
646 20 24 78 58 53 29 46 162 96 12 30 252 40

100.0 3.1 3.7 12.1 9.0 8.2 4.5 7.1 25.1 14.9 1.9 4.6 39.0 6.2
95 2 2 7 5 4 0 3 22 8 1 7 52 3

100.0 2.1 2.1 7.4 5.3 4.2 0.0 3.2 23.2 8.4 1.1 7.4 54.7 3.2

上段：実数、下段：％

全　　体

日
本
語
習
熟
度 習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

仕
事
が
多
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
聞
き
取
れ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
話
せ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
読
め
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
書
け
な
い

仕
事
で
必
要
な
専
門

的
な
言
葉
が
わ
か
ら

な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

会
社
の
人
と
日
本
語

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

会
社
の
ル
ー

ル
が
理

解
で
き
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な
ど

）
を
知

ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

そ
の
他

1,271 45 52 165 130 95 54 94 315 220 25 78 472 64
100.0 3.5 4.1 13.0 10.2 7.5 4.2 7.4 24.8 17.3 2.0 6.1 37.1 5.0
315 19 8 92 46 41 14 40 103 66 3 8 78 10
100.0 6.0 2.5 29.2 14.6 13.0 4.4 12.7 32.7 21.0 1.0 2.5 24.8 3.2
282 6 11 33 32 28 17 24 63 46 0 17 109 19
100.0 2.1 3.9 11.7 11.3 9.9 6.0 8.5 22.3 16.3 0.0 6.0 38.7 6.7
436 14 19 28 33 17 12 15 100 84 15 32 169 24
100.0 3.2 4.4 6.4 7.6 3.9 2.8 3.4 22.9 19.3 3.4 7.3 38.8 5.5
178 3 12 9 16 6 8 12 39 20 6 15 85 7
100.0 1.7 6.7 5.1 9.0 3.4 4.5 6.7 21.9 11.2 3.4 8.4 47.8 3.9
40 2 2 0 1 2 2 1 5 3 1 4 23 3

100.0 5.0 5.0 0.0 2.5 5.0 5.0 2.5 12.5 7.5 2.5 10.0 57.5 7.5

上段：実数、下段：％

全　　体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 
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 現在の職場で困っている際の相談相手 

 

 

 

「会社の日本人」が 46.2％で最も高く、次いで「会社の同じ国の人」が 45.1％、「監理団体の人」が

41.6％となっており、会社の日本人や同じ国の人、監理団体の人など、対面で相談できる身近な人を頼

る者が多い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、「会社の日本人」は、ベトナムとインドネシア、その他の国の出身者でそれぞれ

50％以上と高くなっているが、フィリピン出身者では 28.4％と低い結果となった。 

「会社の同じ国の人」では、インドネシア出身者が 70％程度で、他国出身者と比較して特に高くな

っている。 

また、「監理団体の人」では、インドネシア出身者が約 60％と、他国出身者と比較して高い結果とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.2 

45.1 

41.6 

11.5 

10.4 

0.4 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

会社の日本人

会社の同じ国の人

監理団体の人

自分の国にいる家族や友人

日本語教室の先生

役所などの相談窓口

その他

（％）

N=1295

サンプル数 1295

会社の日本人 598

会社の同じ国の人 584

監理団体の人 539

自分の国にいる家

族や友人
149

日本語教室の先生 135

役所などの相談窓

口
5

その他 56

設問：仕事で困っているときに、誰に相談しますか？（複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人

会
社
の
同
じ
国
の

人 監
理
団
体
の
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

日
本
語
教
室
の
先

生 そ
の
他

1,295 598 584 539 5 149 135 56
100.0 46.2 45.1 41.6 0.4 11.5 10.4 4.3
489 250 208 204 0 47 11 10
100.0 51.1 42.5 41.7 0.0 9.6 2.2 2.0
494 214 212 192 4 75 101 35
100.0 43.3 42.9 38.9 0.8 15.2 20.4 7.1
148 42 69 51 1 21 15 9
100.0 28.4 46.6 34.5 0.7 14.2 10.1 6.1
101 58 69 60 0 3 8 0
100.0 57.4 68.3 59.4 0.0 3.0 7.9 0.0
55 32 21 28 0 3 0 2

100.0 58.2 38.2 50.9 0.0 5.5 0.0 3.6
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【職場で困っている際の相談相手の関係性】 

職場で困っている際の相談相手について、他の選択肢への回答状況についてみると、相談相手が「そ

の他」と回答した者以外では、約 30％～50％の者が「会社の日本人」や「会社の同じ国の人」、「監理

団体の人」など、面談で相談できる身近な人にも頼ることが多い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人

会
社
の
同
じ
国
の

人 監
理
団
体
の
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

日
本
語
教
室
の
先

生 そ
の
他

1,295 598 584 539 5 149 135 56

100.0 46.2 45.1 41.6 0.4 11.5 10.4 4.3

598 598 223 266 2 43 47 9

100.0 100.0 37.3 44.5 0.3 7.2 7.9 1.5

584 223 584 165 2 58 50 12

100.0 38.2 100.0 28.3 0.3 9.9 8.6 2.1

539 266 165 539 4 44 38 5

100.0 49.4 30.6 100.0 0.7 8.2 7.1 0.9

5 2 2 4 5 3 4 0

100.0 40.0 40.0 80.0 100.0 60.0 80.0 0.0

149 43 58 44 3 149 17 4

100.0 28.9 38.9 29.5 2.0 100.0 11.4 2.7

135 47 50 38 4 17 135 2

100.0 34.8 37.0 28.1 3.0 12.6 100.0 1.5

56 9 12 5 0 4 2 56

100.0 16.1 21.4 8.9 0.0 7.1 3.6 100.0

自分の国にいる
家族や友人

日本語教室の先
生

その他

上段：実数、下段：％

仕
事
で
困

っ
て
い
る
と
き
の
相
談
相
手

全　　体

会社の日本人

会社の同じ国の
人

監理団体の人

役所などの相談
窓口
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 今後の日本での就労意向について 

 特定技能の認知度 

 

 

 

 

「知っている」が 75.5％と、70％以上の者が特定技能を認

知している結果となった。 

 

出身国別にみると、ベトナム、中国、フィリピン、インドネ

シア出身者では「知っている」がそれぞれ 70％以上で、特に

インドネシア出身者では 82.7％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 技能実習終了後の就労意向 

 

 

 

 

「できれば働きたい」が 81.4％で、80％以上の技能実習生

が技能実習終了後も継続して日本での就労意向がある結果と

なった。 

 

出身国別にみると、ベトナム、フィリピン、インドネシア、

その他の国の出身者では「できれば働きたい」が約 80％～90％、

中国出身者では約 70％という結果となった。 

  

設問：技能実習が終わったあとに、日本で働くことについて聞きます。 

① あなたは、技能実習が終わったあとも、日本で働きたいですか？（1 つだけ選択） 

設問：あなたは、2019 年 4 月に新しくできた在留資格「特定技能」について知っていますか？ 

（1 つだけ選択） 

サ
ン
プ
ル
数

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

1,275 963 312
100.0 75.5 24.5
479 353 126
100.0 73.7 26.3
488 388 100
100.0 79.5 20.5
148 113 35
100.0 76.4 23.6
98 81 17

100.0 82.7 17.3
54 22 32

100.0 40.7 59.3
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

サ
ン
プ
ル
数

で
き
れ
ば
働
き
た

い 働
き
た
く
な
い

1,277 1,040 237
100.0 81.4 18.6
482 421 61
100.0 87.3 12.7
487 337 150
100.0 69.2 30.8
144 141 3
100.0 97.9 2.1
101 84 17
100.0 83.2 16.8
55 51 4

100.0 92.7 7.3
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【日本で継続して就労したいと思う理由（自由回答）】 

日本で継続して就労したいと思う理由について、自由記述の回答を分類集約したところ、「お金を稼

ぎたい」、「給料がいいから」、「貯金したいから」と、収入確保に関連する回答が最も多くなった。次い

で、職場環境や生活環境がいいこと、日本の企業で経験を積みたいなどの意見も多くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カテゴリNo. カテゴリ名 件数

1 お金を稼ぎたいから、給料がいいから、貯金したいから 329

2 職場環境がいいから 142

3 日本でもっと経験を積みたい、技術を学びたいから 142

4 生活環境がいいから 117

5 日本が好きだから 79

6 日本語の勉強をしたいから 52

7 日本での生活・仕事に慣れたから 34
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 就労する場合に活用したい在留資格 

 

 

 

 

「特定技能」が 55.8％で最も高く、次いで「専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）」が

24.0％となっており、特定技能活用の意向が高い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、「特定技能」活用意向は、フィ

リピン出身者が 82.6％、インドネシア出身者が

79.6％で、ベトナム、中国、その他の国の出身者と比

較して特に高い結果となった。一方で、中国出身者で

は「専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）」

が 34.1％で、他国出身者と比較して、高くなってい

る。また、中国とその他の国の出身者については「在

留資格についてわからない」がそれぞれ 32.5％、

28.0％となった。 

 

  

設問：技能実習が終わったあとに、日本で働くことについて聞きます。 

② どの在留資格で働きたいですか？（複数回答可） 

55.8 

24.0 

8.8 

22.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

特定技能

専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）

その他の在留資格

在留資格についてわからない

（％）

N=1214

サンプル数 1214

特定技能 677

専門的・技術的分
野（技術・人文知

識・国際業務）

291

その他の在留資格 107
在留資格について

わからない
271

サ
ン
プ
ル
数

専
門
的
・
技
術
的
分

野

（
技
術
・
人
文
知

識
・
国
際
業
務

）

特
定
技
能

そ
の
他
の
在
留
資
格

在
留
資
格
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い

1,214 291 677 107 271
100.0 24.0 55.8 8.8 22.3
456 104 262 50 89
100.0 22.8 57.5 11.0 19.5
458 156 189 29 149
100.0 34.1 41.3 6.3 32.5
144 16 119 8 7
100.0 11.1 82.6 5.6 4.9
98 2 78 19 8

100.0 2.0 79.6 19.4 8.2
50 12 25 0 14

100.0 24.0 50.0 0.0 28.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 就労希望業種 

 

 

 

 

製造業関連の業種が上位 7 項目中 6 項目を占めるほか、「外食業」も 16.8％で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別に希望の多い業種をみると、ベトナム出身者では「製造業（食品）」が 34.4％、「製造業（電

気・電子関連）」が 27.0％で、中国出身者では「製造業（繊維・衣服）」が 31.9％、「製造業（食品）」が

30.3％、「外食業」が 22.5％、フィリピン出身者では「製造業（造船）」が 46.7％、インドネシア出身者

では「製造業（造船）」が 58.6％で、「製造業（機械・金属）」が 37.4％、となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問：技能実習が終わったあとに、日本で働くことについて聞きます。 

③ どのような仕事をしたいですか？（3 つまで複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

農
業

漁
業

建
設
業

製
造
業

（
繊
維
・

衣
服

）

製
造
業

（
食
品

）

製
造
業

（
機
械
・

金
属

）

製
造
業

（
電
気
・

電
子
関
連

）

製
造
業

（
造
船

）

製
造
業

（
自
動
車

関
係

）

製
造
業

（
そ
の

他

）

小
売
業

宿
泊
業

外
食
業

介
護

ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン

グ そ
の
他
の
サ
ー

ビ

ス
業

そ
の
他

1,276 91 25 74 263 346 220 208 222 313 70 104 39 215 81 13 48 60
100.0 7.1 2.0 5.8 20.6 27.1 17.2 16.3 17.4 24.5 5.5 8.2 3.1 16.8 6.3 1.0 3.8 4.7
485 24 15 50 87 167 75 131 65 121 24 35 10 83 29 6 18 26
100.0 4.9 3.1 10.3 17.9 34.4 15.5 27.0 13.4 24.9 4.9 7.2 2.1 17.1 6.0 1.2 3.7 5.4
479 39 3 15 153 145 54 55 24 123 21 58 16 108 28 0 22 17
100.0 8.1 0.6 3.1 31.9 30.3 11.3 11.5 5.0 25.7 4.4 12.1 3.3 22.5 5.8 0.0 4.6 3.5
150 18 5 7 3 18 40 10 70 29 14 3 2 15 5 5 6 11
100.0 12.0 3.3 4.7 2.0 12.0 26.7 6.7 46.7 19.3 9.3 2.0 1.3 10.0 3.3 3.3 4.0 7.3
99 3 2 2 3 5 37 7 58 26 4 3 10 5 12 1 1 1

100.0 3.0 2.0 2.0 3.0 5.1 37.4 7.1 58.6 26.3 4.0 3.0 10.1 5.1 12.1 1.0 1.0 1.0
55 7 0 0 14 10 13 3 2 11 6 5 1 3 7 1 1 5

100.0 12.7 0.0 0.0 25.5 18.2 23.6 5.5 3.6 20.0 10.9 9.1 1.8 5.5 12.7 1.8 1.8 9.1
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

製造業（食

品）

製造業（自動

車関係）

製造業（繊

維・衣服）

製造業（造

船）

製造業（機

械・金属）
外食業

製造業（電

気・電子関

連）

小売業 農業

346 313 263 222 220 215 208 104 91

介護 建設業
製造業（その

他）
その他

その他の

サービス業
宿泊業 漁業

ビルクリーニ

ング

81 74 70 60 48 39 25 13

サンプル数

1276

27.1 

24.5 

20.6 

17.4 17.2 16.8 16.3 

8.2 
7.1 6.3 5.8 5.5 

3.8 3.1 
2.0 

1.0 

4.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

製
造
業
（食
品
）

製
造
業
（自
動
車
関
係
）

製
造
業
（繊
維
・衣
服
）

製
造
業
（造
船
）

製
造
業
（機
械
・金
属
）

外
食
業

製
造
業
（電
気
・電
子
関
連
）

小
売
業

農
業

介
護

建
設
業

製
造
業
（そ
の
他
）

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業

漁
業

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他

N=1276

（％）
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【現在の業種と希望業種】 

今後日本で就業を継続する際の希望業種については、約 70％の技能実習生が、現在の実習先と同じ

分野の業種で就労を希望する結果となった。特に、「製造業（繊維・衣服）」、「製造業（食品）」、「製造

業（造船）」では、現在の実習先と同じ分野での就労を希望する者の割合がそれぞれ 80％以上と高い傾

向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

農
業

漁
業

建
設
業

製
造
業

（
繊
維
・

衣
服

）

製
造
業

（
食
品

）

製
造
業

（
機
械
・

金
属

）

製
造
業

（
電
気
・

電
子
関
連

）

製
造
業

（
造
船

）

製
造
業

（
自
動
車

関
係

）

製
造
業

（
そ
の

他

）

小
売
業

宿
泊
業

外
食
業

介
護

ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン

グ そ
の
他
の
サ
ー

ビ

ス
業

そ
の
他

現
在
と
同
業
種
へ
の

就
労
志
望
者
比
率

1,276 91 25 74 263 346 220 208 222 313 70 104 39 215 81 13 48 60 898
100.0 7.1 2.0 5.8 20.6 27.1 17.2 16.3 17.4 24.5 5.5 8.2 3.1 16.8 6.3 1.0 3.8 4.7 70.4
45 33 0 1 3 12 2 5 0 5 2 4 2 10 3 2 0 4 33

100.0 73.3 0.0 2.2 6.7 26.7 4.4 11.1 0.0 11.1 4.4 8.9 4.4 22.2 6.7 4.4 0.0 8.9 73.3
14 2 4 0 7 1 1 2 1 0 0 1 0 1 0 2 1 0 4

100.0 14.3 28.6 0.0 50.0 7.1 7.1 14.3 7.1 0.0 0.0 7.1 0.0 7.1 0.0 14.3 7.1 0.0 28.6
87 8 2 52 2 20 11 31 3 23 6 3 3 6 1 0 3 1 52

100.0 9.2 2.3 59.8 2.3 23.0 12.6 35.6 3.4 26.4 6.9 3.4 3.4 6.9 1.1 0.0 3.4 1.1 59.8
230 7 4 3 199 46 5 10 2 8 9 17 1 41 18 2 4 3 199
100.0 3.0 1.7 1.3 86.5 20.0 2.2 4.3 0.9 3.5 3.9 7.4 0.4 17.8 7.8 0.9 1.7 1.3 86.5
173 12 5 2 15 142 7 37 5 21 5 21 7 53 13 4 10 9 142
100.0 6.9 2.9 1.2 8.7 82.1 4.0 21.4 2.9 12.1 2.9 12.1 4.0 30.6 7.5 2.3 5.8 5.2 82.1
172 4 2 6 7 24 133 28 26 43 14 11 7 18 5 2 4 4 133
100.0 2.3 1.2 3.5 4.1 14.0 77.3 16.3 15.1 25.0 8.1 6.4 4.1 10.5 2.9 1.2 2.3 2.3 77.3
186 11 6 9 3 11 34 24 172 45 11 3 6 3 0 1 4 0 172
100.0 5.9 3.2 4.8 1.6 5.9 18.3 12.9 92.5 24.2 5.9 1.6 3.2 1.6 0.0 0.5 2.2 0.0 92.5
213 8 1 0 12 51 15 36 0 145 7 37 9 52 15 0 11 10 145
100.0 3.8 0.5 0.0 5.6 23.9 7.0 16.9 0.0 68.1 3.3 17.4 4.2 24.4 7.0 0.0 5.2 4.7 68.1
1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
18 4 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 1 18 0 0 0 18

100.0 22.2 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 5.6 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0
127 1 1 0 11 34 11 32 12 18 16 7 2 28 8 0 9 29
100.0 0.8 0.8 0.0 8.7 26.8 8.7 25.2 9.4 14.2 12.6 5.5 1.6 22.0 6.3 0.0 7.1 22.8

今後就労する場合の希望業種

小売業

介護

その他

上段：実数、下段：％

全　　体

実
習
先
の
業
種

農業

漁業

建設業

製造業（繊維・衣服）

製造業（食品）

製造業（機械・金属）

製造業（造船）

製造業（自動車関係）
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 就労希望業種を選択した理由 

 

 

 

 

「自分の技術や経験が使えるから」が 55.0％で最も高く、次いで「帰国後にやりたい仕事と関係があ

るから」が 45.0％、「いまの会社で仕事を続けたいから」が 36.1％となっており、自身の能力を生かし

たい、今の会社で続けたいなど、現在の実習先と同じ分野の業種で継続して就労を希望する者が多いこ

とが裏付けられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、フィリピンとインドネシア出身者では「自分の技術や経験が使えるから」がそれ

ぞれ 68.5％、66.3％で、他国出身者と比較して高い。ベトナム、フィリピン、その他の国の出身者では

「いまの会社で仕事を続けたいから」がそれぞれ 40％以上となっている。 

また、ベトナム出身者については、「帰国後にやりたい仕事と関係があるから」が 50％程度で、他国

出身者よりも日本での経験、技術を自国に持ち帰って活用したいと考える者が多い傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

  

55.0 

45.0 

36.1 

33.4 

4.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の技術や経験が使えるから

帰国後にやりたい仕事と関係があるから

いまの会社で仕事を続けたいから

給料や働いたときの条件がいいから

その他

（％）

N=1259

サンプル数 1259

自分の技術や経験

が使えるから
692

帰国後にやりたい

仕事と関係がある
から

566

いまの会社で仕事

を続けたいから
454

給料や働いたとき
の条件がいいから

421

その他 61

設問：技能実習が終わったあとに、日本で働くことについて聞きます。 

④ 『③』で〇をつけた仕事を選んだ理由は何ですか？（3 つまで複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

自
分
の
技
術
や
経

験
が
使
え
る
か
ら

帰
国
後
に
や
り
た

い
仕
事
と
関
係
が

あ
る
か
ら

給
料
や
働
い
た
と

き
の
条
件
が
い
い

か
ら

い
ま
の
会
社
で
仕

事
を
続
け
た
い
か

ら そ
の
他

1,259 692 566 421 454 61
100.0 55.0 45.0 33.4 36.1 4.8
481 263 249 154 204 21
100.0 54.7 51.8 32.0 42.4 4.4
472 239 188 161 143 31
100.0 50.6 39.8 34.1 30.3 6.6
146 100 68 53 60 5
100.0 68.5 46.6 36.3 41.1 3.4
98 65 41 33 20 3

100.0 66.3 41.8 33.7 20.4 3.1
54 20 17 18 24 1

100.0 37.0 31.5 33.3 44.4 1.9
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 働く企業を選ぶ際に重視する条件と、希望する就労・居住地域 

 

 

 

 

「技術を学んだり、自分の技術が使えること」が 51.3％で最も高く、次いで「自分が働きたい場所、

または、住みたい場所にあること」が 40.8％、「会社の人が親切にしてくれること」が 39.4％と、給料

以外の条件が上位 3 項目を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する会社からの支援内容】（「会社が生活面を支援してくれること」選択者のみ） 

働く会社の選択基準について「会社が生活面を支援して

くれること」を選択した回答者に希望する支援内容をたず

ねたところ、「家を借りること」が 62.2％で最も高く、次

いで「日本語の勉強」が 46.3％となった。 

 

出身国別にみると、インドネシア、フィリピン、ベトナ

ム出身者では「日本語の勉強」、中国、ベトナム出身者で

は「家を借りること」がそれぞれ高く、出身国で希望する

支援内容のウェイトに差がみられた。 

 

  

設問：技能実習が終わったあとに、日本で働くことについて聞きます。 

⑤ 働く会社を選ぶときは、何が大事ですか？（3 つまで複数回答可） 

51.3 

40.8 

39.4 

37.1 

28.8 

24.4 

17.8 

9.3 

3.1 

4.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

技術を学んだり、自分の技術が使えること

自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること

会社の人が親切にしてくれること

給料がいいこと

会社が生活面を支援してくれること

帰国後にしたい仕事と同じであること

同じ国の人が働いていること

自分の国にその会社の工場などがあること

残業が少ないこと

その他

（％）

N=1268

サンプル数 1268

技術を学んだり、
自分の技術が使え
ること

651

自分が働きたい場
所、または、住みた

い場所にあること

517

会社の人が親切に

してくれること
500

給料がいいこと 471
会社が生活面を支

援してくれること
365

帰国後にしたい仕
事と同じであること

310

同じ国の人が働い
ていること

226

自分の国にその会
社の工場などがあ
ること

118

残業が少ないこと 39
その他 53

サ
ン
プ
ル
数

日
本
語
の
勉
強

家
を
借
り
る
こ
と

そ
の
他

164 76 102 11
100.0 46.3 62.2 6.7
70 40 40 4

100.0 57.1 57.1 5.7
63 18 48 7

100.0 28.6 76.2 11.1
17 10 7 0

100.0 58.8 41.2 0.0
11 7 4 0

100.0 63.6 36.4 0.0
3 1 3 0

100.0 33.3 100.0 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【希望する就労・居住地域】（「自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること」選択者の

み） 

働く会社の選択基準について「自分が働きたい場

所、または、住みたい場所にあること」を選択した

回答者に希望する地域をたずねたところ、「広島県

内」が 57.0％で、東京・大阪を抑えた。 

 

出身国別にみると、ベトナム、フィリピン、イン

ドネシア、その他の国の出身者で「広島県内」が最

も高いが、中国では「東京」が 43.4％と、わずか

な差で最も高い結果となった。 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別に働く企業を選ぶ際に重視する条件をみると、フィリピンとインドネシア出身者では「技術

を学んだり、自分の技術が使えること」がそれぞれ 75.2％、64.0％で、他国出身者と比較して特に高く

なっている。ベトナム、中国の国の出身者では「会社の人が親切にしてくれること」がそれぞれ 40％

以上と高く、他国出身者よりも人間関係を重視する傾向が強い結果となった。また、就労・居住希望地

域で「東京」が最多であった中国出身者については「自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあ

ること」が 47.9％で、他国出身者と比較して高い結果となった。 

  サ
ン
プ
ル
数

技
術
を
学
ん
だ
り

、
自

分
の
技
術
が
使
え
る
こ

と 帰
国
後
に
し
た
い
仕
事

と
同
じ
で
あ
る
こ
と

自
分
の
国
に
そ
の
会
社

の
工
場
な
ど
が
あ
る
こ

と 残
業
が
少
な
い
こ
と

給
料
が
い
い
こ
と

会
社
が
生
活
面
を
支
援

し
て
く
れ
る
こ
と

会
社
の
人
が
親
切
に
し

て
く
れ
る
こ
と

同
じ
国
の
人
が
働
い
て

い
る
こ
と

自
分
が
働
き
た
い
場

所

、
ま
た
は

、
住
み
た

い
場
所
に
あ
る
こ
と

そ
の
他

1,268 651 310 118 39 471 365 500 226 517 53
100.0 51.3 24.4 9.3 3.1 37.1 28.8 39.4 17.8 40.8 4.2
481 228 123 47 4 192 179 212 90 188 12
100.0 47.4 25.6 9.8 0.8 39.9 37.2 44.1 18.7 39.1 2.5
480 230 106 29 33 159 117 207 90 230 31
100.0 47.9 22.1 6.0 6.9 33.1 24.4 43.1 18.8 47.9 6.5
149 112 50 27 1 53 33 41 16 53 3
100.0 75.2 33.6 18.1 0.7 35.6 22.1 27.5 10.7 35.6 2.0
100 64 23 1 0 51 22 18 25 26 4
100.0 64.0 23.0 1.0 0.0 51.0 22.0 18.0 25.0 26.0 4.0
50 16 5 13 1 15 9 20 4 19 2

100.0 32.0 10.0 26.0 2.0 30.0 18.0 40.0 8.0 38.0 4.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

サ
ン
プ
ル
数

広
島
県
内

東
京

大
阪

そ
の
他

509 290 160 52 7
100.0 57.0 31.4 10.2 1.4
185 120 46 18 1
100.0 64.9 24.9 9.7 0.5
226 96 98 28 4
100.0 42.5 43.4 12.4 1.8
52 36 12 2 2

100.0 69.2 23.1 3.8 3.8
26 23 2 1 0

100.0 88.5 7.7 3.8 0.0
19 14 2 3 0

100.0 73.7 10.5 15.8 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【希望する就労・居住地域を選択した理由（自由回答）】 

希望する就労・居住地域を選択した理由につい

て、自由記述の回答を分類集約したところ、広島

県内希望者においては「生活環境がいい」、「広島

での生活に慣れた」、「生活費が安い」など、生活

環境に対する評価が理由となっている傾向が見ら

えた。 

一方、東京を希望した者については「給料の高

さ」や「繁栄している、賑わっている」などを理

由としている者が多い傾向となった。 

 

 

 

  

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 生活環境がいいから 32

2 広島での生活に慣れたから 19

3 生活費が安いから 14

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 給料が安定している、高いから 23

2 繁栄している、賑わっているから 18

3 日本の首都・中心部だから 12

東京希望者

広島県内希望者
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 仕事のために勉強したい技術や知識の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仕事のために勉強したい技術や知識について（自由回答）】 

仕事のために勉強したい技術や知識が「ある」と回答し

た者の、どのようなことを学びたいか自由記述の回答を分

類集約したところしたところ、「日本語」が 232 件で最も

多い結果となった。 

 

 

 

 

 

  

設問：あなたは、今後、仕事のために、勉強したい技術や知識はありますか？ 

（1 つだけ選択） 

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 日本語 232

2 溶接関連 44

3 機械関連 36

4 縫製関連 25

5 介護関連 18

6 自動車関連 18

7 造船関連 12

8 電気・電子関連 8

9 CNC関連 7

10 農業関連 7

サ
ン
プ
ル
数

あ
る

な
い

1,248 939 309
100.0 75.2 24.8
470 398 72
100.0 84.7 15.3
479 324 155
100.0 67.6 32.4
141 104 37
100.0 73.8 26.2
97 82 15

100.0 84.5 15.5
54 24 30

100.0 44.4 55.6
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

「ある」が 75.2％で、70％以上の技能実習生が仕事のた

めに学習したいことがあるという結果となった。 

 

出身国別にみると、中国とその他の国の出身者で学習した

いことが「ある」者の割合が、他と比較して低い傾向となっ

た。 
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 日本語の学習について 

 日本語の習熟度 

 

 

 

 

日本語での会話は「少しできる」が 80.1％、ひらがな・カタカナを「読む」、「書く」についてはそれ

ぞれ 60％以上の者が「できる」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.5 

1.5 

22.9 

2.0 

35.0 

80.1 

31.5 

53.8 

33.2 

54.7 

15.4 

67.0 

23.3 

64.8 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本語で会話する(N=1230)

ひらがな・カタカナを読む(N=1196)

漢字を読む(N=1152)

ひらがな・カタカナで書く(N=1188)

漢字を使って日本語を書く(N=1165)

ほとんどできない 少しできる できる

設問：あなたは、下の表のことが、どのくらいできますか？ 

（それぞれの内容について、1 つだけ選択） 
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 日本語の学習状況 

 

 

 

「ひとりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使って）」が 61.7％で最も高く、

次いで「会社の人から教えてもらっている」が 30.1％、「地域の日本語教室で勉強している」が 17.3％

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナムとインドネシア出身者では「ひとりで勉強している（教科書やインター

ネット、テレビなどを使って）」がそれぞれ 77.1％、84.0％で、他国出身者と比較して割合が高い傾向

となった。一方、フィリピン出身者では「地域の日本語教室で勉強している」が 51.7％、中国とその他

の国の出身者では「会社の人から教えてもらっている」がそれぞれ 45.3％、50.0％で、ベトナムやイン

ドネシア出身者と比較して「ひとりで勉強」以外の方法での学習機会が多い傾向となった。 

 

 

 

  

設問：あなたは、日本に来てから、日本語を勉強していますか？（複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

ひ
と
り
で
勉
強
し
て
い
る

（
教

科
書
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

、
テ

レ
ビ
な
ど
を
使

っ
て

）

地
域
の
日
本
語
教
室
で
勉
強
し

て
い
る

会
社
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら

っ

て
い
る

同
じ
国
か
ら
来
た
知
人
か
ら
教

え
て
も
ら

っ
て
い
る

勉
強
し
て
い
な
い

そ
の
他

1,291 797 223 388 193 127 37
100.0 61.7 17.3 30.1 14.9 9.8 2.9
490 378 84 96 58 34 8
100.0 77.1 17.1 19.6 11.8 6.9 1.6
492 248 25 223 86 78 18
100.0 50.4 5.1 45.3 17.5 15.9 3.7
147 53 76 22 14 2 8
100.0 36.1 51.7 15.0 9.5 1.4 5.4
100 84 35 17 27 1 0
100.0 84.0 35.0 17.0 27.0 1.0 0.0
54 29 2 27 7 12 3

100.0 53.7 3.7 50.0 13.0 22.2 5.6
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

61.7 

30.1 

17.3 

14.9 

9.8 

2.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ひとりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使って）

会社の人から教えてもらっている

地域の日本語教室で勉強している

同じ国から来た知人から教えてもらっている

勉強していない

その他

（％）

N=1291

サンプル数 1291

ひとりで勉強してい
る（教科書やイン
ターネット、テレビ

などを使って）

797

会社の人から教え
てもらっている

388

地域の日本語教室
で勉強している

223

同じ国から来た知
人から教えても

らっている

193

勉強していない 127
その他 37
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 日本語の学習意向 

 

 

 

今後も日本語を「勉強したい」が 62.9％で最も高く、会社の支援や日本語教室に通える環境があれば

勉強したい人も含めると、約 90％の技能実習生が日本語の学習意欲があるという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナム出身者では「勉強

したい」が 70.9％で他の国と比較して高くなっ

ている。 

一方、フィリピン出身者では「会社が機会をつ

くれば勉強したい」が 42.6％、インドネシア出

身者では「近くに日本語教室があれば勉強したい」

が 42.6％と、他国出身者と比較して、条件があ

えば日本語を学習したいと回答している技能実

習生の割合が高い傾向となった。 

 

【日本語習熟度別】 

日本語習熟度別にみると、「勉強したい」の割

合は、習熟度が高くなるにつれ、高くなる傾向が

みられた。 

  

62.9 

14.1 

11.1 

1.5 

0.8 

9.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

勉強したい

会社が機会をつくれば勉強したい

近くに日本語教室があれば勉強したい

勉強したくない

その他

わからない

（％）

N=1298

設問：あなたは、これから日本語を勉強したいと思いますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 1298

勉強したい 817

会社が機会をつく

れば勉強したい
183

近くに日本語教室

があれば勉強した
い

144

勉強したくない 19

その他 10

わからない 125

サ
ン
プ
ル
数

勉
強
し
た
い

会
社
が
機
会
を
つ

く
れ
ば
勉
強
し
た

い 近
く
に
日
本
語
教

室
が
あ
れ
ば
勉
強

し
た
い

勉
強
し
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

1,298 817 183 144 19 125 10
100.0 62.9 14.1 11.1 1.5 9.6 0.8
492 349 49 60 4 25 5
100.0 70.9 10.0 12.2 0.8 5.1 1.0
494 299 66 30 9 87 3
100.0 60.5 13.4 6.1 1.8 17.6 0.6
148 68 63 7 1 7 2
100.0 45.9 42.6 4.7 0.7 4.7 1.4
101 52 5 43 0 1 0
100.0 51.5 5.0 42.6 0.0 1.0 0.0
55 43 0 2 5 5 0

100.0 78.2 0.0 3.6 9.1 9.1 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

　
サ
ン
プ
ル
数

勉
強
し
た
い

会
社
が
機
会
を
つ
く

れ
ば
勉
強
し
た
い

近
く
に
日
本
語
教
室

が
あ
れ
ば
勉
強
し
た

い 勉
強
し
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

1,298 817 183 144 19 125 10
100.0 62.9 14.1 11.1 1.5 9.6 0.8
359 206 60 29 8 52 4

100.0 57.4 16.7 8.1 2.2 14.5 1.1
660 417 96 89 8 45 5

100.0 63.2 14.5 13.5 1.2 6.8 0.8
97 77 6 7 1 6 0

100.0 79.4 6.2 7.2 1.0 6.2 0.0

上段：実数、下段：％

全　　体

日
本
語
習
熟
度

習熟度【低】

習熟度【中】

習熟度【高】※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 
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 技能実習生の普段の生活状況について 

 普段の生活の中で困っていること 

 

 

「困っていることはない」が 33.2％で最も高くなっているものの、66.8％は何らかの困りごとがある

と回答している。 

困りごとの内容としては、「方言がわからない」が 23.3％、「病院でことばが通じない」が 18.1％、「地

域の人とコミュニケーションがとれない」が 17.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、インドネシア出身者では「困っていることはない」が 

61.0％で、他国出身者と比較して特に高くなっている。 

「地域の人と日本語でコミュニケ―ションがとれない」では、ベトナム、中国、フィリピン出身者で

それぞれ 15％～20％程度に対し、インドネシア、その他の国の出身者では、それぞれ 10％未満となっ

た。 

また、「病院でことばが通じない」では、ベトナムと中国出身者で 20％程度に対し、フィリピン、イ

ンドネシア、その他の国の出身者では、それぞれ 10％未満という結果となった。 

  

設問：最近（6 か月以内）、仕事以外で、困ったことや不安なことは何ですか？（複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

聞
き
取
れ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

話
せ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

読
め
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が

書
け
な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

地
域
の
人
と
日
本
語
で
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取

れ
な
い

日
本
の
文
化
や
習
慣
が
理

解
で
き
な
い

自
分
の
国
の
文
化
や
習
慣

が
理
解
さ
れ
な
い

同
じ
国
の
人
が
近
く
に
い

な
い

生
活
の
ル
ー

ル
が
わ
か
ら

な
い

日
本
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ

か
り
に
く
い

病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ
な

い 電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な

ど

、
生
活
に
必
要
な
手
続
き

の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

災
害

（
大
雨

、
地
震

、
台
風

な
ど

）
の
と
き
に

、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他

1,262 152 148 82 76 294 217 88 65 21 16 22 228 99 121 419 43
100.0 12.0 11.7 6.5 6.0 23.3 17.2 7.0 5.2 1.7 1.3 1.7 18.1 7.8 9.6 33.2 3.4
480 57 60 27 29 108 75 44 10 8 5 10 86 37 50 149 23
100.0 11.9 12.5 5.6 6.0 22.5 15.6 9.2 2.1 1.7 1.0 2.1 17.9 7.7 10.4 31.0 4.8
482 76 65 29 30 130 108 28 35 4 8 5 119 46 38 161 14
100.0 15.8 13.5 6.0 6.2 27.0 22.4 5.8 7.3 0.8 1.7 1.0 24.7 9.5 7.9 33.4 2.9
139 12 12 17 9 22 28 5 8 6 2 2 10 6 20 35 5
100.0 8.6 8.6 12.2 6.5 15.8 20.1 3.6 5.8 4.3 1.4 1.4 7.2 4.3 14.4 25.2 3.6
100 0 3 0 1 22 2 2 9 2 0 0 8 5 4 61 0
100.0 0.0 3.0 0.0 1.0 22.0 2.0 2.0 9.0 2.0 0.0 0.0 8.0 5.0 4.0 61.0 0.0
53 7 8 9 6 10 3 7 3 1 1 5 4 3 8 11 0

100.0 13.2 15.1 17.0 11.3 18.9 5.7 13.2 5.7 1.9 1.9 9.4 7.5 5.7 15.1 20.8 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

23.3 

18.1 

17.2 

12.0 

11.7 

9.6 

7.8 

7.0 

6.5 

6.0 

5.2 

1.7 

1.7 

1.3 

3.4 

33.2 

0.0 20.0 40.0

方言がわからない

病院でことばが通じない

地域の人と日本語でコミュニケーションが取れない

生活に必要な日本語が聞き取れない

生活に必要な日本語が話せない

災害（大雨、地震、台風など）のときに、どうしたらいいかわからない

電話やインターネットなど、生活に必要な手続きの方法がわからない

日本の文化や習慣が理解できない

生活に必要な日本語が読めない

生活に必要な日本語が書けない

自分の国の文化や習慣が理解されない

同じ国の人が近くにいない

日本の交通ルールがわかりにくい

生活のルールがわからない

その他

困っていることはない

（％）

N=1262

サンプル数 1262

方言がわからない 294

病院でことばが通じない 228
地域の人と日本語でコミュニ
ケーションが取れない

217

生活に必要な日本語が聞き
取れない

152

生活に必要な日本語が話せ
ない

148

災害（大雨、地震、台風など）
のときに、どうしたらいいかわ

からない

121

電話やインターネットなど、生
活に必要な手続きの方法が
わからない

99

日本の文化や習慣が理解で
きない

88

生活に必要な日本語が読め
ない

82

生活に必要な日本語が書け
ない

76

自分の国の文化や習慣が理
解されない

65

日本の交通ルールがわかり
にくい

22

同じ国の人が近くにいない 21
生活のルールがわからない 16
その他 43
困っていることはない 419
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【在留期間別】 

在留期間が 1 年未満の短い者と、在留期間が 1 年以上の長い者でみると、在留期間が長くなるほど「困

っていることはない」の割合が高くなる傾向にある。 

日本語の面では、生活に必要な日本語が「聞き取れない」、「話せない」、「読めない」などの項目につ

いては、在留期間が 1 年未満の者が 1 年以上の者よりも高い傾向がみられた。「方言がわからない」、「病

院でことばが通じない」については、在留期間が 1 年以上の者はその期間が長くなっても、あまり低減

していない結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本語習熟度別】 

日本語習熟度別にみると、職場での困りごとと同様に、習熟度が上がるほど「困っていることはない」

とする者の割合が高くなっており、困りごとが少なくなる傾向となった。一方で、「方言がわからない」、

「病院でことばが通じない」と回答する者の割合は、習熟度に高くなってもほとんど低減しないという

結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 

サ
ン
プ
ル
数

生
活
に
必
要
な
日
本
語

が
聞
き
取
れ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語

が
話
せ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語

が
読
め
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語

が
書
け
な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

地
域
の
人
と
日
本
語
で

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

が
取
れ
な
い

日
本
の
文
化
や
習
慣
が

理
解
で
き
な
い

自
分
の
国
の
文
化
や
習

慣
が
理
解
さ
れ
な
い

同
じ
国
の
人
が
近
く
に

い
な
い

生
活
の
ル
ー

ル
が
わ
か

ら
な
い

日
本
の
交
通
ル
ー

ル
が

わ
か
り
に
く
い

病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ

な
い

電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な

ど

、
生
活
に
必
要
な
手
続
き

の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

災
害

（
大
雨

、
地
震

、
台
風

な
ど

）
の
と
き
に

、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な

い そ
の
他

1,262 152 148 82 76 294 217 88 65 21 16 22 228 99 121 419 43
100.0 12.0 11.7 6.5 6.0 23.3 17.2 7.0 5.2 1.7 1.3 1.7 18.1 7.8 9.6 33.2 3.4
315 64 54 37 26 103 60 21 8 9 7 0 48 22 39 84 7
100.0 20.3 17.1 11.7 8.3 32.7 19.0 6.7 2.5 2.9 2.2 0.0 15.2 7.0 12.4 26.7 2.2
283 26 26 20 16 61 53 27 12 3 3 12 50 24 23 95 9
100.0 9.2 9.2 7.1 5.7 21.6 18.7 9.5 4.2 1.1 1.1 4.2 17.7 8.5 8.1 33.6 3.2
429 42 48 21 17 81 72 24 27 5 3 5 88 33 39 148 19
100.0 9.8 11.2 4.9 4.0 18.9 16.8 5.6 6.3 1.2 0.7 1.2 20.5 7.7 9.1 34.5 4.4
178 16 17 4 12 37 26 13 12 3 3 3 38 15 14 70 5
100.0 9.0 9.6 2.2 6.7 20.8 14.6 7.3 6.7 1.7 1.7 1.7 21.3 8.4 7.9 39.3 2.8
39 2 1 0 3 7 5 2 3 1 0 2 4 5 3 16 2

100.0 5.1 2.6 0.0 7.7 17.9 12.8 5.1 7.7 2.6 0.0 5.1 10.3 12.8 7.7 41.0 5.1

上段：実数、下段：％

全　　体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

サ
ン
プ
ル
数

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
聞

き
取
れ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
話

せ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
読

め
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
書

け
な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

地
域
の
人
と
日
本
語
で
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ

な
い

日
本
の
文
化
や
習
慣
が
理
解

で
き
な
い

自
分
の
国
の
文
化
や
習
慣
が

理
解
さ
れ
な
い

同
じ
国
の
人
が
近
く
に
い
な

い 生
活
の
ル
ー

ル
が
わ
か
ら
な

い 日
本
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ
か

り
に
く
い

病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ
な
い

電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な

ど

、
生
活
に
必
要
な
手
続
き

の
方
法
が
分
か
ら
な
い

災
害

（
大
雨

、
地
震

、
台
風

な
ど

）
の
と
き
に

、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他

1,262 152 148 82 76 294 217 88 65 21 16 22 228 99 121 419 43
100.0 12.0 11.7 6.5 6.0 23.3 17.2 7.0 5.2 1.7 1.3 1.7 18.1 7.8 9.6 33.2 3.4
346 39 39 28 28 74 68 29 20 6 3 13 61 29 40 103 7
100.0 11.3 11.3 8.1 8.1 21.4 19.7 8.4 5.8 1.7 0.9 3.8 17.6 8.4 11.6 29.8 2.0
645 76 81 45 39 162 104 41 36 9 9 5 121 49 63 218 28
100.0 11.8 12.6 7.0 6.0 25.1 16.1 6.4 5.6 1.4 1.4 0.8 18.8 7.6 9.8 33.8 4.3
95 7 8 2 2 22 8 6 3 0 1 3 17 9 5 46 2

100.0 7.4 8.4 2.1 2.1 23.2 8.4 6.3 3.2 0.0 1.1 3.2 17.9 9.5 5.3 48.4 2.1

上段：実数、下段：％

全　　体

日
本
語
習
熟

度

習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】
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 普段の生活において困っていることの相談相手 

 

 

 

「会社の同じ国の人」が 45.4％で最も高く、次いで「監理団体の人」が 44.5％、「会社の日本人」が

35.6％で、仕事における困りごとの相談相手と同様に、インターネット等の活用なしでも対面で相談で

きる身近な人へ相談する者の割合が高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、インドネシア出身者では「会社の同じ国の人」が 70.0％「監理団体の人」54.0％

と、がそれぞれ他国出身者と比較して高い結果となった。 

また、フィリピン出身者については「会社の日本人」が 15.3％と他国出身者と比較して特に低くなっ

ている。 

 

  

45.4 

44.5 

35.6 

22.9 

10.7 

9.6 

1.0 

0.6 

4.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

会社の同じ国の人

監理団体の人

会社の日本人

自分の国にいる家族や友人

日本語教室の先生

インターネットで調べる

近所の日本人

役所などの相談窓口

その他

（％）

N=1299

設問：仕事以外で、困っているときに、誰に相談しますか？（複数回答可） 

サンプル数 1299

会社の同じ国の人 590

監理団体の人 578
会社の日本人 463
自分の国にいる家
族や友人

297

日本語教室の先生 139
インターネットで調
べる

125

近所の日本人 13

役所などの相談窓
口

8

その他 54

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人

会
社
の
同
じ
国
の

人 監
理
団
体
の
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

で
調
べ
る

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

日
本
語
教
室
の
先

生 近
所
の
日
本
人

そ
の
他

1,299 463 590 578 8 125 297 139 13 54
100.0 35.6 45.4 44.5 0.6 9.6 22.9 10.7 1.0 4.2
493 201 218 237 1 77 126 14 4 8
100.0 40.8 44.2 48.1 0.2 15.6 25.6 2.8 0.8 1.6
494 168 220 205 6 30 107 98 4 36
100.0 34.0 44.5 41.5 1.2 6.1 21.7 19.8 0.8 7.3
150 23 57 54 0 13 44 18 1 10
100.0 15.3 38.0 36.0 0.0 8.7 29.3 12.0 0.7 6.7
100 39 70 54 0 3 14 9 3 0
100.0 39.0 70.0 54.0 0.0 3.0 14.0 9.0 3.0 0.0
54 30 22 23 1 1 5 0 1 0

100.0 55.6 40.7 42.6 1.9 1.9 9.3 0.0 1.9 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【普段の生活の中で困っている際の相談相手の関係性】 

普段の生活の中で困っている際の相談相手について、他の選択肢への回答状況とあわせてみると、「イ

ンターネットで調べる」、「自分の国にいる家族や友人」を相談相手としている者は、その他の相談相手

として「会社の同じ国の人」も選択している割合が高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人

会
社
の
同
じ
国
の

人 監
理
団
体
の
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

で
調
べ
る

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

日
本
語
教
室
の
先

生 近
所
の
日
本
人

そ
の
他

1,299 463 590 578 8 125 297 139 13 54
100.0 35.6 45.4 44.5 0.6 9.6 22.9 10.7 1.0 4.2
463 463 185 249 1 48 53 44 6 3
100.0 100.0 40.0 53.8 0.2 10.4 11.4 9.5 1.3 0.6
590 185 590 193 4 64 120 62 3 18
100.0 31.4 100.0 32.7 0.7 10.8 20.3 10.5 0.5 3.1
578 249 193 578 6 40 69 34 7 8
100.0 43.1 33.4 100.0 1.0 6.9 11.9 5.9 1.2 1.4
8 1 4 6 8 0 2 3 0 0

100.0 12.5 50.0 75.0 100.0 0.0 25.0 37.5 0.0 0.0
125 48 64 40 0 125 36 10 2 2
100.0 38.4 51.2 32.0 0.0 100.0 28.8 8.0 1.6 1.6
297 53 120 69 2 36 297 18 1 5
100.0 17.8 40.4 23.2 0.7 12.1 100.0 6.1 0.3 1.7
139 44 62 34 3 10 18 139 0 0
100.0 31.7 44.6 24.5 2.2 7.2 12.9 100.0 0.0 0.0
13 6 3 7 0 2 1 0 13 0

100.0 46.2 23.1 53.8 0.0 15.4 7.7 0.0 100.0 0.0
54 3 18 8 0 2 5 0 0 54

100.0 5.6 33.3 14.8 0.0 3.7 9.3 0.0 0.0 100.0

上段：実数、下段：％

普
段
の
生
活
で
困

っ
て
い
る
際
の
相
談
相
手

全　　体

会社の日本人

会社の同じ国の人

監理団体の人

役所などの相談窓口

インターネットで調べる

自分の国にいる家族や友人

日本語教室の先生

近所の日本人

その他
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 広島県内にある公的な相談窓口の認知度と相談の経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談したことがない理由（「知っているけれど、相談したことはない」選択者のみ）】 

公的な相談窓口を認知しているが相談したことがないと選択した回答者に対して、相談したことがな

い理由をたずねたところ、「相談することがない」が 58.0％で最も高い一方で、「日本語を話せない」が

18.6％、「窓口の場所が遠い」が 16.4％と、約 1/3 の者が、自身の日本語能力や居住環境などの理由に

より、相談窓口を利用できていないという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

  

58.0 

18.6 

16.4 

6.9 

2.6 

6.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

相談することがない

日本語を話せない

窓口の場所が遠い

忙しい

役所などの公的な相談窓口には相談したくない

その他

（％）

N=274

サ
ン
プ
ル
数

知

っ
て
い
る

。
相

談
し
た
こ
と
も
あ

る

。

知

っ
て
い
る
け
れ

ど

、
相
談
し
た
こ

と
は
な
い

知
ら
な
い

1,263 36 333 894
100.0 2.9 26.4 70.8
484 7 81 396
100.0 1.4 16.7 81.8
485 20 129 336
100.0 4.1 26.6 69.3
134 3 61 70
100.0 2.2 45.5 52.2
99 3 54 42

100.0 3.0 54.5 42.4
53 3 5 45

100.0 5.7 9.4 84.9
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

設問：広島県内の役所など、公的な相談窓口があることを知っていますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 274

相談することがな

い
159

日本語を話せない 51

窓口の場所が遠い 45

忙しい 19
役所などの公的な

相談窓口には相談

したくない

7

その他 19

「知らない」が 70.8％で最も高く、多くの技能実習

生が公的な相談窓口を認知していないという結果とな

った。 
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 インターネット接続機器（スマートフォン等）の保有状況 

 

 

 

 

 

「スマートフォンをもっている」が 78.7％で最も高く、次いで「スマートフォン以外のインターネッ

トにつながる機器」が 15.1％、「もっていないが、会社や寮でインターネットにつながる機器を使わせ

てもらえる」が 5.2％で、あわせてインターネットを利用できる環境にある者が 90％以上となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

① スマートフォンやインターネットにつながる機器を持っていますか？（1 つだけ選択） 

78.7 

15.1 

5.2 

0.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

スマートフォンをもっている

スマートフォン以外のインターネットにつながる機器（ＰＣなど）をもっている

もっていないが、会社や寮でインターネットにつながる機器を使わせてもらえる

もっていない

（％）

N=1289

サンプル数 1289

スマートフォンを

もっている
1015

スマートフォン以外
のインターネットに
つながる機器（ＰＣ

など）をもっている

195

もっていないが、会
社や寮でインター
ネットにつながる機

器を使わせてもら
える

67

もっていない 12
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サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

(

W
e
c
h
a
t

)

百
度

（
バ
イ
ド

ゥ

）

そ
の
他

508 118 156 50 47 59 78
100.0 23.2 30.7 9.8 9.3 11.6 15.4
229 101 66 21 0 0 41
100.0 44.1 28.8 9.2 0.0 0.0 17.9
142 0 10 4 47 59 22
100.0 0.0 7.0 2.8 33.1 41.5 15.5
75 10 51 9 0 0 5

100.0 13.3 68.0 12.0 0.0 0.0 6.7
43 1 26 10 0 0 6

100.0 2.3 60.5 23.3 0.0 0.0 14.0
15 5 1 6 0 0 3

100.0 33.3 6.7 40.0 0.0 0.0 20.0

上段：実数、下段：％

全　　体

出
身
国

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

その他

 

 

 

 

 

 

【最もよく利用する web サイト】 

「Google」が 30.7％で最も高く、次いで「Facebook」が 23.2％、「百度（バイドゥ」が 11.6％となっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナム出身者

では、「Facebook」、フィリピンとイン

ドネシア出身者では「Google」の割合

が、他国出身者と比較して高い傾向と

なった。また、中国出身者では、70％

以上の者が「微信（Wechat）」または

「百度（バイドゥ）」を利用していると

いう結果となった。 

 

 

 

  

30.7 

23.2 

11.6 

9.8 

9.3 

15.4 

0.0 20.0 40.0

Google

Facebook

百度（バイドゥ）

Youtube

微信(Wechat)

その他

（％）

N=508

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

② よく使うインターネットの web サイトや SNS など、情報を知る方法を教えてください。 

また、どれくらい見ているかも教えてください。 

サンプル数 508

Google 156

Facebook 118

百度（バイドゥ） 59

Youtube 50

微信(Wechat) 47

その他 78
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【最もよく利用する web サイトの利用頻度】 

最もよく利用する web サイトの利用頻度は、「毎日」が 65.2％で最も高く、次いで「週に数回」が 21.8％

で、週に数回以上利用する者が 80％以上となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、すべての国において

も、約 80％～90％の者が、「週に数回」以

上利用しているという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最もよく利用する web サイト別利用頻度】 

最もよく利用する web サイト別に利用頻

度をみると、「毎日」利用するでは「Facebook」

が 31.7％で最も高く、次いで「Google」が

26.9％となった。「週に数回」利用するでは、

「Google」が 43.0％で最も高かった。 

 

  

65.2 

21.8 

5.3 

2.6 

5.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=682

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o

k G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

(

W
e
c
h
a
t

) 百
度

（
バ
イ

ド

ゥ

）

そ
の
他

508 118 156 50 47 59 78
100.0 23.2 30.7 9.8 9.3 11.6 15.4
331 105 89 38 31 25 43
100.0 31.7 26.9 11.5 9.4 7.6 13.0
114 7 49 8 9 18 23
100.0 6.1 43.0 7.0 7.9 15.8 20.2
19 0 4 1 1 8 5

100.0 0.0 21.1 5.3 5.3 42.1 26.3
7 0 6 0 0 0 1

100.0 0.0 85.7 0.0 0.0 0.0 14.3
4 0 2 0 0 2 0

100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

上段：実数、下段：％

全　　体

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

サンプル数 682

毎日 445

週に数回 149

１か月に数回 36

月１回 18
その他 34

サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

682 445 149 36 18 34
100.0 65.2 21.8 5.3 2.6 5.0
295 208 55 16 4 12
100.0 70.5 18.6 5.4 1.4 4.1
225 129 54 15 6 21
100.0 57.3 24.0 6.7 2.7 9.3
98 64 27 3 3 1

100.0 65.3 27.6 3.1 3.1 1.0
42 27 10 1 4 0

100.0 64.3 23.8 2.4 9.5 0.0
18 16 2 0 0 0

100.0 88.9 11.1 0.0 0.0 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【2番目によく利用する web サイト】 

「その他」を除くと、「Youtube」が 25.9％、次いで「Google」が 13.0％、「Facebook」が 11.4％とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、フィリピンとインドネ

シア出身者では、「Youtube」の割合が高い傾

向となった。また、その他の国以外の出身者

では「その他」が、約 30％～40％と高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

  

25.9 

13.0 

11.4 

6.7 

4.7 

38.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

Youtube

Google

Facebook

百度（バイドゥ）

微信(Wechat)

その他

（％）

N=193

サンプル数 193

Youtube 50

Google 25

Facebook 22

百度（バイドゥ） 13

微信(Wechat) 9

その他 74

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

(

W
e
c
h
a
t

)

百
度

（
バ
イ
ド

ゥ

）

そ
の
他

193 22 25 50 9 13 74
100.0 11.4 13.0 25.9 4.7 6.7 38.3
91 16 15 26 0 0 34

100.0 17.6 16.5 28.6 0.0 0.0 37.4
54 0 6 2 9 13 24

100.0 0.0 11.1 3.7 16.7 24.1 44.4
34 5 2 15 0 0 12

100.0 14.7 5.9 44.1 0.0 0.0 35.3
13 0 2 7 0 0 4

100.0 0.0 15.4 53.8 0.0 0.0 30.8
1 1 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

上段：実数、下段：％

全　　体

出
身
国

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

その他
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サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

307 160 77 30 11 29
100.0 52.1 25.1 9.8 3.6 9.4
127 78 32 5 4 8
100.0 61.4 25.2 3.9 3.1 6.3
110 46 26 15 6 17
100.0 41.8 23.6 13.6 5.5 15.5
51 26 14 8 0 3

100.0 51.0 27.5 15.7 0.0 5.9
15 8 4 2 0 1

100.0 53.3 26.7 13.3 0.0 6.7
3 2 1 0 0 0

100.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

 

【2番目によく利用する web サイトの利用頻度】 

2 番目によく利用する web サイトの利用頻度は、「毎日」が 52.1％で最も高く、次いで「週に数回」

が 25.1％で、1 番よく利用する web サイトと同様に、週に数回以上利用する者が 80％程度という結果

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、いずれも「週に数回」以

上利用する者が、約 70％～90％と高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2番目によく利用する web サイト別利用頻度】 

2 番目によく利用する web サイト別の利用頻

度をみると、「毎日」利用するでは「Youtube」が

29.9％で最も高く、次いで「Facebook」が 18.6％

となった。「週に数回」利用するでは、「その他」

を除けば「Youtube」が 27.3％と最も高い結果と

なった。 

 

  

52.1 

25.1 

9.8 

3.6 

9.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=307

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o

k G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

(

W
e
c
h
a
t

) 百
度

（
バ
イ

ド

ゥ

）

そ
の
他

193 22 25 50 9 13 74
100.0 11.4 13.0 25.9 4.7 6.7 38.3
97 18 11 29 7 3 29

100.0 18.6 11.3 29.9 7.2 3.1 29.9
55 3 7 15 1 6 23

100.0 5.5 12.7 27.3 1.8 10.9 41.8
18 0 3 3 0 3 9

100.0 0.0 16.7 16.7 0.0 16.7 50.0
1 0 0 0 0 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
4 0 2 1 0 0 1

100.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 25.0

上段：実数、下段：％

全　　体

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

サンプル数 307

毎日 160

週に数回 77

１か月に数回 30

月１回 11
その他 29
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サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

i
n
s
t
a
g
r
a
m

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

（
W
e
c
h
a
t

)

騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン
セ
ン
ト

Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

395 173 13 4 143 12 50
100.0 43.8 3.3 1.0 36.2 3.0 12.7
55 37 0 0 0 0 18

100.0 67.3 0.0 0.0 0.0 0.0 32.7
157 1 0 0 143 12 1
100.0 0.6 0.0 0.0 91.1 7.6 0.6
70 56 0 1 0 0 13

100.0 80.0 0.0 1.4 0.0 0.0 18.6
96 70 12 3 0 0 11

100.0 72.9 12.5 3.1 0.0 0.0 11.5
14 7 0 0 0 0 7

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

上段：実数、下段：％

全　　体

出
身
国

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

その他

 

【最もよく利用する SNS と利用頻度】 

「Facebook」が 43.8％で最も高く、次いで「微信（Wechat）」が 36.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、中国出身者以外

では、「Facebook」がそれぞれ約 50％

～80％で、高い傾向となった。一方、

中国出身者では、「微信（Wechat）」が

91.1％となっており、90％以上の者が

利用しているという結果となった。 

 

 

 

 

 

  

43.8 

36.2 

3.3 

3.0 

1.0 

12.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

Facebook

微信（Wechat)

instagram

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

Youtube

その他

（％）

N=395

サンプル数 395

Facebook 173

微信（Wechat) 143
instagram 13

騰訊ＱＱ（テンセン

トＱＱ）
12

Youtube 4

その他 50
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サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

559 449 53 12 9 36
100.0 80.3 9.5 2.1 1.6 6.4
107 68 14 5 4 16
100.0 63.6 13.1 4.7 3.7 15.0
225 175 21 5 4 20
100.0 77.8 9.3 2.2 1.8 8.9
112 104 6 2 0 0
100.0 92.9 5.4 1.8 0.0 0.0
87 79 7 0 1 0

100.0 90.8 8.0 0.0 1.1 0.0
25 20 5 0 0 0

100.0 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

 

【最もよく利用する SNS の利用頻度】 

最もよく利用する SNS の利用頻度は、「毎日」が 80.3％で最も高いという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、フィリピン、インド

ネシア、その他の国出身者では、「毎日」

利用する者が約 80％～90％と高い傾向と

なった。ベトナム、中国出身者についても、

「週に数回」以上利用する者が約 80％で、

いずれの国の出身者においても、利用頻度

は高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

【最もよく利用する SNS 別利用頻度】 

最もよく利用する SNS 別に利用頻度を

みると、「毎日」利用するでは「Facebook」

が 44.2％で最も高く、次いで「微信

（Wechat）」が 34.5％となった。「週に数

回」利用するも同様に、「Facebook」が

47.8％、次いで「微信（Wechat）」が 30.4％

と高くなっている。 

 

 

  

80.3 

9.5 

2.1 

1.6 

6.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=559

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o

k i
n
s
t
a
g
r

a
m

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

（
W
e
c
h
a
t

) 騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン

セ
ン
ト
Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

395 173 13 4 143 12 50
100.0 43.8 3.3 1.0 36.2 3.0 12.7
328 145 12 4 113 9 45
100.0 44.2 3.7 1.2 34.5 2.7 13.7
23 11 0 0 7 1 4

100.0 47.8 0.0 0.0 30.4 4.3 17.4
4 1 0 0 3 0 0

100.0 25.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0
1 1 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

上段：実数、下段：％

全　　体

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

サンプル数 559

毎日 449

週に数回 53

１か月に数回 12

月１回 9
その他 36
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サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

i
n
s
t
a
g
r
a
m

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

（
W
e
c
h
a
t

)

騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン
セ
ン
ト

Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

134 19 29 14 4 27 41
100.0 14.2 21.6 10.4 3.0 20.1 30.6
18 3 1 1 0 0 13

100.0 16.7 5.6 5.6 0.0 0.0 72.2
36 0 0 0 4 27 5

100.0 0.0 0.0 0.0 11.1 75.0 13.9
27 3 6 6 0 0 12

100.0 11.1 22.2 22.2 0.0 0.0 44.4
49 10 22 6 0 0 11

100.0 20.4 44.9 12.2 0.0 0.0 22.4
4 3 0 1 0 0 0

100.0 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

上段：実数、下段：％

全　　体

出
身
国

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

その他

 

【2番目によく利用する SNS】 

「その他」を除くと「instagram」が 21.6％、次いで「騰訊（テンセント QQ）」が 20.1％、「Facebook」

が 14.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、中国出身者で

は「騰訊（テンセント QQ）」が 75.0％

と高くなっている。また、インドネ

シア出身者では「 instagram」が

44.9％で、他国出身者と比較して、

高い傾向となった。 

 

 

 

 

  

21.6 

20.1 

14.2 

10.4 

3.0 

30.6 

0.0 20.0 40.0

instagram

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

Facebook

Youtube

微信（Wechat)

その他

（％）

N=134

サンプル数 134

Facebook 19

instagram 29
Youtube 14

微信（Wechat) 4

騰訊ＱＱ（テンセン
トＱＱ）

27

その他 41
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サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

240 147 42 10 12 29
100.0 61.3 17.5 4.2 5.0 12.1
50 27 6 3 5 9

100.0 54.0 12.0 6.0 10.0 18.0
86 38 20 6 6 16

100.0 44.2 23.3 7.0 7.0 18.6
49 37 7 0 1 4

100.0 75.5 14.3 0.0 2.0 8.2
47 39 7 1 0 0

100.0 83.0 14.9 2.1 0.0 0.0
6 4 2 0 0 0

100.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

 

【2番目によく利用する SNS の利用頻度】 

2 番目によく利用する SNS の利用頻度は、「毎日」が 61.3％で最も高く、次いで「週に数回」が 17.5％

で、約 80％の者が、週に数回以上利用するという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、フィリピンとインドネシ

ア出身者では、「毎日」利用する者が約 80％で、

他の国の出身者と比較して高い傾向となった。

ベトナム、中国、その他の国の出身者において

も、「週に数回」以上利用する者がそれぞれ

60％以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

【2番目によく利用する SNS 別利用頻度】 

2番目によく利用するSNS別に利用頻度をみ

ると、「毎日」利用するでは「その他」を除け

ば「instagram」が 22.0％と最も高くなった。「週

に数回」では、「騰訊（テンセント QQ）」が 33.3％

で最も高く、次いで「instagram」が 29.6％と

なった。 

 

  

61.3 

17.5 

4.2 

5.0 

12.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=240

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o

k i
n
s
t
a
g
r

a
m

Y
o
u
t
u
b
e

微
信

（
W
e
c
h
a
t

) 騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン

セ
ン
ト
Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

134 19 29 14 4 27 41
100.0 14.2 21.6 10.4 3.0 20.1 30.6
91 17 20 12 2 13 27

100.0 18.7 22.0 13.2 2.2 14.3 29.7
27 2 8 1 1 9 6

100.0 7.4 29.6 3.7 3.7 33.3 22.2
8 0 1 0 0 5 2

100.0 0.0 12.5 0.0 0.0 62.5 25.0
3 0 0 0 0 0 3

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
1 0 0 0 0 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

上段：実数、下段：％

全　　体

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

サンプル数 240

毎日 147

週に数回 42

１か月に数回 10

月１回 12
その他 29
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 普段の生活の中で必要な情報 

 

 

 

 

 

「災害など緊急のときの情報」が 40.4％で最も高く、次いで「医療（病院、薬局など）の情報」が

31.5％、「自分の国のことばでの情報」が 28.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナム出身者では「災害など緊急のときの情報」が 53.0％、「医療（病院、薬

局など）の情報」が 38.8％で、高くなっている。フィリピン出身者については、ベトナム出身者と同様

に「災害など緊急のときの情報」が 44.8％、「医療（病院、薬局など）の情報」が 39.2％で高くなって

いるほか、「公共施設や交通機関などの案内」も 32.9％で高い結果となった。インドネシア出身者につ

いては「自分の国のことばの情報」が 60.4％で、他と比較して特に高くなっている。 

一方、中国出身者は「特にない」が 37.0％で、他国出身者と比較して高い結果となった。 

  

40.4 

31.5 

28.1 

18.0 

16.1 

15.7 

8.4 

1.8 

19.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

災害など緊急のときの情報

医療（病院、薬局など）の情報

自分の国のことばでの情報

ごみ出しなどの地域のルール

公共施設や交通機関などの案内

日本語教室の情報

役所からのお知らせ

その他

特にない

（％）

N=1246

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

③ 生活の情報で、あなたが欲しい情報は何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 1246

災害など緊急のと
きの情報

504

医療（病院、薬局な

ど）の情報
393

自分の国のことば

での情報
350

ごみ出しなどの地
域のルール

224

公共施設や交通機

関などの案内
201

日本語教室の情報 196

役所からのお知ら
せ

105

その他 23

特にない 244

サ
ン
プ
ル
数

医
療

（
病
院

、
薬

局
な
ど

）
の
情
報

自
分
の
国
の
こ
と

ば
で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

日
本
語
教
室
の
情

報 災
害
な
ど
緊
急
の

と
き
の
情
報

公
共
施
設
や
交
通

機
関
な
ど
の
案
内

ご
み
出
し
な
ど
の

地
域
の
ル
ー

ル

特
に
な
い

そ
の
他

1,246 393 350 105 196 504 201 224 244 23
100.0 31.5 28.1 8.4 15.7 40.4 16.1 18.0 19.6 1.8
474 184 171 46 91 251 71 108 53 5
100.0 38.8 36.1 9.7 19.2 53.0 15.0 22.8 11.2 1.1
470 131 77 26 58 142 58 69 174 9
100.0 27.9 16.4 5.5 12.3 30.2 12.3 14.7 37.0 1.9
143 56 16 26 19 64 47 33 3 4
100.0 39.2 11.2 18.2 13.3 44.8 32.9 23.1 2.1 2.8
101 14 61 5 24 25 14 10 8 5
100.0 13.9 60.4 5.0 23.8 24.8 13.9 9.9 7.9 5.0
50 4 20 1 4 19 11 3 5 0

100.0 8.0 40.0 2.0 8.0 38.0 22.0 6.0 10.0 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【在留期間別】 

在留期間が 1 年未満の短い者と、在留期間が 1 年以上の長い者についてみると、「医療（病院、薬局

など）の情報」、「災害など緊急のときの情報」、「公共施設や交通機関などの案内」において、在留期間

が短い者の方が、在留期間が長い者よりも情報のニーズが高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別にみると、西部地域、中部地域では「災害など緊急のときの情報」がそれぞれ 45.0％、63.3％、

「ごみ出しなどの地域のルール」がそれぞれ 26.4％、28.8％で、他の地域と比較して高い傾向となって

おり、居住地域によって「緊急時の情報」や「地域ルールに関する情報」のニーズに傾向の違いがみら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

医
療

（
病
院

、
薬

局
な
ど

）
の
情
報

自
分
の
国
の
こ
と

ば
で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

日
本
語
教
室
の
情

報 災
害
な
ど
緊
急
の

と
き
の
情
報

公
共
施
設
や
交
通

機
関
な
ど
の
案
内

ご
み
出
し
な
ど
の

地
域
の
ル
ー

ル

特
に
な
い

そ
の
他

1,246 393 350 105 196 504 201 224 244 23
100.0 31.5 28.1 8.4 15.7 40.4 16.1 18.0 19.6 1.8
317 128 103 28 54 157 68 65 39 5
100.0 40.4 32.5 8.8 17.0 49.5 21.5 20.5 12.3 1.6
277 89 74 15 44 111 36 57 52 6
100.0 32.1 26.7 5.4 15.9 40.1 13.0 20.6 18.8 2.2
421 120 117 36 53 151 55 59 102 8
100.0 28.5 27.8 8.6 12.6 35.9 13.1 14.0 24.2 1.9
174 48 44 18 34 66 34 36 36 4
100.0 27.6 25.3 10.3 19.5 37.9 19.5 20.7 20.7 2.3
38 4 7 7 6 14 6 4 10 0

100.0 10.5 18.4 18.4 15.8 36.8 15.8 10.5 26.3 0.0

上段：実数、下段：％

全　　体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

サ
ン
プ
ル
数

医
療

（
病
院

、
薬

局
な
ど

）
の
情
報

自
分
の
国
の
こ
と

ば
で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

日
本
語
教
室
の
情

報 災
害
な
ど
緊
急
の

と
き
の
情
報

公
共
施
設
や
交
通

機
関
な
ど
の
案
内

ご
み
出
し
な
ど
の

地
域
の
ル
ー

ル

特
に
な
い

そ
の
他

1,246 393 350 105 196 504 201 224 244 23
100.0 31.5 28.1 8.4 15.7 40.4 16.1 18.0 19.6 1.8
242 85 79 30 44 109 38 64 32 2
100.0 35.1 32.6 12.4 18.2 45.0 15.7 26.4 13.2 0.8
139 54 44 13 23 88 24 40 11 2
100.0 38.8 31.7 9.4 16.5 63.3 17.3 28.8 7.9 1.4
631 177 179 49 96 223 94 88 137 12
100.0 28.1 28.4 7.8 15.2 35.3 14.9 13.9 21.7 1.9
83 25 11 1 9 29 11 8 31 1

100.0 30.1 13.3 1.2 10.8 34.9 13.3 9.6 37.3 1.2

上段：実数、下段：％

全　　体

居
住
地
域

西部

中部

東部

北部
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 自分の国にいる家族や友人との連絡方法とその頻度 

 

 

 

 

 

「SNS」が 70.5％で最も高く、次いで「メール」が 16.3％、「その他」が 12.8％となった。 

 

【連絡方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナム出身者以外では、

「SNS」がそれぞれ約 70％～90％で、特にインドネ

シア出身者では 97.0％と高い傾向となった。 

また、ベトナム、フィリピン出身者では、「メール」

がそれぞれ約 20％～30％で、他国出身者と比較し

て高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

  

70.5 

16.3 

0.4 

12.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ＳＮＳ

メール

手紙

その他

（％）

N=1233

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

③ 自分の国にいる家族や友人とは、どのように連絡をとっていますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 1233

ＳＮＳ 869

メール 201
手紙 5
その他 158

サ
ン
プ
ル
数

メ
ー

ル

Ｓ
Ｎ
Ｓ

手
紙

そ
の
他

1,233 201 869 5 158
100.0 16.3 70.5 0.4 12.8
468 140 272 2 54
100.0 29.9 58.1 0.4 11.5
462 19 350 3 90
100.0 4.1 75.8 0.6 19.5
143 31 108 0 4
100.0 21.7 75.5 0.0 2.8
100 1 97 0 2
100.0 1.0 97.0 0.0 2.0
52 9 35 0 8

100.0 17.3 67.3 0.0 15.4
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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【連絡頻度】（1つだけ選択） 

「毎日」が 61.0％で最も高く、次いで「週に数回」が 24.2％となっており、80％以上の者が、週に

数回以上の頻度で連絡を取っているという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、フィリピン出身者では「毎日」が 84.2％で、他国出身者と比較して連絡頻度が高い

傾向となった。また、他の国出身者についても、約 80％以上は週に数回以上の頻度で連絡をとってい

る。 

 

 

 

 

 

 

  

61.0 

24.2 

9.0 

4.0 

1.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

毎日

週に数回

週１回

１か月に数回

その他

（％）

N=1142

サンプル数 1142

毎日 697

週に数回 276

週１回 103

１か月に数回 46
その他 20

サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

週
１
回

１
か
月
に
数
回

そ
の
他

1,142 697 276 103 46 20
100.0 61.0 24.2 9.0 4.0 1.8
437 269 117 35 16 0
100.0 61.6 26.8 8.0 3.7 0.0
422 227 91 56 28 20
100.0 53.8 21.6 13.3 6.6 4.7
133 112 19 2 0 0
100.0 84.2 14.3 1.5 0.0 0.0
96 48 43 3 2 0

100.0 50.0 44.8 3.1 2.1 0.0
47 36 5 6 0 0

100.0 76.6 10.6 12.8 0.0 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 日本人との交流状況 

 近所の日本人と会話をする頻度 

 

 

 

「ある（あいさつをする程度）」が 69.7％で最も高いが、「ある（ときどき長い話をすることがある）」

は 10.9％、「ある（困ったときに相談している）」は 3.7％にとどまり、あいさつ以上の深い交流がある

者は少数となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、フィリピン出身者では「あ

る（あいさつをする程度）」が 82.1％で他国出身

者と比較して高くなっている。 

インドネシア出身者については「ある（ときど

き長い話をすることがある）」が、36.7％となっ

ており、他国出身者と比較してあいさつ以上の交

流がある者の割合が高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

  

69.7 

10.9 

3.7 

15.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ある（あいさつをする程度）

ある（ときどき長い話をすることがある）

ある（困ったときに相談している）

ない

（％）

N=1282

設問：近所の日本人と話をすることがありますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 1282

ある（あいさつをす

る程度）
893

ある（ときどき長い
話をすることがあ

る）

140

ある（困ったときに
相談している）

48

ない 201

サ
ン
プ
ル
数

あ
る

（
あ
い
さ
つ

を
す
る
程
度

）

あ
る

（
と
き
ど
き

長
い
話
を
す
る
こ

と
が
あ
る

）

あ
る

（
困

っ
た
と

き
に
相
談
し
て
い

る

）

な
い

1,282 893 140 48 201
100.0 69.7 10.9 3.7 15.7
490 341 50 21 78
100.0 69.6 10.2 4.3 15.9
487 337 32 21 97
100.0 69.2 6.6 4.3 19.9
145 119 7 0 19
100.0 82.1 4.8 0.0 13.1
98 57 36 4 1

100.0 58.2 36.7 4.1 1.0
55 36 13 1 5

100.0 65.5 23.6 1.8 9.1
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 近所の日本人と今後の交流に対する希望 

 

 

 

近所の日本人と今後仲良くなりたいと「思っている」が 90.0％

で、ほとんどの者が近所の日本人と親睦を深めたいと思っている

結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近所の日本人とどのように交流関係を築きたいか（複数回答可）】 

「近所の行事（祭りなど）に参加したい」が 50.2％で最も高く、次いで「自分の国の文化を紹介した

い」が 35.6％、「一緒に食事など気軽に交流したい」が 27.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナムとその他の国

の出身者では「近所の行事（祭りなど）に参

加したい」がそれぞれ 60.6％、72.2％で高く

なっている。ベトナム出身者については「自

分の国などの文化を紹介したい」も46.8％と、

他の国と比較して高い結果となった。 

インドネシア出身者については「一緒に食

事など気軽に交流したい」が 56.3％で、他国

出身者と比較して高い傾向となった。  

50.2 

35.6 

27.9 

23.9 

5.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

近所の行事（祭りなど）に参加したい

自分の国の文化を紹介したい

一緒に食事など気軽に交流したい

一緒にボランティア活動をしたい

その他

（％）

N=1033

サンプル数 1033

近所の行事（祭り

など）に参加したい
519

自分の国の文化を

紹介したい
368

一緒に食事など気
軽に交流したい

288

一緒にボランティア

活動をしたい
247

その他 53

サ
ン
プ
ル
数

近
所
の
行
事

（
祭

り
な
ど

）
に
参
加

し
た
い

自
分
の
国
の
文
化

を
紹
介
し
た
い

一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
活
動
を
し

た
い

一
緒
に
食
事
な
ど

気
軽
に
交
流
し
た

い そ
の
他

1,033 519 368 247 288 53
100.0 50.2 35.6 23.9 27.9 5.1
393 238 184 97 72 22
100.0 60.6 46.8 24.7 18.3 5.6
372 164 122 100 115 28
100.0 44.1 32.8 26.9 30.9 7.5
130 49 32 31 42 3
100.0 37.7 24.6 23.8 32.3 2.3
96 36 18 14 54 0

100.0 37.5 18.8 14.6 56.3 0.0
36 26 12 4 5 0

100.0 72.2 33.3 11.1 13.9 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

設問：近所の日本人と、もっと仲良くなりたいと思いますか？（1 つだけ選択） 

サ
ン
プ
ル
数

思

っ
て
い
る

思

っ
て
い
な
い

1,266 1,139 127
100.0 90.0 10.0
483 426 57
100.0 88.2 11.8
479 436 43
100.0 91.0 9.0
144 136 8
100.0 94.4 5.6
99 97 2

100.0 98.0 2.0
53 37 16

100.0 69.8 30.2
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 母国の人で集まるコミュニティの有無 

 

 

「わからない」が 35.3％で最も高く、約 1/3 の者が同じ国の出身者が集まるコミュニティを認知し

ていない結果となった。 

一方、「近所にあり、いったことがある」が 22.3％となっており、「近くにはないが、いったことがあ

る」と合わせたコミュニティの活用経験者は、約１/4 という結果となった。 

しかしながら、「あることを知っているが、遠くて行くことができない」が 15.0％、「あることを知っ

ているが、どこにあるかわからない」が 5.3％で、認知しているにもかかわらず、居住環境などにより、

活用にいたっていない者が 20％程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナムとインドネシア出身者では「近所にあり、いったことがある」と「近く

にはないが、いったことがある」を合わせた割合が 35～40％程度で、他国出身者よりも活用経験者の

割合が高い結果となった。 

一方で、中国とその他の国の出身者については「わからない」がそれぞれ 56.9％と 41.5％で、同じ国

の出身者同士が集まるコミュニティの認知度が低い傾向となった。 

 

 

 

  

22.3 

15.0 

5.3 

4.1 

3.4 

14.6 

35.3 

0.0 20.0 40.0

近所にあり、いったことがある

あることを知っているが、遠くていくことができない

あることを知っているが、どこにあるかわからない

近くにはないが、いったことがある

あることを知っているが、いったことがない

コミュニティはない

わからない

（％）

N=1279

設問：あなたと同じ国の人が集まるコミュニティは、ありますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 1279

近所にあり、いった
ことがある

285

あることを知ってい

るが、遠くていくこと

ができない

192

あることを知ってい

るが、どこにあるか
わからない

68

近くにはないが、

いったことがある
53

あることを知ってい

るが、いったことが
ない

43

コミュニティはない 187

わからない 451

サ
ン
プ
ル
数

近
所
に
あ
り

、
い

っ

た
こ
と
が
あ
る

近
く
に
は
な
い
が

、

い

っ
た
こ
と
が
あ
る

あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
る
が

、
遠
く
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い

あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
る
が

、
ど
こ
に
あ

る
か
わ
か
ら
な
い

あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
る
が

、
い

っ
た
こ

と
が
な
い

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
は
な

い わ
か
ら
な
い

1,279 285 53 192 68 43 187 451
100.0 22.3 4.1 15.0 5.3 3.4 14.6 35.3
491 170 33 107 18 24 56 83
100.0 34.6 6.7 21.8 3.7 4.9 11.4 16.9
485 45 3 33 22 11 95 276
100.0 9.3 0.6 6.8 4.5 2.3 19.6 56.9
142 30 6 17 22 3 10 54
100.0 21.1 4.2 12.0 15.5 2.1 7.0 38.0
100 30 5 23 3 4 19 16
100.0 30.0 5.0 23.0 3.0 4.0 19.0 16.0
53 6 6 10 2 0 7 22

100.0 11.3 11.3 18.9 3.8 0.0 13.2 41.5
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア
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 広島県に対する評価 

 広島県内に住んで良かったと思うこと 

 

 

 

「会社の日本人が親切」が 53.0％で最も高く、次いで「東京などに比べて物価が安い」が 37.4％、「自

然や文化が豊か」が 32.6％と高く、人間関係や生活環境に対する評価が高い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、ベトナム、中国、フィリピン、その他の国の出身者については「会社の日本人が

親切」がそれぞれ 50％以上となっているのに対し、インドネシア出身者では 25.7％と低い傾向となっ

た。 

一方、インドネシア出身者では「東京などに比べて物価が安い」が 51.5％、「自然や文化が豊か」が

44.6％と高く、生活環境などについての評価が高い傾向となった。 

また、ベトナム出身者では「店が多く、生活が便利」が 33.5％、フィリピン出身者では「自然や文化

が豊か」が 51.4％で、それぞれ他国出身者と比較して高い結果となった。 

 

 

 

 

  

53.0 

37.4 

32.6 

26.8 

24.3 

23.6 

5.0 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

会社の日本人が親切

東京などに比べて物価が安い

自然や文化が豊か

同じ国から来ている人が多い

店が多く、生活が便利

近所の日本人が親切

良かったと思ったことはない

その他

（％）

N=1280

設問：広島県内に住んで、良かったと思うことは何ですか？（複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人
が

親
切

近
所
の
日
本
人
が

親
切

自
然
や
文
化
が
豊

か 店
が
多
く

、
生
活

が
便
利

東
京
な
ど
に
比
べ

て
物
価
が
安
い

同
じ
国
か
ら
来
て

い
る
人
が
多
い

良
か

っ
た
と
思

っ

た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

1,280 678 302 417 311 479 343 64 24
100.0 53.0 23.6 32.6 24.3 37.4 26.8 5.0 1.9
489 279 100 140 164 213 131 15 11
100.0 57.1 20.4 28.6 33.5 43.6 26.8 3.1 2.2
485 259 143 148 99 181 131 49 6
100.0 53.4 29.5 30.5 20.4 37.3 27.0 10.1 1.2
142 72 22 73 26 25 36 0 2
100.0 50.7 15.5 51.4 18.3 17.6 25.4 0.0 1.4
101 26 20 45 16 52 35 0 0
100.0 25.7 19.8 44.6 15.8 51.5 34.7 0.0 0.0
55 38 16 9 6 6 6 0 5

100.0 69.1 29.1 16.4 10.9 10.9 10.9 0.0 9.1
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

サンプル数 1280

会社の日本人が親
切

678

東京などに比べて
物価が安い

479

自然や文化が豊か 417
同じ国から来てい
る人が多い

343

店が多く、生活が
便利

311

近所の日本人が親
切

302

良かったと思ったこ
とはない

64

その他 24
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【就業・居住希望地域別】 

就労する企業の選択基準で就業・居住地を重視する者についてみると、就業・居住希望地域を広島県

内とした者は「会社の日本人が親切」が 56.7％で、東京や大阪、その他の地域を希望する者よりも高く

なっており、現在の人間関係が、今後も広島県内で就業・居住したいとする要因のひとつとなることが

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人
が

親
切

近
所
の
日
本
人
が

親
切

自
然
や
文
化
が
豊

か 店
が
多
く

、
生
活

が
便
利

東
京
な
ど
に
比
べ

て
物
価
が
安
い

同
じ
国
か
ら
来
て

い
る
人
が
多
い

良
か

っ
た
と
思

っ

た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

1,280 678 302 417 311 479 343 64 24
100.0 53.0 23.6 32.6 24.3 37.4 26.8 5.0 1.9
284 161 80 100 78 118 90 4 4
100.0 56.7 28.2 35.2 27.5 41.5 31.7 1.4 1.4
160 45 30 47 38 64 47 17 4
100.0 28.1 18.8 29.4 23.8 40.0 29.4 10.6 2.5
52 20 14 18 8 21 14 6 1

100.0 38.5 26.9 34.6 15.4 40.4 26.9 11.5 1.9
7 2 2 1 0 2 1 0 1

100.0 28.6 28.6 14.3 0.0 28.6 14.3 0.0 14.3

上段：実数、下段：％

全　　体

就
業
・
居
住
希
望

地
域

広島県内

東京

大阪

その他
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 家族と日本で生活する際に、不安に感じること 

 

 

 

 

「家族が日本語がわからない」が 60.0％で最も高く、次いで「住む家を見つけること」が 36.3％、「子

どもの教育（学校）」が 23.6％となっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、中国出身者では「家族が日本語がわからない」が 73.2％で、他国出身者と比較し

て高くなっている。また、フィリピン、インドネシア出身者では「住む家を見つけること」がそれぞれ

47.2％、52.5％で、他国出身者と比較して高い傾向となった。 

 

 

 

 

サ
ン
プ
ル
数

住
む
家
を
見
つ
け
る

こ
と

家
族
が
病
気
や
け
が

に
な

っ
た
と
き

出
産
や
子
育
て

子
供
の
教
育

（
学

校

）

家
族
が
日
本
語
が
わ

か
ら
な
い

配
偶
者

（
妻
や
夫

）

の
日
本
語
の
勉
強

地
域
の
ル
ー

ル

（
ご

み
の
出
し
方

、
音
や

に
お
い
な
ど

）

家
族
と
近
所
の
人
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

家
族
が
日
本
の
交
通

ル
ー

ル
が
わ
か
ら
な

い 家
族
が
バ
ス
や
電
車

の
乗
り
方
が
わ
か
ら

な
い

災
害
の
と
き

、
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
わ
か

ら
な
い

不
安
な
こ
と
は
な
い

そ
の
他

1,264 459 274 184 298 758 205 185 265 245 214 133 173 35
100.0 36.3 21.7 14.6 23.6 60.0 16.2 14.6 21.0 19.4 16.9 10.5 13.7 2.8
485 167 104 126 95 258 64 65 112 91 91 47 71 11
100.0 34.4 21.4 26.0 19.6 53.2 13.2 13.4 23.1 18.8 18.8 9.7 14.6 2.3
474 162 120 26 142 347 93 95 111 123 92 71 64 17
100.0 34.2 25.3 5.5 30.0 73.2 19.6 20.0 23.4 25.9 19.4 15.0 13.5 3.6
142 67 10 9 31 69 28 5 21 7 14 4 14 6
100.0 47.2 7.0 6.3 21.8 48.6 19.7 3.5 14.8 4.9 9.9 2.8 9.9 4.2
101 53 27 18 19 49 14 11 16 13 8 5 7 1
100.0 52.5 26.7 17.8 18.8 48.5 13.9 10.9 15.8 12.9 7.9 5.0 6.9 1.0
54 7 10 2 9 31 2 6 3 11 9 6 17 0

100.0 13.0 18.5 3.7 16.7 57.4 3.7 11.1 5.6 20.4 16.7 11.1 31.5 0.0
その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

設問：もし、将来、家族を連れて来ることができるようになった場合、不安なことは何ですか？ 

（複数回答可） 

60.0 

36.3 

23.6 

21.7 

21.0 

19.4 

16.9 

16.2 

14.6 

14.6 

10.5 

2.8 

13.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族が日本語がわからない

住む家を見つけること

子供の教育（学校）

家族が病気やけがになったとき

家族と近所の人とのコミュニケーション

家族が日本の交通ルールがわからない

家族がバスや電車の乗り方がわからない

配偶者（妻や夫）の日本語の勉強

出産や子育て

地域のルール（ごみの出し方、音やにおいなど）

災害のとき、どうすればいいかわからない

その他

不安なことはない

（％）

N=1264

サンプル数 1264

家族が日本語がわから
ない

758

住む家を見つけること 459

子供の教育（学校） 298
家族が病気やけがに

なったとき
274

家族と近所の人とのコ
ミュニケーション

265

家族が日本の交通ルー
ルがわからない

245

家族がバスや電車の乗

り方がわからない
214

配偶者（妻や夫）の日本
語の勉強

205

地域のルール（ごみの出
し方、音やにおいなど）

185

出産や子育て 184

災害のとき、どうすれば
いいかわからない

133

その他 35
不安なことはない 173



第三章 アンケート調査結果（留学生） 

64 

 

 

2. 調査結果（留学生） 

 回答者属性 

①性別                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出身国 

 

 

 

 

 

 

 

 

④結婚の有無 

 

 

 

  

サ

ン
プ
ル
数

２

０
歳
未
満

２

０
歳
～

２
４
歳

２

５
歳
～

２
９
歳

３

０
歳
～

３
４
歳

３

５
歳
～

３
９
歳

４

０
歳
以
上

608 102 349 124 24 7 2

100.0 16.8 57.4 20.4 3.9 1.2 0.3

261 7 171 59 16 7 1

100.0 2.7 65.5 22.6 6.1 2.7 0.4

上段：実数、下段：％

日本語学校生等

大学生等

サ
ン
プ
ル
数

ベ
ト
ナ
ム

中
国

ネ
パ
ー

ル

そ
の
他

608 425 83 50 50

100.0 69.9 13.7 8.2 8.2

261 58 151 － 52

100.0 22.2 57.9 － 19.9

上段：実数、下段：％

日本語学校生等

大学生等

サ
ン
プ
ル
数

結
婚
し
て
い

る

結
婚
し
て
い

な
い

607 37 570

100.0 6.1 93.9

259 23 236

100.0 8.9 91.1

上段：実数、下段：％

日本語学校生等

大学生等

サ
ン
プ
ル
数

男 女 そ
の
他
・
答
え
た
く
な
い

607 330 269 8

100.0 54.4 44.3 1.3

261 115 146 0

100.0 44.1 55.9 0.0

上段：実数、下段：％

大学生等

日本語学校生等
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⑤アルバイトの有無とアルバイト先の地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦日本での在住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

589 543 46

100.0 92.2 7.8

257 174 83

100.0 67.7 32.3

上段：実数、下段：％

日本語学校生等

大学生等

サ
ン
プ
ル
数

西
部

中
部

東
部

北
部

328 103 20 202 3

100.0 31.4 6.1 61.6 0.9

115 90 14 11 0

100.0 78.3 12.2 9.6 0.0

上段：実数、下段：％

日本語学校生等

大学生等

サ
ン
プ
ル
数

西
部

中
部

東
部

北
部

466 171 30 263 2

100.0 36.7 6.4 56.4 0.4

224 173 21 19 11

100.0 77.2 9.4 8.5 4.9

上段：実数、下段：％

日本語学校生等

大学生等

サ
ン
プ
ル
数

１
年
未
満

１
年

２
年

３
年

４
年
以
上

607 224 203 111 35 34

100.0 36.9 33.4 18.3 5.8 5.6

261 56 29 53 72 51

100.0 21.5 11.1 20.3 27.6 19.5

上段：実数、下段：％

日本語学校生等

大学生等
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 留学の状況 

 現在の留学先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問：あなたのいまの留学先（学校）は、次のどれですか？（1 つだけ選択） 

サ
ン
プ
ル
数

大
学
院

（
博
士

コ
ー

ス

、
修
士

コ
ー

ス

）

専
門
職
大
学
院
課

程 （
大
学
の

）
学
部

正
規
課
程

短
期
大
学

専
修
学
校
専
門
課

程

（
専
門
学
校

）

準
備
教
育
課
程

日
本
語
教
育
機
関

（
日
本
語
学
校

）

そ
の
他

610 0 0 0 0 174 0 436 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.5 0.0 71.5 0.0
425 0 0 0 0 132 0 293 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 31.1 0.0 68.9 0.0
83 0 0 0 0 36 0 47 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 43.4 0.0 56.6 0.0
50 0 0 0 0 1 0 49 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 98.0 0.0
50 0 0 0 0 5 0 45 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 90.0 0.0
261 45 5 194 6 0 0 0 11
100.0 17.2 1.9 74.3 2.3 0.0 0.0 0.0 4.2
58 2 0 52 2 0 0 0 2

100.0 3.4 0.0 89.7 3.4 0.0 0.0 0.0 3.4
151 27 1 117 2 0 0 0 4
100.0 17.9 0.7 77.5 1.3 0.0 0.0 0.0 2.6
52 16 4 25 2 0 0 0 5

100.0 30.8 7.7 48.1 3.8 0.0 0.0 0.0 9.6

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語教育機関等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

17.2 

1.9 

74.3 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

大学院（博士コース、修士コース）

専門職大学院課程

（大学の）学部正規課程

短期大学

専修学校専門課程（専門学校）

準備教育課程

日本語教育機関（日本語学校）

その他

（％）大学生等

N=261

サンプル数 261

大学院（博士コー
ス、修士コース）

45

専門職大学院課
程

5

（大学の）学部正
規課程

194

短期大学 6
専修学校専門課
程（専門学校）

0

準備教育課程 0

日本語教育機関
（日本語学校）

0

その他 11

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

28.5 

0.0 

71.5 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

大学院（博士コース、修士コース）

専門職大学院課程

（大学の）学部正規課程

短期大学

専修学校専門課程（専門学校）

準備教育課程

日本語教育機関（日本語学校）

その他

日本語学校生等

N=610

（％）

サンプル数 610

大学院（博士コー
ス、修士コース）

0

専門職大学院課
程

0

（大学の）学部正
規課程

0

短期大学 0
専修学校専門課
程（専門学校）

174

準備教育課程 0

日本語教育機関
（日本語学校）

436

その他 0
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 現在の専攻分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.3 

17.2 

11.7 

2.0 

32.8 

0.0 20.0 40.0

人文科学・社会科学

理学・工学・農学

日本語

医学・歯学・薬学

その他

（％）大学生等

N=256

80.9 

2.9 

2.0 

1.4 

12.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日本語

医学・歯学・薬学

人文科学・社会科学

理学・工学・農学

その他

日本語学校生等

N=592

（％）

設問：あなたのいまの学校の専攻分野を教えてください。1 つだけ選択） 

サンプル数 592

日本語 479

医学・歯学・薬学 17

人文科学・社会科

学
12

理学・工学・農学 8

その他 76

サンプル数 256

人文科学・社会科

学
93

理学・工学・農学 44

日本語 30

医学・歯学・薬学 5

その他 84

サ
ン
プ
ル
数

人
文
科
学
・
社
会

科
学

理
学
・
工
学
・
農

学 医
学
・
歯
学
・
薬

学 日
本
語

そ
の
他

592 12 8 17 479 76
100.0 2.0 1.4 2.9 80.9 12.8
409 8 3 16 313 69
100.0 2.0 0.7 3.9 76.5 16.9
82 0 1 1 76 4

100.0 0.0 1.2 1.2 92.7 4.9
49 2 0 0 46 1

100.0 4.1 0.0 0.0 93.9 2.0
50 2 4 0 42 2

100.0 4.0 8.0 0.0 84.0 4.0
256 93 44 5 30 84
100.0 36.3 17.2 2.0 11.7 32.8
56 28 2 1 4 21

100.0 50.0 3.6 1.8 7.1 37.5
148 54 26 4 16 48
100.0 36.5 17.6 2.7 10.8 32.4
52 11 16 0 10 15

100.0 21.2 30.8 0.0 19.2 28.8

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール
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 留学先に日本を選んだ理由 

 

 

 

日本語学校生等では、「日本語・日本文化を勉強したいから」が 65.1％で最も高く、次いで「日本に

興味があり、日本で生活したかったから」が 58.2％、「日本と関連のある職業に就いたり、日本で就職

したいから」が 49.4％となった。 

大学生等では、「日本に興味があり、日本で生活したかったから」が 62.3％で最も高く、次いで「日

本語・日本文化を勉強したいから」が 52.7％、「日本と関連のある職業に就いたり、日本で就業したい

から」が 40.4％で、上位三項目は、日本語学校生等と同様の結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.1 

58.2 

49.4 

26.5 

8.6 

6.1 

1.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日本語・日本文化を勉強したいから

日本に興味があり、日本で生活したかったから

日本と関連のある職業に就いたり、日本で就職したいから

日本の教育や研究が魅力的だから

親戚、知人、友人がいたから

自分の国と距離が近いから

その他

（％）日本語学校生等

N=607

設問：あなたは、なぜ日本を留学先に選びましたか？（3 つまで複数回答可） 

サンプル数 607

日本語・日本文化を
勉強したいから

395

日本に興味があり、

日本で生活したかっ

たから

353

日本と関連のある職

業に就いたり、日本
で就職したいから

300

日本の教育や研究

が魅力的だから
161

親戚、知人、友人が

いたから
52

自分の国と距離が近

いから
37

その他 10

62.3 

52.7 

40.4 

27.3 

15.8 

14.2 

1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日本に興味があり、日本で生活したかったから

日本語・日本文化を勉強したいから

日本と関連のある職業に就いたり、日本で就職したいから

日本の教育や研究が魅力的だから

自分の国と距離が近いから

親戚、知人、友人がいたから

その他

（％）大学生等

N=260

サンプル数 260

日本に興味があり、
日本で生活したかっ

たから

162

日本語・日本文化を

勉強したいから
137

日本と関連のある職

業に就いたり、日本
で就職したいから

105

日本の教育や研究

が魅力的だから
71

自分の国と距離が近

いから
41

親戚、知人、友人が

いたから
37

その他 3
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生等ともに、ベトナム出身者では「日本と関連のある職業

に就いたり、日本で就職したいから」の割合が、他国出身者と比較して高い傾向となった。 

また、日本語学校生等では、ベトナム出身者で「日本語・日本文化を勉強したいから」が 71.4％で、

他国出身者と比較して高くなっている。 

大学生等では、その他の国の出身者で「日本に興味があり、日本で生活がしたかったから」、「日本の

教育や研究が魅力的だから」の割合が、他国出身者と比較して高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

日
本
に
興
味
が
あ
り

、

日
本
で
生
活
し
た
か

っ

た
か
ら

日
本
の
教
育
や
研
究
が

魅
力
的
だ
か
ら

自
分
の
国
と
距
離
が
近

い
か
ら

日
本
語
・
日
本
文
化
を

勉
強
し
た
い
か
ら

日
本
と
関
連
の
あ
る
職

業
に
就
い
た
り

、
日
本

で
就
職
し
た
い
か
ら

親
戚

、
知
人

、
友
人
が

い
た
か
ら

そ
の
他

607 353 161 37 395 300 52 10
100.0 58.2 26.5 6.1 65.1 49.4 8.6 1.6
423 256 97 9 302 246 30 4
100.0 60.5 22.9 2.1 71.4 58.2 7.1 0.9
83 46 21 18 41 29 16 2

100.0 55.4 25.3 21.7 49.4 34.9 19.3 2.4
50 28 31 6 30 10 3 1

100.0 56.0 62.0 12.0 60.0 20.0 6.0 2.0
49 23 12 3 21 15 2 3

100.0 46.9 24.5 6.1 42.9 30.6 4.1 6.1
260 162 71 41 137 105 37 3
100.0 62.3 27.3 15.8 52.7 40.4 14.2 1.2
58 38 8 7 32 37 10 1

100.0 65.5 13.8 12.1 55.2 63.8 17.2 1.7
150 86 41 31 76 53 24 2
100.0 57.3 27.3 20.7 50.7 35.3 16.0 1.3
52 38 22 3 29 15 3 0

100.0 73.1 42.3 5.8 55.8 28.8 5.8 0.0

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール
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 日本で最初に入学した学校 

 

 

 

日本語学校生等では、「日本語教育機関（日本語学校）」が 51.7％で最も高く、次いで「専修学校専門

課程（専門学校）」が 26.0％、「大学の学部」が 11.8％となった。 

大学生等では、「大学の学部」が 43.7％で最も高く、次いで「日本語教育機関（日本語学校）」が 33.9％、

「その他」が 9.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.7 

33.9 

7.9 

3.5 

1.6 

0.0 

9.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

大学の学部

日本語教育機関（日本語学校）

準備教育課程、留学生別科

専修学校専門課程（専門学校）

短期大学

日本に来て、初めは働いていた

その他

（％）大学生等

N=254

51.7 

26.0 

11.8 

4.8 

3.5 

1.7 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

日本語教育機関（日本語学校）

専修学校専門課程（専門学校）

大学の学部

短期大学

準備教育課程、留学生別科

日本に来て、初めは働いていた

その他

（％）日本語学校生等

N=601

設問：あなたが日本に来て、一番最初に入学した学校は、次のどれですか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 601

日本語教育機関
（日本語学校）

311

専修学校専門課程
（専門学校）

156

大学の学部 71
短期大学 29

準備教育課程、留
学生別科

21

日本に来て、初め
は働いていた

10

その他 3

サンプル数 254

大学の学部 111

日本語教育機関

（日本語学校）
86

準備教育課程、留

学生別科
20

専修学校専門課程

（専門学校）
9

短期大学 4

日本に来て、初め
は働いていた

0

その他 24
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 アルバイト先における就労環境について（留学生のみ） 

 アルバイトの有無 

 

 

 

アルバイトをしている者は、日本語学校生等では 94.8％に対

し、大学生等では 71.5％と、アルバイトの状況に差がみられた。 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生等ともにベトナム

出身者でそれぞれ 90％以上の者がアルバイトをしているのに対

し、中国出身者ではそれぞれ 70％程度で、出身国によってアル

バイトの状況に違いがみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問：あなたは、いま、アルバイトをしていますか？（1 つだけ選択） 

サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

592 561 31
100.0 94.8 5.2
409 405 4
100.0 99.0 1.0
83 59 24

100.0 71.1 28.9
50 50 0

100.0 100.0 0.0
48 45 3

100.0 93.8 6.3
256 183 73
100.0 71.5 28.5
55 52 3

100.0 94.5 5.5
149 110 39
100.0 73.8 26.2
52 21 31

100.0 40.4 59.6

出
身
国

ベトナム

中国

その他

大学生等全体

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール



第三章 アンケート調査結果（留学生） 

72 

 

 

 現在の職場（アルバイト先）の業種 

 

 

 

日本語学校生等では、「製造業（食品」が 45.9％で最も高く、次いで「外食業」が 30.5％、「小売」が

7.0％と、3 業種で 80％以上を占めた。 

大学生等では、「外食業」が 36.3％で最も高く、次いで「小売業」が 33.5％、「製造業（食品）」が 12.1％

と、業種に違いはあるが、日本語学校生等と同様に、3 業種で 80％以上を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農業 漁業 建設業
製造業（繊

維・衣服）

製造業（食

品）

製造業（機

械・金属）

製造業（電

気・電子関
連）

製造業（造

船）

製造業（自

動車関係）

0 0 0 0 22 1 0 0 0

製造業（そ

の他）
小売業 宿泊業 外食業 介護

ビルクリー

ニング

その他の
サービス

業

その他

1 61 2 66 1 0 17 11

サンプル数

182

農業 漁業 建設業
製造業（繊

維・衣服）

製造業（食

品）

製造業（機

械・金属）

製造業（電

気・電子関
連）

製造業（造

船）

製造業（自

動車関係）

0 0 1 0 255 0 9 1 4

製造業（そ

の他）
小売業 宿泊業 外食業 介護

ビルクリー

ニング

その他の
サービス

業

その他

5 39 0 169 30 0 16 26

サンプル数

555

0.0 0.0 0.0 0.0 

12.1 

0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 

33.5 

1.1 

36.3 

0.5 0.0 

9.3 
6.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

農
業

漁
業

建
設
業

製
造
業
（繊
維
・衣
服
）

製
造
業
（食
品
）

製
造
業
（機
械
・金
属
）

製
造
業
（電
気
・電
子
関
連
）

製
造
業
（造
船
）

製
造
業
（自
動
車
関
係
）

製
造
業
（そ
の
他
）

小
売
業

宿
泊
業

外
食
業

介
護

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

そ
の
他

大学生等（％）

N=182

0.0 0.0 0.2 0.0 

45.9 

0.0 1.6 0.2 0.7 0.9 

7.0 

0.0 

30.5 

5.4 
0.0 

2.9 4.7 

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0
50.0

農
業

漁
業

建
設
業

製
造
業
（繊
維
・衣
服
）

製
造
業
（食
品
）

製
造
業
（機
械
・金
属
）

製
造
業
（電
気
・電
子
関
連
）

製
造
業
（造
船
）

製
造
業
（自
動
車
関
係
）

製
造
業
（そ
の
他
）

小
売
業

宿
泊
業

外
食
業

介
護

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

そ
の
他

日本語学校生等（％）

N=555

設問：主なアルバイトは、どのような仕事ですか？（1 つだけ選択） 



第三章 アンケート調査結果（留学生） 

73 

 

 

 現在の職場（アルバイト先）の良い点 

 

 

日本語学校生等では、「給料などの働く条件」が 42.6％で最も高く、次いで「留学生や同じ国の人が

多く働いている」が 33.0％、「仕事の内容」が 30.9％となった。 

大学生等では、「給料などの働く条件」が 42.0％で最も高く、次いで「仕事の内容」が 34.3％、「会社

の人との人間関係」が 33.7％で、いずれも給料などの条件を評価しているほか、同国籍者の存在や人間

関係などを評価する者の割合が高い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、「給料などの働く条件」につい

ては、日本語学校生等ではベトナム出身者で 48.1％

で他国出身者と比較して高くなっているが、大学生

等では出身国による差はみられない。 

また、日本語学校生等では、ネパール出身者で「会

社の人との人間関係」が 57.1％で他の国と比較して

高くなっている。 

大学生等では、ベトナム出身者で「仕事の内容」

が 52.9％、中国出身者で「会社や地域で楽しい行事

がある」が 23.9％で、他国出身者と比較して高くな

っている。  

42.6 

33.0 

30.9 

28.9 

8.0 

3.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

給料などの働く条件

留学生や同じ国の人が多く働いている

仕事の内容

会社の人との人間関係

会社や地域で、楽しい行事がある

その他

（％）日本語学校生等

N=551

42.0 

34.3 

33.7 

19.9 

16.6 

7.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

給料などの働く条件

仕事の内容

会社の人との人間関係

留学生や同じ国の人が多く働いている

会社や地域で、楽しい行事がある

その他

（％）大学生等

N=181

設問：現在のアルバイト先の良い点は何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 551

給料などの働く条件 235

留学生や同じ国の人

が多く働いている
182

仕事の内容 170

会社の人との人間関
係

159

会社や地域で、楽し

い行事がある
44

その他 21

サンプル数 181

給料などの働く条件 76

仕事の内容 62

会社の人との人間関

係
61

留学生や同じ国の人
が多く働いている

36

会社や地域で、楽し
い行事がある

30

その他 14

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
の
内
容

給
料
な
ど
の
働
く

条
件

会
社
の
人
と
の
人

間
関
係

留
学
生
や
同
じ
国

の
人
が
多
く
働
い

て
い
る

会
社
や
地
域
で

、

楽
し
い
行
事
が
あ

る そ
の
他

551 170 235 159 182 44 21
100.0 30.9 42.6 28.9 33.0 8.0 3.8
397 140 191 96 134 17 8
100.0 35.3 48.1 24.2 33.8 4.3 2.0
58 11 22 17 23 10 5

100.0 19.0 37.9 29.3 39.7 17.2 8.6
49 7 13 28 13 5 3

100.0 14.3 26.5 57.1 26.5 10.2 6.1
45 12 7 18 12 12 5

100.0 26.7 15.6 40.0 26.7 26.7 11.1
181 62 76 61 36 30 14
100.0 34.3 42.0 33.7 19.9 16.6 7.7
51 27 21 17 10 3 1

100.0 52.9 41.2 33.3 19.6 5.9 2.0
109 29 46 38 25 26 10
100.0 26.6 42.2 34.9 22.9 23.9 9.2
21 6 9 6 1 1 3

100.0 28.6 42.9 28.6 4.8 4.8 14.3

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 現在の職場（アルバイト先）の嫌な点 

 

 

 

日本語学校生等では、「会社や地域で、楽しい行事がない」が 33.3％で最も高く、次いで「給料など

の働く条件」が 21.3％、「その他」が 20.7％、「会社の人との人間関係」が 19.1％となっている。 

大学生等では、「その他」を除けば、「給料などの働く条件」が 21.7％、次いで「会社や地域で、楽し

い行事がない」が 16.9％、「会社の人との人間関係」が 16.3％で、「その他」を除いた上位 3 項目は、

日本語学校生等、大学生等ともに同様の結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、ベト

ナムとネパール出身者、大学生等ではベトナム出

身者で「会社や地域で、楽しい行事がない」の割

合が他国出身者と比較して高い傾向となった。 

 

 

  

21.7 

16.9 

16.3 

14.5 

10.8 

27.1 

0.0 20.0 40.0

給料などの働く条件

会社や地域で、楽しい行事がない

会社の人との人間関係

留学生や同じ国の人がいない

仕事が難しい

その他

（％）大学生等

N=166

33.3 

21.3 

19.1 

10.2 

6.7 

20.7 

0.0 20.0 40.0

会社や地域で、楽しい行事がない

給料などの働く条件

会社の人との人間関係

仕事が難しい

留学生や同じ国の人がいない

その他

（％）日本語学校生等

N=508

サンプル数 508

会社や地域で、楽

しい行事がない
169

給料などの働く条

件
108

会社の人との人間

関係
97

仕事が難しい 52

留学生や同じ国の
人がいない

34

その他 105

設問：いまのアルバイト先の嫌な点は何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 166

給料などの働く条

件
36

会社や地域で、楽

しい行事がない
28

会社の人との人間

関係
27

留学生や同じ国の

人がいない
24

仕事が難しい 18

その他 45

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

給
料
な
ど
の
働
く

条
件

会
社
の
人
と
の
人

間
関
係

留
学
生
や
同
じ
国

の
人
が
い
な
い

会
社
や
地
域
で

、

楽
し
い
行
事
が
な

い そ
の
他

508 52 108 97 34 169 105
100.0 10.2 21.3 19.1 6.7 33.3 20.7
369 30 75 70 21 141 71
100.0 8.1 20.3 19.0 5.7 38.2 19.2
53 4 15 15 5 6 20

100.0 7.5 28.3 28.3 9.4 11.3 37.7
43 10 6 8 5 13 6

100.0 23.3 14.0 18.6 11.6 30.2 14.0
42 8 12 4 3 8 8

100.0 19.0 28.6 9.5 7.1 19.0 19.0
166 18 36 27 24 28 45
100.0 10.8 21.7 16.3 14.5 16.9 27.1
50 6 8 8 3 16 11

100.0 12.0 16.0 16.0 6.0 32.0 22.0
97 7 24 17 16 12 30

100.0 7.2 24.7 17.5 16.5 12.4 30.9
19 5 4 2 5 0 4

100.0 26.3 21.1 10.5 26.3 0.0 21.1

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 現在の職場（アルバイト先）で困っていること 

 

 

日本語学校生等では、「困っていることはない」が 26.9％で最も高くなっている一方で、何らかの困

りごとがある回答した者が 73.1％いた。その内容としては、「方言が分からない」が 23.6％、「仕事で必

要な専門的な言葉がわからない」が 20.9％、「仕事で必要な日本語が話せない」が 17.0％、「仕事で必要

な日本語が聞き取れない」が 15.4％と、日本語に関連した困りごとをあげる者の割合が高い傾向となっ

た。 

大学生等も同様に「困っていることはない」が 40.8％で最も高くなっている一方で、何らかの困りご

とがある回答した者が 59.2％いた。その内容としては、「方言が分からない」が 25.1％、「仕事で必要な

専門的な言葉がわからない」が 20.1％と高い。しかしながら、日本語学校生等と比較して、日本語に関

連する項目の割合は低い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.1 

20.1 

8.4 

7.8 

7.8 

5.0 

5.0 

3.4 

2.8 

1.7 

1.1 

4.5 

40.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

方言がわからない

仕事で必要な専門的な言葉がわからない

仕事が多い

仕事で必要な日本語が話せない

日本の雇用ルール（法律など）を知らない

仕事で必要な日本語が聞き取れない

会社の人と日本語でコミュニケーションが取れない

仕事で必要な日本語が読めない

会社のルールが理解できない

仕事が難しい

仕事で必要な日本語が書けない

その他

困っていることはない

（％）大学生等

N=179

23.6 

20.9 

17.0 

15.4 

10.6 

9.5 

7.7 

7.5 

7.1 

4.4 

2.2 

4.2 

26.9 

0.0 20.0 40.0

方言がわからない

仕事で必要な専門的な言葉がわからない

仕事で必要な日本語が話せない

仕事で必要な日本語が聞き取れない

会社の人と日本語でコミュニケーションが取れない

仕事で必要な日本語が読めない

仕事が多い

仕事で必要な日本語が書けない

日本の雇用ルール（法律など）を知らない

仕事が難しい

会社のルールが理解できない

その他

困っていることはない

（％）日本語学校生等

N=546

設問：いまのアルバイトで、困っていることは何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 546

方言がわからない 129

仕事で必要な専門的な言葉がわ

からない
114

仕事で必要な日本語が話せない 93

仕事で必要な日本語が聞き取れ
ない

84

会社の人と日本語でコミュニケー

ションが取れない
58

仕事で必要な日本語が読めない 52

仕事が多い 42

仕事で必要な日本語が書けない 41
日本の雇用ルール（法律など）を

知らない
39

仕事が難しい 24

会社のルールが理解できない 12

その他 23
困っていることはない 147

サンプル数 179

方言がわからない 45

仕事で必要な専門的な言葉がわ

からない
36

仕事が多い 15

仕事で必要な日本語が話せない 14
日本の雇用ルール（法律など）を

知らない
14

仕事で必要な日本語が聞き取れ
ない

9

会社の人と日本語でコミュニケー

ションが取れない
9

仕事で必要な日本語が読めない 6

会社のルールが理解できない 5
仕事が難しい 3

仕事で必要な日本語が書けない 2

その他 8
困っていることはない 73
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、中国出身者で「方言がわからない」が 37.3％で、他国出身

者と比較して高い傾向となった。一方で、ネパール出身者では「困っていることはない」が 37.0％で、

他国出身者と比較して困りごとが少ないとする者の割合が高い傾向となった。 

大学生等では、ベトナム出身者で「困っていることはない」が 59.6％と高くなっている。一方で、中

国出身者では「仕事で必要な専門的な言葉がわかわない」が 25.0％、「方言が分からない」が 36.1％で、

他国出身者と比較して高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【在留期間別】 

在留期間別にみると、日本語学校生等、大学生等ともに、在留期間が 1 年以下の者は、「仕事で必要

な日本語が聞き取れない」、「仕事で必要な日本語が話せない」で、在留期間が 2 年以上の者と比較して

高い傾向となった。また、「仕事で必要な専門的な言葉がわからない」についても、在留期間短くなる

につれ、困っているとする者の割合が高くなる傾向となった。 

一方で、在留期間が長くなるにつれ、「困っていることはない」とする者の割合が高くなる傾向とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

仕
事
が
多
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
聞
き
取
れ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
話
せ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
読
め
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
書
け
な
い

仕
事
で
必
要
な
専
門

的
な
言
葉
が
わ
か
ら

な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

会
社
の
人
と
日
本
語

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

会
社
の
ル
ー

ル
が
理

解
で
き
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な
ど

）
を
知

ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

そ
の
他

546 24 42 84 93 52 41 114 129 58 12 39 147 23
100.0 4.4 7.7 15.4 17.0 9.5 7.5 20.9 23.6 10.6 2.2 7.1 26.9 4.2
395 11 35 61 69 41 35 86 96 47 6 23 108 17
100.0 2.8 8.9 15.4 17.5 10.4 8.9 21.8 24.3 11.9 1.5 5.8 27.3 4.3
59 1 5 13 9 2 1 17 22 4 4 8 11 1

100.0 1.7 8.5 22.0 15.3 3.4 1.7 28.8 37.3 6.8 6.8 13.6 18.6 1.7
46 8 2 1 7 4 2 2 4 6 2 3 17 1

100.0 17.4 4.3 2.2 15.2 8.7 4.3 4.3 8.7 13.0 4.3 6.5 37.0 2.2
44 4 0 8 8 5 3 9 6 1 0 5 11 4

100.0 9.1 0.0 18.2 18.2 11.4 6.8 20.5 13.6 2.3 0.0 11.4 25.0 9.1
179 3 15 9 14 6 2 36 45 9 5 14 73 8
100.0 1.7 8.4 5.0 7.8 3.4 1.1 20.1 25.1 5.0 2.8 7.8 40.8 4.5
52 1 4 2 3 2 2 7 4 1 0 6 31 1

100.0 1.9 7.7 3.8 5.8 3.8 3.8 13.5 7.7 1.9 0.0 11.5 59.6 1.9
108 2 8 5 6 0 0 27 39 8 5 8 36 6
100.0 1.9 7.4 4.6 5.6 0.0 0.0 25.0 36.1 7.4 4.6 7.4 33.3 5.6
19 0 3 2 5 4 0 2 2 0 0 0 6 1

100.0 0.0 15.8 10.5 26.3 21.1 0.0 10.5 10.5 0.0 0.0 0.0 31.6 5.3

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

仕
事
が
多
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
聞
き
取
れ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
話
せ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
読
め
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
書
け
な
い

仕
事
で
必
要
な
専
門

的
な
言
葉
が
わ
か
ら

な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

会
社
の
人
と
日
本
語

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

会
社
の
ル
ー

ル
が
理

解
で
き
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な
ど

）
を
知

ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

そ
の
他

546 24 42 84 93 52 41 114 129 58 12 39 147 23
100.0 4.4 7.7 15.4 17.0 9.5 7.5 20.9 23.6 10.6 2.2 7.1 26.9 4.2
207 8 18 43 53 27 15 55 51 34 3 13 43 5
100.0 3.9 8.7 20.8 25.6 13.0 7.2 26.6 24.6 16.4 1.4 6.3 20.8 2.4
177 6 16 29 25 15 17 36 38 16 5 13 50 5
100.0 3.4 9.0 16.4 14.1 8.5 9.6 20.3 21.5 9.0 2.8 7.3 28.2 2.8
96 5 6 9 8 7 5 17 29 4 2 9 31 8

100.0 5.2 6.3 9.4 8.3 7.3 5.2 17.7 30.2 4.2 2.1 9.4 32.3 8.3
32 0 2 2 1 1 2 4 9 1 1 3 9 4

100.0 0.0 6.3 6.3 3.1 3.1 6.3 12.5 28.1 3.1 3.1 9.4 28.1 12.5
31 5 0 0 5 1 1 2 1 3 1 1 13 1

100.0 16.1 0.0 0.0 16.1 3.2 3.2 6.5 3.2 9.7 3.2 3.2 41.9 3.2
179 3 15 9 14 6 2 36 45 9 5 14 73 8
100.0 1.7 8.4 5.0 7.8 3.4 1.1 20.1 25.1 5.0 2.8 7.8 40.8 4.5
17 0 3 4 6 2 1 6 6 1 0 3 3 0

100.0 0.0 17.6 23.5 35.3 11.8 5.9 35.3 35.3 5.9 0.0 17.6 17.6 0.0
13 1 0 3 2 2 0 5 5 2 1 0 3 0

100.0 7.7 0.0 23.1 15.4 15.4 0.0 38.5 38.5 15.4 7.7 0.0 23.1 0.0
39 0 2 0 2 0 1 7 14 1 3 1 16 3

100.0 0.0 5.1 0.0 5.1 0.0 2.6 17.9 35.9 2.6 7.7 2.6 41.0 7.7
61 2 6 2 4 1 0 11 14 5 1 7 23 3

100.0 3.3 9.8 3.3 6.6 1.6 0.0 18.0 23.0 8.2 1.6 11.5 37.7 4.9
49 0 4 0 0 1 0 7 6 0 0 3 28 2

100.0 0.0 8.2 0.0 0.0 2.0 0.0 14.3 12.2 0.0 0.0 6.1 57.1 4.1

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

大学生等全体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上
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【日本語習熟度別】 

日本語習熟度別にみると、日本語学校生等では、習熟度が上がると「困っていることはない」の割合

が高くなる傾向となった。大学生等についても、習熟度【高】では、「困っていることはない」が 46.2％

と高い傾向となった。 

また、日本語学校生等では、仕事で必要な日本語が「聞き取れない」、「話せない」で、習熟度【低】

ほど、困っているとする者の割合が高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

仕
事
が
難
し
い

仕
事
が
多
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
聞
き
取
れ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
話
せ
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
読
め
な
い

仕
事
で
必
要
な
日
本

語
が
書
け
な
い

仕
事
で
必
要
な
専
門

的
な
言
葉
が
わ
か
ら

な
い

方
言
が
わ
か
ら
な
い

会
社
の
人
と
日
本
語

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

会
社
の
ル
ー

ル
が
理

解
で
き
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な
ど

）
を
知

ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

そ
の
他

546 24 42 84 93 52 41 114 129 58 12 39 147 23

100.0 4.4 7.7 15.4 17.0 9.5 7.5 20.9 23.6 10.6 2.2 7.1 26.9 4.2
53 4 3 12 21 6 5 7 8 5 0 2 12 3

100.0 7.5 5.7 22.6 39.6 11.3 9.4 13.2 15.1 9.4 0.0 3.8 22.6 5.7
305 13 23 44 49 35 29 63 79 37 4 19 78 13

100.0 4.3 7.5 14.4 16.1 11.5 9.5 20.7 25.9 12.1 1.3 6.2 25.6 4.3
129 1 11 18 16 3 4 35 33 10 5 14 43 5

100.0 0.8 8.5 14.0 12.4 2.3 3.1 27.1 25.6 7.8 3.9 10.9 33.3 3.9
179 3 15 9 14 6 2 36 45 9 5 14 73 8

100.0 1.7 8.4 5.0 7.8 3.4 1.1 20.1 25.1 5.0 2.8 7.8 40.8 4.5
7 0 1 0 0 1 0 1 3 0 0 0 2 0

100.0 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 42.9 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0
29 0 2 2 7 4 1 6 9 3 0 1 7 2

100.0 0.0 6.9 6.9 24.1 13.8 3.4 20.7 31.0 10.3 0.0 3.4 24.1 6.9
132 2 11 6 4 0 0 27 32 5 4 11 61 6

100.0 1.5 8.3 4.5 3.0 0.0 0.0 20.5 24.2 3.8 3.0 8.3 46.2 4.5

上段：実数、下段：％

日本語教育機関
全体

日
本
語
習
熟
度 習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】

大学生等全体

日
本
語
習
熟
度 習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】

※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 
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 現在の職場（アルバイト先）で困っているときの相談相手 

 

 

 

日本語学校生等では、「留学生や学校の友人」が 51.9％で最も高く、次いで「会社の日本人」が 50.5％、

「学校の先生」が 14.9％と高くなっている。 

大学生等では、「留学生や学校の友人」が 59.4％で最も高く、次いで「会社の日本人」が 47.8％、「自

分の国にいる家族や友人」が 24.4％と高くなっており、アルバイトにおける相談相手上位 2 項目につい

ては、日本語学校生等、大学生等ともに同様の傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、ベト

ナム出身者で「会社の日本人」、「留学生や学校の

友人」がそれぞれ 53.4％、58.9％で、他国出身者

と比較して高い傾向となった。また、中国出身者

においては、「自分の国にいる家族や友人」が

39.7％と、他国出身者と比較して高い傾向となっ

た。 

大学生等については、ベトナム出身者で「会社

の日本人」が 53.8％、中国出身者で「留学生や

学校の友人」が 62.4％と、それぞれ他国出身者

と比較して高い傾向となった。  

59.4 

47.8 

24.4 

12.2 

1.7 

3.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

留学生や学校の友人

会社の日本人

自分の国にいる家族や友人

学校の先生

役所などの相談窓口

その他

（％）大学生等

N=180

51.9 

50.5 

14.9 

12.2 

1.1 

4.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

留学生や学校の友人

会社の日本人

学校の先生

自分の国にいる家族や友人

役所などの相談窓口

その他

（％）日本語学校生等

N=551

設問：アルバイトで困っているときに、誰に相談しますか？（複数回答可） 

サンプル数 551

留学生や学校の友人 286

会社の日本人 278
学校の先生 82

自分の国にいる家族

や友人
67

役所などの相談窓口 6

その他 25

サンプル数 180

留学生や学校の友人 107

会社の日本人 86
自分の国にいる家族

や友人
44

学校の先生 22
役所などの相談窓口 3

その他 7

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人

留
学
生
や
学
校
の

友
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

学
校
の
先
生

そ
の
他

551 278 286 6 67 82 25
100.0 50.5 51.9 1.1 12.2 14.9 4.5
399 213 235 4 32 32 17
100.0 53.4 58.9 1.0 8.0 8.0 4.3
58 20 25 1 23 20 2

100.0 34.5 43.1 1.7 39.7 34.5 3.4
49 23 10 1 4 20 4

100.0 46.9 20.4 2.0 8.2 40.8 8.2
43 21 15 0 8 10 2

100.0 48.8 34.9 0.0 18.6 23.3 4.7
180 86 107 3 44 22 7
100.0 47.8 59.4 1.7 24.4 12.2 3.9
52 28 29 1 8 5 1

100.0 53.8 55.8 1.9 15.4 9.6 1.9
109 52 68 2 31 10 4
100.0 47.7 62.4 1.8 28.4 9.2 3.7
19 6 10 0 5 7 2

100.0 31.6 52.6 0.0 26.3 36.8 10.5

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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【アルバイトで困っている際の相談相手の関係性】 

アルバイトで困っている際の相談相手について、他の選択肢への回答状況とあわせてみると、日本語

学校生等では、「自分の国にいる家族や友人」に相談している者は、約 40％の者が「留学生や学校の友

人」にも相談をしているという結果となった。 

大学生等では、「自分の国にいる家族や友人」に相談している者は、約 50％の者が、「留学生や学校

の友人」にも相談しているという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

会
社
の
日
本
人

留
学
生
や
学
校
の

友
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

学
校
の
先
生

そ
の
他

551 278 286 6 67 82 25
100.0 50.5 51.9 1.1 12.2 14.9 4.5
278 278 99 4 17 19 2
100.0 100.0 35.6 1.4 6.1 6.8 0.7
286 99 286 4 26 40 2
100.0 34.6 100.0 1.4 9.1 14.0 0.7
6 4 4 6 0 2 0

100.0 66.7 66.7 100.0 0.0 33.3 0.0
67 17 26 0 67 14 0

100.0 25.4 38.8 0.0 100.0 20.9 0.0
82 19 40 2 14 82 0

100.0 23.2 48.8 2.4 17.1 100.0 0.0
25 2 2 0 0 0 25

100.0 8.0 8.0 0.0 0.0 0.0 100.0
180 86 107 3 44 22 7
100.0 47.8 59.4 1.7 24.4 12.2 3.9

86 86 40 2 14 8 0
100.0 100.0 46.5 2.3 16.3 9.3 0.0
107 40 107 1 23 12 2
100.0 37.4 100.0 0.9 21.5 11.2 1.9
3 2 1 3 0 1 0

100.0 66.7 33.3 100.0 0.0 33.3 0.0
44 14 23 0 44 3 0

100.0 31.8 52.3 0.0 100.0 6.8 0.0
22 8 12 1 3 22 2

100.0 36.4 54.5 4.5 13.6 100.0 9.1
7 0 2 0 0 2 7

100.0 0.0 28.6 0.0 0.0 28.6 100.0

大学生等全体

ア
ル
バ
イ
ト
で
困

っ
て
い
る

際
の
相
談
相
手

会社の日本人

留学生や学校の
友人

役所などの相談
窓口

自分の国にいる
家族や友人

学校の先生

その他

学校の先生

その他

ア
ル
バ
イ
ト
で
困

っ
て
い
る

際
の
相
談
相
手

上段：実数、下段：％

日本語教育機関
全体

会社の日本人

留学生や学校の
友人

役所などの相談
窓口

自分の国にいる
家族や友人
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 修了後の就労において求める条件等 

 特定技能の認知度 

 

 

 

 

特定技能を「知っている」者は、日本語学校等が 57.5％、大学

生等は 31.8％で、認知度に差がみられたが、日本語学校生等は

40％以上、大学生等では 60％以上の者が特定技能を認知していな

いという結果となった。 

 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生等ともに中国出身

者で特定技能の認知度がそれぞれ 20％程度と低い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 修了後の就労意向 

 

 

 

 

日本語学校生等では「できれば働きたい」が 95.6％で、卒業後 90.％以上の者が日本での就労意向が

あるという結果となった。 

大学生等についても、「できれば働きたい」が 82.4％で、80％

以上の者が日本での就労意向があるという結果となった。 

 

出身国別にみると、日本語学校生等では、いずれの国の出身者

も 80％以上の者が「できれば働きたい」という結果となった。 

大学生等では、ベトナム出身者で 90％以上の者が「できれば働

きたい」という結果になった。 

  

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

① 今後（留学生の方は卒業後）、日本で働きたいですか？（1 つだけ選択） 

サ
ン
プ
ル
数

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

562 323 239
100.0 57.5 42.5
395 260 135
100.0 65.8 34.2
83 23 60

100.0 27.7 72.3
40 20 20

100.0 50.0 50.0
42 19 23

100.0 45.2 54.8
239 76 163
100.0 31.8 68.2
54 30 24

100.0 55.6 44.4
150 37 113
100.0 24.7 75.3
35 9 26

100.0 25.7 74.3

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

設問：あなたは、2019 年 4 月に新しくできた在留資格「特定技能」について知っていますか？ 

（1 つだけ選択） 

サ
ン
プ
ル
数

で
き
れ
ば
働
き
た

い 働
き
た
く
な
い

588 562 26
100.0 95.6 4.4
415 406 9
100.0 97.8 2.2
80 68 12

100.0 85.0 15.0
47 46 1

100.0 97.9 2.1
44 40 4

100.0 90.9 9.1
245 202 43
100.0 82.4 17.6
57 53 4

100.0 93.0 7.0
151 117 34
100.0 77.5 22.5
37 32 5

100.0 86.5 13.5

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 就労する場合に活用したい在留資格 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）」が 72.8％で最も高く、次

いで「特定技能」が 28.5％、「その他の在留資格」が 7.2％となった。 

大学生等においても、「専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）」が 83.8％で最も高く、次

いで「特定技能」が 15.6％、「その他の在留資格」が 6.1％と、活用したい在留資格について、日本語学

校生等と同様の傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生等ともにベ

トナム、中国出身者で「専門的・技術的分野（技術・人文

知識・国際業務）」の割合が他国出身者と比較して高く、

特に大学生等ではそれぞれ約 90％の者が専門的・技術的

分野の活用を希望する結果となった。 

一方で、日本語学校生等では、ネパール出身者において

「特定技能」が 47.5％と、他国出身者と比較して高い傾

向となった。 

  

83.8 

15.6 

6.1 

5.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）

特定技能

その他の在留資格

在留資格についてわからない

（％）大学生等

N=179

72.8 

28.5 

7.2 

4.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）

特定技能

その他の在留資格

在留資格についてわからない

（％）日本語学校生等

N=541

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

② どの在留資格で働きたいですか？（複数回答可） 

サンプル数 541

専門的・技術的分

野（技術・人文知
識・国際業務）

394

特定技能 154

その他の在留資格 39
在留資格について

わからない
25

サンプル数 179

専門的・技術的分

野（技術・人文知
識・国際業務）

150

特定技能 28

その他の在留資格 11
在留資格について

わからない
10

サ
ン
プ
ル
数

専
門
的
・
技
術
的
分

野

（
技
術
・
人
文
知

識
・
国
際
業
務

）

特
定
技
能

そ
の
他
の
在
留
資
格

在
留
資
格
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い

541 394 154 39 25
100.0 72.8 28.5 7.2 4.6
394 305 105 20 10
100.0 77.4 26.6 5.1 2.5
66 48 15 10 7

100.0 72.7 22.7 15.2 10.6
40 18 19 5 5

100.0 45.0 47.5 12.5 12.5
39 21 15 4 3

100.0 53.8 38.5 10.3 7.7
179 150 28 11 10
100.0 83.8 15.6 6.1 5.6
49 44 7 0 0

100.0 89.8 14.3 0.0 0.0
102 91 15 9 3
100.0 89.2 14.7 8.8 2.9
28 15 6 2 7

100.0 53.6 21.4 7.1 25.0

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール
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 就労を希望する業種 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「外食業」が 30.3％で最も高く、次いで「製造業（自動車関係）」が 25.0％、「製

造業（食品）」が 23.5％、「製造業（電気・電子関連）」が 22.1％と高くなっている。 

大学生等では、「その他サービス業」が 26.6％で最も高く、次いで「外食業」が 17.1％、「小売」が

15.1％、「製造業（自動車関連）」が 14.1％と高くなっている。 

また、「その他」と回答した者の回答内容をみると、日本語学校生等では「通訳・翻訳」が最も多く、

そのほか「IT 関係」、「教育」を希望する者がいた。 

大学生等では、「教育」を希望する者が最も多く、そのほか「IT 関係」、「貿易」を希望する者がいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.6 

17.1 
15.1 14.1 13.1 

11.6 

8.0 8.0 

4.5 3.5 3.0 3.0 2.5 1.5 0.5 0.5 

27.6 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

外
食
業

小
売
業

製
造
業
（自
動
車
関
係
）

製
造
業
（電
気
・電
子
関
連
）

製
造
業
（食
品
）

製
造
業
（機
械
・金
属
）

宿
泊
業

介
護

製
造
業
（そ
の
他
）

農
業

建
設
業

製
造
業
（繊
維
・衣
服
）

製
造
業
（造
船
）

漁
業

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他

大学生等（％）

N=199

30.3 

25.0 23.5 22.1 

14.0 13.6 

8.8 8.6 
6.3 5.0 4.5 4.5 3.1 

1.3 1.1 0.4 

12.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

外
食
業

製
造
業
（自
動
車
関
係
）

製
造
業
（食
品
）

製
造
業
（電
気
・電
子
関
連
）

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

介
護

宿
泊
業

小
売
業

製
造
業
（機
械
・金
属
）

製
造
業
（繊
維
・衣
服
）

建
設
業

製
造
業
（そ
の
他
）

農
業

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

製
造
業
（造
船
）

漁
業

そ
の
他

日本語学校生等（％）

N=557

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

③ どのような仕事をしたいですか？（3 つまで複数回答可） 

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 通訳・翻訳 11

2 IT関係 6

3 教育 5

4 貿易 2

日本語学校生等

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 教育 12

2 IT関係 5

3 貿易 5

大学生等

外食業
製造業（自

動車関係）

製造業（食

品）

製造業（電

気・電子関
連）

その他の

サービス
業

介護 宿泊業 小売業
製造業（機

械・金属）

169 139 131 123 78 76 49 48 35

製造業（繊

維・衣服）
建設業

製造業（そ

の他）
農業

ビルクリー

ニング

製造業（造

船）
漁業 その他

28 25 25 17 7 6 2 68

サンプル数

557

その他の

サービス
業

外食業 小売業
製造業（自

動車関係）

製造業（電

気・電子関
連）

製造業（食

品）

製造業（機

械・金属）
宿泊業 介護

53 34 30 28 26 23 16 16 9

製造業（そ

の他）
農業 建設業

製造業（繊

維・衣服）

製造業（造

船）
漁業

ビルクリー

ニング
その他

7 6 6 5 3 1 1 55

199

サンプル数
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 希望する業種を選んだ理由 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「自分の技術が使えるから」が 59.3％で最も高く、次いで「帰国後にやりたい

仕事と関係があるから」が 58.6％、「その分野の日本の企業で、働く経験を積みたいから」が 32.8％と

高くなっている。 

大学生等では、「自分の技術が使えるから」が 53.1％で最も高く、次いで「その分野の日本の企業で、

働く経験を積みたいから」が 45.9％、「帰国後にやりたい仕事と関係があるから」が 36.7％で、上位三

項目は日本語学校生等と同様の結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生等ともに、

ベトナム出身者で「その分野の日本の企業で、働く経験

を積みたいから」が他国出身者と比較して低くなってい

るが、「帰国後にやりたい仕事と関係があるから」では、

他国出身者と比較して高い傾向がみられた。 

大学生等では、ベトナム出身者は「給料や働いたとき

の条件がいいから」についても、他国出身者と比較して

高い傾向となった。 

  

59.3 

58.6 

32.8 

29.9 

3.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分の技術や経験が使えるから

帰国後にやりたい仕事と関係があるから

その分野の日本の企業で、働く経験を積みたいから

給料や働いたときの条件がいいから

その他

（％）日本語学校生等

N=551

53.1 

45.9 

36.7 

27.6 

4.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の技術や経験が使えるから

その分野の日本の企業で、働く経験を積みたいから

帰国後にやりたい仕事と関係があるから

給料や働いたときの条件がいいから

その他

（％）大学生等

N=196

サンプル数 196

自分の技術や経験
が使えるから

104

その分野の日本の
企業で、働く経験を

積みたいから

90

帰国後にやりたい

仕事と関係がある
から

72

給料や働いたとき
の条件がいいから

54

その他 9

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

④ 「③」で〇をつけた仕事を選んだ理由は何ですか？（3 つまで複数回答可） 

サンプル数 551

自分の技術や経験
が使えるから

327

帰国後にやりたい
仕事と関係がある

から

323

その分野の日本の

企業で、働く経験を
積みたいから

181

給料や働いたとき
の条件がいいから

165

その他 18

サ
ン
プ
ル
数

自
分
の
技
術
や
経
験

が
使
え
る
か
ら

帰
国
後
に
や
り
た
い

仕
事
と
関
係
が
あ
る

か
ら

給
料
や
働
い
た
と
き

の
条
件
が
い
い
か
ら

そ
の
分
野
の
日
本
の

企
業
で

、
働
く
経
験

を
積
み
た
い
か
ら

そ
の
他

551 327 323 165 181 18
100.0 59.3 58.6 29.9 32.8 3.3
399 232 254 124 97 13
100.0 58.1 63.7 31.1 24.3 3.3
67 33 24 22 36 5

100.0 49.3 35.8 32.8 53.7 7.5
46 37 23 6 29 0

100.0 80.4 50.0 13.0 63.0 0.0
37 25 21 12 19 0

100.0 67.6 56.8 32.4 51.4 0.0
196 104 72 54 90 9
100.0 53.1 36.7 27.6 45.9 4.6
50 26 27 22 5 3

100.0 52.0 54.0 44.0 10.0 6.0
115 63 33 26 68 4
100.0 54.8 28.7 22.6 59.1 3.5
31 15 12 6 17 2

100.0 48.4 38.7 19.4 54.8 6.5

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 今後の就労において企業に求める条件と、就労・居住希望地域 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「技術を学んだり、自分の技術を使えること」が 56.5％で最も高く、次いで「自

分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること」が 45.5％、「会社が生活面を支援してくれるこ

と」が 36.7％と高くなっている。 

大学生等では、「技術を学んだり、自分の技術を使えること」が 58.3％で最も高く、次いで「給料が

いいこと」が 44.2％、「自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること」が 43.2％と高く、日

本語学校生等、大学生等ともに「技術を学んだり、自分の技術を使えること」が 50％以上となってい

るほか、給与面の条件以外でも「就業・居住地域」や「生活面の支援」などの項目が上位を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.3 

44.2 

43.2 

40.2 

27.1 

25.6 

21.1 

8.5 

6.0 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

技術を学んだり、自分の技術が使えること

給料がいいこと

自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること

会社の人が親切にしてくれること

会社が生活面を支援してくれること

自分の国にその会社が進出していること

帰国後にしたい仕事と同じであること

残業が少ないこと

同じ国の人が働いていること

その他

（％）大学生等

N=199

56.5 

45.5 

36.7 

33.8 

32.6 

30.6 

15.8 

7.0 

1.8 

2.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

技術を学んだり、自分の技術が使えること

自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること

会社が生活面を支援してくれること

給料がいいこと

帰国後にしたい仕事と同じであること

会社の人が親切にしてくれること

自分の国にその会社が進出していること

同じ国の人が働いていること

残業が少ないこと

その他

（％）日本語学校生等

N=556

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

⑤ 働く会社を選ぶときは、何が大事ですか？（3 つまで複数回答可） 

サンプル数 556

技術を学んだり、自分の技術が
使えること

314

自分が働きたい場所、または、

住みたい場所にあること
253

会社が生活面を支援してくれる

こと
204

給料がいいこと 188
帰国後にしたい仕事と同じである

こと
181

会社の人が親切にしてくれること 170

自分の国にその会社が進出して

いること
88

同じ国の人が働いていること 39

残業が少ないこと 10

その他 15

サンプル数 199

技術を学んだり、自分の技術が
使えること

116

給料がいいこと 88

自分が働きたい場所、または、

住みたい場所にあること
86

会社の人が親切にしてくれること 80

会社が生活面を支援してくれる
こと

54

自分の国にその会社が進出して

いること
51

帰国後にしたい仕事と同じである

こと
42

残業が少ないこと 17

同じ国の人が働いていること 12

その他 3



第三章 アンケート調査結果（留学生） 

85 

 

 

 

【希望する会社からの支援内容】（「会社が生活面を支援してくれること」選択者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する就労・居住地域】（「自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること」選択者の

み） 

働く会社の選択基準について「自分が働きたい場所、または、住み

たい場所にあること」を選択した回答者に希望する地域をたずねたと

ころ、日本語学校生等、大学生等ともに「広島県内」がそれぞれ68.8％、

56.5％で最も高い結果となった。 

 

出身国別にみると、いずれの国の出身者でも「広島県内」を希望す

る者が最も高いが、日本語学校生等、大学生等ともに中国出身者では

「東京」を希望する者がそれぞれ 20％程度という結果となった。 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

広
島
県
内

東
京

大
阪

そ
の
他

247 170 22 36 19
100.0 68.8 8.9 14.6 7.7
181 127 15 28 11
100.0 70.2 8.3 15.5 6.1
30 20 6 2 2

100.0 66.7 20.0 6.7 6.7
18 11 1 2 4

100.0 61.1 5.6 11.1 22.2
17 11 0 4 2

100.0 64.7 0.0 23.5 11.8
85 48 17 13 7

100.0 56.5 20.0 15.3 8.2
18 13 1 4 0

100.0 72.2 5.6 22.2 0.0
56 29 12 9 6

100.0 51.8 21.4 16.1 10.7
11 6 4 0 1

100.0 54.5 36.4 0.0 9.1

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

働く会社の選択基準について「会社が生活面を支援してくれること」

を選択した回答者に希望する支援内容をたずねたところ、日本語学校

生等、大学生等ともに「家を借りること」がそれぞれ 68.2％、75.0％

で最も高い結果となった。 

サ
ン
プ
ル
数

日
本
語
の
勉
強

家
を
借
り
る
こ
と

そ
の
他

88 43 60 7
100.0 48.9 68.2 8.0
62 30 46 5

100.0 48.4 74.2 8.1
8 2 8 1

100.0 25.0 100.0 12.5
12 8 4 0

100.0 66.7 33.3 0.0
6 3 2 1

100.0 50.0 33.3 16.7
28 6 21 5

100.0 21.4 75.0 17.9
6 1 5 0

100.0 16.7 83.3 0.0
14 1 11 4

100.0 7.1 78.6 28.6
8 4 5 1

100.0 50.0 62.5 12.5

全　　体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

全　　体

ベトナム

中国

ネパール
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生等ともに、ベトナム出身者で「会社の人が親切にしてく

れること」の条件が、他国出身者と比較して高い傾向となった。 

大学生等では、中国出身者で「自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること」が、他国出

身者と比較して高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する就労・居住地域を選択した理由（自由回答）】 

希望する就労・居住地域を選択した理由に

ついて、自由に記述してもらった回答を分類

集約したところ、広島県内を希望する者では、

日本語学校生等、大学生等ともに「生活環境

がいい」、「住みやすい」など、生活環境の良

さを理由としてあげる者が多い傾向となっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 生活環境がいい、住みやすいから 9

2 広島での生活に慣れたから 3

3 生活するうえで便利だから 4

大学生等

広島県内

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 生活環境がいい、住みやすいから 20

2 物価が安いから 4

3 広島での生活に慣れたから 7

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 生活するうえで便利だから 3

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 生活するうえで便利だから 2

広島県内

東京

大阪

日本語学校生等

サ
ン
プ
ル
数

技
術
を
学
ん
だ
り

、
自

分
の
技
術
が
使
え
る
こ

と 帰
国
後
に
し
た
い
仕
事

と
同
じ
で
あ
る
こ
と

自
分
の
国
に
そ
の
会
社

が
進
出
し
て
い
る
こ
と

残
業
が
少
な
い
こ
と

給
料
が
い
い
こ
と

会
社
が
生
活
面
を
支
援

し
て
く
れ
る
こ
と

会
社
の
人
が
親
切
に
し

て
く
れ
る
こ
と

同
じ
国
の
人
が
働
い
て

い
る
こ
と

自
分
が
働
き
た
い
場

所

、
ま
た
は

、
住
み
た

い
場
所
に
あ
る
こ
と

そ
の
他

556 314 181 88 10 188 204 170 39 253 15

100.0 56.5 32.6 15.8 1.8 33.8 36.7 30.6 7.0 45.5 2.7
402 202 121 72 3 145 159 136 21 186 7
100.0 50.2 30.1 17.9 0.7 36.1 39.6 33.8 5.2 46.3 1.7
68 46 19 9 4 30 14 16 8 30 4

100.0 67.6 27.9 13.2 5.9 44.1 20.6 23.5 11.8 44.1 5.9
46 40 27 2 1 3 19 6 4 18 2

100.0 87.0 58.7 4.3 2.2 6.5 41.3 13.0 8.7 39.1 4.3
38 25 14 5 1 10 12 12 6 18 2

100.0 65.8 36.8 13.2 2.6 26.3 31.6 31.6 15.8 47.4 5.3
199 116 42 51 17 88 54 80 12 86 3
100.0 58.3 21.1 25.6 8.5 44.2 27.1 40.2 6.0 43.2 1.5
51 22 12 12 1 28 22 24 2 18 0

100.0 43.1 23.5 23.5 2.0 54.9 43.1 47.1 3.9 35.3 0.0
116 75 21 32 11 51 23 45 9 57 3
100.0 64.7 18.1 27.6 9.5 44.0 19.8 38.8 7.8 49.1 2.6
32 19 9 7 5 9 9 11 1 11 0

100.0 59.4 28.1 21.9 15.6 28.1 28.1 34.4 3.1 34.4 0.0

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール
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 仕事のために、勉強したい知識や技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仕事のために勉強したい知識や技術について（自由回答）】 

今後の就労のために勉強したい知識や技術が「ある」と回答

した者に学習したい内容について、自由記述の回答を分類集約

したところ、日本語学校生等では「自動車関連」が最も多い結

果となった。そのほか「日本語」や「IT・コンピュータ関連」、

「経営」などの回答も多くみられた。 

大学生等では、「日本語」が最も多く、そのほか「IT・コン

ピュータ関連」や「英語」などの意見が多くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問：あなたは、今後、仕事のために、勉強したい知識や技術はありますか？（1 つだけ選択） 

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 日本語 18

2 IT・コンピュータ関連 11

3 英語 9

4 経営 3

5 機械関連 3

6 自動車関連 2

大学生等

カテゴリNo カテゴリ名 件数

1 自動車関連 38

2 日本語 17

3 IT・コンピュータ関連 13

4 経営 12

5 機械関連 8

6 英語 7

日本語学校生等

サ
ン
プ
ル
数

あ
る

な
い

527 444 83
100.0 84.3 15.7
389 335 54
100.0 86.1 13.9
68 55 13

100.0 80.9 19.1
37 28 9

100.0 75.7 24.3
31 25 6

100.0 80.6 19.4
197 148 49
100.0 75.1 24.9
52 37 15

100.0 71.2 28.8
113 91 22
100.0 80.5 19.5
32 20 12

100.0 62.5 37.5

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

今後の就労のために勉強したい知識や技術が「ある」という者

は、日本語学校生等では 84.3％、大学生等では 75.1％で、それ

ぞれ 70％以上の者が、今後の就労のために学習したいことがあ

るという結果となった。 
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 日本語の学習について 

 日本語の習熟度 

 

 

 

 

日本語学校生等では、ひらがな・カタカナを「読む」、「書く」が「できる」としている者がそれぞれ

約 90％、「日本語で会話する」漢字を「読む」、「書く」ができると回答している者はそれぞれ約 30％～

40％となった。 

一方、大学生等では、すべての項目において「できる」としている者が約 70％～90％となっており、

日本語学校生等と大学生等との間で、日本語の習熟度に差がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問：あなたは、下の表のことが、どのくらいできますか？ 

（それぞれの内容について、1 つだけ選択） 

1.6 

0.4 

3.8 

0.7 

3.6 

61.2 

10.7 

67.4 

11.6 

67.4 

37.3 

88.9 

28.8 

87.7 

29.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本語で会話する(N=577)

ひらがな・カタカナを読む(N=560)

漢字を読む(N=555)

ひらがな・カタカナで書く(N=552)

漢字を使って日本語を書く(N=555)

日本語学校生等

ほとんどできない 少しできる できる

2.3 

2.0 

6.3 

2.8 

7.9 

25.6 

8.1 

25.0 

9.2 

22.9 

72.1 

89.9 

68.7 

88.0 

69.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本語で会話する(N=258)

ひらがな・カタカナを読む(N=248)

漢字を読む(N=252)

ひらがな・カタカナで書く(N=249)

漢字を使って日本語を書く(N=253)

大学生等

ほとんどできない 少しできる できる
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 現在所有している日本語資格 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「N3」、「N5」がそれぞれ 25.9％で最も高く、「N2」が 14.2％、「N4」が 13.3％

となっているが、「取っていない」も 20.3％となっている。 

大学生等では、「N2」が 41.4％で最も高く、次いで「N1」が 24.1％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：N1～N5 は日本語試験 JLPT，J5～J1+は BJT ビジネス日本語能力テストのレベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：N1～N5 は日本語試験 JLPT，J5～J1+は BJT ビジネス日本語能力テストのレベル 

  

1.1 

2.3 

4.6 

0.8 

0.4 

0.0 

24.1 

41.4 

11.1 

2.3 

3.1 

23.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

Ｊ１＋

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｊ４

Ｊ５

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ３

Ｎ４

Ｎ５

取っていない

（％）
大学生等

N=261

0.5 

0.2 

0.2 

1.2 

1.2 

1.7 

2.7 

14.2 

25.9 

13.3 

25.9 

20.3 

0.0 20.0 40.0

Ｊ１＋

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｊ４

Ｊ５

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ３

Ｎ４

Ｎ５

取っていない

（％）日本語学校生等

N=586

設問：あなたが、いま、持っている日本語能力に関する資格を教えてください。 

（複数回答可） 

サンプル数 261

Ｊ１＋ 3

Ｊ１ 6
Ｊ２ 12
Ｊ３ 2
Ｊ４ 1

Ｊ５ 0
Ｎ１ 63
Ｎ２ 108
Ｎ３ 29

Ｎ４ 6
Ｎ５ 8
取っていない 60

サンプル数 586

Ｊ１＋ 3

Ｊ１ 1
Ｊ２ 1
Ｊ３ 7
Ｊ４ 7

Ｊ５ 10
Ｎ１ 16
Ｎ２ 83
Ｎ３ 152

Ｎ４ 78
Ｎ５ 152
取っていない 119
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 今後取得したいと考えている日本語資格 

 

 

日本語学校生等では、「N1」が 54.1％で最も高く、次いで「N2」が 37.2％となった。 

大学生等では、「N1」が 65.5％で最も高く、次いで「J1+」が 20.6％、「N2」が 9.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：N1～N5 は日本語試験 JLPT，J5～J1+は BJT ビジネス日本語能力テストのレベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：N1～N5 は日本語試験 JLPT，J5～J1+は BJT ビジネス日本語能力テストのレベル 

  

20.6 

7.1 

0.4 

0.8 

0.0 

0.4 

65.5 

9.9 

2.8 

0.8 

2.4 

8.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

Ｊ１＋

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｊ４

Ｊ５

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ３

Ｎ４

Ｎ５

取っていない

（％）大学生等

N=252

設問：今後、取りたい日本語能力に関する資格を教えてください。（複数回答可） 

4.2 

2.2 

3.5 

1.9 

0.0 

0.0 

54.1 

37.2 

9.8 

2.0 

1.2 

1.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

Ｊ１＋

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｊ４

Ｊ５

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ３

Ｎ４

Ｎ５

取っていない

（％）
日本語学校生等

N=592

サンプル数 592

Ｊ１＋ 25

Ｊ１ 13
Ｊ２ 21
Ｊ３ 11
Ｊ４ 0

Ｊ５ 0
Ｎ１ 320
Ｎ２ 220
Ｎ３ 58

Ｎ４ 12
Ｎ５ 7
取っていない 10

サンプル数 252

Ｊ１＋ 52

Ｊ１ 18
Ｊ２ 1
Ｊ３ 2
Ｊ４ 0

Ｊ５ 1
Ｎ１ 165
Ｎ２ 25
Ｎ３ 7

Ｎ４ 2
Ｎ５ 6
取っていない 21
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 日本での、日本語の学習状況 

 

 

 

日本語学校生等では、「留学先（大学や日本語学校）で勉強している」が 78.6％で最も高く、次いで

「ひとりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使って）」が 28.3％、「地域の日本語

教室で勉強している」が 22.4％となっている。 

大学生等も同様に、「留学先（大学や日本語学校）で勉強している」が 77.0％で最も高く、次いで「ひ

とりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使って）」が 44.4％、「働いている会社の

人や、日本人の知人から教えてもらっている」が 18.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、大学生等ではベト

ナム出身者で「留学先（大学や日本語学

校）」で勉強しているが 91.4％で、他国

出身者と比較して高くなっている。また、

中国出身者では「ひとりで勉強している

（教科書やインターネット、テレビなど

を使って）」が 54.3％、「働いている会社

の人や、日本人の知人から教えてもらっ

ている」が 27.8％で、他国出身者と比較

して高い傾向となった。  

78.6 

28.3 

22.4 

9.1 

7.0 

1.0 

0.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

留学先（大学や日本語学校）で勉強している

ひとりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使って）

地域の日本語教室で勉強している

働いている会社の人や、日本人の知人から教えてもらっている

同じ国から来た知人から教えてもらっている

勉強していない

その他

（％）日本語学校生等

N=604

77.0 

44.4 

18.4 

10.0 

5.4 

2.7 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

留学先（大学や日本語学校）で勉強している

ひとりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使って）

働いている会社の人や、日本人の知人から教えてもらっている

地域の日本語教室で勉強している

同じ国から来た知人から教えてもらっている

勉強していない

その他

（％）大学生等

N=261

設問：あなたは、日本に来てから、日本語を勉強していますか？（複数回答可） 

サンプル数 604

留学先（大学や日本語学
校）で勉強している

475

ひとりで勉強している（教
科書やインターネット、テレ
ビなどを使って）

171

地域の日本語教室で勉強
している

135

働いている会社の人や、
日本人の知人から教えて
もらっている

55

同じ国から来た知人から
教えてもらっている

42

勉強していない 6
その他 4

サンプル数 261

留学先（大学や日本語学
校）で勉強している

201

ひとりで勉強している（教
科書やインターネット、テレ
ビなどを使って）

116

働いている会社の人や、
日本人の知人から教えて
もらっている

48

地域の日本語教室で勉強
している

26

同じ国から来た知人から
教えてもらっている

14

勉強していない 7
その他 5

サ
ン
プ
ル
数

留
学
先

（
大
学
や
日
本

語
学
校

）
で
勉
強
し
て

い
る

ひ
と
り
で
勉
強
し
て
い

る

（
教
科
書
や
イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

、
テ
レ
ビ

な
ど
を
使

っ
て

）

地
域
の
日
本
語
教
室
で

勉
強
し
て
い
る

働
い
て
い
る
会
社
の
人

や

、
日
本
人
の
知
人
か

ら
教
え
て
も
ら

っ
て
い

る 同
じ
国
か
ら
来
た
知
人

か
ら
教
え
て
も
ら

っ
て

い
る

勉
強
し
て
い
な
い

そ
の
他

604 475 171 135 55 42 6 4
100.0 78.6 28.3 22.4 9.1 7.0 1.0 0.7
422 330 128 100 33 23 4 2
100.0 78.2 30.3 23.7 7.8 5.5 0.9 0.5
83 66 23 15 12 2 0 2

100.0 79.5 27.7 18.1 14.5 2.4 0.0 2.4
49 39 11 12 5 11 0 0

100.0 79.6 22.4 24.5 10.2 22.4 0.0 0.0
48 39 9 8 5 6 1 0

100.0 81.3 18.8 16.7 10.4 12.5 2.1 0.0
261 201 116 26 48 14 7 5
100.0 77.0 44.4 10.0 18.4 5.4 2.7 1.9
58 53 13 6 1 0 0 0

100.0 91.4 22.4 10.3 1.7 0.0 0.0 0.0
151 114 82 12 42 11 3 5
100.0 75.5 54.3 7.9 27.8 7.3 2.0 3.3
52 34 21 8 5 3 4 0

100.0 65.4 40.4 15.4 9.6 5.8 7.7 0.0

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 今後の、日本語の学習意向 

 

 

 

日本語学校生等、大学生等ともに、今後も日本語を「勉強したい」者がそれぞれ 90％前後で、日本

語の学習意欲は非常に高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみても、日本語学校生等、大学生等ともに、

今後も日本語を勉強したい者は、いずれの国の出身者に

おいても 80％～90％程度と、学習意向は高くなってい

る。 

  

93.5 

5.0 

1.0 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

勉強したい

近くに日本語教室があれば勉強したい

勉強したくない

その他

（％）日本語学校生等

N=600

89.6 

6.2 

2.7 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

勉強したい

近くに日本語教室があれば勉強したい

勉強したくない

その他

（％）大学生等

N=260

設問：あなたは、これから日本語を勉強したいと思いますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 600

勉強したい 561

近くに日本語教室

があれば勉強した

い

30

勉強したくない 6

その他 3

サンプル数 260

勉強したい 233

近くに日本語教室

があれば勉強した

い

16

勉強したくない 7

その他 4

サ
ン
プ
ル
数

勉
強
し
た
い

近
く
に
日
本
語
教

室
が
あ
れ
ば
勉
強

し
た
い

勉
強
し
た
く
な
い

そ
の
他

600 561 30 6 3
100.0 93.5 5.0 1.0 0.5
422 401 19 2 0
100.0 95.0 4.5 0.5 0.0
82 77 1 3 1

100.0 93.9 1.2 3.7 1.2
49 41 6 1 1

100.0 83.7 12.2 2.0 2.0
46 41 4 0 1

100.0 89.1 8.7 0.0 2.2
260 233 16 7 4
100.0 89.6 6.2 2.7 1.5
58 56 1 1 0

100.0 96.6 1.7 1.7 0.0
151 130 13 4 4
100.0 86.1 8.6 2.6 2.6
51 47 2 2 0

100.0 92.2 3.9 3.9 0.0

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 日本語学校生等の普段の生活状況について 

 普段の生活において困っていること 

 

 

 

日本語学校生等では、「方言がわからない」が 27.4％で最も高く、次いで「生活に必要な日本語が聞

き取れない」が 20.6％、「生活に必要な日本語が話せない」が 19.6％、「病院でことばが通じない」が

19.4％となっている。一方で、生活に必要な日本語が「読めない」、「書けない」は、いずれも 10％未満

で、「聞く」、「話す」上での困りごとと「読む」、「書く」、上での困りごとに差がみられた。 

大学生等では、「困っていることはない」が 26.7％で最も高くなっている一方で、「方言がわからない」

が 20.9％、「日本の雇用ルール（法律など）を知らない」が 16.3％、「災害（大雨、地震、台風など）の

ときに、どうしたらいいかわからない」が 15.5％、「病院でことばが通じない」が 15.1％と高く、災害

時の対応や病院での対応の非常時のコミュニケーションを不安視する者の割合が高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.9 

16.3 

15.5 

15.1 

14.0 

12.0 

11.6 

11.2 

7.8 

7.4 

7.0 

6.2 

6.2 

3.1 

1.6 

7.4 

26.7 

0.0 20.0 40.0

方言がわからない

日本の雇用ルール（法律など）を知らない

災害（大雨、地震、台風など）のときに、どうしたらいいかわからない

病院でことばが通じない

生活に必要な日本語が聞き取れない

電気、ガス、電話やインターネットなど、生活に必要な手続きの方法がわからない

生活に必要な日本語が話せない

地域の人と日本語でコミュニケーションが取れない

生活に必要な日本語が読めない

生活のルールがわからない

日本の文化や習慣が理解できない

生活に必要な日本語が書けない

自分の国の文化や習慣が理解されない

日本の交通ルールがわかりにくい

同じ国の人が近くにいない

その他

困っていることはない

（％）大学生等

N=258

27.4 

20.6 

19.6 

19.4 

17.7 

17.6 

14.0 

13.3 

9.3 

7.6 

6.4 

5.4 

3.9 

2.9 

2.2 

2.7 

16.2 

0.0 20.0 40.0

方言がわからない

生活に必要な日本語が聞き取れない

生活に必要な日本語が話せない

病院でことばが通じない

地域の人と日本語でコミュニケーションが取れない

日本の雇用ルール（法律など）を知らない

電気、ガス、電話やインターネットなど、生活に必要な手続きの方法がわからない

災害（大雨、地震、台風など）のときに、どうしたらいいかわからない

日本の文化や習慣が理解できない

生活に必要な日本語が読めない

生活に必要な日本語が書けない

日本の交通ルールがわかりにくい

自分の国の文化や習慣が理解されない

生活のルールがわからない

同じ国の人が近くにいない

その他

困っていることはない

（％）日本語学校生等

N=592

設問：最近（6 か月以内）、普段の生活で困ったことや不安なことは何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 258

方言がわからない 54

日本の雇用ルール（法律など）を知らない 42

災害（大雨、地震、台風など）のときに、ど
うしたらいいかわからない

40

病院でことばが通じない 39

生活に必要な日本語が聞き取れない 36
電気、ガス、電話やインターネットなど、生

活に必要な手続きの方法がわからない
31

生活に必要な日本語が話せない 30
地域の人と日本語でコミュニケーションが

取れない
29

生活に必要な日本語が読めない 20
生活のルールがわからない 19

日本の文化や習慣が理解できない 18
生活に必要な日本語が書けない 16

自分の国の文化や習慣が理解されない 16
日本の交通ルールがわかりにくい 8
同じ国の人が近くにいない 4

その他 19
困っていることはない 69

サンプル数 592

方言がわからない 162

生活に必要な日本語が聞き取れない 122

生活に必要な日本語が話せない 116
病院でことばが通じない 115
地域の人と日本語でコミュニケーションが

取れない
105

日本の雇用ルール（法律など）を知らない 104

電気、ガス、電話やインターネットなど、生
活に必要な手続きの方法がわからない

83

災害（大雨、地震、台風など）のときに、ど

うしたらいいかわからない
79

日本の文化や習慣が理解できない 55
生活に必要な日本語が読めない 45

生活に必要な日本語が書けない 38
日本の交通ルールがわかりにくい 32

自分の国の文化や習慣が理解されない 23
生活のルールがわからない 17
同じ国の人が近くにいない 13

その他 16
困っていることはない 96
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、ネパール、その他の国の出身者で「困っていることはない」

がそれぞれ 10％未満となっており、ベトナム、中国出身者と比較して低い傾向となった。 

日本語関連の困りごとについては、いずれの国の出身者も生活に必要な日本語が「聞き取れない」、「話

せない」が、「読めない」、「書けない」を上回っている。 

大学生等については、その他の国の出身者で生活に必要な日本語が「聞き取れない」、「話せない」、「読

めない」、「書けない」の割合が、ベトナム及び中国出身者と比較して高い傾向となった。「困っている

ことはない」については、ベトナム出身者が 43.9％で、他国出身者と比較して高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
聞
き
取

れ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
話
せ
な

い 生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
読
め
な

い 生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
書
け
な

い 方
言
が
わ
か
ら
な
い

地
域
の
人
と
日
本
語
で
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン
が
取
れ
な
い

日
本
の
文
化
や
習
慣
が
理
解
で
き

な
い

自
分
の
国
の
文
化
や
習
慣
が
理
解

さ
れ
な
い

同
じ
国
の
人
が
近
く
に
い
な
い

生
活
の
ル
ー

ル
が
わ
か
ら
な
い

日
本
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ
か
り
に

く
い

病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ
な
い

電
気

、
ガ
ス

、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な
ど

、
生
活
に
必
要
な
手

続
き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

災
害

（
大
雨

、
地
震

、
台
風
な

ど

）
の
と
き
に

、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な

ど

）
を
知
ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他

592 122 116 45 38 162 105 55 23 13 17 32 115 83 79 104 96 16
100.0 20.6 19.6 7.6 6.4 27.4 17.7 9.3 3.9 2.2 2.9 5.4 19.4 14.0 13.3 17.6 16.2 2.7
413 82 69 35 25 118 75 34 12 6 7 18 96 59 55 70 74 13
100.0 19.9 16.7 8.5 6.1 28.6 18.2 8.2 2.9 1.5 1.7 4.4 23.2 14.3 13.3 16.9 17.9 3.1
82 21 18 4 1 26 11 3 6 1 4 0 10 10 6 15 17 2

100.0 25.6 22.0 4.9 1.2 31.7 13.4 3.7 7.3 1.2 4.9 0.0 12.2 12.2 7.3 18.3 20.7 2.4
48 7 12 2 6 7 9 8 2 2 2 9 7 2 10 7 1 0

100.0 14.6 25.0 4.2 12.5 14.6 18.8 16.7 4.2 4.2 4.2 18.8 14.6 4.2 20.8 14.6 2.1 0.0
47 12 17 4 6 10 10 9 2 4 4 5 2 12 7 12 4 1

100.0 25.5 36.2 8.5 12.8 21.3 21.3 19.1 4.3 8.5 8.5 10.6 4.3 25.5 14.9 25.5 8.5 2.1
258 36 30 20 16 54 29 18 16 4 19 8 39 31 40 42 69 19
100.0 14.0 11.6 7.8 6.2 20.9 11.2 7.0 6.2 1.6 7.4 3.1 15.1 12.0 15.5 16.3 26.7 7.4
57 4 1 1 2 7 2 6 0 0 2 2 6 4 3 13 25 4

100.0 7.0 1.8 1.8 3.5 12.3 3.5 10.5 0.0 0.0 3.5 3.5 10.5 7.0 5.3 22.8 43.9 7.0
149 14 9 4 2 37 16 8 14 2 13 5 28 23 29 20 30 8
100.0 9.4 6.0 2.7 1.3 24.8 10.7 5.4 9.4 1.3 8.7 3.4 18.8 15.4 19.5 13.4 20.1 5.4
52 18 20 15 12 10 11 4 2 2 4 1 5 4 8 9 14 7

100.0 34.6 38.5 28.8 23.1 19.2 21.2 7.7 3.8 3.8 7.7 1.9 9.6 7.7 15.4 17.3 26.9 13.5

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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【在留期間別】 

在留期間が 1 年未満の短い者と、在留期間が 1 年以上の長い者を比較してみると、日本語学校生等、

大学生等のいずれも、生活に必要な日本語が「聞き取れない」、「話せない」、また「地域の人と日本語

でコミュニケーションが取れない」について、在留期間が短い者ほど、困っているとする者が多くなる

傾向がみられた。また、「困っていることはない」については、在留期間が長くなるほど割合が高くな

る傾向となった。 

大学生等についてみると、生活に必要な日本語が「聞き取れない」、「話せない」、「地域の人と日本語

でコミュニケーションが取れない」については、日本語学校生等と同様に、在留期間が短いほど、困っ

ているとする者の割合が高い傾向となった。一方、「病院でことばが通じない」や「災害のときに、ど

うしたらいいかわからない」などについては、在留期間が長くなっても、困っている状態が継続してい

る傾向がある。なお、「困っていることはない」については、日本語学校生等と同様に在留期間が長く

なるほど割合が高くなる傾向となった。 

 

  サ
ン
プ
ル
数

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
聞
き
取

れ
な
い

生
活
に
必
要
な
日
本
語
が
話
せ
な

い 生
活
に
必
要
な
日
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語
が
読
め
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い 生
活
に
必
要
な
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け
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い 方
言
が
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ら
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い
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の
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と
日
本
語
で
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が
取
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い

日
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の
文
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や
習
慣
が
理
解
で
き

な
い

自
分
の
国
の
文
化
や
習
慣
が
理
解

さ
れ
な
い

同
じ
国
の
人
が
近
く
に
い
な
い

生
活
の
ル
ー

ル
が
わ
か
ら
な
い

日
本
の
交
通
ル
ー

ル
が
わ
か
り
に

く
い

病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ
な
い

電
気

、
ガ
ス

、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な
ど

、
生
活
に
必
要
な
手

続
き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

災
害

（
大
雨

、
地
震

、
台
風
な

ど

）
の
と
き
に

、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な

ど

）
を
知
ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他

592 122 116 45 38 162 105 55 23 13 17 32 115 83 79 104 96 16
100.0 20.6 19.6 7.6 6.4 27.4 17.7 9.3 3.9 2.2 2.9 5.4 19.4 14.0 13.3 17.6 16.2 2.7
217 70 65 24 18 67 59 22 7 7 7 11 41 31 32 39 20 6
100.0 32.3 30.0 11.1 8.3 30.9 27.2 10.1 3.2 3.2 3.2 5.1 18.9 14.3 14.7 18.0 9.2 2.8
196 33 30 15 10 52 27 19 9 3 6 9 37 32 27 39 36 4
100.0 16.8 15.3 7.7 5.1 26.5 13.8 9.7 4.6 1.5 3.1 4.6 18.9 16.3 13.8 19.9 18.4 2.0
107 13 10 4 7 28 9 6 4 2 2 8 23 11 10 19 22 5
100.0 12.1 9.3 3.7 6.5 26.2 8.4 5.6 3.7 1.9 1.9 7.5 21.5 10.3 9.3 17.8 20.6 4.7
35 2 1 1 0 8 3 4 2 0 1 3 7 5 6 6 9 1

100.0 5.7 2.9 2.9 0.0 22.9 8.6 11.4 5.7 0.0 2.9 8.6 20.0 14.3 17.1 17.1 25.7 2.9
34 3 9 1 3 6 6 3 1 1 1 1 5 4 3 1 8 0

100.0 8.8 26.5 2.9 8.8 17.6 17.6 8.8 2.9 2.9 2.9 2.9 14.7 11.8 8.8 2.9 23.5 0.0
258 36 30 20 16 54 29 18 16 4 19 8 39 31 40 42 69 19
100.0 14.0 11.6 7.8 6.2 20.9 11.2 7.0 6.2 1.6 7.4 3.1 15.1 12.0 15.5 16.3 26.7 7.4
56 21 18 15 10 18 13 5 2 2 10 1 10 11 14 11 6 4

100.0 37.5 32.1 26.8 17.9 32.1 23.2 8.9 3.6 3.6 17.9 1.8 17.9 19.6 25.0 19.6 10.7 7.1
29 5 7 4 2 8 5 1 2 0 4 2 4 1 6 7 5 4

100.0 17.2 24.1 13.8 6.9 27.6 17.2 3.4 6.9 0.0 13.8 6.9 13.8 3.4 20.7 24.1 17.2 13.8
52 3 3 1 2 9 4 4 5 0 3 1 9 9 6 7 17 5

100.0 5.8 5.8 1.9 3.8 17.3 7.7 7.7 9.6 0.0 5.8 1.9 17.3 17.3 11.5 13.5 32.7 9.6
70 4 1 0 0 14 6 6 4 2 0 3 10 7 8 9 18 4

100.0 5.7 1.4 0.0 0.0 20.0 8.6 8.6 5.7 2.9 0.0 4.3 14.3 10.0 11.4 12.9 25.7 5.7
51 3 1 0 2 5 1 2 3 0 2 1 6 3 6 8 23 2

100.0 5.9 2.0 0.0 3.9 9.8 2.0 3.9 5.9 0.0 3.9 2.0 11.8 5.9 11.8 15.7 45.1 3.9

大学生等全体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

４年以上

在
留
期
間

上段：実数、下段：％

日本語教育機関
全体

１年未満

１年

２年

３年
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【日本語習熟度別】 

習熟度別にみると、日本語学校生等、大学生等ともに、習熟度が高い者ほど、習熟度が低い者と比較

して「困っていることはない」とする者の割合が高い傾向となった。一方で、生活に必要な日本語が「聞

き取れない」、「話せない」、「読めない」、「書けない」、「地域の人とコミュニケーションが取れない」に

ついては、習熟度が低い者ほど、困っているとする者の割合が高くなる傾向となった。 
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な
い
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活
の
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ら
な
い
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か
り
に

く
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病
院
で
こ
と
ば
が
通
じ
な
い

電
気

、
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ス

、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な
ど

、
生
活
に
必
要
な
手

続
き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

災
害

（
大
雨

、
地
震

、
台
風
な

ど

）
の
と
き
に

、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い

日
本
の
雇
用
ル
ー

ル

（
法
律
な

ど

）
を
知
ら
な
い

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他

592 122 116 45 38 162 105 55 23 13 17 32 115 83 79 104 96 16

100.0 20.6 19.6 7.6 6.4 27.4 17.7 9.3 3.9 2.2 2.9 5.4 19.4 14.0 13.3 17.6 16.2 2.7

64 25 22 8 7 15 14 6 3 0 1 5 8 12 5 6 8 0

100.0 39.1 34.4 12.5 10.9 23.4 21.9 9.4 4.7 0.0 1.6 7.8 12.5 18.8 7.8 9.4 12.5 0.0

313 66 70 26 22 94 59 33 8 10 5 16 71 51 47 61 40 6

100.0 21.1 22.4 8.3 7.0 30.0 18.8 10.5 2.6 3.2 1.6 5.1 22.7 16.3 15.0 19.5 12.8 1.9

149 19 15 6 3 38 20 8 8 2 7 5 28 18 18 28 40 9

100.0 12.8 10.1 4.0 2.0 25.5 13.4 5.4 5.4 1.3 4.7 3.4 18.8 12.1 12.1 18.8 26.8 6.0

258 36 30 20 16 54 29 18 16 4 19 8 39 31 40 42 69 19

100.0 14.0 11.6 7.8 6.2 20.9 11.2 7.0 6.2 1.6 7.4 3.1 15.1 12.0 15.5 16.3 26.7 7.4

23 9 8 9 4 6 7 2 2 0 3 1 4 4 2 2 1 3

100.0 39.1 34.8 39.1 17.4 26.1 30.4 8.7 8.7 0.0 13.0 4.3 17.4 17.4 8.7 8.7 4.3 13.0

48 14 14 8 7 12 10 4 2 2 5 2 14 7 8 10 9 2

100.0 29.2 29.2 16.7 14.6 25.0 20.8 8.3 4.2 4.2 10.4 4.2 29.2 14.6 16.7 20.8 18.8 4.2

174 9 7 2 2 32 11 9 12 2 10 4 20 18 27 30 58 14

100.0 5.2 4.0 1.1 1.1 18.4 6.3 5.2 6.9 1.1 5.7 2.3 11.5 10.3 15.5 17.2 33.3 8.0

大学生等全体

日
本
語
習
熟
度 習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】

上段：実数、下段：％

日本語教育機関
全体

日
本
語
習
熟
度 習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】

※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 
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 普段の生活において困っている際の相談相手 

 

 

 

日本語学校生等では、「日本語教室や日本語学校の先生」が 59.3％で最も高く、次いで「自分の国に

いる家族や友人」が 34.8％、「会社や学校の同じ国の人」が 27.6％、「インターネットで調べる」が 27.5％

となっている。 

大学生等では、「自分の国にいる家族や友人」が 45.0％で最も高く、次いで「会社や学校の同じ国の

人」が 37.7％、「会社や学校の日本人」が 34.6％、「インターネットで調べる」が 32.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.0 

37.7 

34.6 

32.3 

20.0 

6.5 

3.1 

1.9 

5.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の国にいる家族や友人

会社や学校の同じ国の人

会社や学校の日本人

インターネットで調べる

日本語教室や日本語学校の先生

近所の日本人

ボランティア団体の人

役所などの相談窓口

その他

（％）大学生等

N=260

59.3 

34.8 

27.6 

27.5 

20.3 

4.4 

2.0 

1.5 

2.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日本語教室や日本語学校の先生

自分の国にいる家族や友人

会社や学校の同じ国の人

インターネットで調べる

会社や学校の日本人

近所の日本人

ボランティア団体の人

役所などの相談窓口

その他

（％）日本語学校生等

N=597

設問：普段の生活で困っているときに、誰に相談しますか？（複数回答可） 

サンプル数 260

自分の国にいる家族

や友人
117

会社や学校の同じ国
の人

98

会社や学校の日本人 90

インターネットで調べる 84
日本語教室や日本語
学校の先生

52

近所の日本人 17

ボランティア団体の人 8
役所などの相談窓口 5
その他 15

サンプル数 597

日本語教室や日本語

学校の先生
354

自分の国にいる家族
や友人

208

会社や学校の同じ国

の人
165

インターネットで調べる 164
会社や学校の日本人 121
近所の日本人 26

ボランティア団体の人 12
役所などの相談窓口 9
その他 14
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【出身国別】 

出身国別にみると、日

本語学校生等では中国出

身者が他国出身者と比較

して「日本語教室や日本

語学校の先生」と「イン

ターネットで調べる」の

割合が低く、「自分の国に

いる家族や友人」が高く

なっており、自分の国に

いる家族や友人を頼る者

が多い傾向がみられた。。 

大学生等では、特に、

中国出身者では「自分の

国にいる家族や友人」に相談する者の割合が高い。 

 

【普段の生活で困っていることの相談相手の関係性】 

普段の生活で困っていることの相

談相手について、他の選択肢への回

答状況とあわせてみると、日本語学

校生等では、「自分の国にいる家族や

友人」に相談している者は、約 50％

が学校の先生にも相談しているとい

う結果となった。 

大学生等では、「自分の国にいる家

族や友人」に相談している者は、約

30％が「会社や学校の日本人」や「会

社や学校の同じ国の人」も頼ってい

るという結果となった。 

  

サ
ン
プ
ル
数

会
社
や
学
校
の
日

本
人

会
社
や
学
校
の
同

じ
国
の
人

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団

体
の
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

で
調
べ
る

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

日
本
語
教
室
や
日

本
語
学
校
の
先
生

近
所
の
日
本
人

そ
の
他

597 121 165 12 9 164 208 354 26 14
100.0 20.3 27.6 2.0 1.5 27.5 34.8 59.3 4.4 2.3
418 67 120 8 5 124 148 253 13 11
100.0 16.0 28.7 1.9 1.2 29.7 35.4 60.5 3.1 2.6
80 22 29 0 1 9 43 38 1 0

100.0 27.5 36.3 0.0 1.3 11.3 53.8 47.5 1.3 0.0
50 13 3 0 2 15 8 34 4 2

100.0 26.0 6.0 0.0 4.0 30.0 16.0 68.0 8.0 4.0
47 19 13 3 1 16 9 28 7 1

100.0 40.4 27.7 6.4 2.1 34.0 19.1 59.6 14.9 2.1
260 90 98 8 5 84 117 52 17 15
100.0 34.6 37.7 3.1 1.9 32.3 45.0 20.0 6.5 5.8
58 11 11 1 0 24 26 20 1 0

100.0 19.0 19.0 1.7 0.0 41.4 44.8 34.5 1.7 0.0
150 51 71 2 4 33 76 19 10 11
100.0 34.0 47.3 1.3 2.7 22.0 50.7 12.7 6.7 7.3
52 28 16 5 1 27 15 13 6 4

100.0 53.8 30.8 9.6 1.9 51.9 28.8 25.0 11.5 7.7

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

サ
ン
プ
ル
数

会
社
や
学
校
の
日

本
人

会
社
や
学
校
の
同

じ
国
の
人

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団

体
の
人

役
所
な
ど
の
相
談

窓
口

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

で
調
べ
る

自
分
の
国
に
い
る

家
族
や
友
人

日
本
語
教
室
や
日

本
語
学
校
の
先
生

近
所
の
日
本
人

そ
の
他

597 121 165 12 9 164 208 354 26 14
100.0 20.3 27.6 2.0 1.5 27.5 34.8 59.3 4.4 2.3
121 121 32 7 6 37 34 68 8 0
100.0 100.0 26.4 5.8 5.0 30.6 28.1 56.2 6.6 0.0
165 32 165 2 2 52 35 83 3 1
100.0 19.4 100.0 1.2 1.2 31.5 21.2 50.3 1.8 0.6
12 7 2 12 2 4 2 11 1 0

100.0 58.3 16.7 100.0 16.7 33.3 16.7 91.7 8.3 0.0
9 6 2 2 9 0 1 6 2 0

100.0 66.7 22.2 22.2 100.0 0.0 11.1 66.7 22.2 0.0
164 37 52 4 0 164 41 108 6 2
100.0 22.6 31.7 2.4 0.0 100.0 25.0 65.9 3.7 1.2
208 34 35 2 1 41 208 95 4 1
100.0 16.3 16.8 1.0 0.5 19.7 100.0 45.7 1.9 0.5
354 68 83 11 6 108 95 354 13 5
100.0 19.2 23.4 3.1 1.7 30.5 26.8 100.0 3.7 1.4
26 8 3 1 2 6 4 13 26 0

100.0 30.8 11.5 3.8 7.7 23.1 15.4 50.0 100.0 0.0
14 0 1 0 0 2 1 5 0 14

100.0 0.0 7.1 0.0 0.0 14.3 7.1 35.7 0.0 100.0
260 90 98 8 5 84 117 52 17 15
100.0 34.6 37.7 3.1 1.9 32.3 45.0 20.0 6.5 5.8
90 90 38 6 3 28 38 16 7 3

100.0 100.0 42.2 6.7 3.3 31.1 42.2 17.8 7.8 3.3
98 38 98 3 3 31 34 15 8 1

100.0 38.8 100.0 3.1 3.1 31.6 34.7 15.3 8.2 1.0
8 6 3 8 1 5 3 4 1 0

100.0 75.0 37.5 100.0 12.5 62.5 37.5 50.0 12.5 0.0
5 3 3 1 5 5 1 2 1 0

100.0 60.0 60.0 20.0 100.0 100.0 20.0 40.0 20.0 0.0
84 28 31 5 5 84 35 25 10 1

100.0 33.3 36.9 6.0 6.0 100.0 41.7 29.8 11.9 1.2
117 38 34 3 1 35 117 21 2 2
100.0 32.5 29.1 2.6 0.9 29.9 100.0 17.9 1.7 1.7
52 16 15 4 2 25 21 52 4 0

100.0 30.8 28.8 7.7 3.8 48.1 40.4 100.0 7.7 0.0
17 7 8 1 1 10 2 4 17 0

100.0 41.2 47.1 5.9 5.9 58.8 11.8 23.5 100.0 0.0
15 3 1 0 0 1 2 0 0 15

100.0 20.0 6.7 0.0 0.0 6.7 13.3 0.0 0.0 100.0

大学生等全体

困

っ
て
い
る
と
き
の
相
談
相
手

会社や学校の日
本人

会社や学校の同
じ国の人

ボランティア団体
の人

役所などの相談
窓口

インターネットで
調べる

自分の国にいる
家族や友人

日本語教室や日
本語学校の先生

近所の日本人

その他

上段：実数、下段：％

インターネットで
調べる

自分の国にいる
家族や友人

日本語教室や日
本語学校の先生

近所の日本人

その他

困

っ
て
い
る
と
き
の
相
談
相
手

日本語学校生等
全体

会社や学校の日
本人

会社や学校の同
じ国の人

ボランティア団体
の人

役所などの相談
窓口
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 広島県内にある公的な相談窓口の認知度と相談の経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談したことがない理由】 

公的な相談窓口を「知っているけれど、相談したことがない」者に、その理由をたずねたところ、日

本語学校生等では「相談することがない」が 60.0％で最も高くなったが、「日本語が話せない」ことが

理由で相談できていない者が 24.3％という結果となった。 

大学生等では、日本語学校生等同様に「相談することがない」が 56.9％で最も高く、次いで「忙しい」

が 21.6％、「窓口の場所が遠い」が 11.8％となった 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.0 

24.3 

13.0 

10.4 

4.3 

2.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

相談することがない

日本語を話せない

窓口の場所が遠い

忙しい

役所などの公的な相談窓口には相談したくない

その他

（％）日本語学校生等

N=115

56.9 

21.6 

11.8 

7.8 

5.9 

7.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

相談することがない

忙しい

窓口の場所が遠い

役所などの公的な相談窓口には相談したくない

日本語を話せない

その他

（％）大学生等

N=51

設問：広島県内の役所など、公的な相談窓口があることを知っていますか？（1 つだけ選択） 

サ
ン
プ
ル
数

知

っ
て
い
る

。
相

談
し
た
こ
と
も
あ

る

。

知

っ
て
い
る
け
れ

ど

、
相
談
し
た
こ

と
は
な
い

知
ら
な
い

575 33 148 394
100.0 5.7 25.7 68.5
403 23 117 263
100.0 5.7 29.0 65.3
80 5 11 64

100.0 6.3 13.8 80.0
48 1 11 36

100.0 2.1 22.9 75.0
43 4 9 30

100.0 9.3 20.9 69.8
253 16 53 184
100.0 6.3 20.9 72.7
56 6 11 39

100.0 10.7 19.6 69.6
147 5 31 111
100.0 3.4 21.1 75.5
50 5 11 34

100.0 10.0 22.0 68.0

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

サンプル数 51

相談することがない 29

忙しい 11
窓口の場所が遠い 6
役所などの公的な相

談窓口には相談した
くない

4

日本語を話せない 3

その他 4

サンプル数 115

相談することがない 69

日本語を話せない 28
窓口の場所が遠い 15
忙しい 12

役所などの公的な相
談窓口には相談した
くない

5

その他 3

日本語学校生等、大学生等ともに「知らない」がそれ

ぞれ 70％程度で最も高いという結果となった。また、「知

っているけれど、相談したことはない」がそれぞれ 20％

程度となっている。 
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 インターネット接続機器（スマートフォン等）の保有状況 

 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「スマートフォンをもっている」が 76.2％で最も高く、「スマートフォン以外の

インターネットにつながる機器（PC など）をもっている」の 19.8％と合わせると、90％以上の者がイ

ンターネットから情報を得られる環境にある結果となった。 

大学生等も同様に、「スマートフォンをもっている」が 66.2％で最も高く、「スマートフォン以外のイ

ンターネットにつながる機器（PC など）をもっている」の 30.4％を合わせると、90％以上の者がイン

ターネットから情報を得られる環境にある結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.2 

19.8 

2.0 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

スマートフォンをもっている

スマートフォン以外のインターネットにつながる機器（ＰＣなど）をもっている

もっていないが、学校や会社などでインターネットにつながる機器を使わせてもらえる

もっていない

（％）日本語学校生等

N=596

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

① スマートフォンやインターネットにつながる機器を持っていますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 596

スマートフォンをもっている 454

スマートフォン以外のイン
ターネットにつながる機器（Ｐ
Ｃなど）をもっている

118

もっていないが、学校や会社
などでインターネットにつなが
る機器を使わせてもらえる

12

もっていない 12

66.2 

30.4 

2.3 

1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

スマートフォンをもっている

スマートフォン以外のインターネットにつながる機器（ＰＣなど）をもっている

もっていないが、学校や会社などでインターネットにつながる機器を使わせてもらえる

もっていない

（％）大学生等

N=260

サンプル数 260

スマートフォンをもっている 172

スマートフォン以外のイン
ターネットにつながる機器（Ｐ
Ｃなど）をもっている

79

もっていないが、学校や会社
などでインターネットにつな
がる機器を使わせてもらえる

6

もっていない 3
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サ
ン
プ
ル
数

Y
a
h
o
o

F
a
c
e
b
o
o
k

G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

百
度

（
バ
イ
ド

ゥ

）

そ
の
他

248 13 86 83 30 12 24
100.0 5.2 34.7 33.5 12.1 4.8 9.7
172 0 80 57 24 0 11
100.0 0.0 46.5 33.1 14.0 0.0 6.4
43 11 0 9 3 12 8

100.0 25.6 0.0 20.9 7.0 27.9 18.6
14 0 3 8 1 0 2

100.0 0.0 21.4 57.1 7.1 0.0 14.3
18 2 2 9 2 0 3

100.0 11.1 11.1 50.0 11.1 0.0 16.7
175 35 13 66 9 27 25
100.0 20.0 7.4 37.7 5.1 15.4 14.3
35 1 11 17 2 0 4

100.0 2.9 31.4 48.6 5.7 0.0 11.4
106 33 0 30 4 27 12
100.0 31.1 0.0 28.3 3.8 25.5 11.3
34 1 2 19 3 0 9

100.0 2.9 5.9 55.9 8.8 0.0 26.5

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

出
身
国

ベトナム

中国

ネパール

その他

 

 よく利用する web サイトや SNS とその利用頻度 

 

 

 

 

 

 

【最もよく利用する web サイト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大

学生等ともに、ベトナム出身者では、

「Facebook」の割合が他国出身者と比較し

て高い傾向となった。また、「Google」につ

いては、日本語学校生等、大学生等ともに

中国出身者以外での割合が高い傾向となっ

た。 

一方、中国出身者では、大学生等、日本

語学校生等ともに、「Yahoo」、「百度（バイ

ドゥ）」の割合が、他国出身者と比較して高

い傾向となった。 

 

  

34.7 

33.5 

12.1 

5.2 

4.8 

9.7 

0.0 20.0 40.0

Facebook

Google

Youtube

Yahoo

百度（バイドゥ）

その他

（％）日本語学校生等

N=248

37.7 

20.0 

15.4 

7.4 

5.1 

14.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

Google

Yahoo

百度（バイドゥ）

Facebook

Youtube

その他

（％）大学生等

N=175

サンプル数 248

Facebook 86

Google 83

Youtube 30

Yahoo 13

百度（バイドゥ） 12

その他 24

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えて

ください。 

② よく使うインターネットの web サイトや SNS など、情報を知る方法を教えてください。 

また、どれくらい見ているかも教えてください。 

サンプル数 175

Google 66

Yahoo 35

百度（バイドゥ） 27

Facebook 13

Youtube 9

その他 25

最もよく利用する web サイトは

日本語学校生等では、「facebook」

が 34.7％で最も高く、次いで

「Google」が 33.5％と高くなって

いる。 

大学生等では、「Google」が37.7％

で最も高く、次いで「Yahoo」が

20.0％となった。 
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サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

311 215 74 12 5 5
100.0 69.1 23.8 3.9 1.6 1.6
226 158 52 8 4 4
100.0 69.9 23.0 3.5 1.8 1.8
47 30 13 2 1 1

100.0 63.8 27.7 4.3 2.1 2.1
18 12 5 1 0 0

100.0 66.7 27.8 5.6 0.0 0.0
19 14 4 1 0 0

100.0 73.7 21.1 5.3 0.0 0.0
181 129 46 3 0 3
100.0 71.3 25.4 1.7 0.0 1.7
36 29 6 1 0 0

100.0 80.6 16.7 2.8 0.0 0.0
110 69 37 1 0 3
100.0 62.7 33.6 0.9 0.0 2.7
35 31 3 1 0 0

100.0 88.6 8.6 2.9 0.0 0.0

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

 

【最もよく利用する web サイトと利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、「毎

日」利用する者がいずれの国の出身者において

も約 60％～70％程度に対し、大学生等では、中

国出身者以外では「毎日」利用するものが約 80％

～90％で、毎日利用する者の割合が高い傾向と

なった。しかしながら、日本語学校生等、大学

生等ともに、「週に数回」以上利用する者は、い

ずれの国の出身者においても 90％以上と、利用

頻度は高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

  

71.3 

25.4 

1.7 

0.0 

1.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）大学生等

N=181

69.1 

23.8 

3.9 

1.6 

1.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）日本語学校生等

N=311

最もよく利用する web サイトの

利用頻度をみると、日本語学校生

等、大学生等ともに「毎日」が最も

高く、次いで「週に数回」となって

おり、週に数回以上利用する者がそ

れぞれ 90％程度となった。 

サンプル数 311

毎日 215

週に数回 74

１か月に数回 12

月１回 5
その他 5

サンプル数 181

毎日 129

週に数回 46
１か月に数回 3
月１回 0
その他 3
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【最もよく利用する web サイト別利用頻度】 

最もよく利用する web サイト別の利用頻度をみる

と、日本語学校生等では「Facebook」、「Google」とも

に、週に数回以上利用する者がそれぞれ 60％程度と

なった。 

大学生等では、「Yahoo」で週に数回以上利用する

者が約 40％、「Google」で約 70％という結果となっ

た。 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

Y
a
h
o
o

F
a
c
e
b
o
o

k G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

百
度

（
バ
イ

ド

ゥ

）

そ
の
他

248 13 86 83 30 12 24
100.0 5.2 34.7 33.5 12.1 4.8 9.7
176 8 72 56 22 7 11
100.0 4.5 40.9 31.8 12.5 4.0 6.3
55 5 11 18 6 3 12

100.0 9.1 20.0 32.7 10.9 5.5 21.8
8 0 2 4 0 1 1

100.0 0.0 25.0 50.0 0.0 12.5 12.5
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
175 35 13 66 9 27 25
100.0 20.0 7.4 37.7 5.1 15.4 14.3
123 20 10 47 9 17 20
100.0 16.3 8.1 38.2 7.3 13.8 16.3
44 13 3 15 0 9 4

100.0 29.5 6.8 34.1 0.0 20.5 9.1
1 1 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2 0 0 1 0 1 0

100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

その他

上段：実数、下段：％

大学生等全体

利
用
頻
度

その他

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

日本語学校生等
全体

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回
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【2番目によく利用する web サイト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大

学生等ともに、ベトナム出身者では

「Facebook」の割合が、他国出身者と比較

して高い傾向となった。また、中国出身者

では、日本語学校生等、大学生等ともに

「Google」、「百度（バイドゥ）」がそれぞ

れ 30％程度と高くなっているが、大学生

等においては、「Yahoo」も 25.0％と高い傾

向となった。 

 

 

 

 

 

  

20.4 

20.4 

15.7 

7.4 

2.8 

33.3 

0.0 20.0 40.0

Facebook

Google

Youtube

百度（バイドゥ）

Yahoo

その他

（％）日本語学校生等

N=108

25.5 

20.0 

18.2 

11.8 

3.6 

20.9 

0.0 20.0 40.0

Google

Yahoo

百度（バイドゥ）

Youtube

Facebook

その他

（％）大学生等

N=110

サンプル数 108

Facebook 22

Google 22

Youtube 17

百度（バイドゥ） 8

Yahoo 3

その他 36

サンプル数 110

Google 28

Yahoo 22

百度（バイドゥ） 20

Youtube 13

Facebook 4

その他 23

2 番目によく利用する web サイ

トは、日本語学校生等では、「その

他」を除けば、「Facebook」、「Google」

がそれぞれ 20.4％と高くなってい

る。 

大学生等では、「Google」が 25.5％

で最も高く、次いで「その他」が

20.9％、「Yahoo」が 20.0％となっ

た。 

サ
ン
プ
ル
数

Y
a
h
o
o

F
a
c
e
b
o
o
k

G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

百
度

（
バ
イ
ド

ゥ

）

そ
の
他

108 3 22 22 17 8 36
100.0 2.8 20.4 20.4 15.7 7.4 33.3
65 1 18 12 12 0 22

100.0 1.5 27.7 18.5 18.5 0.0 33.8
23 2 0 6 1 8 6

100.0 8.7 0.0 26.1 4.3 34.8 26.1
8 0 1 1 3 0 3

100.0 0.0 12.5 12.5 37.5 0.0 37.5
11 0 3 3 1 0 4

100.0 0.0 27.3 27.3 9.1 0.0 36.4
110 22 4 28 13 20 23
100.0 20.0 3.6 25.5 11.8 18.2 20.9
14 0 3 3 2 0 6

100.0 0.0 21.4 21.4 14.3 0.0 42.9
72 18 0 20 5 20 9

100.0 25.0 0.0 27.8 6.9 27.8 12.5
24 4 1 5 6 0 8

100.0 16.7 4.2 20.8 25.0 0.0 33.3

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

出
身
国

ベトナム

中国

ネパール

その他

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

141 85 38 14 2 2
100.0 60.3 27.0 9.9 1.4 1.4
90 55 26 6 2 1

100.0 61.1 28.9 6.7 2.2 1.1
25 11 9 4 0 1

100.0 44.0 36.0 16.0 0.0 4.0
13 9 2 2 0 0

100.0 69.2 15.4 15.4 0.0 0.0
12 9 1 2 0 0

100.0 75.0 8.3 16.7 0.0 0.0
113 58 44 5 3 3
100.0 51.3 38.9 4.4 2.7 2.7
14 10 3 1 0 0

100.0 71.4 21.4 7.1 0.0 0.0
75 34 33 3 2 3

100.0 45.3 44.0 4.0 2.7 4.0
24 14 8 1 1 0

100.0 58.3 33.3 4.2 4.2 0.0

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

 

【2番目によく利用する web サイトの利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学

生等ともに、「中国出身者」以外では「毎日」

利用する者が、それぞれ約 60％～70％と高い

傾向となった。しかしながら、中国出身者に

ついても、「週に数回」以上利用する者は約

80％となっており、いずれの国の出身者にお

いても、利用頻度は高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

  

51.3 

38.9 

4.4 

2.7 

2.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）大学生等

N=113

60.3 

27.0 

9.9 

1.4 

1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）日本語学校生等

N=141

サンプル数 141

毎日 85

週に数回 38
１か月に数回 14
月１回 2
その他 2

2 番目によく利用する web サイ

トの利用頻度は、日本語学校生等で

は、「毎日」が 60.3％で最も高く、

次いで「週に数回」が 27.0％とな

った。 

大学生等においても、「毎日」が

51.3％で最も高く、次いで「週に数

回」が 38.9％となっており、最も

よく利用するwebサイトと同様に、

週に数回以上利用する者がそれぞ

れ約 80％～90％となった。 

サンプル数 113

毎日 58

週に数回 44
１か月に数回 5
月１回 3
その他 3
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【2番目によく利用する web サイト別利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

Y
a
h
o
o

F
a
c
e
b
o
o

k G
o
o
g
l
e

Y
o
u
t
u
b
e

百
度

（
バ
イ

ド

ゥ

）

そ
の
他

108 3 22 22 17 8 36
100.0 2.8 20.4 20.4 15.7 7.4 33.3
64 1 19 8 11 2 23

100.0 1.6 29.7 12.5 17.2 3.1 35.9
29 1 2 10 4 4 8

100.0 3.4 6.9 34.5 13.8 13.8 27.6
9 0 0 2 1 2 4

100.0 0.0 0.0 22.2 11.1 22.2 44.4
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
110 22 4 28 13 20 23
100.0 20.0 3.6 25.5 11.8 18.2 20.9
56 8 4 14 10 9 11

100.0 14.3 7.1 25.0 17.9 16.1 19.6
42 10 0 10 3 10 9

100.0 23.8 0.0 23.8 7.1 23.8 21.4
4 2 0 1 0 0 1

100.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0
2 1 0 0 0 1 0

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0
2 1 0 1 0 0 0

100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

その他

日本語学校生等
全体

上段：実数、下段：％

大学生等全体

利
用
頻
度

その他

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回
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【最もよく利用する SNS】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生

等ともに、ベトナム出身者では「Facebook」、

中国出身者では「微信（Wechat）」を利用する

者の割合が高い傾向となった。 

また、日本語学校生等では、ネパール出身者

で「Facebook」が 92.3％と高くなっている。 

 

 

  

36.7 

18.4 

15.6 

8.8 

6.1 

14.3 

0.0 20.0 40.0

微信（Weｃhat)

Facebook

LINE

instagram

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

その他

（％）大学生等

N=147

42.7 

21.4 

11.7 

8.7 

3.9 

11.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

Facebook

微信（Weｃhat)

LINE

instagram

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

その他

（％）日本語学校生等

N=103

最もよく利用する SNS は、日本語学

校生等では、「facebook」が 42.7％で

最も高く、次いで「Google」が 21.4％

と高くなっている。 

大学生等では、「微信（Wechat）」が

36.7％で最も高く、次いで「Facebook」

が 18.4％となった。 

サンプル数 103

Facebook 44

微信（Weｃhat) 22
LINE 12

instagram 9

騰訊ＱＱ（テンセン
トＱＱ）

4

その他 12

サンプル数 147

微信（Weｃhat) 54

Facebook 27

LINE 23

instagram 13
騰訊ＱＱ（テンセン

トＱＱ）
9

その他 21

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

i
n
s
t
a
g
r
a
m

L
I
N
E

微
信

（
W
e
ｃ
h
a
t

)

騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン
セ
ン

ト
Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

103 44 9 12 22 4 12
100.0 42.7 8.7 11.7 21.4 3.9 11.7
39 24 1 3 0 0 11

100.0 61.5 2.6 7.7 0.0 0.0 28.2
32 1 1 3 22 4 1

100.0 3.1 3.1 9.4 68.8 12.5 3.1
13 12 0 1 0 0 0

100.0 92.3 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0
19 7 7 5 0 0 0

100.0 36.8 36.8 26.3 0.0 0.0 0.0
147 27 13 23 54 9 21
100.0 18.4 8.8 15.6 36.7 6.1 14.3
30 20 1 7 0 0 2

100.0 66.7 3.3 23.3 0.0 0.0 6.7
81 1 3 7 54 9 7

100.0 1.2 3.7 8.6 66.7 11.1 8.6
36 6 9 9 0 0 12

100.0 16.7 25.0 25.0 0.0 0.0 33.3

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

出
身
国

ベトナム

中国

ネパール

その他
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サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

146 111 16 10 3 6
100.0 76.0 11.0 6.8 2.1 4.1
71 46 12 6 2 5

100.0 64.8 16.9 8.5 2.8 7.0
35 31 2 0 1 1

100.0 88.6 5.7 0.0 2.9 2.9
19 14 2 3 0 0

100.0 73.7 10.5 15.8 0.0 0.0
21 20 0 1 0 0

100.0 95.2 0.0 4.8 0.0 0.0
147 131 12 2 1 1
100.0 89.1 8.2 1.4 0.7 0.7
30 26 4 0 0 0

100.0 86.7 13.3 0.0 0.0 0.0
82 73 6 1 1 1

100.0 89.0 7.3 1.2 1.2 1.2
35 32 2 1 0 0

100.0 91.4 5.7 2.9 0.0 0.0

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

 

【最もよく利用する SNS の利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、

中国、その他の国の出身者で「毎日」利用す

る者が約 90％と高い傾向となった。一方、

ベトナムとネパール出身者においても、「週

に数回」以上利用するものがそれぞれ 80％

以上となっており、いずれの国においても、

利用頻度は高い傾向となった。 

大学生等では、いずれの国の出身者におい

ても、「毎日」利用する者が約 90％と高い傾

向となった。 

 

 

 

 

  

89.1 

8.2 

1.4 

0.7 

0.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）大学生等

N=147

76.0 

11.0 

6.8 

2.1 

4.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）日本語学校生等

N=146

サンプル数 146

毎日 111

週に数回 16

１か月に数回 10

月１回 3
その他 6

最もよく利用する SNS の利用頻度

は、日本語学校生等、大学生等とも

に「毎日」が最も高くとなっている

が、大学生等は 89.1％と、日本語学

校生等と比較して、毎日利用する者

の割合が高い傾向となった。 

サンプル数 147

毎日 131

週に数回 12

１か月に数回 2

月１回 1
その他 1
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【最もよく利用する SNS 別利用頻度】 

最もよく利用するSNS別に利用頻度をみると、

日本語学校生等では毎日利用するが「Facebook」

で 43.6％、「微信（Wechat）」で 23.4％と高い。 

大学生等では、毎日利用するが「微信（Wechat）」

で 40.9％と高い。また、「Facebook」、「LINE」で

は、週に数回以上利用する者がそれぞれ約 40％

程度となった。 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

i
n
s
t
a
g
r
a
m

L
I
N
E

微
信

（
W
e
ｃ
h
a
t

)

騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン
セ
ン

ト
Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

103 44 9 12 22 4 12
100.0 42.7 8.7 11.7 21.4 3.9 11.7
94 41 9 9 22 4 9

100.0 43.6 9.6 9.6 23.4 4.3 9.6
7 3 0 2 0 0 2

100.0 42.9 0.0 28.6 0.0 0.0 28.6
1 0 0 1 0 0 0

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
147 27 13 23 54 9 21
100.0 18.4 8.8 15.6 36.7 6.1 14.3
127 22 9 18 52 9 17
100.0 17.3 7.1 14.2 40.9 7.1 13.4
12 3 2 4 1 0 2

100.0 25.0 16.7 33.3 8.3 0.0 16.7
2 0 1 0 0 0 1

100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0
1 0 0 1 0 0 0

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他

日本語学校生等
全体

上段：実数、下段：％

大学生等全体

利
用
頻
度

その他

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回
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【2番目によく利用する SNS】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等で

は、ベトナム出身者で「instagram」、中国

出身者で「騰訊 QQ（テンセント QQ）」、

ネパール出身者で「LINE」、その他の国出

身者で「Facebook」の割合が高い傾向と

なった。 

大学生等では、ベトナムと中国出身者

で「 LINE」、その他の国の出身者で

「Facebook」の割合が高い傾向となった。

また、ベトナムとその他の国の出身者で

は「instagram」がそれぞれ 20％程度とな

っている。 

 

  

2 番目によく利用する SNS は日本語

学校生等では、「LINE」が 23.4％で最も

高く、次いで「instagram」が 18.8％、

「Facebook」が 17.2％となっている。 

大学生等では、「LINE」が 30.2％で最

も高く、次いで「Facebook」、「instagram」

がそれぞれ 12.5％となった。 

23.4 

18.8 

17.2 

12.5 

9.4 

18.8 

0.0 20.0 40.0

LINE

instagram

Facebook

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

微信（Weｃhat)

その他

（％）日本語学校生等

N=64

サンプル数 64

LINE 15

instagram 12
Facebook 11

騰訊ＱＱ（テンセン

トＱＱ）
8

微信（Weｃhat) 6

その他 12

30.2 

12.5 

12.5 

11.5 

8.3 

25.0 

0.0 20.0 40.0

LINE

Facebook

instagram

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

微信（Weｃhat)

その他

（％）大学生等

N=96

サンプル数 96

LINE 29

Facebook 12
instagram 12

騰訊ＱＱ（テンセン

トＱＱ）
11

微信（Weｃhat) 8

その他 24

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

i
n
s
t
a
g
r
a
m

L
I
N
E

微
信

（
W
e
ｃ
h
a
t

)

騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン
セ
ン

ト
Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

64 11 12 15 6 8 12
100.0 17.2 18.8 23.4 9.4 12.5 18.8
22 2 8 5 0 0 7

100.0 9.1 36.4 22.7 0.0 0.0 31.8
22 2 1 6 5 8 0

100.0 9.1 4.5 27.3 22.7 36.4 0.0
6 1 1 2 0 0 2

100.0 16.7 16.7 33.3 0.0 0.0 33.3
14 6 2 2 1 0 3

100.0 42.9 14.3 14.3 7.1 0.0 21.4
96 12 12 29 8 11 24

100.0 12.5 12.5 30.2 8.3 11.5 25.0
11 1 3 4 0 0 3

100.0 9.1 27.3 36.4 0.0 0.0 27.3
58 4 3 20 8 11 12

100.0 6.9 5.2 34.5 13.8 19.0 20.7
27 7 6 5 0 0 9

100.0 25.9 22.2 18.5 0.0 0.0 33.3

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

出
身
国

ベトナム

中国

ネパール

その他
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サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

１
か
月
に
数
回

月
１
回

そ
の
他

92 52 20 13 3 4
100.0 56.5 21.7 14.1 3.3 4.3
42 16 14 7 2 3

100.0 38.1 33.3 16.7 4.8 7.1
25 15 5 3 1 1

100.0 60.0 20.0 12.0 4.0 4.0
8 7 0 1 0 0

100.0 87.5 0.0 12.5 0.0 0.0
17 14 1 2 0 0

100.0 82.4 5.9 11.8 0.0 0.0
94 58 29 5 2 0

100.0 61.7 30.9 5.3 2.1 0.0
10 7 3 0 0 0

100.0 70.0 30.0 0.0 0.0 0.0
57 30 22 3 2 0

100.0 52.6 38.6 5.3 3.5 0.0
27 21 4 2 0 0

100.0 77.8 14.8 7.4 0.0 0.0

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

 

【2番目によく利用する SNS の利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等ではネ

パール、その他の国出身者では「毎日」がそ

れぞれ 80％以上と高い傾向となった。一方、

ベトナム出身者、中国出身者では、「週に数回」

以上利用する者が、それぞれ約 70％～80％と

なっている。 

大学生等では、ベトナム、その他の国出身

者では「毎日」利用するものがそれぞれ 70％

以上と高い傾向となった。一方、中国出身者

についても、「週に数回」以上利用する者が約

90％と、いずれの国においても、利用頻度は

高い傾向となった。 
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毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）
大学生等

N=94

56.5 

21.7 

14.1 

3.3 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）日本語学校生等

N=92

サンプル数 94

毎日 58

週に数回 29

１か月に数回 5

月１回 2
その他 0

2 番目によく利用する SNS の利用頻

度は、日本語学校生等、大学生等とも

に「毎日」が最も高く、次いで「週に

数回」となっており、それぞれ約 80％

～90％週に数回以上利用するという結

果となった。 

サンプル数 92

毎日 52

週に数回 20

１か月に数回 13

月１回 3
その他 4
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【2番目によく利用する SNS 別利用頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

F
a
c
e
b
o
o
k

i
n
s
t
a
g
r
a
m

L
I
N
E

微
信

（
W
e
ｃ
h
a
t

)

騰
訊
Ｑ
Ｑ

（
テ
ン
セ
ン

ト
Ｑ
Ｑ

）

そ
の
他

64 11 12 15 6 8 12
100.0 17.2 18.8 23.4 9.4 12.5 18.8
41 7 9 7 6 5 7

100.0 17.1 22.0 17.1 14.6 12.2 17.1
16 3 2 4 0 2 5

100.0 18.8 12.5 25.0 0.0 12.5 31.3
6 1 1 3 0 1 0

100.0 16.7 16.7 50.0 0.0 16.7 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
96 12 12 29 8 11 24

100.0 12.5 12.5 30.2 8.3 11.5 25.0
55 6 8 13 7 7 14

100.0 10.9 14.5 23.6 12.7 12.7 25.5
29 2 3 13 1 3 7

100.0 6.9 10.3 44.8 3.4 10.3 24.1
5 3 1 0 0 0 1

100.0 60.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0
2 0 0 0 0 1 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0
0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

日本語学校生等
全体

上段：実数、下段：％

大学生等全体

利
用
頻
度

利
用
頻
度

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

その他

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回
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 普段の生活の中で必要な情報 

 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「医療（病院、薬局など）の情報」、「災害など緊急のときの情報」がそれぞれ

45.3％で最も高く、次いで「自分の国のことばでの情報」が 31.8％、「日本語教室の情報」が 30.9％と

なっている。 

大学生等では、「医療（病院、薬局など）の情報」が 45.9％で最も高く、次いで「災害など緊急のと

きの情報」が 37.3％、「公共施設や交通機関などの案内」が 30.2％となっており、日本語学校生等、大

学生等ともに医療や災害に関する情報のニーズが高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.9 

37.3 

30.2 

25.5 

25.1 

22.7 

20.8 

4.3 

18.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

医療（病院、薬局など）の情報

災害など緊急のときの情報

公共施設や交通機関などの案内

日本語教室の情報

役所からのお知らせ

自分の国のことばでの情報

ごみ出しなどの地域のルール

その他

特にない

（％）大学生等

N=255

45.3 

45.3 

31.8 

30.9 

24.8 

22.2 

19.6 

0.7 

9.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

医療（病院、薬局など）の情報

災害など緊急のときの情報

自分の国のことばでの情報

日本語教室の情報

公共施設や交通機関などの案内

役所からのお知らせ

ごみ出しなどの地域のルール

その他

特にない

（％）日本語学校生等

N=572

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

③ 生活の情報で、あなたが欲しい情報は何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 572

医療（病院、薬局など）の情報 259

災害など緊急のときの情報 259

自分の国のことばでの情報 182

日本語教室の情報 177

公共施設や交通機関などの案内 142
役所からのお知らせ 127

ごみ出しなどの地域のルール 112

その他 4

特にない 53

サンプル数 255

医療（病院、薬局など）の情報 117

災害など緊急のときの情報 95

公共施設や交通機関などの案内 77

日本語教室の情報 65

役所からのお知らせ 64
自分の国のことばでの情報 58

ごみ出しなどの地域のルール 53

その他 11

特にない 47
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、「その他」以外の国の出身者において「医療（病院、薬局

など）の情報」、「災害など緊急のときの情報」のニーズが高い傾向となった。一方、その他の国の出身

者では「日本語教室の情報」

が高い傾向となった。 

大学生等では、「医療（病

院、薬局など）の情報」に

おいて、日本語学校生等と

同様にベトナム、中国出身

者でのニーズが高い傾向

となった。また、中国とそ

の他の国の出身者では「公

共施設や交通機関などの

案内」のニーズが高い傾向

となった。 

 

【在留期間別】 

在留期間別にみると、日

本語学校生等、大学生等と

も「医療（病院、薬局など）

の情報」、「災害など緊急の

ときの情報」に対するニー

ズが高く、在留期間が長く

なっても大きく低減しな

い傾向が見られた。 

大学生等については、こ

れらに加え、在留期間１年

未満の者について「公共施

設や交通機関などの案内」、

「ごみ出しなどの地域の

ルール」における情報ニー

ズが高い傾向がみられた。 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

医
療

（
病
院

、
薬

局
な
ど

）
の
情
報

自
分
の
国
の
こ
と

ば
で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

日
本
語
教
室
の
情

報 災
害
な
ど
緊
急
の

と
き
の
情
報

公
共
施
設
や
交
通

機
関
な
ど
の
案
内

ご
み
出
し
な
ど
の

地
域
の
ル
ー

ル

特
に
な
い

そ
の
他

572 259 182 127 177 259 142 112 53 4
100.0 45.3 31.8 22.2 30.9 45.3 24.8 19.6 9.3 0.7
402 193 139 86 127 195 94 71 34 2
100.0 48.0 34.6 21.4 31.6 48.5 23.4 17.7 8.5 0.5
77 33 15 22 15 35 23 21 17 0

100.0 42.9 19.5 28.6 19.5 45.5 29.9 27.3 22.1 0.0
49 22 11 9 12 20 14 9 0 0

100.0 44.9 22.4 18.4 24.5 40.8 28.6 18.4 0.0 0.0
43 11 17 10 23 9 11 11 2 1

100.0 25.6 39.5 23.3 53.5 20.9 25.6 25.6 4.7 2.3
255 117 58 64 65 95 77 53 47 11
100.0 45.9 22.7 25.1 25.5 37.3 30.2 20.8 18.4 4.3
56 27 7 11 7 21 11 8 10 2

100.0 48.2 12.5 19.6 12.5 37.5 19.6 14.3 17.9 3.6
150 72 35 40 46 53 49 32 28 4
100.0 48.0 23.3 26.7 30.7 35.3 32.7 21.3 18.7 2.7
49 18 16 13 12 21 17 13 9 5

100.0 36.7 32.7 26.5 24.5 42.9 34.7 26.5 18.4 10.2

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

サ
ン
プ
ル
数

医
療

（
病
院

、
薬

局
な
ど

）
の
情
報

自
分
の
国
の
こ
と

ば
で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

日
本
語
教
室
の
情

報 災
害
な
ど
緊
急
の

と
き
の
情
報

公
共
施
設
や
交
通

機
関
な
ど
の
案
内

ご
み
出
し
な
ど
の

地
域
の
ル
ー

ル

特
に
な
い

そ
の
他

572 259 182 127 177 259 142 112 53 4
100.0 45.3 31.8 22.2 30.9 45.3 24.8 19.6 9.3 0.7
217 95 74 46 82 101 55 44 15 2
100.0 43.8 34.1 21.2 37.8 46.5 25.3 20.3 6.9 0.9
184 87 60 43 49 83 50 41 20 1
100.0 47.3 32.6 23.4 26.6 45.1 27.2 22.3 10.9 0.5
100 48 30 21 23 42 18 19 12 1
100.0 48.0 30.0 21.0 23.0 42.0 18.0 19.0 12.0 1.0
35 13 12 8 13 17 11 5 4 0

100.0 37.1 34.3 22.9 37.1 48.6 31.4 14.3 11.4 0.0
33 15 4 9 9 13 8 3 2 0

100.0 45.5 12.1 27.3 27.3 39.4 24.2 9.1 6.1 0.0
255 117 58 64 65 95 77 53 47 11
100.0 45.9 22.7 25.1 25.5 37.3 30.2 20.8 18.4 4.3
55 28 18 16 15 29 25 21 6 1

100.0 50.9 32.7 29.1 27.3 52.7 45.5 38.2 10.9 1.8
28 14 7 10 6 12 8 7 2 3

100.0 50.0 25.0 35.7 21.4 42.9 28.6 25.0 7.1 10.7
52 29 9 10 12 16 13 10 7 4

100.0 55.8 17.3 19.2 23.1 30.8 25.0 19.2 13.5 7.7
69 28 15 18 17 19 18 7 14 3

100.0 40.6 21.7 26.1 24.6 27.5 26.1 10.1 20.3 4.3
51 18 9 10 15 19 13 8 18 0

100.0 35.3 17.6 19.6 29.4 37.3 25.5 15.7 35.3 0.0

上段：実数、下段：％

日本語教育機関
全体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上

大学生等全体

在
留
期
間

１年未満

１年

２年

３年

４年以上
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【居住地域別】 

居住地域別にみると、日本語学校生等、大学生等とも、「医療（病院、薬局など）の情報」に対する

ニーズが居住地域を問わず概ね４割以上の高いという結果になった。 

このほか、東部では、日本語学校生等、大学生等地域とも、「日本語教室の情報」のニーズが他の地

域居住者と比較して高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本語習熟度別】 

日本語習熟度別にみると、日本語学校生等、大学生等とも、習熟度が低いほど「災害などの緊急のと

きの情報」のニーズが高い傾向となった。 

大学生等では、このほか、「医療（病院、薬局など）の情報」、「日本語教室の情報」、「公共施設や交

通機関などの案内」、「ごみ出しなどの地域のルール」において、習熟度が低いほど、ニーズが高い傾向

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

※調査対象者の主観に基づく回答を整理・類別した区分 

サ
ン
プ
ル
数

医
療

（
病
院

、
薬

局
な
ど

）
の
情
報

自
分
の
国
の
こ
と

ば
で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

日
本
語
教
室
の
情

報 災
害
な
ど
緊
急
の

と
き
の
情
報

公
共
施
設
や
交
通

機
関
な
ど
の
案
内

ご
み
出
し
な
ど
の

地
域
の
ル
ー

ル

特
に
な
い

そ
の
他

572 259 182 127 177 259 142 112 53 4
100.0 45.3 31.8 22.2 30.9 45.3 24.8 19.6 9.3 0.7
157 74 50 40 40 71 45 42 18 1
100.0 47.1 31.8 25.5 25.5 45.2 28.7 26.8 11.5 0.6
28 11 6 8 6 12 7 6 3 0

100.0 39.3 21.4 28.6 21.4 42.9 25.0 21.4 10.7 0.0
254 114 76 56 89 114 62 46 17 3
100.0 44.9 29.9 22.0 35.0 44.9 24.4 18.1 6.7 1.2
2 2 0 1 0 1 1 0 0 0

100.0 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0
255 117 58 64 65 95 77 53 47 11
100.0 45.9 22.7 25.1 25.5 37.3 30.2 20.8 18.4 4.3
172 79 40 43 45 65 55 36 30 7
100.0 45.9 23.3 25.0 26.2 37.8 32.0 20.9 17.4 4.1
21 10 5 6 4 6 5 5 6 0

100.0 47.6 23.8 28.6 19.0 28.6 23.8 23.8 28.6 0.0
19 8 4 5 6 6 4 1 6 1

100.0 42.1 21.1 26.3 31.6 31.6 21.1 5.3 31.6 5.3
10 7 1 4 2 5 5 3 0 3

100.0 70.0 10.0 40.0 20.0 50.0 50.0 30.0 0.0 30.0

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

居
住
地
域

西部

中部

東部

北部

大学生等全体

居
住
地
域

西部

中部

東部

北部

サ
ン
プ
ル
数

医
療

（
病
院

、
薬
局

な
ど

）
の
情
報

自
分
の
国
の
こ
と
ば

で
の
情
報

役
所
か
ら
の
お
知
ら

せ 日
本
語
教
室
の
情
報

災
害
な
ど
緊
急
の
と

き
の
情
報

公
共
施
設
や
交
通
機

関
な
ど
の
案
内

ご
み
出
し
な
ど
の
地

域
の
ル
ー

ル

特
に
な
い

そ
の
他

572 259 182 127 177 259 142 112 53 4

100.0 45.3 31.8 22.2 30.9 45.3 24.8 19.6 9.3 0.7
62 27 16 18 22 33 10 11 6 0

100.0 43.5 25.8 29.0 35.5 53.2 16.1 17.7 9.7 0.0
303 143 109 64 97 144 74 57 23 3

100.0 47.2 36.0 21.1 32.0 47.5 24.4 18.8 7.6 1.0
144 63 41 36 46 59 42 37 21 1

100.0 43.8 28.5 25.0 31.9 41.0 29.2 25.7 14.6 0.7
255 117 58 64 65 95 77 53 47 11

100.0 45.9 22.7 25.1 25.5 37.3 30.2 20.8 18.4 4.3
22 14 5 8 7 11 11 7 3 2

100.0 63.6 22.7 36.4 31.8 50.0 50.0 31.8 13.6 9.1
49 25 15 7 12 19 10 11 5 2

100.0 51.0 30.6 14.3 24.5 38.8 20.4 22.4 10.2 4.1
172 74 36 47 39 64 54 35 37 7

100.0 43.0 20.9 27.3 22.7 37.2 31.4 20.3 21.5 4.1

上段：実数、下段：％

日本語教育機関
全体

日
本
語
習
熟
度 習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】

大学生等全体

日
本
語
習
熟
度 習熟度【高】

習熟度【中】

習熟度【低】
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 自分の国にいる家族や友人との連絡方法とその頻度 

 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「Skype などのビデオチャット」が 70.2％で最も高く、次いで「SNS」が 20.7％

となった。 

大学生等では、「SNS」が 68.2％で最も高く、次いで「Skype などのビデオチャット」が 20.8％とな

っており、日本語学校生等と大学生等で連絡手段に差がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、中国

出身者以外で「Skype などのビデオチャット」の

割合が高く、特にベトナム出身者では 86.7％と

80％以上の者が利用している結果となった。一方

で、中国出身者では「SNS」が、73.4％と高い結

果となった。 

大学生等では、ベトナム出身者で「Skype など

のビデオチャット」が 71.4％と他国出身者と比較

して高く、一方で、中国とその他の国の出身者で

は「SNS」がベトナム出身者と比較して高くなっ

ており、日本語学校生等、大学生等ともに、出身

国別の利用ツールにおいては同様の傾向となった。  

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

④ 自分の国にいる家族や友人とは、どのように連絡をとっていますか？（1 つだけ選択） 

70.2 

20.7 

6.6 

0.3 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

Ｓｋｙｐｅなどのビデオチャット

ＳＮＳ

メール

手紙

その他

（％）日本語学校生等

N=588

サンプル数 588

Ｓｋｙｐｅなどのビデ

オチャット
413

ＳＮＳ 122

メール 39

手紙 2

その他 12

68.2 

20.8 

6.7 

0.0 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ＳＮＳ

Ｓｋｙｐｅなどのビデオチャット

メール

手紙

その他

（％）大学生等

N=255

サンプル数 255

ＳＮＳ 174

Ｓｋｙｐｅなどのビデ

オチャット
53

メール 17

手紙 0

その他 11

サ
ン
プ
ル
数

メ
ー

ル

Ｓ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
な
ど

の
ビ
デ
オ
チ

ャ

ッ

ト 手
紙

そ
の
他

588 39 122 413 2 12
100.0 6.6 20.7 70.2 0.3 2.0
414 20 32 359 1 2
100.0 4.8 7.7 86.7 0.2 0.5
79 9 58 4 0 8

100.0 11.4 73.4 5.1 0.0 10.1
48 3 12 30 1 2

100.0 6.3 25.0 62.5 2.1 4.2
46 6 20 20 0 0

100.0 13.0 43.5 43.5 0.0 0.0
255 17 174 53 0 11
100.0 6.7 68.2 20.8 0.0 4.3
56 4 12 40 0 0

100.0 7.1 21.4 71.4 0.0 0.0
147 10 123 4 0 10
100.0 6.8 83.7 2.7 0.0 6.8
52 3 39 9 0 1

100.0 5.8 75.0 17.3 0.0 1.9

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校背等
全体

ベトナム

中国

ネパール
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【連絡頻度】 

日本語学校生等では、「週に数回」が 40.8％で最も高く、次いで「毎日」が 31.6％で、約 70％の者が

自分の国にいる家族や友人と週に数回以上連絡を取っている結果となった。 

大学生等では、「毎日」が 51.0％で最も高く、次いで「週に数回」が 29.9％で、約 80％の者が自分の

国にいる家族や友人と週に数回以上連絡を取っている結果となり、日本語学校生等と同様に、高頻度で

連絡をとっている者が多い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

日本語学校生等では、「毎日」連絡を取る者

が、中国出身者で 52.3％と、他国出身者と比

較して高くなっている。 

大学生等では、「毎日」連絡を取る者が中国

出身者で 51.8％と、日本語学校生等と同様の

傾向となった。 

 

 

 

 

 

  

51.0 

29.9 

9.5 

9.1 

0.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

毎日

週に数回

週１回

１か月に数回

その他

（％）大学生等

N=241

40.8 

31.6 

14.5 

11.6 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

週に数回

毎日

週１回

１か月に数回

その他

（％）日本語学校生等

N=551

サンプル数 551

毎日 174

週に数回 225

週１回 80

１か月に数回 64
その他 8

サンプル数 241

毎日 123

週に数回 72

週１回 23

１か月に数回 22
その他 1

サ
ン
プ
ル
数

毎
日

週
に
数
回

週
１
回

１
か
月
に
数
回

そ
の
他

551 174 225 80 64 8
100.0 31.6 40.8 14.5 11.6 1.5
401 108 179 59 50 5
100.0 26.9 44.6 14.7 12.5 1.2
65 34 18 5 6 2

100.0 52.3 27.7 7.7 9.2 3.1
43 14 19 8 2 0

100.0 32.6 44.2 18.6 4.7 0.0
41 17 9 8 6 1

100.0 41.5 22.0 19.5 14.6 2.4
241 123 72 23 22 1
100.0 51.0 29.9 9.5 9.1 0.4
52 21 20 7 4 0

100.0 40.4 38.5 13.5 7.7 0.0
139 72 43 11 12 1
100.0 51.8 30.9 7.9 8.6 0.7
50 30 9 5 6 0

100.0 60.0 18.0 10.0 12.0 0.0

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 日本人との交流状況 

 近所の日本人と会話をする頻度 

 

 

 

日本語学校生等では、「ある（あいさつをする程度）」が 53.3％で最も高く、「ある（ときどき長い話

をすることがある）」が 19.0％、「ある（困ったときに相談している）」は 4.9％となっており、あいさつ

以上の深い交流がある者は 23.9％にとどまった。 

大学生等では、日本語学校生等と同様に「ある（あいさつをする程度）」が 49.4％で最も高く、次い

で「ある（ときどき長い話をすることがある）」が 23.9％、「ある（困ったときに相談している）」が 11.4％

となっており、あいさつ以上の深い交流がある者は日本語学校生等より 11.4 ポイント高い 35.3％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

 出身国別にみると、日本語学校生等では、中国出身者

で「ある（あいさつをする程度）」が 67.9％で、他国出

身者と比較して最も高く、「ない」とする者の割合は、

最も低くなっている。 

大学生等では、中国出身者で「ある（あいさつをする

程度）」が 60.8％と、他国出身者と比較して高くなって

おり、その他の国の出身者では、「ある（ときどき長い

話をする程度）」、「ある（困ったときに相談している）」

がそれぞれ 30％以上と、ベトナムや中国出身者より深

い交流をしている者の割合が高い傾向となった。また、

ベトナム出身者では、「ない」とする者が 32.7％で、他

国出身者と比較して高い結果となった。  

49.4 

23.9 

11.4 

15.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

ある（あいさつをする程度）

ある（ときどき長い話をすることがある）

ある（困ったときに相談している）

ない

（％）大学生等

N=255

53.3 

19.0 

4.9 

22.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

ある（あいさつをする程度）

ある（ときどき長い話をすることがある）

ある（困ったときに相談している）

ない

（％）日本語学校生等

N=589

設問：近所の日本人と話をすることがありますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 589

ある（あいさつをする

程度）
314

ある（ときどき長い話

をすることがある）
112

ある（困ったときに相
談している）

29

ない 134

サ
ン
プ
ル
数

あ
る

（
あ
い
さ
つ

を
す
る
程
度

）

あ
る

（
と
き
ど
き

長
い
話
を
す
る
こ

と
が
あ
る

）

あ
る

（
困

っ
た
と

き
に
相
談
し
て
い

る

）

な
い

589 314 112 29 134
100.0 53.3 19.0 4.9 22.8
413 213 85 20 95
100.0 51.6 20.6 4.8 23.0
81 55 11 0 15

100.0 67.9 13.6 0.0 18.5
47 23 6 7 11

100.0 48.9 12.8 14.9 23.4
47 22 10 2 13

100.0 46.8 21.3 4.3 27.7
255 126 61 29 39
100.0 49.4 23.9 11.4 15.3
55 24 13 0 18

100.0 43.6 23.6 0.0 32.7
148 90 31 11 16
100.0 60.8 20.9 7.4 10.8
52 12 17 18 5

100.0 23.1 32.7 34.6 9.6

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

サンプル数 255

ある（あいさつをする

程度）
126

ある（ときどき長い話

をすることがある）
61

ある（困ったときに相
談している）

29

ない 39
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 近所の日本人と今後の交流に対する希望 

 

 

 

日本語学校生等、大学生等ともに、近所の日本人と今後もっと交

流を深めたいと「思っている」者が、それぞれ 90％以上となってお

り、多くの留学生が日本人と親睦を深めたいと希望している結果と

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近所の日本人とどのような交流関係を築きたいか】 

日本語学校生等では、「近所の行事（祭りなど）に参加したい」が 53.9％で最も高く、次いで「自分

の国の文化を紹介したい」が 43.7％、「一緒に食事など気軽に交流したい」が 37.8％となっている。 

大学生等では、「近所の行事（祭りなど）に参加したい」が 60.6％で最も高く、次いで「一緒に食事な

ど気軽に交流したい」が 52.7％、「自分の国の文化を紹介したい」が 41.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

60.6 

52.7 

41.2 

37.2 

2.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

近所の行事（祭りなど）に参加したい

一緒に食事など気軽に交流したい

自分の国の文化を紹介したい

一緒にボランティア活動をしたい

その他

（％）大学生等

N=226

設問：近所の日本人と、もっと仲良くなりたいと思いますか？（1 つだけ選択） 

53.9 

43.7 

37.8 

28.9 

2.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

近所の行事（祭りなど）に参加したい

自分の国の文化を紹介したい

一緒に食事など気軽に交流したい

一緒にボランティア活動をしたい

その他

（％）日本語学校生等

N=519

サ
ン
プ
ル
数

思

っ
て
い
る

思

っ
て
い
な
い

590 545 45
100.0 92.4 7.6
415 386 29
100.0 93.0 7.0
80 73 7

100.0 91.3 8.8
48 46 2

100.0 95.8 4.2
46 39 7

100.0 84.8 15.2
257 234 23
100.0 91.1 8.9
56 45 11

100.0 80.4 19.6
150 140 10
100.0 93.3 6.7
51 49 2

100.0 96.1 3.9

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

サンプル数 519

近所の行事（祭り

など）に参加したい
280

自分の国の文化を

紹介したい
227

一緒に食事など気
軽に交流したい

196

一緒にボランティア

活動をしたい
150

その他 11

サンプル数 226

近所の行事（祭り

など）に参加したい
137

一緒に食事など気

軽に交流したい
119

自分の国の文化を
紹介したい

93

一緒にボランティア

活動をしたい
84

その他 5
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学

生等ともに、ベトナム出身者では「近所の行

事に参加したい」に次いで「自分の国の文化

を紹介したい」が多く、中国出身者では「近

所の行事に参加したい」に次いで「一緒に食

事など気軽に交流したい」が多い結果となっ

た。 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

近
所
の
行
事

（
祭

り
な
ど

）
に
参
加

し
た
い

自
分
の
国
の
文
化

を
紹
介
し
た
い

一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
活
動
を
し

た
い

一
緒
に
食
事
な
ど

気
軽
に
交
流
し
た

い そ
の
他

519 280 227 150 196 11
100.0 53.9 43.7 28.9 37.8 2.1
372 192 178 100 146 6
100.0 51.6 47.8 26.9 39.2 1.6
67 45 18 26 29 4

100.0 67.2 26.9 38.8 43.3 6.0
43 25 13 13 6 1

100.0 58.1 30.2 30.2 14.0 2.3
36 17 17 11 14 0

100.0 47.2 47.2 30.6 38.9 0.0
226 137 93 84 119 5
100.0 60.6 41.2 37.2 52.7 2.2
42 21 19 17 17 0

100.0 50.0 45.2 40.5 40.5 0.0
137 83 49 51 65 4
100.0 60.6 35.8 37.2 47.4 2.9
47 33 25 16 37 1

100.0 70.2 53.2 34.0 78.7 2.1

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 母国の人で集まるコミュニティの有無 

 

 

 

日本語学校生等、大学生等ともに、「近所にあり、行ったことがある」がそれぞれ 36.9％、39.8％で

最も高くなっている一方で、「わからない」と回答した者も、それぞれ 22.5％、24.6％となっており、

日本語学校生等、大学生等ともに、約 20％の者が、同国籍者が集まるコミュニティの存在を認知して

いないという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大

学生等ともに、ベトナム出身者で「近所に

あり、いったことがある」がそれぞれ他国

出身者と比較して高くなっている。 

一方、日本語学校生等では、中国とネパ

ール出身者で、大学生等では中国出身者で、

「わからない」が他国出身者と比較して高

くなっており、出身国によって、同国籍者

が集まるコミュニティの活用状況、認知度

に、傾向の違いがみられた。 

  

39.8 

8.6 

7.4 

5.5 

2.7 

11.3 

24.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

近所にあり、いったことがある

あることを知っているが、遠くていくことができない

近くにはないが、いったことがある

あることを知っているが、どこにあるかわからない

あることを知っているが、いったことがない

コミュニティはない

わからない

（％）大学生等

N=256

36.9 

11.0 

6.8 

6.1 

4.1 

12.7 

22.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

近所にあり、いったことがある

あることを知っているが、遠くていくことができない

近くにはないが、いったことがある

あることを知っているが、どこにあるかわからない

あることを知っているが、いったことがない

コミュニティはない

わからない

（％）日本語学校生等

N=591

設問：あなたと同じ国の人が集まるコミュニティは、ありますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 591

近所にあり、いったことが

ある
218

あることを知っているが、
遠くていくことができない

65

近くにはないが、いったこ

とがある
40

あることを知っているが、
どこにあるかわからない

36

あることを知っているが、

いったことがない
24

コミュニティはない 75
わからない 133

サンプル数 256

近所にあり、いったことが

ある
102

あることを知っているが、
遠くていくことができない

22

近くにはないが、いったこ

とがある
19

あることを知っているが、
どこにあるかわからない

14

あることを知っているが、

いったことがない
7

コミュニティはない 29
わからない 63

サ
ン
プ
ル
数

近
所
に
あ
り

、
い

っ

た
こ
と
が
あ
る

近
く
に
は
な
い
が

、

い

っ
た
こ
と
が
あ
る

あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
る
が

、
遠
く
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い

あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
る
が

、
ど
こ
に
あ

る
か
わ
か
ら
な
い

あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
る
が

、
い

っ
た
こ

と
が
な
い

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
は
な

い わ
か
ら
な
い

591 218 40 65 36 24 75 133
100.0 36.9 6.8 11.0 6.1 4.1 12.7 22.5
416 182 18 62 26 22 45 61
100.0 43.8 4.3 14.9 6.3 5.3 10.8 14.7
81 14 7 1 3 1 17 38

100.0 17.3 8.6 1.2 3.7 1.2 21.0 46.9
48 12 4 1 3 0 8 20

100.0 25.0 8.3 2.1 6.3 0.0 16.7 41.7
45 10 11 0 4 1 5 14

100.0 22.2 24.4 0.0 8.9 2.2 11.1 31.1
256 102 19 22 14 7 29 63
100.0 39.8 7.4 8.6 5.5 2.7 11.3 24.6
56 31 2 10 4 3 2 4

100.0 55.4 3.6 17.9 7.1 5.4 3.6 7.1
148 51 13 5 9 1 22 47
100.0 34.5 8.8 3.4 6.1 0.7 14.9 31.8
52 20 4 7 1 3 5 12

100.0 38.5 7.7 13.5 1.9 5.8 9.6 23.1

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール
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 広島県に対する評価 

 広島県内に住んで良かったと思うこと 

 

 

日本語学校生等では、「東京などに比べて物価が安い」が 58.3％で最も高く、次いで「会社や学校の

日本人が親切」が 46.8％、「店が多く、生活が便利」が 34.8％となっている。 

大学生等では、「東京などに比べて物価が安い」が 57.0％で最も高く、次いで「会社や学校の日本人

が親切」が 50.4％、「自然や文化が豊か」が 41.9％と高く、日本語学校生等、大学生等ともに物価や人

間関係における項目において評価が高い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.0 

50.4 

41.9 

31.0 

30.6 

20.5 

4.3 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

東京などに比べて物価が安い

会社や学校の日本人が親切

自然や文化が豊か

近所の日本人が親切

店が多く、生活が便利

同じ国から来ている人が多い

良かったと思ったことはない

その他

（％）大学生等

N=258

58.3 

46.8 

34.8 

33.8 

24.8 

21.8 

3.4 

2.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

東京などに比べて物価が安い

会社や学校の日本人が親切

店が多く、生活が便利

自然や文化が豊か

同じ国から来ている人が多い

近所の日本人が親切

良かったと思ったことはない

その他

（％）日本語学校生等

N=592

設問：広島県内に住んで、良かったと思うことは何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 592

東京などに比べて物

価が安い
345

会社や学校の日本人
が親切

277

店が多く、生活が便利 206

自然や文化が豊か 200
同じ国から来ている人
が多い

147

近所の日本人が親切 129

良かったと思ったこと
はない

20

その他 13

サンプル数 258

東京などに比べて物

価が安い
147

会社や学校の日本人
が親切

130

自然や文化が豊か 108

近所の日本人が親切 80
店が多く、生活が便利 79
同じ国から来ている人
が多い

53

良かったと思ったこと
はない

11

その他 11
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等では、ネパール、その他の国の出身者で「会社や学校の日本人が

親切」が最も高くなっている。一方、ベトナム、中国出身者では、「東京などに比べて物価が安い」が

それぞれ 62.4％、54.3％と最も高くなった。 

大学生等では、中国、ベトナム出身者で、「東京などに比べて物価が安い」が最も高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就業・居住希望地域別】 

就労する企業の選択基準で就業・居住地を重視する者についてみると、日本語学校生等では希望地域

に「広島県内」を選択した者は、他地域希望者に比べ、「会社や学校の日本人が親切」、「自然や文化が

豊か」、「店が多く、生活が便利」の選択割合が上回る結果となった。 

また、大学生等では「自然や文化が豊か」の選択割合が上回る結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン
プ
ル
数

会
社
や
学
校
の
日

本
人
が
親
切

近
所
の
日
本
人
が

親
切

自
然
や
文
化
が
豊

か 店
が
多
く

、
生
活

が
便
利

東
京
な
ど
に
比
べ

て
物
価
が
安
い

同
じ
国
か
ら
来
て

い
る
人
が
多
い

良
か

っ
た
と
思

っ

た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

592 277 129 200 206 345 147 20 13
100.0 46.8 21.8 33.8 34.8 58.3 24.8 3.4 2.2
165 87 33 63 64 97 45 3 3
100.0 52.7 20.0 38.2 38.8 58.8 27.3 1.8 1.8
22 9 4 5 5 19 2 0 1

100.0 40.9 18.2 22.7 22.7 86.4 9.1 0.0 4.5
36 12 2 9 12 32 14 0 0

100.0 33.3 5.6 25.0 33.3 88.9 38.9 0.0 0.0
18 11 6 6 4 10 4 0 0

100.0 61.1 33.3 33.3 22.2 55.6 22.2 0.0 0.0
258 130 80 108 79 147 53 11 11
100.0 50.4 31.0 41.9 30.6 57.0 20.5 4.3 4.3
48 24 18 26 17 28 12 3 3

100.0 50.0 37.5 54.2 35.4 58.3 25.0 6.3 6.3
17 13 9 7 4 11 5 0 0

100.0 76.5 52.9 41.2 23.5 64.7 29.4 0.0 0.0
13 5 3 2 5 9 1 2 0

100.0 38.5 23.1 15.4 38.5 69.2 7.7 15.4 0.0
7 1 3 1 5 6 4 0 1

100.0 14.3 42.9 14.3 71.4 85.7 57.1 0.0 14.3

大学生等全体

就
業
・
居
住
希
望

地
域

広島県内

東京

大阪

その他

上段：実数、下段：％

日本語教育機関
全体

就
業
・
居
住
希
望

地
域

広島県内

東京

大阪

その他

サ
ン
プ
ル
数

会
社
や
学
校
の
日

本
人
が
親
切

近
所
の
日
本
人
が

親
切

自
然
や
文
化
が
豊

か 店
が
多
く

、
生
活

が
便
利

東
京
な
ど
に
比
べ

て
物
価
が
安
い

同
じ
国
か
ら
来
て

い
る
人
が
多
い

良
か

っ
た
と
思

っ

た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

592 277 129 200 206 345 147 20 13
100.0 46.8 21.8 33.8 34.8 58.3 24.8 3.4 2.2
415 182 78 142 162 259 124 7 7
100.0 43.9 18.8 34.2 39.0 62.4 29.9 1.7 1.7
81 41 27 19 23 44 19 5 3

100.0 50.6 33.3 23.5 28.4 54.3 23.5 6.2 3.7
49 29 12 20 10 20 3 4 3

100.0 59.2 24.5 40.8 20.4 40.8 6.1 8.2 6.1
46 24 11 19 10 21 1 4 0

100.0 52.2 23.9 41.3 21.7 45.7 2.2 8.7 0.0
258 130 80 108 79 147 53 11 11
100.0 50.4 31.0 41.9 30.6 57.0 20.5 4.3 4.3
56 28 13 23 19 30 11 3 2

100.0 50.0 23.2 41.1 33.9 53.6 19.6 5.4 3.6
150 69 52 61 44 92 36 5 7
100.0 46.0 34.7 40.7 29.3 61.3 24.0 3.3 4.7
52 33 15 24 16 25 6 3 2

100.0 63.5 28.8 46.2 30.8 48.1 11.5 5.8 3.8

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他
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 家族と日本で生活する際に、不安に感じること 

 

 

 

 

日本語学校生等では、「家族が日本語がわからない」が 44.9％で最も高く、次いで「住む家を見つけ

ること」が 33.1％、「出産や子育て」が 24.0％、「家族と近所の人とのコミュニケーション」が 21.3％

となっている。 

大学生等では、「家族が日本語がわからない」が 57.4％で最も高く、次いで「家族と近所の人とのコ

ミュニケーション」が 32.5％、「住む家を見つけること」が 29.7％、「家族が病気やけがになったとき」

が 26.1％と高くなっており、日本語学校生等、大学生等ともに家族と生活する際の不安要素については、

比較的近い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.4 

32.5 

29.7 

26.1 

20.5 

18.5 

16.9 

16.5 

15.7 

15.7 

12.4 

2.4 

12.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族が日本語がわからない

家族と近所の人とのコミュニケーション

住む家を見つけること

家族が病気やけがになったとき

子供の教育（学校）

家族がバスや電車の乗り方がわからない

災害のときに、どうすればいいかわからない

地域のルール（ごみの出し方、音やにおいなど）

出産や子育て

家族が日本の交通ルールがわからない

配偶者（妻や夫）の日本語の勉強

その他

不安なことはない

（％）大学生等

N=249

44.9 

33.1 

24.0 

21.3 

20.6 

18.8 

17.2 

15.2 

11.1 

11.1 

10.8 

2.3 

15.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

家族が日本語がわからない

住む家を見つけること

出産や子育て

家族と近所の人とのコミュニケーション

家族が病気やけがになったとき

家族がバスや電車の乗り方がわからない

子供の教育（学校）

家族が日本の交通ルールがわからない

配偶者（妻や夫）の日本語の勉強

災害のときに、どうすればいいかわからない

地域のルール（ごみの出し方、音やにおいなど）

その他

不安なことはない

（％）日本語学校生等

N=574

設問：広島県内で家族と一緒に生活すること（一人で日本に来ている人は、将来、家族を連れて来

ることができるようになった場）に、不安なことは何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 574

家族が日本語がわからない 258

住む家を見つけること 190
出産や子育て 138

家族と近所の人とのコミュニケー
ション

122

家族が病気やけがになったとき 118

家族がバスや電車の乗り方がわか
らない

108

子供の教育（学校） 99
家族が日本の交通ルールがわから

ない
87

配偶者（妻や夫）の日本語の勉強 64
災害のときに、どうすればいいかわ

からない
64

地域のルール（ごみの出し方、音や

においなど）
62

その他 13

不安なことはない 90

サンプル数 249

家族が日本語がわからない 143

家族と近所の人とのコミュニケー
ション

81

住む家を見つけること 74
家族が病気やけがになったとき 65

子供の教育（学校） 51

家族がバスや電車の乗り方がわか
らない

46

災害のときに、どうすればいいかわ
からない

42

地域のルール（ごみの出し方、音や

においなど）
41

出産や子育て 39

家族が日本の交通ルールがわから
ない

39

配偶者（妻や夫）の日本語の勉強 31
その他 6

不安なことはない 32
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【出身国別】 

出身国別にみると、日本語学校生等、大学生等ともに、どの国の出身者も「家族が日本語がわからな

い」を一番にあげており、中でも中国出身者はその割合が高い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ
ン
プ
ル
数

住
む
家
を
見
つ
け
る

こ
と

家
族
が
病
気
や
け
が

に
な

っ
た
と
き

出
産
や
子
育
て

子
供
の
教
育

（
学

校

）

家
族
が
日
本
語
が
わ

か
ら
な
い

配
偶
者

（
妻
や
夫

）

の
日
本
語
の
勉
強

地
域
の
ル
ー

ル

（
ご

み
の
出
し
方

、
音
や

に
お
い
な
ど

）

家
族
と
近
所
の
人
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

家
族
が
日
本
の
交
通

ル
ー

ル
が
わ
か
ら
な

い 家
族
が
バ
ス
や
電
車

の
乗
り
方
が
わ
か
ら

な
い

災
害
の
と
き
に

、
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
わ

か
ら
な
い

不
安
な
こ
と
は
な
い

そ
の
他

574 190 118 138 99 258 64 62 122 87 108 64 90 13
100.0 33.1 20.6 24.0 17.2 44.9 11.1 10.8 21.3 15.2 18.8 11.1 15.7 2.3
405 143 87 113 75 174 46 40 90 57 68 35 58 6
100.0 35.3 21.5 27.9 18.5 43.0 11.4 9.9 22.2 14.1 16.8 8.6 14.3 1.5
79 27 20 12 12 51 13 6 21 18 25 16 15 1

100.0 34.2 25.3 15.2 15.2 64.6 16.5 7.6 26.6 22.8 31.6 20.3 19.0 1.3
45 8 6 6 8 14 3 5 4 3 5 6 8 4

100.0 17.8 13.3 13.3 17.8 31.1 6.7 11.1 8.9 6.7 11.1 13.3 17.8 8.9
44 11 5 7 4 19 2 11 7 9 10 7 9 2

100.0 25.0 11.4 15.9 9.1 43.2 4.5 25.0 15.9 20.5 22.7 15.9 20.5 4.5
249 74 65 39 51 143 31 41 81 39 46 42 32 6
100.0 29.7 26.1 15.7 20.5 57.4 12.4 16.5 32.5 15.7 18.5 16.9 12.9 2.4
55 17 8 12 12 19 7 4 11 3 5 4 8 1

100.0 30.9 14.5 21.8 21.8 34.5 12.7 7.3 20.0 5.5 9.1 7.3 14.5 1.8
145 42 42 20 28 99 19 29 58 29 36 30 14 3
100.0 29.0 29.0 13.8 19.3 68.3 13.1 20.0 40.0 20.0 24.8 20.7 9.7 2.1
49 15 15 7 11 25 5 8 12 7 5 8 10 2

100.0 30.6 30.6 14.3 22.4 51.0 10.2 16.3 24.5 14.3 10.2 16.3 20.4 4.1

大学生等全体

出
身
国

ベトナム

中国

その他

その他

出
身
国

上段：実数、下段：％

日本語学校生等
全体

ベトナム

中国

ネパール
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3. 調査結果（一般外国人） 

 回答者属性 

①性別                 ②年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出身国                ④結婚の有無 

 

 

 

 

 

 

⑤アルバイトの有無とアルバイト先の地域 

 

 

 

 

 

 

⑥居住地域                   ⑦日本での在住年数 

 

 

 

 

 

 

⑧在留資格 

 

 

 

 

 

  

サ

ン
プ
ル
数

男 女 そ

の
他
・
答
え
た

く
な
い

48 19 29 0

100.0 39.6 60.4 0.0

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

２

０

歳

未

満

２

０

歳
～

２

４

歳

２

５

歳
～

２

９

歳

３

０

歳
～

３

４

歳

３

５

歳
～

３

９

歳

４

０

歳

以

上

47 4 12 10 9 4 8

100.0 8.5 25.5 21.3 19.1 8.5 17.0

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

ベ

ト

ナ

ム

中

国

そ

の

他

48 13 16 19

100.0 27.1 33.3 39.6

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

結

婚

し

て

い

る

結

婚

し

て

い

な

い

48 27 21

100.0 56.3 43.8

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

は

い

い

い

え

48 34 14

100.0 70.8 29.2

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

西

部

中

部

東

部

北

部

22 16 2 4 0

100.0 72.7 9.1 18.2 0.0

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

西

部

中

部

東

部

北

部

39 21 5 12 1

100.0 53.8 12.8 30.8 2.6

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

１

年

未

満

１

年

２

年

３

年

４

年

以

上

46 8 9 4 10 15

100.0 17.4 19.6 8.7 21.7 32.6

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

留

学

永

住

者

、
永

住

者

の

配

偶

者

定

住

者

日

本

人

の

配

偶

者

等

家

族

滞

在

技

術

・

人

文

知

識

・

国

際

業

務

そ

の

他

50 0 13 8 5 6 6 12

100.0 0.0 26.0 16.0 10.0 12.0 12.0 24.0

実数

構成比
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 修了後の就労において求める条件等 

 特定技能の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 修了後の就労意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 就労する場合に活用したい在留資格 

 

 

 

 

「専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）」が 28 人中 15 人で最も多く、次いで「その他

の在留資格」が 9 人、「特定技能」が 5 人となった。 

 

 

  53.6 

32.1 

17.9 

7.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

専門的・技術的分野（技術・人文知識・国際業務）

その他の在留資格

特定技能

在留資格についてわからない

（％）

N=28

サ

ン

プ

ル

数

知

っ
て

い

る

知

ら

な

い

41 19 22

100.0 46.3 53.7

実数

構成比

サ

ン

プ

ル

数

で

き

れ

ば

働

き

た

い

働

き

た

く

な

い

36 31 5

100.0 86.1 13.9

実数

構成比

設問：あなたは、2019 年 4 月に新しくできた在留資格「特定技能」について知っていますか？ 

（1 つだけ選択） 

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

① 今後（留学生の方は卒業後）、日本で働きたいですか？（1 つだけ選択） 

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

② どの在留資格で働きたいですか？（複数回答可） 

特定技能を「知らない」者が 41 人中 22 人で、

半数以上の者が特定技能を認知していない結果

となった。 

「できれば働きたい」が 36 人中 31 人という結

果となった。 

 

サンプル数 28

専門的・技術的分

野（技術・人文知
識・国際業務）

15

その他の在留資格 9

特定技能 5
在留資格について

わからない
2
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 就労を希望する業種 

 

 

 

 

「その他サービス業」が 6 人、「製造業（食品）」、「小売業」がそれぞれ 5 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 希望する業種を選んだ理由 

 

 

 

 

「自分の技術や経験が使えるから」が 29 人中 15 人で最も多く、次いで「その分野の日本の企業で、

働く経験を積みたいから」が 13 人、「帰国後にやりたい仕事と関係があるから」、「給料や働いたときの

条件がいいから」がそれぞれ 7 人となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.7 

44.8 

24.1 

24.1 

13.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の技術や経験が使えるから

その分野の日本の企業で、働く経験を積みたいから

帰国後にやりたい仕事と関係があるから

給料や働いたときの条件がいいから

その他

（％）

N=29

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

③ どのような仕事をしたいですか？（3 つまで複数回答可） 

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

④ 「③」で〇をつけた仕事を選んだ理由は何ですか？（3 つまで複数回答可） 

サンプル数 29

自分の技術や経験
が使えるから

15

その分野の日本の
企業で、働く経験を

積みたいから

13

帰国後にやりたい

仕事と関係がある
から

7

給料や働いたとき
の条件がいいから

7

その他 4

20.7 
17.2 17.2 

10.3 10.3 
6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 

3.4 
0.0 0.0 0.0 

37.9 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

製
造
業
（食
品
）

小
売
業

宿
泊
業

介
護

農
業

建
設
業

製
造
業
（繊
維
・衣
服
）

製
造
業
（機
械
・金
属
）

製
造
業
（電
気
・電
子
関
連
）

製
造
業
（そ
の
他
）

外
食
業

製
造
業
（自
動
車
関
係
）

漁
業

製
造
業
（造
船
）

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他

（％）

N＝29

その他の

サービス
業

製造業（食

品）
小売業 宿泊業 介護 農業 建設業

製造業（繊

維・衣服）

製造業（機

械・金属）

6 5 5 3 3 2 2 2 2

製造業（電
気・電子関

連）

製造業（そ

の他）
外食業

製造業（自

動車関係）
漁業

製造業（造

船）

ビルクリー

ニング
その他

2 2 2 1 0 0 0 11

29

サンプル数
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 今後の就労において企業に求める条件と、就労・居住希望地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する会社からの支援内容】（「会社が生活面を支援してくれること」選択者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する就労・居住地域】（「自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること」選択者の

み） 

 

 

 

 

 

  

63.3 

53.3 

36.7 

26.7 

23.3 

20.0 

16.7 

6.7 

3.3 

6.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分が働きたい場所、または、住みたい場所にあること

技術を学んだり、自分の技術が使えること

給料がいいこと

会社の人が親切にしてくれること

会社が生活面を支援してくれること

帰国後にしたい仕事と同じであること

自分の国にその会社が進出していること

同じ国の人が働いていること

残業が少ないこと

その他

（％）

N=30

設問：今後日本で働くことについて聞きます。 

⑤ 働く会社を選ぶときは、何が大事ですか？（3 つまで複数回答可） 

サ
ン
プ
ル
数

広
島
県
内

東
京

大
阪

そ
の
他

18 13 3 2 0

100.0 72.2 16.7 11.1 0.0

実数

構成比

サ
ン
プ
ル
数

日
本
語
の
勉
強

家
を
借
り
る
こ
と

そ
の
他

4 2 3 0

100.0 50.0 75.0 0.0

実数

構成比

「自分が働きたい場所、また、住みたい場所にあるから」が 30 人中 19 人で最も多く、次いで

「技術を学んだり、自分の技術が使えること」が 16 人、「給料がいいこと」が 11 人となっている。 

働く会社の選択基準について「自分が働きたい場所、

または、住みたい場所にあること」を選択した回答者に

希望する地域をたずねたところ、「広島県内」が 18 人中

13 人で東京・大阪を抑え、最も多い結果となった。 

働く会社の選択基準について「会社が生活面を支援してく

れること」を選択した回答者に希望する支援内容をたずねた

ところ、「家を借りること」が 4 人中 3 人、「日本語の勉強」

が 2 人となった。 

サンプル数 30

自分が働きたい場所、または、住み
たい場所にあること

19

技術を学んだり、自分の技術が使え
ること

16

給料がいいこと 11
会社の人が親切にしてくれること 8
会社が生活面を支援してくれること 7
帰国後にしたい仕事と同じであること 6
自分の国にその会社が進出している
こと

5

同じ国の人が働いていること 2
残業が少ないこと 1
その他 2
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 仕事のために、勉強したい知識や技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本語の学習について 

 日本語の習熟度 

 

 

 

 

ひらがな・カタカナを「読む」、「書く」では「できる」がそれぞれ 90％程度、漢字を「読む」、「書

く」では、「できる」がそれぞれ 40％程度と、ひらがな・カタカナと漢字の「読む」、「書く」で、習熟

度に差がみられた。 

日本語での会話については、63.0％の者が「できる」という結果となった。 

 

 

 

 

 

  

サ

ン

プ

ル

数

あ

る

な

い

29 27 2

100.0 93.1 6.9

実数

構成比

設問：あなたは、今後、仕事のために、勉強したい知識や技術はありますか？（1 つだけ選択） 

設問：あなたは、下の表のことが、どのくらいできますか？ 

（それぞれの内容について、1 つだけ選択） 

今後の就労のために勉強したい知識や技術が「ある」

が 29 人中 27 人と、ほとんどの者が就業のために学習し

たいことがあるという結果となった。 

8.7 

2.2 

6.7 

2.1 

13.0 

28.3 

6.5 

46.7 

8.5 

47.8 

63.0 

91.3 

46.7 

89.4 

39.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本語で会話する(N=46)

ひらがな・カタカナを読む(N=46)

漢字を読む(N=45)

ひらがな・カタカナで書く(N=47)

漢字を使って日本語を書く(N=46)

ほとんどできない 少しできる できる
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 現在所有している日本語資格 

 

 

 

 

「N2」が 44 人中 14 人で最も多く、次いで「取っていない」が 13 人と多いが、「N3」が 8 人、「N1」

が 5 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：N1～N5 は日本語試験 JLPT，J5～J1+は BJT ビジネス日本語能力テストのレベル 

 

 今後取得したいと考えている日本語資格 

 

 

 

「N1」が 43 人中 23 人で最も多く、次いで「N2」が 2 人、「J1」が 4 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：N1～N5 は日本語試験 JLPT，J5～J1+は BJT ビジネス日本語能力テストのレベル  

7.0 

9.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

53.5 

23.3 

7.0 

7.0 

2.3 

9.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

Ｊ１＋

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｊ４

Ｊ５

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ３

Ｎ４

Ｎ５

取っていない

（％）

N=43

2.3 

0.0 

2.3 

4.5 

0.0 

0.0 

11.4 

31.8 

18.2 

4.5 

9.1 

29.5 

0.0 20.0 40.0

Ｊ１＋

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｊ４

Ｊ５

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ３

Ｎ４

Ｎ５

取っていない

（％）

N=44

設問：今後、取りたい日本語能力に関する資格を教えてください。（複数回答可） 

設問：あなたが、いま、持っている日本語能力に関する資格を教えてください？ 

（複数回答可） 

サンプル数 43

Ｊ１＋ 3

Ｊ１ 4
Ｊ２ 0
Ｊ３ 0
Ｊ４ 0

Ｊ５ 0
Ｎ１ 23
Ｎ２ 10
Ｎ３ 3

Ｎ４ 3
Ｎ５ 1
取っていない 4

サンプル数 44

Ｊ１＋ 1

Ｊ１ 0
Ｊ２ 1
Ｊ３ 2
Ｊ４ 0

Ｊ５ 0
Ｎ１ 5
Ｎ２ 14
Ｎ３ 8

Ｎ４ 2
Ｎ５ 4
取っていない 13
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 日本での、日本語の学習状況 

 

 

 

「留学先（大学や日本語学校）で勉強している」が 49 人中 28 人で最も多く、次いで「地域の日本語

教室で勉強している」が 21 人、「ひとりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使っ

て）」が 17 人と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の、日本語の学習意向 

 

 

 

今後も日本語を「勉強したい」が 46 人中 37 人で最も多く、「近くに日本語教室があれば勉強したい」

の 6 人と合わせると 43 人となり、ほとんどの者が、日本語の学習意欲があるという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.4 

13.0 

4.3 

2.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

勉強したい

近くに日本語教室があれば勉強したい

勉強したくない

その他

（％）

N=46

57.1 

42.9 

34.7 

12.2 

4.1 

2.0 

8.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

留学先（大学や日本語学校）で勉強している

地域の日本語教室で勉強している

ひとりで勉強している（教科書やインターネット、テレビなどを使って）

働いている会社の人や、日本人の知人から教えてもらっている

同じ国から来た知人から教えてもらっている

勉強していない

その他

（％）

N=49

設問：あなたは、日本に来てから、日本語を勉強していますか？（複数回答可） 

設問：あなたは、これから日本語を勉強したいと思いますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 46

勉強したい 37

近くに日本語教室が

あれば勉強したい
6

勉強したくない 2
その他 1

サンプル数 49

留学先（大学や日

本語学校）で勉強
している

28

地域の日本語教室
で勉強している

21

ひとりで勉強してい

る（教科書やイン
ターネット、テレビ

などを使って)

17

働いている会社の

人や、日本人の知

人から教えても
らっている

6

同じ国から来た知
人から教えても

らっている

2

勉強していない 1

その他 4
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 一般外国人の普段の生活状況について 

 普段の生活において困っていること 

 

 

 

「困っていることはない」が 49 人中 18 人で最も高くなっている一方で、「生活に必要な日本語が話

せない」、「方言がわからない」、「病院で言葉が通じない」がそれぞれ 11 人、次いで「生活に日本語が

書けない」が 10 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 普段の生活において困っている際の相談相手 

 

 

 

「自分の国にいる家族や友人」が 49 人 21 人で最も多く、次いで「日本語教室や日本語学校の先生」

が 16 人、「インターネットで調べる」が 13 人という結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.9 

32.7 

26.5 

20.4 

16.3 

12.2 

2.0 

0.0 

20.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の国にいる家族や友人

日本語教室や日本語学校の先生

インターネットで調べる

会社や学校の同じ国の人

会社や学校の日本人

近所の日本人

役所などの相談窓口

ボランティア団体の人

その他

（％）

N=49

22.4 

22.4 

22.4 

20.4 

14.3 

14.3 

12.2 

12.2 

10.2 

8.2 

6.1 

4.1 

4.1 

2.0 

2.0 

4.1 

36.7 

0.0 20.0 40.0

生活に必要な日本語が話せない

方言がわからない

病院でことばが通じない

生活に必要な日本語が書けない

生活に必要な日本語が読めない

日本の雇用ルール（法律など）を知らない

生活に必要な日本語が聞き取れない

地域の人と日本語でコミュニケーションが取れない

電気、ガス、電話やインターネットなど、生活に必要な手続きの方法がわからない

同じ国の人が近くにいない

自分の国の文化や習慣が理解されない

生活のルールがわからない

災害（大雨、地震、台風など）のときに、どうしたらいいかわからない

日本の文化や習慣が理解できない

日本の交通ルールがわかりにくい

その他

困っていることはない

（％）

N=49

サンプル数 49

生活に必要な日本語が話せない 11

方言がわからない 11

病院でことばが通じない 11
生活に必要な日本語が書けない 10
生活に必要な日本語が読めない 7

日本の雇用ルール（法律など）を知らない 7
生活に必要な日本語が聞き取れない 6

地域の人と日本語でコミュニケーションが
取れない

6

電気、ガス、電話やインターネットなど、生

活に必要な手続きの方法がわからない
5

同じ国の人が近くにいない 4
自分の国の文化や習慣が理解されない 3

生活のルールがわからない 2
災害（大雨、地震、台風など）のときに、どう

したらいいかわからない
2

日本の文化や習慣が理解できない 1
日本の交通ルールがわかりにくい 1

その他 2
困っていることはない 18

設問：最近（6 か月以内）、普段の生活で困ったことや不安なことは何ですか？（複数回答可） 

設問：普段の生活で困っているときに、誰に相談しますか？（複数回答可） 

サンプル数 49

自分の国にいる家族や

友人
21

日本語教室や日本語
学校の先生

16

インターネットで調べる 13

会社や学校の同じ国
の人

10

会社や学校の日本人 8
近所の日本人 6

役所などの相談窓口 1
ボランティア団体の人 0
その他 10



第三章 アンケート調査結果（一般外国人） 

134 

 

 

 広島県内にある公的な相談窓口の認知度と相談の経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談したことがない理由】 

公的な相談窓口を「知っているけれど、相談したことはない」者に、その理由をたずねたところ、7

人中 5 人が「相談することがない」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネット接続機器（スマートフォン等）の保有状況 

 

 

 

 

 

「スマートフォンをもっている」が 75.5％で最も高く、「スマートフォン以外のインターネットにつ

ながる機器（PC など）をもっている」と合わせると、すべての者がインターネットを利用できる環境

にある結果となった。 

 

 

 

 

 

  

75.5 

24.5 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

スマートフォンをもっている

スマートフォン以外のインターネットにつながる機器（ＰＣなど）をもっている

もっていないが、学校や会社などでインターネットにつながる機器を使わせてもらえる

もっていない

（％）

N=49

71.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

28.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

相談することがない

窓口の場所が遠い

忙しい

日本語を話せない

役所などの公的な相談窓口には相談したくない

その他

（％）

N=7

サンプル数 7

相談することがな

い
5

窓口の場所が遠い 0

忙しい 0

日本語を話せない 0
役所などの公的な

相談窓口には相談

したくない

0

その他 2

サ

ン

プ

ル

数

知

っ
て

い

る

。
相

談

し

た

こ

と

も

あ

る

。

知

っ
て

い

る

け

れ

ど

、
相

談

し

た

こ

と

は

な

い

知

ら

な

い

44 7 9 28

100.0 15.9 20.5 63.6

実数

構成比

設問：広島県内の役所など、公的な相談窓口があることを知っていますか？（1 つだけ選択） 

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

① スマートフォンやインターネットにつながる機器を持っていますか？（1 つだけ選択） 

公的な相談窓口を「知らない」が 44 人中 28 人と最も

多く、6 割以上の者が認知していない結果となった。 

サンプル数 49

スマートフォンを

もっている
37

スマートフォン以外
のインターネットに
つながる機器（ＰＣ

など）をもっている

12

もっていないが、学
校や会社などでイ
ンターネットにつな

がる機器を使わせ
てもらえる

0

もっていない 0
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28.6 

21.4 

7.1 

7.1 

0.0 

35.7 

0.0 20.0 40.0

Yahoo

Google

Facebook

Youtube

百度（バイドゥ）

その他

（％）

N=14

33.3 

14.8 

11.1 

7.4 

3.7 

29.6 

0.0 20.0 40.0

Google

Facebook

Youtube

百度（バイドゥ）

Yahoo

その他

（％）

N=27

 

 よく利用する web サイトや SNS とその利用頻度 

 

 

 

 

 

 

【最もよく利用する web サイトと利用頻度】 

「Google」が 27 人中 9 人で最も多く、次い

で「その他」が 8 人、「Facebook」が 4 人とな

っている。 

また、最もよく利用する web サイトの利用頻

度は、「毎日」が 25 人中 20 人で最も多く、次

いで「週に数回」が 3 人で、週に数回以上利用

する者がほとんどいう結果となった。 

 

 

 

 

 

 

【2 番目によく利用する web サイトと利用頻度】 

「その他」が 14 人中 5 人で最も多くなって

いるが、「Yahoo」が 4 人、「Google」が 3 人と

なっている。 

また、2 番目によく利用する web サイトの

利用頻度をみると、「毎日」が 11 人で最も高

く、次いで「週に数回」が 2 人で、最もよく

利用する web サイトと同様に、週に数回以上

利用する者がほとんどとなった。 

 

  

 

 

  

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

② よく使うインターネットの web サイトや SNS など、情報を知る方法を教えてください。 

また、どれくらい見ているかも教えてください。 

80.0 

12.0 

8.0 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=25

78.6 

14.3 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=14

サンプル数 27

Google 9

Facebook 4

Youtube 3

百度（バイドゥ） 2

Yahoo 1

その他 8

サンプル数 14

Yahoo 4

Google 3

Facebook 1

Youtube 1

百度（バイドゥ） 0

その他 5

サンプル数 25

毎日 20

週に数回 3

１か月に数回 2

月１回 0
その他 0

サンプル数 14

毎日 11

週に数回 2

月１回 1
１か月に数回 0
その他 0
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【最もよく利用する SNS と利用頻度】 

「Facebook」、「その他」がそれぞれ 13

人中 4 人で最も多く、次いで「微信

（Wechat）」が 3 人となっている。 

また、最もよく利用する SNS の利用頻

度をみると、「毎日」が 15 人中 13 人で、

高頻度で利用する者の割合が高い結果と

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

【2番目によく利用するSNSと利用頻度】 

「instagram」が 9 人中 3 人で最も高く、

「Facebook」、「LINE」、「その他」がそれぞ

れ 2 人となった。 

また、2 番目によく利用する SNS の利

用頻度をみると、「毎日」が 11 人中 7 人

で最も高く、次いで「週に数回」が 3 人

で、ほとんどの者が、週に数回以上利用

しているという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.3 

22.2 

22.2 

0.0 

0.0 

22.2 

0.0 20.0 40.0

instagram

Facebook

LINE

微信（Weｃhat)

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

その他

（％）

N=9

30.8 

23.1 

7.7 

7.7 

0.0 

30.8 

0.0 20.0 40.0

Facebook

微信（Weｃhat)

instagram

LINE

騰訊ＱＱ（テンセントＱＱ）

その他

（％）

N=13

63.6 

27.3 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=11

86.7 

6.7 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

毎日

週に数回

１か月に数回

月１回

その他

（％）

N=15

サンプル数 15

毎日 13

週に数回 1
１か月に数回 1
月１回 0
その他 0

サンプル数 11

毎日 7

週に数回 3

１か月に数回 1

月１回 0
その他 0

サンプル数 13

Facebook 4

微信（Weｃhat) 3
instagram 1

LINE 1

騰訊ＱＱ（テンセン
トＱＱ）

0

その他 4

サンプル数 9

instagram 3

Facebook 2
LINE 2

微信（Weｃhat) 0

騰訊ＱＱ（テンセ
ントＱＱ）

0

その他 2
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 普段の生活の中で必要な情報 

 

 

 

 

 

「医療（病院や薬局など）の情報」、「日本語教室の情報」がそれぞれ 49 人中 20 人で最も多く、次い

で「自分の国のことばでの情報」が 17 人、「公共施設や交通機関などの案内」が 16 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の国にいる家族や友人との連絡方法とその頻度 

 

 

 

 

 

「SNS」がそれぞれ 46 人中 22 人で最も多く、次いで「Skype などのビデオチャット」が 14 人とな

った。 

 

 

 

 

 

 

【利用頻度】（1つだけ選択） 

「毎日」が 41 人中 18 人で最も多く、次いで「週に数回」が 13 人となっており、7 割以上が、週に

数回以上連絡を取っているという結果となった。 

 

 

 

 

 

40.8 

40.8 

34.7 

32.7 

28.6 

26.5 

16.3 

8.2 

16.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

医療（病院、薬局など）の情報

日本語教室の情報

自分の国のことばでの情報

公共施設や交通機関などの案内

災害など緊急のときの情報

役所からのお知らせ

ごみ出しなどの地域のルール

その他

特にない

（％）

N=49

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

③ 生活の情報で、あなたが欲しい情報は何ですか？（複数回答可） 

設問：日頃の生活の情報を得る方法や、自分の国にいる家族や友人との連絡方法について教えてく

ださい。 

④ 自分の国にいる家族や友人とは、どのように連絡をとっていますか？（1 つだけ選択） 

43.9 

31.7 

12.2 

12.2 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

毎日

週に数回

週１回

１か月に数回

その他

（％）

N=41

47.8 

30.4 

10.9 

0.0 

10.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

ＳＮＳ

Ｓｋｙｐｅなどのビデオチャット

メール

手紙

その他

（％）

N=46

サンプル数 46

ＳＮＳ 22

Ｓｋｙｐｅなどのビデ

オチャット
14

メール 5

手紙 0

その他 5

サンプル数 49

医療（病院、薬局な
ど）の情報

20

日本語教室の情報 20
自分の国のことばで
の情報

17

公共施設や交通機
関などの案内

16

災害など緊急のとき
の情報

14

役所からのお知らせ 13
ごみ出しなどの地域
のルール

8

その他 4
特にない 8

サンプル数 41

毎日 18

週に数回 13

週１回 5

１か月に数回 5
その他 0
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 日本人との交流状況 

 近所の日本人と会話をする頻度 

 

 

 

「ある（あいさつをする程度）」が 47 人中 23 人で最も多くが、「ある（ときどき長い話をすることが

ある）」が 13 人、「ある（困ったときに相談している）」は 5 人となっており、あいさつ以上の深い交流

がある者は 18 人と 4 割程度であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 近所の日本人と今後の交流に対する希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近所の日本人とどのような交流関係を築きたいか】 

「一緒に食事など気軽に交流したい」が 46 人中 27 人で最も多く、次いで「自分の国の文化を紹介し

たい」が 21 人、「近所の行事（祭りなど）に参加したい」、「一緒にボランティア活動をしたい」がそれ

ぞれ 18 人となった。 
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近所の行事（祭りなど）に参加したい

一緒にボランティア活動をしたい

その他
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ある（あいさつをする程度）

ある（ときどき長い話をすることがある）

ある（困ったときに相談している）
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N=47
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思
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て

い

る

思

っ
て

い

な

い

48 46 2

100.0 95.8 4.2

実数

構成比

設問：近所の日本人と話をすることがありますか？（1 つだけ選択） 

設問：近所の日本人と、もっと仲良くなりたいと思いますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 47

ある（あいさつをする

程度）
23

ある（ときどき長い話

をすることがある）
13

ある（困ったときに相
談している）

5

ない 6

サンプル数 46

一緒に食事など気

軽に交流したい
27

自分の国の文化を

紹介したい
21

近所の行事（祭り
など）に参加したい

18

一緒にボランティア

活動をしたい
18

その他 2

ほとんど（48 人中 46 人）の者が、近所の日本人と交流を深

めたいと「思っている」という結果となった。 
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 母国の人で集まるコミュニティの有無 

 

 

 

「わからない」が 47 人中 14 人で最も多く、同じ国の出身者が集まるコミュニティを認知していない

者の割合が高い。一方、「近所にあり、いったことがある」が 11 人、「近くにはないが、いったことが

ある」が 10 人と、4 割以上の者が、コミュニティを活用したことがあるという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県に対する評価 

 広島県内に住んで良かったと思うこと 

 

 

「自然や文化が豊か」が 49 人中 23 人で最も高く、次いで「会社や学校の日本人が親切」が 22 人、

「東京などに比べて物価が安い」が 21 人、「店が多く、生活が便利」が 20 人と、人間関係や生活の利

便性に対する評価が高い傾向となった。 
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設問：広島県内に住んで、良かったと思うことは何ですか？（複数回答可） 

設問：あなたと同じ国の人が集まるコミュニティはありますか？（1 つだけ選択） 

サンプル数 47

近所にあり、いったこ
とがある
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0

コミュニティはない 2
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 家族と日本で生活する際に、不安に感じること 

 

 

 

 

「家族が日本語がわからない」が 46 人中 23 人で最も多く、次いで「住む家を見つけること」が 13

人、「子どもの教育（学校）」が 12 人となっている。 
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N=46

設問：設問：広島県内で家族と一緒に生活すること（一人で日本に来ている人は、将来、家族を連

れて来ることができるようになった場）に、不安なことは何ですか？（複数回答可） 

サンプル数 46

家族が日本語がわからない 23

住む家を見つけること 13

子供の教育（学校） 12
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とき

11
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家族と近所の人とのコミュニ
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家族が日本の交通ルールが
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3

災害のときに、どうすればい
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2

その他 3
不安なことはない 10
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第四章 グループインタビュー調査結果 

1. 調査対象者 

 ベトナム 中国 フィリピン インドネシア 合計 

技能実習生 6 名（機械・金属） 3 名（繊維・衣服） － － 9 名 

日本語教育機関 5 名 8 名 1 名 － 14 名 

大学 2 名 4 名 － － 6 名 

 

■詳細 

①技能実習生 

ベトナム国籍 6 名（金属加工） 

 対象者① 対象者② 対象者③ 対象者④ 対象者⑤ 対象者⑥ 

在留期間 5 か月 2 年 9 か月 2 年 9 か月 5 か月 1 年 6 か月 5 か月 

性別 男性 男性 男性 男性 男性 男性 

 

中国国籍 3 名（縫製加工） 

 対象者① 対象者② 対象者③ 

在留期間 1 年 8 か月 2 年 8 か月 8 か月（在住 2 回目） 

性別 女性 女性 女性 

 

②日本語教育機関 

ベトナム国籍 5 名 

 対象者① 対象者② 対象者③ 対象者④ 対象者⑤ 

在留期間 2 年 6 か月 9 か月 2 年 6 か月 5 年 6 か月 2 年 6 か月 

性別 男性 女性 女性 男性 男性 

 

中国国籍 8 名 

 対象者

① 

対象者

② 

対象者

③ 

対象者

④ 

対象者

⑤ 

対象者

⑥ 

対象者

⑦ 

対象者

⑧ 

在留期

間 

7 年 5 年半 3 か月 3 か月 2 年 8 か月 4 年 2 年 1 年 6 か月 

性別 男性 男性 男性 男性 男性 男性 女性 男性 

 

フィリピン国籍 1 名 在留期間：1 年 3 か月 女性 
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③大学 

中国国籍 4 名（文系 2 名、理系 1 名） 

 対象者① 対象者② 対象者③ 対象者④ 

在留期間 1 年 1 年 5 年 1 年 

性別 女性 女性 女性 男性 

 

ベトナム国籍 2 名（文系 1 名、理系 1 名） 

 対象者① 対象者② 

在留期間 2 か月 1 年半 

性別 女性 女性 

 

2. 調査結果 

 ①職場での困りごとと解決方法（主な意見） 

技
能
実
習
生 

（１）職場での困りごとについて 

 現在、「特に困っていることはない」との声が多かったが、過去に次のような困りごとがあっ

たとの意見があった。 

・従業員が早口で言っていることが聞き取れなかった、方言が分からなかった、業務に関係する

専門用語が分からなかった 

・日本語が聞き取れず、業務の指示がうまく伝わらなかったため、自身が行った作業と求められ

た作業が違うことがあった 

・仕事内容についてわからないことを質問しようとしたが、元々の指示を誤って理解していたの

で、質問をしても「何を質問しているのか？」と理解してもらえないことがあった 

・来日当初は、日本人の従業員とコミュニケーションをとることが難しかった 

 

（２）困ったことがあった際の対応・解決策について 

・日本語が聞き取れない場合や、専門用語が分からない際は、同国出身の先輩や、日本人従業員

などに質問をして解決した 

・同じ国出身の正社員がいるので、わからないことは尋ねるようにしている 

・「方言」については、初めて聞いたときは理解できなかったが、聞き直すことで、標準語に言

い換えてもらう、紙に書いて説明してもらうなどの対応をしてもらっている 

・専門用語などについては、ジェスチャーなどを使って、理解することもあった 
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 ①職場での困りごとと解決方法（主な意見） 

※日本語教育機関、大学はアルバイト先での意見 

日
本
語
教
育
機
関 

（１）アルバイト先での困りごとについて 

・外国人という理由でいじめられていたことがあった（他の友人からも同じ経験があると聞いた

ことがある） 

・弁当を作る工場（ライン作業）で働いているが、最初は専門用語が分からないことがあった 

・コンビニのレジで、たばこの銘柄が分からないことがあった。また「袋はいりますか？」と聞

いて「いいです」と言われたときに、袋を渡して怒られたことがあった（いらない意味の「い

いです」を、お願いしますの「いいです」と勘違いしてしまった） 

・日本語が分からずに、指示を聞きとることができないことがあった 

・中華料理店で働いているが、日本語が聞き取れずに怒られたことがあった。わからないことが

あったが、日本語が分からないので、質問することができないことがあった 

・日本人と外国人では給料が違うことがあるため、同様の賃金にしてほしい【 

・アルバイト先のスタッフと交流を深めたいと思っているが、業務が終わると、業務中とは態度

が変わり、冷たいなと感じることがある 

・目的外活動の上限の「28時間」を守ってアルバイトしているが、28時間でもらう給料だけで

は、生活がとても苦しい 

 

（２）困ったことがあった際の対応・解決策について 

・同じ国出身のスタッフがいるので、困ったときには助けてもらっている 

・わからないことは、日本人スタッフに質問し、解決するようにしている 

 

大
学 

（１）アルバイト先での困りごとについて 

・コンビニのレジでアルバイトをしている際、お客さんが早口だったり、方言を使っているとき

に、聞き取れないことがあった 

・居酒屋のホールスタッフをしているときは、日本語が聞き取れなかったり、方言が分からない

ことがあった。また、「こちらは必要ですか？」との質問に「いいです」と答えられ、必要なの

か必要ではないのかが理解できないことがあった。居酒屋での専門用語（ビールを「生」や、

「お通し」など）が理解できないことがあった 

・介護現場でのアルバイトをしているが、ご年配の方や小さい子供など「ゆっくり」話されると

聞き取りづらいことがあった 

 

（２）困ったことがあった際の対応・解決策について 

・アルバイト先に同じ国出身の先輩がいたので、教えてもらうことができた 

・他のスタッフに尋ねることで理解し、一度学べば次回から困ることはなかった 
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 ②日常の生活における困りごとと解決方法（主な意見） 

技
能
実
習
生 

（１）日常の生活における困りごとについて 

・バスの乗り方が分からず、自分が目指す目的地にたどり着くことができなかった（バス停の場

所は分かるが、自身が行きたい方面のバスがわからず、目的地と逆の方向に行ってしまうこと

があった） 

・駅の電光掲示板など、日本語と英語しかないものが多いので、中国語での表示があると助かる

【中国】 

・道が分からないことがあり、人に尋ねようと思ったが、日本語が分からずに尋ねることができ

なかった。次回からは、簡単な日本語を用意して（すみません、教えてください、ありがとう

ございました等）尋ねるようにした 

・自分が行きたい場所や買いたいものの情報など、日本に来た当初は分からなかった 

・自身の国とは公共交通の利用方法が違うので、最初は戸惑った 

・自身の国の食事と日本の食事が違うので、味に慣れることができなかった（食文化の違い） 

【ベトナム】 

・郵便局で貯金口座を作ろうと思ったが、外国籍のため一人で作ることができず、会社の人に同

行してもらい開設した 

・ゴミ出しのルールなどについては、会社での教育や、先輩の実習生などに教えてもらうなど、

特に戸惑うことはなかった 

・住宅関係や入国、試験などの手続きについては、監理団体の方や会社の方にサポートしてもら

うため、特に困ることはない 

・病院についても、必要な場合は会社の人が同行してくれるので、特に困ることはない 

 

（２）困ったことがあった際の対応・解決策について 

・目的地が分からないときは、地図アプリ、翻訳アプリを使用して検索するようにしている 

・自身が行きたい場所、欲しいものの情報が分からないときは、同じ国出身の会社の先輩（正社

員の人）に教えてもらっている。社内の日本人も、分からないことをたずねて教えてもらうこ

ともある 

・困ったときは、同じ国出身会社の先輩などに質問して解決することが多い 
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 ②日常の生活における困りごとと解決方法（主な意見） 

日
本
語
教
育
機
関 

（１）日常の生活における困りごとについて 

・部屋を借りる手続きなどが分からなかった 

・日本語が分からず、ボディランゲージなどで対応することがあった【中国】 

・日本にきて 1週間はインターネットが使えなったので、道に迷うことがあった。道をたずねた

が日本語がなかなか伝わらず、最終的には交番に行って目的地（学校）までたどり着いた。一

か月は SIMカードが買えなかったので、インターネットの環境がなく困った 

・携帯、住まいの手続きが分からなかった。一人で出かけるときは道に迷うことがあった 

・日本語が話せないので、バスや電車の乗り方が分からなかった（バスのシステムが分からない）

目的地をマップアプリで調べるが、漢字が読めなくて困ることがあった 

・生活習慣が違うため、買い物の仕方、物の買い方が分からなかった。ほしいものがあっても、

日本語が通じず困ることがあった 

・日本食が口にあわず、どこでどのような食べ物、食材が手に入るか分からずに困ったことがあ

った【中国】 

・電気料金の請求書が届いたが、請求書の記載内容が読めず、どのように対応していいかわから

なかった 

・方言が分からないことや、早口で話されると聞き取れないことがあった 

・日本人とのコミュニケーション面で、文化の違いを感じた。中国では一度食事をすれば、とて

も仲の良い関係を築けるが、日本人は一度食事をしたくらいではそれほど心を開いてもらえず

に戸惑った【中国】 

・アルバイト先の人が、仕事中と仕事以外での態度が違い、戸惑った（冷たいなと感じた） 

 

（２）困ったことがあった際の対応・解決策について 

・自身で調べるか、学校の先生や友人を頼る 

・電気代の手続きについては、コンビニの店員に教えてもらった 

・目的地まで行く際には、アプリを利用して電車の乗り換え方などを調べるようにしている 

・目的地や買い物などで分からないことがあれば、一度自分で調べて、さらに学校の先生や友人

に確認を取るようにしている 

・日本人の友人に教えてもらって解決した 
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 ②日常の生活における困りごとと解決方法（主な意見） 

大
学 

（１）日常の生活における困りごとについて 

・日本人に、「空気が読めない人」と言われることがある。日本人は相手の表情などから気持ち

を読み取る習慣があると思うが、中国ではわからないときは分からない、いやなことがあれば

正直に伝えるので、相手の気持ちが分からないことが多く、「空気が読めない」と言われてい

るのかもしれない 

・買い物をする時に、日本での相場が分からなかった（高いのか安いのか） 

・バスの乗降口が中国では一つしかないため、日本ではどこから乗ってどこから降りたらいいの

かわからなかった。また、整理券のシステムも、当初はわからずにとまどった（運転手に注意

され、トラウマになりバスを利用しない時期があった）【中国】 

・携帯電話を契約する際に、保証人がいなくて困った。また、携帯電話を契約する際の契約の縛

り（2年契約）も困った（交換留学生で、期間が半年のため）。 

・交通費が高いと感じた（バスや電車など） 

・来日したばかりのころは、様々な手続き関連の書類が家に届いたが、日本語が分からないため、

どのような要件の書類か分からずに困ることがあった 

・来日当初は、携帯電話の契約ができず、インターネットにつながる機器を所有していなかった

（wi-fi が使用できずインターネットが使えない状態だった）ので、道に迷ったときに地図ア

プリなどが使えずに困ることがあった 

・クレジットカードの審査が通らず、格安 SIM の携帯電話の契約ができなかった 

・病院に行った際に、日本語がわからないため、どのような診断結果が出ているのかわからなか

った（家に帰って自身で調べた。せめて英語での対応があると助かる） 

・ベトナムと日本では、コミュニケーションの取り方が違うので（文化の違い）、日本人と接す

るときの距離感が分からない。ベトナム人は比較的近い距離で接することが多いが、日本人に

そのように対応すると、そっけない態度をとられ、日本人は冷たいなと感じることがある【ベ

トナム】 

・日本人と積極的にコミュニケーションをとりたいが、日本人の日本人への接し方と外国人への

接し方に差があると感じることがあり、積極的になれないときもある 

 

（２）困った際の解決方法について 

・わからないことがあれば、自身でインターネットで調べるか、周りの友人や研究室の人などに

たずねた 

・手続き関連については、大学側でサポート役を手配してくれるが、迷惑をかけたくないという

気持ちから、頼りづらかった（最終的には助けてもらったが） 

・中国人留学生の中で SNS 内でのコミュニティ（大規模）があり、困ったことがあれば SNS

内で質問し、解決している【中国】 
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 ③地域住民との交流状況について（主な意見） 

技
能
実
習
生 

（１）現在の地域住民との交流状況について 

・あいさつを交わす程度。あいさつを交わすきっかけは、住民の方があいさつをしてきてくれて、

それに答えることで習慣となった 

・あいさつがきっかけで簡単な会話を交わすようになった 

 

（２）あいさつ以上の交流に発展しない理由について 

・地域の人が声をかけてくれて、会話が始まることがあるが、自身の日本語能力が低いため、途

中で内容が理解できなくなり、会話が続かない 

・簡単な日本語しか理解できないため、積極的に会話ができない 

・話しかけてくれる人がいるが、日本語がわからないため、会話を続ける気になれない 

 

（３）地域の方と交流を深めるために必要なことについて 

・地域のイベントや祭りなどにも参加したいが、周辺地域ではあまりなく、少し離れた場所に行

かなければいけないため、行くのが大変 

・地域の方と交流を深めるには、自身の日本語能力が上がれば、自然と交流の機会が増えると思

う（地域の方は優しい方が多いため） 

・自身の日本語能力が上がれば、自分から積極的に話しかけることができると思う 

 

日
本
語
教
育
機
関 

（１）現在の地域住民との交流状況について 

■あいさつ以上の交流がある人 

・最初はあいさつがきっかけで交流が級始まった。顔を合わせるうちに仕事の話で盛り上がり、

その後食事をすることになった 

・マッチングアプリを活用し、中国文化に興味がある日本人を検索して、実際に会うことができ、 

そこから友達になった【中国】 

・日本語があまり分からないときは積極的になれなかったが、理解してくるにつれて、地域の人

に自身からも会話ができるようになった 

 

■交流を深めたいと思っている人 

・周辺に日本人が住んでいないため、あまり交流する機会がない 

・イベントなどにも参加したいが、情報が入ってこない 

・日本語が上達すれば、地域の方ともっと会話ができると思っている 

・自身の国の文化に興味がある日本人であれば、共通の話題があるので親しくなりやすいのでは

ないかと思っている。そのような日本人と交流できる場があれば、すぐに友達ができる 

・日本人と交流できるイベントがあればぜひ参加したい 
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 ③地域住民との交流状況について（主な意見） 

大
学 

（１）現在の地域住民との交流状況について 

・あいさつ程度の交流しかない（周辺に、学生しか住んでいないため） 

・大学の留学支援センターが主催している交流イベントなどに参加している 

・東広島市で開催された酒祭りに参加した 

・酒祭りのボランティアに参加しようと思ったが、直前で参加できなくなった。次の機会があれ

ばぜひ参加したい。 

・日本人にこだわることはなく、その時々で出会った人と気が合えば交流を深めたいと思ってい

る 

 

（２）地域の方と交流を深めるために必要なことについて 

・地域のイベントについては、大学のサイトや、学内にあるチラシなどから情報を収集している。

日本語での情報ばかりなので、せめて英語での情報があれば、もっとたくさんの人に伝わるの

ではないかと思う 

・チラシなどでは、多くの留学生には情報が行き届かないのではないか？ 

 

 

 ④就労する際に企業に求める条件と働きたい地域（主な意見） 

技
能
実
習
生 

■日本国内で働きたい人 

・できれば日本で働き続けたいと思っている。企業に求める条件は、人間関係。働くうえで人間

関係は非常に重要であると考えている（現在の職場も働きやすい環境であるため）。今後も、現

在と同様の業種で働きたい 

 

■日本以外で働きたい人 

・母国に帰って起業したいと考えている。会社に求めることは、技術が学べること、自身の技術

が生かせること、給料、会社での人間関係。今後も現在と同様の業種で働きたい 

・家族がいるため、5 年後に母国に帰りたいと思っている。会社に求めることは、技術が学べる

こと、自身の技術が生かせること、給料、会社での人間関係。今後も現在と同様の業種で働き

たい 
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 ④就労する際に企業に求める条件と働きたい地域（主な意見） 

日
本
語
教
育
機
関 

（１）就労の際に希望する業種、企業を選ぶ際の条件と働きたい地域について 

 

■日本国内（広島県内）で働きたい人 

・自分が働きたい業務で働けることが一番重要。広島県内を希望する理由は生活環境に慣れてい

るから 

・東京で働きたい気持ちがあるが、物価が高いため広島県内で働きたい。企業に求めることは生

活面などの支援（家賃や生活費などの補助） 

・日本と中国に関連する仕事（貿易関係）に就きたい。働く場所は広島県内（福山市）を希望し

ている。福山の環境に慣れており、福山が好きということと、都会は人が多く住みづらいため 

・治安がよく、できればずっと日本で働きたいと思っている 

・広島県内で働きたいと思っている。大阪・東京などは物価が高く生活しづらい。広島を希望す

る理由は生活環境に慣れているから 

・東京、大阪は物価が高いこと、また知り合いがたくさんいることから、広島県内で働きたいと

考えている。企業に求めることは、給料がいいこと。できれば大企業で働きたい 

 

■日本国内（広島県外）で働きたい人 

・大阪で働きたいと思っている。理由は、交通の便などがいいから。企業に求める条件は、 

職場環境と給料 

・名古屋で IT 関係の仕事をしたい。名古屋に友達がいること、広島よりも生活が便利だと思うか

ら。企業に求める条件は給料を重視する 

・東京で仕事をしたいと思っている。理由は、日本で一番の都市で、交通の便も優れているから。

職場環境、人間関係を重視しているが、日本人は優しいので心配していない 

・兄がいるため、大阪で働きたいと思っている。企業に求める条件は給料を重視する 

・地域は特にこだわりはないが、企業にもとめる条件は給料 

・東京で映画製作の仕事をしたいと思っている。東京に行きたい理由は、大都市で日本の経済の

中心であるため。日本で働きたい理由は、日本語を使う仕事がしたいことと、生活マナーがい

いため 

・東京、大阪でデザイン関係（広告）の仕事がしたい。物価が高いことが気になるが、働きたい

企業が東京、大阪にあるため。企業に求める条件は、大企業であることと給料 
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 ④就労する際に企業に求める条件と働きたい地域（主な意見） 

大
学 

■日本国内（広島県内）で働きたい人 

・広島県内で働いている人を見て、自分もこのような人たちと働きたいと思った（仕事に対する

姿勢）。広島が好き、住み慣れているというのも理由の 1 つ。企業に求めることは職場環境（一

生懸命働く人がいるか） 

 

■日本国内（広島県以外）で働きたい人 

・日本で働くなら、東京や大阪などの大都市を希望する。働く際に企業に求めることは、収入が 

いいこと、自身が成長できる企業であること 

・特に地域に指定はないが、日本は化学工学系の技術がとても優れているので、そういった技術

が学べる企業で働きたい。また、中国よりも収入がいいことも、日本で働きたい理由の 1つ 

・中国では新卒採用の場合でも即戦力として期待されるため、それがストレスとなる。日本は、

初任給も高いうえに、新卒採用後はしっかりと教育してもらえるイメージがあるので、日本で

働きたい。十分に経験を積んで、自身の国に戻りたいと思っている【中国】 

・自身が専門の学部に入っていないので、同じ仕事をするなら給料のいい日本で働きたい。人 

間関係も重要 

・現在勉強している食品工学は、ベトナムではあまり発展していないので、自身が勉強している

ことが生かせる日本で働きたい。3 年程度経験を積んだら、自身が学んだ技術を母国で活用し

たい【ベトナム】 

 

 

 ⑤生活における情報の入手方法（主な意見） 

技
能
実
習
生 

（１）普段の生活における情報の入手方法について 

・自身が欲しい情報については、インターネット上からの収集や、会社の先輩から入手すること

が多い 

・ヤフーやグーグルではなく、百度（バイドゥ）という中国の検索エンジンを使用することが多

い【中国】 

・インターネットでは、グーグルを利用することが多い【ベトナム】 

 

（２）行政が発信する多言語対応の情報（インターネット上）の認知度 

・行政が発信している情報については、見たことがない（存在もしらない） 

・インターネット上からの入手がいいと思うが、そもそもそういった情報の存在を知らないので、

情報の存在を教えてもらえれば利用したい 

・各種情報については、母国語での情報があればありがたい 
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 ⑤生活における情報の入手方法（主な意見） 

大
学 

（１）普段の生活における情報の入手方法について 

・日本語の勉強などはグーグルを活用している【中国】 

・就職などに関する情報は、大学のキャリアセンターやセミナーなどから入手することがある 

・同じ研究室の人から情報をもらうことが多い 

・中国人留学生の中で SNS 内でのコミュニティ（大規模）があるため、そこから情報を入手す

ることが多い【中国】 

・SNSは、インスタグラムやユーチューブを利用することが多い【中国、ベトナム】 

・学校から配信される留学生向けのメールや、学校のHP内の掲示板などを見ることが多い 

（情報としては生活全般にかかる情報や防災に関する情報もそこから流れてくる） 

・市役所の HPを利用することがある（英語のみ対応）が、情報が読み取れないことがある 

・ベトナム人は、学校内に大きなコミュニティはなく、入学当初は戸惑った【ベトナム】 

 

（２）行政が発信する多言語対応の情報（インターネット上）の認知度 

・東広島市のものを見たことがある【ベトナム】 

・広島県庁のものは知らない、存在を知らないので、例えば留学生に向けたメール配信など 

留学生が目を通しやすいツールを活用すれば、認知されるかもしれない 
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第五章 調査資料 

1. 技能実習生向け調査票 

＜外国人
がいこくじん

の就労
しゅうろう

意識
い し き

に関
かん

するア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

調
ちょう

査
さ

＞ 

技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

のみなさまの意見
い け ん

を 

お聞
き

かせください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● このア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

は、広
ひろ

島
しま

県
けん

庁
ちょう

が施
し

策
さく

を検
けん

討
とう

するために使
つか

います。 

 答
こた

えた内
ない

容
よう

を、個人
こ じ ん

がわかる形
かたち

で公表
こうひょう

したり、他
た

の人
ひと

に教
おし

えることはありません。 

● 質問
しつもん

への答
こた

えは、あてはまる番号
ばんごう

に○
まる

印
じるし

をつけてください。 

 答
こた

えは、１つだけ選
えら

ぶものと、いくつか選
えら

ぶものがありますので、答
こた

えるときに気
き

をつけてください。 

〔 〕のところは、くわしく書
か

いてください。 

● 答
こた

えをすべて書
か

いたあとは、アンケート
あ ん け ー と

を、一緒
いっしょ

に配
くば

られた返信用
へんしんよう

の封筒
ふうとう

に入
い

れ

て、自分
じ ぶ ん

でしっかり閉
し

めてください。 

 宛先
あてさき

や、差出人
さしだしにん

（あなたの名前
な ま え

や住所
じゅうしょ

）を書
か

く必
ひつ

要
よう

はありません。 

● アンケート
あ ん け ー と

を入
い

れた封筒
ふうとう

は、配付
は い ふ

してくれた会社
かいしゃ

の方
かた

に、２０１９年
ねん

９月
がつ

２０日
にち

（金
きん

）までに、渡
わた

してください。 

 会社
かいしゃ

の方
かた

に渡
わた

さないで、自分
じ ぶ ん

で、郵便
ゆうびん

ポスト
ぽ す と

に入
い

れても良
よ

いです。 

  そのときは、封筒
ふうとう

に切手
き っ て

を貼
は

る必要
ひつよう

はありません。 

 

 

 

 この調査
ちょうさ

についての問
とい

合
あわ

せ先
さき

 

  株式
かぶしき

会社
がいしゃ

日本
に ほ ん

統計
とうけい

センター
せ ん た ー

（担当
たんとう

：小林
こばやし

） 

  電子
で ん し

メール
め ー る

：research@nihon-toukei.co.jp 

いま、広島
ひろしま

県内
けんない

で働
はたら

いている外国人
がいこくじん

が増
ふ

えています。 

広島
ひろしま

県庁
けんちょう

では、外国人
がいこくじん

のみなさまが「広島
ひろしま

県内
けんない

で働
はたら

き、住
す

んで良
よ

かった」と思
おも

うことができる環境
かんきょう

をつくるため、県内
けんない

の技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

のみなさまに、アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

を行
おこな

います。 

ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。 
 

２０１９年
ねん

９月
がつ

  広島県
ひろしまけん

商工
しょうこう

労働局
ろうどうきょく

 雇用
こ よ う

労働
ろうどう

政策課
せいさくか

   

記
き

入
にゅう

についてのお願
ねが

い 
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あなたについて質問
しつもん

します。 

 

 あなたの性別
せいべつ

は？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．男
おとこ

 2．女
おんな

 3．その他
た

・答
こた

えたくない 

 

 あなたの年齢
ねんれい

は？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．20歳
さい

未満
み ま ん

 2．20歳
さい

～24歳
さい

 3．25歳
さい

～29歳
さい

 

4．30歳
さい

～34歳
さい

 5．35歳
さい

～39歳
さい

 6．40歳
さい

以上
いじょう

 

 

 あなたの出身
しゅっしん

国
こく

は？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．ベトナム
べ と な む

 2．中国
ちゅうごく

 3．フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

 4．インドネシア
い ん ど ね し あ

 

5．その他
た

 〔                                  〕 

 

 あなたは、結婚
けっこん

していますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．結婚
けっこん

している 2．結婚
けっこん

していない 

 

 あなたが仕
し

事
ごと

をしている場
ば

所
しょ

は、どこですか？  

市
し

町
ちょう

名
めい

だけを書
か

いてください〔                           〕 

 

 あなたが住
す

んでいる場
ば

所
しょ

（ア
あ

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

や寮
りょう

の場
ば

所
しょ

）は、どこですか？ 

市
し

町
ちょう

名
めい

だけを書
か

いてください〔                           〕 

 

 あなたは、何年
なんねん

日本
に ほ ん

に住
す

んでいますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．1年
ねん

未満
み ま ん

 2．1年
ねん

 3．2年
ねん

 4．3年
ねん

 5．4年
ねん

以上
いじょう

 

 

 あなたは、どのような仕事
し ご と

をしていますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．農業
のうぎょう

 2．漁業
ぎょぎょう

（かき養殖
ようしょく

など） 

3．建設業
けんせつぎょう

（土木
ど ぼ く

・建築
けんちく

など） 4．製造業
せいぞうぎょう

（繊維
せ ん い

・衣服
い ふ く

） 

5．製造業
せいぞうぎょう

（食品
しょくひん

） 6．製造業
せいぞうぎょう

（機械
き か い

・金属
きんぞく

） 

7．製造業
せいぞうぎょう

（造船
ぞうせん

） 8．製造業
せいぞうぎょう

（自動車
じどうしゃ

関係
かんけい

） 

9．小
こ

売
うり

業
ぎょう

（ものを売
う

るお店
みせ

） 10．介護
か い ご

 

11．その他
た

 〔                                 〕 
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 あなたは、なぜ働
はたら

く場
ば

所
しょ

として日本
に ほ ん

を選
えら

びましたか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．技術
ぎじゅつ

を身
み

につけるため 2．日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

ができるから 

3．日本
に ほ ん

が好
す

きだから 4．ほかの国
くに

よりお金
かね

を稼
かせ

げるから 

5．自
じ

分
ぶん

の国
くに

に帰
かえ

ったあと、日本
に ほ ん

と関係
かんけい

のある仕
し

事
ごと

をしたいから 

6．その他
た

 〔                                  〕 

 

あなたのいまの仕事
し ご と

について質問
しつもん

します。 

 

 どうして、いまの会社
かいしゃ

で働
はたら

くことになりましたか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．いまの会社
かいしゃ

の人
ひと

から誘
さそ

われたから 2．友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

が働
はたら

いていたから 

3．自分
じ ぶ ん

の国
くに

のあっせん機関
き か ん

の紹介
しょうかい

 4．その他
た

 〔             〕 

 

 いまの仕
し

事
ごと

の良
よ

い点
てん

は何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．仕事
し ご と

の内容
ないよう

 2．給
きゅう

料
りょう

や働
はたら

く条
じょう

件
けん

 

3．会社
かいしゃ

の人
ひと

が親切
しんせつ

 4．同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が多
おお

く働
はたら

いている 

5．会社
かいしゃ

や地域
ち い き

で、楽
たの

しい行
ぎょう

事
じ

がある 6．その他
た

 〔            〕 

 

 いまの仕事
し ご と

の嫌
いや

な点
てん

は何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．仕
し

事
ごと

が難
むずか

しい 2．給
きゅう

料
りょう

などの働
はたら

く条
じょう

件
けん

 

3．会
かい

社
しゃ

の人
ひと

との人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

 4．同
おな

じ国
くに

の人
ひと

がいない 

5．会
かい

社
しゃ

や地
ち

域
いき

で、楽
たの

しい行
ぎょう

事
じ

がない 6．その他
た

 〔            〕 

 

 いまの仕事
し ご と

の１か月
げつ

の給 料
きゅうりょう

はいくらですか？実際
じっさい

にもらうお金
かね

の平均
へいきん

を教
おし

えてください。 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．10万円
まんえん

未満
み ま ん

 2．10万円
まんえん

～15万円
まんえん

 

3．16万円
まんえん

～20万円
まんえん

 4．21万円
まんえん

～25万円
まんえん

 

5．26万円
まんえん

以上
いじょう

 

 

 最
さい

近
きん

（６か月
げつ

以
い

内
ない

）、仕
し

事
ごと

をして、困
こま

っていることは何
なん

ですか？ 

 （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．仕
し

事
ごと

が難
むずか

しい 2．仕
し

事
ごと

が多
おお

い 

3．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が聞
き

き取
と

れない 4．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が話
はな

せない 

5．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が読
よ

めない 6．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が書
か

けない 

7．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な専
せん

門
もん

的
てき

な言
こと

葉
ば

がわからない 8．方言
ほうげん

（広島
ひろしま

特有
とくゆう

のことば）がわからない 

9．会社
かいしゃ

の人
ひと

と日本語
に ほ ん ご

でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
こみゅにけーしょん

が取
と

れない 10．会社
かいしゃ

のルール
る ー る

が理解
り か い

できない 

11．日本
に ほ ん

の雇用
こ よ う

ルール
る ー る

（法律
ほうりつ

など）を知
し

らない 12．困
こま

っていることはない 

13．その他
た

 〔                                 〕 
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 仕事
し ご と

で困
こま

っているときに、誰
だれ

に相談
そうだん

しますか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．会社
かいしゃ

の日本人
にほんじん

 2．会
かい

社
しゃ

の同
おな

じ国
くに

の人
ひと

 

3．監理
か ん り

団体
だんたい

の人
ひと

  4．役所
やくしょ

などの相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

5．自分
じ ぶ ん

の国
くに

にいる家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

 6．日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の先生
せんせい

 

7．その他
た

 〔                                 〕 

 

今後
こ ん ご

、あなたが日本
に ほ ん

で仕事
し ご と

することについて質問
しつもん

します。 

 

 あなたは、2019年
ねん

4月
がつ

に新
あたら

しくできた在留
ざいりゅう

資格
し か く

「特定
とくてい

技能
ぎ の う

」について知
し

っていますか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．知
し

っている 2．知
し

らない 

 

  ※特定
とくてい

技能
ぎ の う

とは 

  日本語
に ほ ん ご

や技能
ぎ の う

を一定
いってい

レベル
れ べ る

身
み

に着
つ

けていることを試験
し け ん

で証明
しょうめい

できた外国人
がいこくじん

が、次
つぎ

の分野
ぶ ん や

 

 で最
さい

長
ちょう

５年
ねん

間
かん

日
に

本
ほん

で仕事
し ご と

ができる制度
せ い ど

です。３年
ねん

間
かん

の技能
ぎ の う

実習
じっしゅう

を終
お

えた人
ひと

は、試験
し け ん

を受
う

け 

 なくてもいい場合
ば あ い

があります。 

   ・介護業
かいごぎょう

  ・ビルクリーニング業
び る く り ー に ん ぐ ぎ ょ う

  ・素形材
そけいざい

産業
さんぎょう

   ・産業
さんぎょう

機械
き か い

製造業
せいぞうぎょう

 

   ・電気
で ん き

・電子
で ん し

関連
かんれん

産業
さんぎょう

      ・建設業
けんせつぎょう

     ・造船
ぞうせん

・舶用業
はくようぎょう

 

   ・自動車
じどうしゃ

整備業
せいびぎょう

           ・航空業
こうくうぎょう

   ・宿泊 業
しゅくはくぎょう

 

   ・農業
のうぎょう

  ・飲食料品
いんしょくりょうひん

製造業
せいぞうぎょう

    ・漁業
ぎょぎょう

   ・外食 業
がいしょくぎょう

 

 

 

 技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

が終
お

わったあとに、日
に

本
ほん

で働
はたら

くことについて聞
き

きます。 

 ① あなたは、技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

が終
お

わったあとも、日
に

本
ほん

で働
はたら

きたいですか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．できれば働
はたら

きたい 〔なぜ？：                        〕 

2．働
はたら

きたくない   〔なぜ？：                        〕 

   

 ② どの在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

で働
はたら

きたいですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．専門的
せんもんてき

・技術的
ぎじゅつてき

分野
ぶ ん や

（技術
ぎじゅつ

、人文
じんぶん

・知識
ち し き

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

） 

2．特定
とくてい

技能
ぎ の う

 

3．その他
た

の在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

 〔なに？：                        〕       

4．在留
ざいりゅう

資格
し か く

についてわからない 
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 ③ どのような仕事
し ご と

をしたいですか？（最大
さいだい

３つまで○を付
つ

けてください） 

1．農業
のうぎょう

 2．漁業
ぎょぎょう

（かき養殖
ようしょく

など） 

3．建設業
けんせつぎょう

（土木
ど ぼ く

・建築
けんちく

など） 4．製造業
せいぞうぎょう

（繊維
せ ん い

・衣服
い ふ く

） 

5．製造業
せいぞうぎょう

（食品
しょくひん

） 6．製造業
せいぞうぎょう

（機械
き か い

・金属
きんぞく

） 

7．製造業
せいぞうぎょう

（電気
で ん き

・電子
で ん し

関連
かんれん

） 8．製造業
せいぞうぎょう

（造船
ぞうせん

） 

9．製造業
せいぞうぎょう

（自動車
じどうしゃ

関係
かんけい

） 10．製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

（その他
た

） 

11．小
こ

売
うり

業
ぎょう

（ものを売
う

るお店
みせ

） 12．宿泊 業
しゅくはくぎょう

 

13．外食 業
がいしょくぎょう

 14．介護
か い ご

 

15．ビルクリーニング
び る く り ー に ん ぐ

 16．その他
た

のサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

業
ぎょう

 

17．その他
た

 〔                                  〕 

 

 ④ 「③」で○をつけた仕事
し ご と

を選
えら

んだ理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか？（最大
さいだい

３つまで○を付
つ

けてください） 

1．自
じ

分
ぶん

の技
ぎ

術
じゅつ

や経
けい

験
けん

が使
つか

えるから 

2．帰
き

国
こく

後
ご

にやりたい仕
し

事
ごと

と関
かん

係
けい

があるから 

3．給
きゅう

料
りょう

や働
はたら

いたときの条
じょう

件
けん

がいいから 

4．いまの会
かい

社
しゃ

で仕
し

事
ごと

を続
つづ

けたいから 

5．その他
た

 〔                                  〕       

 

 ⑤ 働
はたら

く会
かい

社
しゃ

を選
えら

ぶときは、何
なに

が大
だい

事
じ

ですか？（最
さい

大
だい

３つまで○を付
つ

けてください） 

1．技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

んだり、自
じ

分
ぶん

の技
ぎ

術
じゅつ

が使
つか

えること 2．帰国後
き こ く ご

にしたい仕事
し ご と

と同
おな

じであること 

3．自
じ

分
ぶん

の国
くに

にその会
かい

社
しゃ

の工
こう

場
じょう

などがあること 4．残
ざん

業
ぎょう

が少
すく

ないこと 

5．給
きゅう

料
りょう

がいいこと 〔希
き

望
ぼう

の金
きん

額
がく

を書
か

いてください：１か月
げつ

        円
えん

以
い

上
じょう

〕 

6．会社
かいしゃ

が生活面
せいかつめん

を支援
し え ん

してくれること 〔
「

a. 日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

 b. 家
いえ

を借
か

りること c. その他
た

〕 

7．会社
かいしゃ

の人
ひと

が親切
しんせつ

にしてくれること 8．同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が働
はたら

いていること 

9．自分
じ ぶ ん

が働
はたら

きたい場
ば

所
しょ

、または、住
す

みたい場
ば

所
しょ

にあること 

  ・どこですか？（1 つだけに○）： a．広島
ひろしま

県内
けんない

  b．東京
とうきょう

  c．大阪
おおさか

  d．その他
た

 

  ・なぜそこに住
す

みたいですか？： 

10．その他
た

 〔                                  〕       

 

 あなたは、今後
こ ん ご

、仕事
し ご と

のために、勉強
べんきょう

したい技術
ぎじゅつ

や知識
ち し き

はありますか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．ある 〔それは何
なん

ですか？：                          〕 

2．ない 
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日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

について質問
しつもん

します。 

 

 あなたは、下
した

の表
ひょう

のことが、どのくらいできますか？ 

 （それぞれの内
ない

容
よう

について、1 つだけ○を付
つ

けてください） 

日本語
に ほ ん ご

で会話
か い わ

する 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

ひらがな・カ
か

タ
た

カ
か

ナ
な

を読
よ

む 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

漢字
か ん じ

を読
よ

む 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

ひらがな・カ
か

タ
た

カ
か

ナ
な

で書
か

く 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

漢
かん

字
じ

を使
つか

って日
に

本
ほん

語
ご

を書
か

く 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

 

 あなたは、日本
に ほ ん

に来
き

てから、日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

していますか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．ひとりで勉強
べんきょう

している（教科書
きょうかしょ

やインターネット
い ん た ー ね っ と

、テレビ
て れ び

などを使
つか

って） 

2．地域
ち い き

の日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

で勉強
べんきょう

している 

3．会
かい

社
しゃ

の人
ひと

から教
おし

えてもらっている 

4．同
おな

じ国
くに

から来
き

た知
ち

人
じん

から教
おし

えてもらっている 

5．勉強
べんきょう

していない 

6．その他
た

 〔                                 〕 

 

 あなたは、これから日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したいと思
おも

いますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．勉強
べんきょう

したい 2．会社
かいしゃ

が機会
き か い

をつくれば勉強
べんきょう

したい 

3．近
ちか

くに日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

があれば勉
べん

強
きょう

したい 4．勉強
べんきょう

したくない 

5．わからない 

6．その他
た

 〔                                 〕 

 

あなたのいまの生活
せいかつ

について質問
しつもん

します。 

 

 最近
さいきん

（６か月
げつ

以内
い な い

）、仕事
し ご と

以外
い が い

で、困
こま

ったことや不安
ふ あ ん

なことは何
なん

ですか？ 

  （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

が聞
き

き取
と

れない 2．生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

が話
はな

せない 

3．生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

が読
よ

めない 4．生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が書
か

けない 

5．方言
ほうげん

（広島
ひろしま

特有
とくゆう

のことば）がわからない 6．地域
ち い き

の人
ひと

と日本語
に ほ ん ご

でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
こみゅにけーしょん

が取
と

れない 

7．日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習慣
しゅうかん

が理解
り か い

できない 8．自分
じ ぶ ん

の国
くに

の文化
ぶ ん か

や習慣
しゅうかん

が理解
り か い

されない 

9．同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が近
ちか

くにいない 10．生
せい

活
かつ

のル
る

ー
ー

ル
る

がわからない 

11．日本
に ほ ん

の交通
こうつう

ルール
る ー る

がわかりにくい 12．病
びょう

院
いん

でことばが通
つう

じない 

13．電話
で ん わ

やインターネット
い ん た ー ね っ と

など、生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な手
て

続
つづ

きの方法
ほうほう

がわからない 

14．災害
さいがい

（大雨
おおあめ

、地震
じ し ん

、台風
たいふう

など）のときに、どうしたらいいかわからない 

15．困
こま

っていることはない 16．その他
た

〔              〕 
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 仕
し

事
ごと

以
い

外
がい

で、困
こま

っているときに、誰
だれ

に相
そう

談
だん

しますか？ 

 （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．会社
かいしゃ

の日本人
にほんじん

 2．会
かい

社
しゃ

の同
おな

じ国
くに

の人
ひと

 

3．監理
か ん り

団体
だんたい

の人
ひと

  4．役所
やくしょ

などの相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

5．イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

で調
しら

べる 6．自分
じ ぶ ん

の国
くに

にいる家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

 

7．日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の先生
せんせい

 8．近所
きんじょ

の日本人
にほんじん

 

9．その他
た

 〔                                 〕 

 

 広島
ひろしま

県内
けんない

の役所
やくしょ

などに、公的
こうてき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていますか？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．知
し

っている。相
そう

談
だん

したこともある。  

 〔どこに？：             何
なに

について？：               〕 

2．知
し

っているけれど、相
そう

談
だん

したことはない。  

 〔どこを知
し

っていますか？：                           〕 

  なぜ相談
そうだん

したことがないですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

   a. 窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠い
と お い

 b. 忙
いそが

しい  c. 相談
そうだん

することがない 

   d. 日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

せない e. 役所
やくしょ

などの公的
こうてき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

には相談
そうだん

したくない 

   f. その他
た

〔                                〕 

3．知
し

らない 

 

 日
ひ

ごろの生活
せいかつ

の情報
じょうほう

を得
え

る方
ほう

法
ほう

や、自分
じ ぶ ん

の国
くに

にいる家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

との連絡
れんらく

方法
ほうほう

について教
おし

え

てください。 

 ① スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

やインターネット
い ん た ー ね っ と

につながる機器
き き

をもっていますか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

をもっている 

2．スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

以外
い が い

のインターネット
い ん た ー ね っ と

につながる機器
き き

（PC など）をもっている 

3．もっていないが、会社
かいしゃ

や寮
りょう

でインターネット
い ん た ー ね っ と

につながる機器
き き

を使
つか

わせてもらえる。 

4．もっていない 
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 ② よく使
つか

うイ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

のウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

やＳＮＳなど、情報
じょうほう

を知
し

る方
ほう

法
ほう

を教
おし

えてください。 

  また、どれくらい見
み

ているかも、教
おし

えてください。 

 一
いち

番
ばん

目
め

によく使
つか

うもの 二
に

番
ばん

目
め

によく使
つか

うもの 

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

 〔名前
な ま え

：          〕 

 どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください）  

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

〔名前
な ま え

：          〕 

 どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

ＳＮＳ 〔名前
な ま え

：          〕 

 どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください）  

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

〔名前
な ま え

：          〕 

どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

その他
た

 （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

 a．会社
かいしゃ

からのお知
し

らせ 

 b．同
おな

じ国
くに

から人
ひと

の集
あつ

まり 

 c．テレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

 

 d．その他
た

〔        〕 

（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

 a．会社
かいしゃ

からのお知
し

らせ 

 b．同
おな

じ国
くに

から人
ひと

の集
あつ

まり 

 c．テレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

 

 d．その他
た

〔        〕 

 

 ③ 生活
せいかつ

の情報
じょうほう

で、あなたが欲
ほ

しい情
じょう

報
ほう

は何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．医療
いりょう

（病院
びょういん

、薬局
やっきょく

など）の情報
じょうほう

 2．自分
じ ぶ ん

の国
くに

のことばでの情報
じょうほう

 

3．役所
やくしょ

からのお知
し

らせ 4．日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の情報
じょうほう

 

5．災害
さいがい

など緊急
きんきゅう

のときの情報
じょうほう

 6．公共
こうきょう

施設
し せ つ

や交通
こうつう

機関
き か ん

などの案内
あんない

 

7．ごみ出
だ

しなどの地域
ち い き

のルール
る ー る

 8．特
とく

にない 

9．その他
た

〔                                   〕 

 

 ④ 自分
じ ぶ ん

の国
くに

にいる家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

とは、どのように連絡
れんらく

をとっていますか？  

一
いち

番
ばん

多
おお

く使
つか

っている方
ほう

法
ほう

 

（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．メール
め ー る

 
  a．毎日

まいにち

   b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．週
しゅう

１回
かい

   d．１か月
げつ

に数回
すうかい

 

  e．その他
た

〔        〕 

2．ＳＮＳ 

3．手紙
て が み

 

4．その他
た

〔              〕 
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 近所
きんじょ

の日本人
にほんじん

と話
はなし

をすることがありますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．ある（あいさつをする程度
て い ど

） 2．ある（ときどき長
なが

い話
はなし

をすることがある） 

3．ある（困
こま

ったときに相
そう

談
だん

している）  4．ない 

 

 近所
きんじょ

の日本人
にほんじん

と、もっと仲
なか

良
よ

くなりたいと思
おも

いますか？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください。） 

1．思
おも

っている 

  どのように？：（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

   a. 近所
きんじょ

の行事
ぎょうじ

（祭
まつ

りなど）に参加
さ ん か

したい b. 自分
じ ぶ ん

の国
くに

の文化
ぶ ん か

を紹介
しょうかい

したい 

   c. 一緒
いっしょ

にボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

をしたい  d．一緒
いっしょ

に食事
しょくじ

など気軽
き が る

に交流
こうりゅう

したい 

   e. その他
た

〔                                〕 

2．思
おも

っていない 〔なぜ？：                            〕 

 

 あなたと同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が集
あつ

まるコ
こ

ミュニティ
み ゅ に て ぃ

は、ありますか？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください。） 

1．近所
きんじょ

にあり、いったことがある 

2．近
ちか

くにないが、いったことがある 

3．あることを知
し

っているが、遠
とお

くていくことができない 

4．あることを知
し

っているが、どこにあるかわからない 

5．あることを知
し

っているが、いったことがない 〔なぜ？：             〕 

6．コミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

はない 

7．わからない 

 

 広
ひろ

島
しま

県
けん

内
ない

に住
す

んで、良
よ

かったと思
おも

うことは何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．会社
かいしゃ

の日本人
にほんじん

が親切
しんせつ

 2．近所
きんじょ

の日本人
にほんじん

が親切
しんせつ

  

3．自然
し ぜ ん

や文化
ぶ ん か

が豊
ゆた

か 4．店
みせ

が多
おお

く、生
せい

活
かつ

が便
べん

利
り

 

5．東
とう

京
きょう

などに比
くら

べて物
ぶっ

価
か

が安
やす

い 6．同
おな

じ国
くに

から来
き

ている人
ひと

が多
おお

い 

7．良
よ

かったと思
おも

ったことはない 

8．その他
た

 〔                                 〕 
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 もし、将来
しょうらい

、家族
か ぞ く

を連
つ

れて来
く

ることができようになった場合
ば あ い

、不安
ふ あ ん

なことは何
なん

ですか？ 

  （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．住
す

む家
いえ

を見
み

つけること 2．家
か

族
ぞく

が病
びょう

気
き

やけがになったとき  

3．出
しゅっ

産
さん

や子
こ

育
そだ

て 4．子
こ

供
ども

の教
きょう

育
いく

（学
がっ

校
こう

） 

5．家
か

族
ぞく

が日
に

本
ほん

語
ご

がわからない 6．配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

（妻
つま

や夫
おっと

）の日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べんき

強
きょう

 

7．地域
ち い き

のルール
る ー る

（ごみの出
だ

し方
かた

、音
おと

やにおいなど） 8．家族
か ぞ く

と近所
きんじょ

の人
ひと

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

 

9．家族
か ぞ く

が日本
に ほ ん

の交
こう

通
つう

ル
る

ー
ー

ル
る

がわからない 10．家族
か ぞ く

がバス
ば す

や電車
でんしゃ

の乗
の

り方
かた

がわからない 

11．災害
さいがい

のとき、どうすればいいかわからない 12．不安
ふ あ ん

なことはない 

13．その他
た

〔                                                        〕 

 

ア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

はここで終
お

わりです。ありがとうございました。 
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2. 留学生及び一般外国人向け調査票 

＜外国人
がいこくじん

の就労
しゅうろう

意識
い し き

に関
かん

するア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

調
ちょう

査
さ

＞ 

留学生
りゅうがくせい

などのみなさまの意見
い け ん

を 

お聞
き

かせください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● このア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

は、広
ひろ

島
しま

県
けん

庁
ちょう

が施
し

策
さく

を検
けん

討
とう

するために使
つか

います。 

 答
こた

えた内
ない

容
よう

を、個人
こ じ ん

がわかる形
かたち

で公表
こうひょう

したり、他
た

の人
ひと

に教
おし

えることはありません。 

● 質問
しつもん

への答
こた

えは、あてはまる番号
ばんごう

に○
まる

印
じるし

をつけてください。 

 答
こた

えは、１つだけ選
えら

ぶものと、いくつか選
えら

ぶものがありますので、答
こた

えるときに気
き

をつけてください。 

〔 〕のところは、くわしく書
か

いてください。 

● 答
こた

えをすべて書
か

いたあとは、アンケート
あ ん け ー と

を、一緒
いっしょ

に配
くば

られた返信用
へんしんよう

の封筒
ふうとう

に入
い

れ

て、自分
じ ぶ ん

でしっかり閉
し

めてください。 

 宛先
あてさき

や、差出人
さしだしにん

（あなたの名前
な ま え

や住所
じゅうしょ

）を書
か

く必
ひつ

要
よう

はありません。 

● アンケート
あ ん け ー と

を入
い

れた封
ふう

筒
とう

は、配付
は い ふ

してくれた学校
がっこう

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

の方
かた

に、２０１９年
ねん

９月
がつ

２０日
か

（金
きん

）までに、渡
わた

してください。 

 学校
がっこう

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

の方
かた

に渡
わた

さないで、自分
じ ぶ ん

で、郵便
ゆうびん

ポスト
ぽ す と

に入
い

れても良
い

いです。 

そのときは、封筒
ふうとう

に切手
き っ て

を貼
は

る必
ひつ

要
よう

はありません。 

 

 

 

 

いま、広島
ひろしま

県内
けんない

で働
はたら

いている外国人
がいこくじん

が増
ふ

えています。 

広島
ひろしま

県庁
けんちょう

では、県内
けんない

で働
はたら

くことを希望
き ぼ う

する外国人
がいこくじん

のみなさまが「広島
ひろしま

県内
けんない

で

働
はたら

き、住
す

んで良
よ

かった」と思
おも

うことができる環境
かんきょう

をつくるため、県内
けんない

の留学生
りゅうがくせい

やお住
す

まいの外国人
がいこくじん

のみなさまに、ア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

調
ちょう

査
さ

を行
おこな

います。 

ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。 

 

２０１９年
ねん

９月
がつ

  広島県
ひろしまけん

商工
しょうこう

労働局
ろうどうきょく

 雇用
こ よ う

労働
ろうどう

政策課
せいさくか

   

記
き

入
にゅう

についてのお願
ねが

い 

 

 この調査
ちょうさ

についての問
とい

合
あわ

せ先
さき

 

  株式
かぶしき

会社
がいしゃ

日本
に ほ ん

統計
とうけい

センター
せ ん た ー

（担当
たんとう

：小林
こばやし

） 

  電子
で ん し

メール
め ー る

：research@nihon-toukei.co.jp 
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あなたについて質問
しつもん

します。（全
ぜん

員
いん

お答
こた

えください） 

 

 あなたの性別
せいべつ

は？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．男
おとこ

 2．女
おんな

 3．その他
た

・答
こた

えたくない 

 

 あなたの年齢
ねんれい

は？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．20歳
さい

未満
み ま ん

 2．20歳
さい

～24歳
さい

 3．25歳
さい

～29歳
さい

 

4．30歳
さい

～34歳
さい

 5．35歳
さい

～39歳
さい

 6．40歳
さい

以上
いじょう

 

 

 あなたの出身
しゅっしん

国
こく

は？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．ベトナム
べ と な む

 2．中国
ちゅうごく

 3．フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

 4．インドネシア
い ん ど ね し あ

 

5．その他
た

 〔                                  〕 

 

 あなたは、結婚
けっこん

していますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．結婚
けっこん

している 2．結婚
けっこん

していない 

 

 あなたは仕事
し ご と

（アルバイト
あ る ば い と

を含
ふく

む）をしていますか？ 

1．はい 〔場所
ば し ょ

はどこですか？（市
し

区
く

町名
ちょうめい

だけで良
い

いです）：               〕 

2．いいえ  

 

 あなたが住
す

んでいる場所
ば し ょ

（アパート
あ ぱ ー と

や寮
りょう

の場所
ば し ょ

）は、どこですか？ 

市
し

町
ちょう

名
めい

だけを書
か

いてください〔                           〕 

 

 あなたは何年
なんねん

日本
に ほ ん

に住
す

んでいますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．1年
ねん

未満
み ま ん

 2．1年
ねん

 3．2年
ねん

 4．3年
ねん

 5．4年
ねん

以上
いじょう

 

 

 あなたの在留
ざいりゅう

資格
し か く

は何
なん

ですか？（1 つだけ○を付け
つ

てください） 

1．留学
りゅうがく

 2．永住者
えいじゅうしゃ

、永住者
えいじゅうしゃ

の配偶者
はいぐうしゃ

 

3．定住者
ていじゅうしゃ

 4．日本人
にほんじん

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

 

5．家族
か ぞ く

滞在
たいざい

 6．技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ち し き

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

 

7．その他
た

 〔                                 〕 

 

※「1．留
りゅう

学
がく

」⇒次
つぎ

は、Q9 から答
こた

えてください。 

※「1．留
りゅう

学
がく

」以
い

外
がい

の方
かた

⇒次
つぎ

は、Q19 から答
こた

えてください。 
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留
りゅう

学
がく

について質
しつ

問
もん

します。（留
りゅう

学
がく

生
せい

のみお答
こた

えください。） 

 

 あなたのいまの留
りゅう

学
がく

先
さき

（学
がっ

校
こう

）は、次
つぎ

のどれですか？ 

（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．大学院
だいがくいん

（博士
は か せ

コース
こ ー す

，修士
しゅうし

コース
こ ー す

） 2．専門
せんもん

職
しょく

大学院
だいがくいん

課程
か て い

 

3．（大学
だいがく

の）学部
が く ぶ

正規
せ い き

課程
か て い

 4．短期
た ん き

大学
だいがく

 

5．専修
せんしゅう

学校
がっこう

専門
せんもん

課程
か て い

（専門
せんもん

学校
がっこう

） 6．準備
じゅんび

教育
きょういく

課程
か て い

 

7．日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

機関
き か ん

（日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

） 8．その他
た

 〔            〕 

 

 あなたのいまの学校
がっこう

の専攻
せんこう

分野
ぶ ん や

を教
おし

えてください。 

（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．人
じん

文
ぶん

科
か

学
がく

・社
しゃ

会
かい

科
か

学
がく

 2．理学
り が く

・工学
こうがく

・農学
のうがく

 

3．医学
い が く

・歯学
し が く

・薬学
やくがく

 4．日本語
に ほ ん ご

 

5．その他
た

 〔                                  〕 

 

 あなたは、なぜ日本
に ほ ん

を留学先
りゅうがくさき

に選
えら

びましたか？ 

（最大
さいだい

3 つまで○を付
つ

けてもいいです） 

1．日本
に ほ ん

に興味
きょうみ

があり、日本
に ほ ん

で生活
せいかつ

したかったから 

2．日本
に ほ ん

の教育
きょういく

や研究
けんきゅう

が魅力的
みりょくてき

だから 

3．自分
じ ぶ ん

の国
くに

と距離
き ょ り

が近
ちか

いから 

4．日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

文化
ぶ ん か

を勉強
べんきょう

したいから 

5．日本
に ほ ん

と関連
かんれん

のある職 業
しょくぎょう

に就
つ

いたり、日本
に ほ ん

で就 職
しゅうしょく

したいから 

6．親戚
しんせき

，知人
ち じ ん

，友人
ゆうじん

がいたから 

7．その他
た

 〔                                  〕 

 

 あなたが日本
に ほ ん

に来
き

て、一番最初
いちばんさいしょ

に入学
にゅうがく

した学校
がっこう

は、次
つぎ

のどれですか？ 

（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

機関
き か ん

（日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

） 

2．準備
じゅんび

教育
きょういく

課程
か て い

、留学
りゅうがく

生別科
せいべっか

 

3．専修
せんしゅう

学校
がっこう

専門
せんもん

課程
か て い

（専門
せんもん

学校
がっこう

） 

4．短期
た ん き

大学
だいがく

 

5．大学
だいがく

の学部
が く ぶ

 

6．日本
に ほ ん

に来
き

て、初
はじ

めは働
はたら

いていた 

7．その他
た

 〔                                  〕 
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アルバイト
あ る ば い と

について質問
しつもん

します。（留学生
りゅうがくせい

のみお答
こた

えください。） 

 

 あなたは、いま、アルバイト
あ る ば い と

をしていますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．はい 2．いいえ ⇒次
つぎ

は、Q19 から答
こた

えてください 

 

 主
おも

なアルバイト
あ る ば い と

は、どのような仕事
し ご と

ですか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．農業
のうぎょう

 2．漁業
ぎょぎょう

（かき養殖
ようしょく

など） 

3．建設業
けんせつぎょう

（土木
ど ぼ く

・建築
けんちく

など） 4．製造業
せいぞうぎょう

（繊維
せ ん い

・衣服
い ふ く

） 

5．製造業
せいぞうぎょう

（食品
しょくひん

） 6．製造業
せいぞうぎょう

（機械
き か い

・金属
きんぞく

） 

7．製造業
せいぞうぎょう

（電気
で ん き

・電子
で ん し

関連
かんれん

） 8．製造業
せいぞうぎょう

（造船
ぞうせん

） 

9．製造業
せいぞうぎょう

（自動車
じどうしゃ

関係
かんけい

） 10．製造業
せいぞうぎょう

（その他
た

） 

11．小
こうり

売（ｺ
こ

ﾝ
ん

ﾋ
び

ﾞﾆ
に

など、ものを売
う

るお店
みせ

） 12．宿泊 業
しゅくはくぎょう

 

13．外食 業
がいしょくぎょう

 14．介護
か い ご

 

15．ビルクリーニング
び る く り ー に ん ぐ

 16．その他
た

のサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

業
ぎょう

 

17．その他
た

 〔                                  〕 

 

 いまのアルバイト先
あ る ば い と さ き

の良
い

い点
てん

は何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．仕事
し ご と

の内容
ないよう

 2．給 料
きゅうりょう

などの働
はたら

く条
じょう

件
けん

 

3．会社
かいしゃ

の人
ひと

との人間
にんげん

関係
かんけい

 4．留
りゅう

学
がく

生
せい

や同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が多
おお

く働
はたら

いている 

5．会社
かいしゃ

や地域
ち い き

で、楽
たの

しい行
ぎょう

事
じ

がある 6．その他
た

 〔            〕 

 

 いまのアルバイト先
あ る ば い と さ き

の嫌
いや

な点
てん

は何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．仕
し

事
ごと

が難
むずか

しい 2．給
きゅう

料
りょう

などの働
はたら

く条
じょう

件
けん

 

3．会
かい

社
しゃ

の人
ひと

との人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

 4．留
りゅう

学
がく

生
せい

や同
おな

じ国
くに

の人
ひと

がいない 

5．会
かい

社
しゃ

や地
ち

域
いき

で、楽
たの

しい行
ぎょう

事
じ

がない 6．その他
た

 〔            〕 

 

 いまのアルバイト
あ る ば い と

で、困
こま

っていることは何
なに

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．仕事
し ご と

が難
むずか

しい 2．仕
し

事
ごと

が多
おお

い 

3．仕事
し ご と

で必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

が聞
き

き取
と

れない 4．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が話
はな

せない 

5．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が読
よ

めない 6．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が書
か

けない 

7．仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

な専
せん

門
もん

的
てき

な言
こと

葉
ば

がわからない 8．方言
ほうげん

（広島
ひろしま

独特
どくとく

のことば）がわからない 

9．会社
かいしゃ

の人
ひと

と日本語
に ほ ん ご

でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
こみゅにけーしょん

が取
と

れない 10．会社
かいしゃ

のルール
る ー る

が理解
り か い

できない 

11．日本
に ほ ん

の雇用
こ よ う

ルール
る ー る

（法律
ほうりつ

など）を知
し

らない 12．困
こま

っていることはない 

13．その他
た

 〔                                 〕 
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 アルバイト
あ る ば い と

で困
こま

っているときに、誰
だれ

に相談
そうだん

しますか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．会社
かいしゃ

の日本人
にほんじん

 2．留学生
りゅうがくせい

や学校
がっこう

の友人
ゆうじん

 

3．役所
やくしょ

などの相談
そうだん

窓口
まどぐち

 4．自分
じ ぶ ん

の国
くに

にいる家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

 

5．学校
がっこう

の先生
せんせい

 6．その他
た

 〔            〕 

 

今後
こ ん ご

、あなたが日本
に ほ ん

で仕事
し ご と

することについて質問
しつもん

します。（全
ぜん

員
いん

お答
こた

えください。） 

 

 あなたは、2019年
ねん

4月
がつ

に新
あたら

しくできた在留
ざいりゅう

資格
し か く

「特定
とくてい

技能
ぎ の う

」について知
し

っていますか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．知
し

っている 2．知
し

らない 

 

 ※特定
とくてい

技能
ぎ の う

とは 

  日本語
に ほ ん ご

や技能
ぎ の う

を一定
いってい

レベル
れ べ る

身
み

に着
つ

けていることを試験
し け ん

で証明
しょうめい

できた外国人
がいこくじん

が、次
つぎ

の分野
ぶ ん や

 

 で最
さい

長
ちょう

５年
ねん

間
かん

日
に

本
ほん

で仕事
し ご と

ができる制度
せ い ど

です。  

 

   ・介護業
かいごぎょう

  ・ビルクリーニング業
び る く り ー に ん ぐ ぎ ょ う

  ・素形材
そけいざい

産業
さんぎょう

   ・産業
さんぎょう

機械
き か い

製造業
せいぞうぎょう

 

   ・電気
で ん き

・電子
で ん し

関連
かんれん

産業
さんぎょう

      ・建設業
けんせつぎょう

     ・造船
ぞうせん

・舶用業
はくようぎょう

 

   ・自動車
じどうしゃ

整備業
せいびぎょう

           ・航空業
こうくうぎょう

   ・宿泊 業
しゅくはくぎょう

 

   ・農業
のうぎょう

  ・飲食料品
いんしょくりょうひん

製造業
せいぞうぎょう

    ・漁業
ぎょぎょう

   ・外食 業
がいしょくぎょう

 

 

 今
いま

日本
に ほ ん

で働
はたら

くことについて聞
き

きます。 

 ① 今
こん

後
ご

（留
りゅう

学
がく

生
せい

の方
かた

は卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

）、日
に

本
ほん

で働
はたら

きたいですか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．できれば働
はたら

きたい 2．働
はたら

きたくない 

 

※「1．できれば働
はたら

きたい」⇒次
つぎ

は、②から答
こた

えてください。 

※「2．働
はたら

きたくない」⇒次
つぎ

は、Q22 から答
こた

えてください。 

 

 ② どの在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

で働
はたら

きたいですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．専門的
せんもんてき

・技術的
ぎじゅつてき

分野
ぶ ん や

（技術
ぎじゅつ

、人文
じんぶん

・知識
ち し き

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

） 

2．特定
とくてい

技能
ぎ の う

 

3．その他
た

の在留
ざいりゅう

資格
し か く

 〔                             〕       

4．在留
ざいりゅう

資格
し か く

についてわからない 
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 ③ どのような仕事
し ご と

をしたいですか？（最大
さいだい

３つまで○を付
つ

けてください） 

1．農業
のうぎょう

 2．漁業
ぎょぎょう

（かき養殖
ようしょく

など） 

3．建設業
けんせつぎょう

（土木
ど ぼ く

・建築
けんちく

など） 4．製造業
せいぞうぎょう

（繊維
せ ん い

・衣服
い ふ く

） 

5．製造業
せいぞうぎょう

（食品
しょくひん

） 6．製造業
せいぞうぎょう

（機械
き か い

・金属
きんぞく

） 

7．製造業
せいぞうぎょう

（電気
で ん き

・電子
で ん し

関連
かんれん

） 8．製造業
せいぞうぎょう

（造船
ぞうせん

） 

9．製造業
せいぞうぎょう

（自動車
じどうしゃ

関係
かんけい

） 10．製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

（その他
た

） 

11．小
こ

売
うり

（ものを売
う

るお店
みせ

） 12．宿泊 業
しゅくはくぎょう

 

13．外食 業
がいしょくぎょう

 14．介護
か い ご

 

15．ビルクリーニング
び る く り ー に ん ぐ

 16．その他
た

のサービス業
さ ー び す ぎ ょ う

 

17．その他
た

 〔                                  〕 

 

 ④ 「③」で○をつけた仕事
し ご と

を選
えら

んだ理
りゆう

由は何
なん

ですか？ 

（最大
さいだい

３つまで○を付
つ

けてください） 

1．自
じ

分
ぶん

の技
ぎ

術
じゅつ

や経
けい

験
けん

が使
つか

えるから 

2．帰国後
き こ く ご

にやりたい仕事
し ご と

と関係
かんけい

があるから 

3．給
きゅう

料
りょう

や働
はたら

いたときの条
じょう

件
けん

がいいから 

4．その分野
ぶ ん や

の日本
に ほ ん

の企業
きぎょう

で、働
はたら

く経
けい

験
けん

を積
つ

みたいから 

5．その他
た

 〔                                  〕       

 

 ⑤ 働
はたら

く会
かい

社
しゃ

を選
えら

ぶときは、何
なに

が大
だい

事
じ

ですか？（最大
さいだい

３つまで○を付
つ

けてください） 

1．技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

んだり、自
じ

分
ぶん

の技
ぎ

術
じゅつ

が使
つか

えること 2．帰国後
き こ く ご

にしたい仕事
し ご と

と同
おな

じであること 

3．自分
じ ぶ ん

の国
くに

にその会社
かいしゃ

が進出
しんしゅつ

していること 4．残業
ざんぎょう

が少
すく

ないこと 

5．給 料
きゅうりょう

がいいこと 〔希望
き ぼ う

の金額
きんがく

を書
か

いてください：１か月
げつ

        円
えん

以上
いじょう

〕 

6．会社
かいしゃ

が生活面
せいかつめん

を支援
し え ん

してくれること 〔a. 日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

 b. 家
いえ

を借
か

りること c. その他
た

〕 

7．会社
かいしゃ

の人
ひと

が親切
しんせつ

にしてくれること 8．同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が働
はたら

いていること 

9．自
じ

分
ぶん

が働
はたら

きたい場
ば

所
しょ

、または、住
す

みたい場
ば

所
しょ

にあること 

  ・どこですか（1 つだけに○）： a．広
ひろ

島
しま

県
けん

内
ない

  b．東
とう

京
きょう

  c．大
おお

阪
さか

  d．その他
た

 

  ・なぜそこに住
す

みたいですか： 

10．その他
た

 〔                                  〕       

 

 あなたは、今後
こ ん ご

、仕事
し ご と

のために、勉強
べんきょう

したい知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

はありますか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．ある 〔それは何
なに

ですか：                           〕 

2．ない 
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日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

について質
しつ

問
もん

します。（全
ぜん

員
いん

お答
こた

えください。） 

 

 あなたは、下
した

の表
ひょう

のことが、どのくらいできますか？ 

 （それぞれの内容
ないよう

について、1 つだけ○を付
つ

けてください） 

日本語
に ほ ん ご

で会話
か い わ

する 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

ひらがな・カ
か

タ
た

カ
か

ナ
な

を読
よ

む 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

漢字
か ん じ

を読
よ

む 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

ひらがな・カ
か

タ
た

カ
か

ナ
な

で書
か

く 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

漢
かん

字
じ

を使
つか

って日
に

本
ほん

語
ご

を書
か

く 1．ほとんどできない 2．少
すこ

しできる 3．できる 

 

 あなたが、いま、持
も

っている日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

に関
かん

する資
し

格
かく

を教
おし

えてください。 

（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．J１+ 2．J１ 3．J２ 4．J３ 

5．J４ 6．J５ 7．Ｎ１ 8．Ｎ２ 

9．Ｎ３ 10．Ｎ４ 11．Ｎ５ 12．取
と

っていない 

 

 今
こん

後
ご

、取
と

りたい日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

に関
かん

する資
し

格
かく

を教
おし

えてください。 

（いくつ○を付けてもいいです） 

1．J１+ 2．J１ 3．J２ 4．J３ 

5．J４ 6．J５ 7．Ｎ１ 8．Ｎ２ 

9．Ｎ３ 10．Ｎ４ 11．Ｎ５ 12．取
と

っていない 

 

 あなたは、日本
に ほ ん

に来
き

てから、日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

していますか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．留
りゅう

学
がく

先
さき

（大
だい

学
がく

や日
に

本
ほん

語
ご

学校
がっこう

）で勉
べん

強
きょう

している 

2．ひとりで勉強
べんきょう

している（教科書
きょうかしょ

やインターネット
い ん た ー ね っ と

、テレビ
て れ び

などを使
つか

って） 

3．地域
ち い き

の日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

で勉強
べんきょう

している 

4．働
はたら

いている会
かい

社
しゃ

の人
ひと

や、日
に

本
ほん

人
じん

の知
ち

人
じん

から教
おし

えてもらっている 

5．同
おな

じ国
くに

から来
き

た知
ち

人
じん

から教
おし

えてもらっている 

6．勉強
べんきょう

していない 

7．その他
た

 〔                                 〕 

 

 あなたは、これから日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したいと思
おも

いますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．勉強
べんきょう

したい 

2．近く
ち か く

に日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

があれば勉強
べんきょう

したい 

3．勉強
べんきょう

したくない 

4．その他
た

 〔                                 〕 
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あなたのいまの生活
せいかつ

について質問
しつもん

します。（全
ぜん

員
いん

お答
こた

えください。） 

 

 最近
さいきん

（６か月
げつ

以
い

内
ない

）、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

で困
こま

ったことや不安
ふ あ ん

なことは何
なん

ですか？ 

  （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

が聞
き

き取
と

れない 2．生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

が話
はな

せない 

3．生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

が読
よ

めない 4．生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

が書
か

けない 

5．方言
ほうげん

（広島
ひろしま

特有
とくゆう

のことば）がわからない 6．地域
ち い き

の人
ひと

と日本語
に ほ ん ご

でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
こみゅにけーしょん

が取
と

れない 

7．日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習慣
しゅうかん

が理解
り か い

できない 8．自分
じ ぶ ん

の国
くに

の文化
ぶ ん か

や習慣
しゅうかん

が理解
り か い

されない 

9．同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が近
ちか

くにいない 10．生活
せいかつ

のルール
る ー る

がわからない 

11．日本
に ほ ん

の交通
こうつう

ルール
る ー る

がわかりにくい 12．病院
びょういん

でことばが通
つう

じない 

13．電気
で ん き

、ガス
が す

、電話
で ん わ

やインターネット
い ん た ー ね っ と

など、生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な手
て

続
つづ

きの方法
ほうほう

がわからない 

14．災害
さいがい

（大雨
おおあめ

、地震
じ し ん

、台風
たいふう

など）のときに、どうしたらいいかわからない 

15．日本
に ほ ん

の雇用
こ よ う

ルール
る ー る

（法律
ほうりつ

など）を知
し

らない 16．困
こま

っていることはない 

17．その他
た

 〔                                 〕 

 

 普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

で困
こま

っているときに、誰
だれ

に相談
そうだん

しますか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．会社
かいしゃ

や学校
がっこう

の日本人
にほんじん

 2．会
かい

社
しゃ

や学
がっ

校
こう

の同
おな

じ国
くに

の人
ひと

 

3．ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

団体
だんたい

の人
ひと

 4．役所
やくしょ

などの相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

5．インターネット
い ん た ー ね っ と

で調
しら

べる 6．自分
じ ぶ ん

の国
くに

にいる家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

 

7．日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

や日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

の先生
せんせい

 8．近所
きんじょ

の日本人
にほんじん

 

9．その他
た

 〔                                  〕 

 

 広島
ひろしま

県内
けんない

の役所
やくしょ

などに、公的
こうてき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

があることを知
し

っていますか？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．知
し

っている。相談
そうだん

したこともある。  

 〔どこに？：             何
なに

について？：              〕 

2．知
し

っているけれど、相
そう

談
だん

したことはない。  

 〔どこを知
し

っていますか？：                           〕 

  なぜ相談
そうだん

したことがないですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

   a. 窓口
まどぐち

の場所
ば し ょ

が遠
とお

い b. 忙
いそが

しい  c. 相談
そうだん

することがない 

   d. 日本語
に ほ ん ご

を話
はな

せない e. 役所
やくしょ

などの公的
こうてき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

には相談
そうだん

したくない 

   f. その他
た

〔                                〕 

3．知
し

らない 
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 日
ひ

ごろの生活
せいかつ

の情報
じょうほう

を得
え

る方
ほう

法
ほう

や、家族
か ぞ く

との連絡
れんらく

について教
おし

えてください。 

 ① スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

やインターネット
い ん た ー ね っ と

につながる機器
き き

をもっていますか？ 

  （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

をもっている 

2．スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

以外
い が い

のインターネット
い ん た ー ね っ と

につながる機器
き き

（PC など）をもっている 

3．もっていないが、学校
がっこう

や会社
かいしゃ

などでインターネット
い ん た ー ね っ と

につながる機器
き き

を使
つか

わせてもらえる。 

4．もっていない 

 

 ② よく使
つか

うイ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

のウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

やＳＮＳなど、情報
じょうほう

を知
し

る方
ほう

法
ほう

を教
おし

えてください。 

  また、どれくらいよく見
み

たり相
そう

談
だん

したりしているかも、教
おし

えてください。 

 一
いち

番
ばん

目
め

にとよく使
つか

うもの 二
に

番
ばん

目
め

によく使
つか

うもの 

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

 〔名前
な ま え

：          〕 

 どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください）  

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

〔名前
な ま え

：          〕 

 どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

ＳＮＳ 〔名前
な ま え

：          〕 

 どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください）  

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

〔名前
な ま え

：          〕 

 どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください） 

  a．毎日
まいにち

  b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．１か月
げつ

に数回
すうかい

  d．月
つき

１回
かい

 

  e．その他
た

〔      〕 

その他
た

 （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

 a．会社
かいしゃ

からのお知
し

らせ 

 b．同
おな

じ国
くに

から人
ひと

の集
あつ

まり 

 c．テレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

 

 d．その他
た

〔        〕 

（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

 a．会社
かいしゃ

からのお知
し

らせ 

 b．同
おな

じ国
くに

から人
ひと

の集
あつ

まり 

 c．テレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

 

 d．その他
た

〔        〕 

 

 ③ 生活
せいかつ

の情報
じょうほう

で、あなたが欲
ほ

しい情
じょう

報
ほう

は何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．医療
いりょう

（病院
びょういん

、薬局
やっきょく

など）の情報
じょうほう

 2．自分
じ ぶ ん

の国
くに

のことばでの情報
じょうほう

 

3．役所
やくしょ

からのお知
し

らせ 4．日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の情報
じょうほう

 

5．災害
さいがい

など緊急
きんきゅう

のときの情報
じょうほう

 6．公共
こうきょう

施設
し せ つ

や交通
こうつう

機関
き か ん

などの案内
あんない

 

7．ごみ出
だ

しなどの地域
ち い き

のルール
る ー る

 8．特
とく

にない 

9．その他
た

〔                                   〕 
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 ④ 自分
じ ぶ ん

の国
くに

にいる家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

とは、どのように連絡
れんらく

をとっていますか？  

1番
ばん

多
おお

い方
ほう

法
ほう

 

（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

どれくらい頻繁
ひんぱん

に？ 

（1 つだけ○を付
つ

けてください） 

1．メール
め ー る

 

  a．毎日
まいにち

   b．週
しゅう

に数回
すうかい

 

  c．週
しゅう

１回
かい

   d．１か月
げつ

に数回
すうかい

 

  e．その他
た

〔        〕 

2．ＳＮＳ 

3．Skype などのビデオチャット
び で お ち ゃ っ と

 

4．手紙
て が み

 

5．その他
た

〔              〕 

 

 近所
きんじょ

の日本人
にほんじん

と話
はなし

をすることがありますか？（1 つだけ○を付
つ

けてください。） 

1．ある（あいさつをする程度
て い ど

） 2．ある（ときどき長
なが

い話
はなし

をすることがある） 

3．ある（困
こま

ったときに相
そう

談
だん

している）  4．ない 

 

 住
す

んでいる場
ば

所
しょ

の日
に

本
ほん

人
じん

と、もっと仲
なか

良
よ

くなりたいと思
おも

いますか？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください。） 

1．思
おも

っている 

  どのように？：（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

   a. 近所
きんじょ

の行事
ぎょうじ

（祭
まつ

りなど）に参加
さ ん か

したい b. 自分
じ ぶ ん

の国
くに

の文化
ぶ ん か

を紹介
しょうかい

したい 

   c. 一緒
いっしょ

にボランティア活動
かつどう

をしたい  d．一緒
いっしょ

に食事
しょくじ

など気軽
き が る

に交流
こうりゅう

したい 

   e. その他
た

〔                                〕 

2．思
おも

っていない 〔なぜ？：                            〕 

 

 あなたと同
おな

じ国
くに

の人
ひと

が集
あつ

まるコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

テ
て

ィ
ぃ

は、ありますか？ 

 （1 つだけ○を付
つ

けてください。） 

1．近所
きんじょ

にあり、いったことがある 

2．近
ちか

くにないが、いったことがある 

3．あることを知
し

っているが、遠
とお

くていくことができない 

4．あることを知
し

っているが、どこにあるかわからない 

5．あることを知
し

っているが、いったことがない 〔なぜ？：             〕 

6．コミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

はない 

7．わからない 
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 広島
ひろしま

県内
けんない

に住
す

んで、良
よ

かったと思
おも

うことは何
なん

ですか？（いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．会社
かいしゃ

や学校
がっこう

の日本人
にほんじん

が親切
しんせつ

 2．近所
きんじょ

の日本人
にほんじん

が親切
しんせつ

  

3．自
し

然
ぜん

や文
ぶん

化
か

が豊
ゆた

か 4．店
みせ

が多
おお

く、生活
せいかつ

が便利
べ ん り

 

5．東
とう

京
きょう

などに比
くら

べて物
ぶっ

価
か

が安
やす

い 6．同
おな

じ国
くに

から来
き

ている人
ひと

が多
おお

い 

7．良
よ

かったと思
おも

ったことはない 

8．その他
た

 〔                                 〕 

 

あなたが、広島
ひろしま

県内
けんない

で家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

することについて質問
しつもん

します。（全
ぜん

員
いん

お答
こた

えください。） 

 

 広島
ひろしま

県内
けんない

で家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

すること（一人
ひ と り

で日本
に ほ ん

に来
き

ている人
ひと

は、将来
しょうらい

、家族
か ぞ く

を連
つ

れて 

来
く

ることができようになった場合
ば あ い

）に、不安
ふ あ ん

なことは何
なに

ですか？ 

  （いくつ○を付
つ

けてもいいです） 

1．住
す

む家
いえ

を見
み

つけること 2．家族
か ぞ く

が病気
びょうき

やけがになったとき  

3．出産
しゅっさん

や子育
こ そ だ

て 4．子供
こ ど も

の教育
きょういく

（学校
がっこう

） 

5．家族
か ぞ く

が日本語
に ほ ん ご

がわからない 6．配偶者
はいぐうしゃ

（妻
つま

や夫
おっと

）の日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

 

7．地
ち

域
いき

のル
る

ー
ー

ル
る

（ごみの出
だ

し方
かた

、音
おと

やにおいなど） 8．家族
か ぞ く

と近所
きんじょ

の人
ひと

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

 

9．家族
か ぞ く

が日本
に ほ ん

の交通
こうつう

ルール
る ー る

がわからない 10．家族
か ぞ く

がバス
ば す

や電車
でんしゃ

の乗り方
の り か た

がわからない 

11．災害
さいがい

のときに、どうすればいいかわからない 12．不安
ふ あ ん

なことはない 

13．その他
た

〔                                                        〕 

 

 （留学生
りゅうがくせい

の方
かた

だけお答
こた

えください。） 

 あなたが、いま勉強
べんきょう

している学
がっ

校名
こうめい

を教
おし

えてください。 

 （強
きょう

制
せい

ではありません。書
か

きたくなければ、書
か

かなくてもいいです。） 

  学
がっ

校
こう

名
めい

（留
りゅう

学
がく

生
せい

の方
かた

のみ） 

 

 

 

ア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

はここで終
お

わりです。ありがとうございました。 

 

 

 

 


